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「共に創り　未来へつなぐ　湯のまち　熱海」を目指して

本市では、令和3年（2021年）9月に「共に創り　未来へつなぐ　
湯のまち　熱海」を将来都市像とした第五次熱海市総合計画を
策定し、令和3年（2021年）度から令和12年（2030年）度までの
10年間の基本構想と、令和3年（2021年）度から令和7年（2025
年）度までの5年間の前期基本計画に基づいたまちづくりを進め
てきました。

前期基本計画では、令和2年（2020年）から始まった新型コロ
ナウイルス感染症の世界的な感染拡大や、令和3年（2021年）7月
に発生した伊豆山土石流災害により、熱海市は未曾有の危機に
直面しました。このため、令和3年（2021年）からスタートした前期基本計画のうち数年間は、こ
れらの課題への対策を最優先したため、計画に位置づけられた新たな施策は着手が難しい状況
にありました。しかし、令和5年（2023年）には同感染症が感染症法上の5類に引き下げられ、行
動制限の解除と官民の努力により徐々に以前の活気を取り戻し、令和7年（2025年）には熱海
市の年間宿泊客数がコロナ禍前を超えることができました。また、伊豆山被災地域の復旧・復
興については、令和8年（2026年）度中の道路・河川整備事業の完成を目標とするところまでき
ました。

第五次熱海市総合計画の最大のテーマは「持続可能なまちづくり」を進めることであります。
人口減少社会であっても、経済が持続的に発展し、その果実として豊かな市民の暮らしが実現
できる新たな仕組みづくりを目指しています。そして、その仕組みづくりには、市民、熱海に関わ
る多様な人々、事業者、そして行政が、従来の役割を再構築しながら、協働していくことが不可
欠です。
前期基本計画の計画期間においては、既に述べたような状況にある中で、観光振興と地域経
済の活性化を推進する新たな体制整備として宿泊税の導入と熱海観光局の設立、地域共生社
会の実現に向けた重層的支援体制整備、子育て世帯に対する経済的負担軽減のための新たな
子育て支援事業など、持続可能なまちづくりの実現に向けた取り組みを実施してきました。
後期基本計画では、更なる人口減少と少子高齢化の進行、多様性を認め合える多文化共生社
会の構築、能登半島地震等の近年の大規模な自然災害の発生など、前期基本計画策定後の社
会情勢を鑑み、前期基本計画を継承しながらも新たな視点を加えております。基本構想に掲げ
ている「人と人がつながり、健康でいきいきと過ごせるまち」、「多様な魅力を生かした活力あふ
れるまち」、「地域の特性に応じた機能的なまち」、「子どもの豊かな感性を育み、誰もが生きが
いを持てるまち」、「安全で安心して暮らし、過ごせるまち」の5つの基本目標に対し、主要な事業
を設け、次なる5年間のまちづくりに取り組んでまいります。

最後に、本計画策定にあたり、活発なご審議をいただきました総合計画審議会の委員の皆様
をはじめ、市民・職員合同会議やアンケートを通じて貴重なご意見・ご提言をお寄せいただきま
した市民や熱海に関わりのある皆様に対し、深く感謝を申し上げます。

　令和８年３月

熱海市長
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1第5次熱海市総合計画

	 後期基本計画策定の趣旨
本市では、令和３年度（2021年度）から令和12年度（2030年度）までの10年間を計画期間

とする「第五次熱海市総合計画」において、『共に創り 未来へつなぐ 湯のまち 熱海』を目
指すべき将来都市像に掲げ、これを実現するために設定した５つのまちづくりの基本目標に基
づき、まちづくりを進めてきました。

これまでの間、能登半島地震などの大規模な自然災害の発生や新型コロナウイルス感染症
の流行、地球温暖化をはじめとする環境問題など、社会経済情勢は大きく変化しました。

本市においても、令和３年（2021年）７月に発生した伊豆山土石流災害や少子高齢化の更な
る進展、宿泊税創設や熱海型DMO（熱海観光局）（解説P.148）の設立など、市を取り巻く環境
も変化し、その対応が求められています。

このような状況のなか、前期基本計画の計画期間が令和８年（2026年）３月をもって終了する
ことから、前期基本計画の評価や社会経済状況の変化を踏まえ、前期基本計画の施策をベース
に時代の潮流や新たな課題に対応した「第五次熱海市総合計画後期基本計画」を策定しました。

1
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2 基 本 構 想

	 計画の構成

基本構想
基本構想は、まちづくりの基本理念を明らかにするとともに、本市の将来像を示すものです。

計画期間は、令和３年度（2021年度）から令和12年度（2030年度）までの10年間です。

基本計画
基本計画は、基本構想に示した将来像を実現するために、必要な諸施策を体系的に示すもの

で、前期基本計画と後期基本計画で構成します。ここでは、令和８年度（2026年度）から令和12
年度（2030年度）までの５年間を計画期間とした「後期基本計画」を定めています。また、基本
計画で定めた施策を計画的かつ効率的に実施していくために必要となる具体的な事業につい
て、環境やニーズの変化を踏まえ個別計画により対応するとともに、人口減少対策として重点
的に取り組む事業については「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置づけ、後期基本計画と一
体的に対応していきます。

2

【計画の期間】

基本構想

基本計画

個別計画

年度 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

第五次熱海市総合計画 基本構想

前期基本計画 後期基本計画

第二期まち・ひと・しごと創生総合戦略 第三期まち・ひと・しごと創生総合戦略
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3第5次熱海市総合計画

	 人口推移
本市の人口は減少傾向にあり、令和２年（2020 年）の国勢調査を基にした国立社会保障・人

口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」によると、令和12年（2030年）
における本市の総人口は、約29,400人まで減少し、高齢化率は52.0％に増加すると予測され
ています。

さらに、令和２年（2020年）には生産年齢人口が老年人口を下回っており、以降、この傾向が
続くと推計されていることから、若年層の流出を本市の最重要課題の一つと捉え、安定した雇
用の場の確保、居住環境の整備、出産・子育て環境の充実、交流人口の拡大と移住・定住の促進
といった取組を一層推進するとともに、温泉観光地という本市の特性に一層の磨きをかけて、
市外の関係人口によるかかわりを組み込みながら、将来の人口減少の抑制を目指していきま
す。

■ 国勢調査における熱海市総人口の推移と推計人口
※各年10月1日現在
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31,835

29,427

9,676
7,984

6,085 5,079

4,515 3,848 3,204 2,666 1,993 1,550 1,266

34,659 34,376
32,488

30,397
26,800

23,785
21,103

18,077

15,252 14,354 12,866

5,747 6,996

8,620
10,134 11,620 13,105 15,298

16,742

16,376 15,931 15,295

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年

総人口 年少人口

(14歳以下)

生産年齢人口

(15～64歳)

老年人口

(65歳以上)

（人） 実績値   推計値

出典： 国勢調査（総務省）。2025年以降は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」（令和５年
12月公表）に基づく推計値
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4 基 本 構 想

	 時代の潮流

（１）人口減少と少子高齢化の進行
日本の総人口は平成20年（2008年）の１億2,808万人をピークに減少に転じており、年少

人口（０～14歳）・生産年齢人口（15～64歳）は減少、老年人口（65歳以上）は増加を続けてい
ます。令和５年（2023年）４月に国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口（令
和５年推計）」が公表した出生中位推計の結果に基づけば、2056年には1億人を割って9,924
万人となり、2065年には9,159万人になるものと推計されています。

高齢者は一貫して増加し、2043 年には 3,953 万人となってピークを迎え、2065年には
高齢化率は38.4%になると推計されています。

（２）地域コミュニティの希薄化
少子高齢化や人口減少、都市化やライフスタイルの多様化など、様々な要因を背景として

自治会・町内会等の地縁組織などの近所付きあいにおけるつながりが弱くなり、地域コミュニ
ティの希薄化が問題となっています。

一方で後期高齢者の割合は増加の一途をたどっており、地域における支え合いが重要と
なっているものの、様々な活動の担い手が不足している状況にあります。

（３）多様性を認め健康に暮らせる社会づくり
地域には、高齢者や若者、子ども、障がいのある人、外国人など様々な人が住んでいます。

誰もが活躍でき、お互いを理解しながら多様性を認めあえる地域共生社会・多文化共生社会
（解説 P.151）の実現が求められています。

また、育児と介護の両方を同時に行うダブルケアや老老介護が増えており、抱える問題や
悩みも複雑化・多様化している状況にあります。

国は、平成29年（2017年）に社会福祉法の一部を改正し、様々な問題や課題が複雑に絡み
合っている地域社会において、住民一人ひとりが、こうした問題を「我が事」と認識し、多様な
主体が世代や分野を超えて「丸ごと」つながる地域共生社会の実現を目指す方向性を示しま
した。また令和2年の社会福祉法の一部改正では「重層的支援体制整備事業」が創設され、地
域住民の支援ニーズに対応する断らない包括的な支援体制の整備が既定されました。

また、高齢化が進む中、日本の健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく
生活できる期間）は、令和４年（2022年）で男性が72.57歳、女性が75.45歳となっており、平
成28年（2016年）に比べて平均寿命との差は縮まっています。

今後、人生100年時代を迎える中で、社会・経済の活力を高め、さらには、社会保障制度を
持続可能なものとしていくためにも、健康寿命の延伸が注目されています。

4
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5第5次熱海市総合計画

（４）安全・安心な社会の構築
我が国では、国土の地理的・地形的・気象的な特性から歴史的に数多くの大規模災害が発

生しており、全国各地に甚大な被害がもたらされています。令和６年（2024年）にマグニチュー
ド7.6を記録した能登半島地震や豪雨災害など、各地において大規模で様々な自然災害が発
生しています。また、南海トラフなどの巨大地震は今後大きなリスクとして懸念されており、
防災、安全・安心のまちづくりに対する関心は高くなっています。

国は、東日本大震災の教訓を踏まえ、平成25年（2013年）12月に「強くしなやかな国民生
活の実現を図るための防災・減災等に資する国土強靱化基本法」を制定し、「強さ」と「しなや
かさ」を持った安全・安心な国土・地域・経済社会の構築に向けた取組が進められています。

（５）地方創生の推進
東京圏への一極集中の傾向がいまだ継続している状況において、少子高齢化に歯止めを

かけ、地域の人口減少と地域経済の縮小を克服し、将来にわたって成長力を確保するために
は、地方の魅力を一層向上させる必要があります。こうした問題意識から国は、デジタル田園
都市国家構想総合戦略において、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す
としており、移住促進のみならず、二地域居住（解説 P.152）の促進や関係人口の拡大などの
政策が展開されています。

（６）高度情報ネットワーク社会の進展
世界的に情報通信ネットワーク基盤が急速に充実していく中でICT（解説 P.147）も日々進

化し、近年は特にAI（解説 P.147）の利活用が進み、地域課題の解決や産業の効率化・活性化
につながることが期待されています。こうした状況を踏まえ、国ではデジタル社会の形成に
向けて、令和３年（2021年）５月に新たにデジタル庁を設置しました。

未来志向の DX（解説 P.147）を大胆に推進し、デジタル時代の官民のインフラを作り上げ
ることで、デジタル化の進展による全体最適の結果、社会課題の解決や新たな価値の創造が
進み、一人ひとりがより快適に生活できるようになると期待されています。

（７）SDGｓ（持続可能な開発目標）に関する取組の展開
SDGsとは、平成27年（2015年）９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のため

の2030アジェンダ」に記載された平成28年（2016年）から令和12年（2030年）までの国際
目標です。

持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の
誰ひとりとして取り残さない包摂的（解説 P.153）な社会づくりを誓っています。

我が国においては、「SDGs 推進本部」を設置し、今後の取組の指針となる「SDGs 実施指
針」を決定し、８つの優先課題と具体的施策を示しています。さらに、SDGsを全国的に推進
するため、各地方自治体に対し、各種計画や戦略、方針の策定や改訂にあたってはSDGs の
要素を盛り込み、達成に向けた取組の推進を促しています。
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6 基 本 構 想

	 SDGsとの連携
本市では、第五次熱海市総合計画の各施策分野に、SDGsの目指す17のゴールを関連づけ

ることで総合計画、地方創生、SDGsを一体的に推進していきます。

1ɽශࠔをなくそ͏ 目標1（ශ困） あらゆる場所のあらゆる形態のශ困を終わらせる。

2ɽٌ ծをθϩに 目標2（ٌծ） ٌծを終わらせ、食料安全保障及び栄養の改善を実現
し、持続可能な農業を促進する。

3ɽす΂ての人に健康と
福祉を 目標3（保健） あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保

し、福祉を促進する。

4ɽ࣭ の高い教育をみΜなに 目標4（教育） すべての人に包摂的（解説P.153）かつ公正な質の高
い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する。

5ɽジェンダー平等を実現
しよ͏ 目標5（ジェンダー） ジェンダー（解説P.151）平等を達成し、すべての女性

及び女児のエンパワーメントを行う。
6ɽ安全な水とトΠϨを

ੈքதに 目標6（水・衛生） すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な
管理を確保する。

7ɽΤネϧΪーをみΜなに
そしてクϦーンに 目標7（エネルギー） すべての人々の、安価かつ信པできる持続可能な近

代的エネルギーへのアクセスを確保する。

�ɽ働きがいもࡁܦ成௕も 目標8（経済成長と雇用）
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の
完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい
雇用	ディーセント・ワーク
を促進する。

13ɽީؾม動に۩体的な
対策を 目標13（気候変動） 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を

講じる。

17ɽύートφーγッϓで
目標をୡ成しよ͏ 目標17（実施手段） 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グロー

バル・パートナーシップを活性化する。

14ɽ海の豊か͞をकΖ͏ 目標14（海༸資源） 持続可能な開発のために、海༸・海༸資源を保全し、
持続可能な形で利用する。

10ɽ人΍国のෆ平等を
なくそ͏ 目標10（不平等） 各国内及び各国家間の不平等を是正する。

11ɽ住み続けられる
まちづくりを 目標11（持続可能な都市） 包摂的で安全かつ強靱	レジリエント）で持続可能な

都市及び人間居住を実現する。

12ɽつくる੹೚ つか͏੹೚ 目標12（持続可能な消費
と生産） 持続可能な消費生産形態を確保する。

9ɽ産業とٕज़ֵ新の基൫
をつくΖ͏

目標9（インフラ、産業化、
イノベーション）

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続
可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図
る。

15ɽ཮の豊か͞もकΖ͏ 目標15（཮上資源）
཮域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持
続可能な森林の経営、砂യ化への対処ならびに土地
のྼ化の્止・回復及び生物多様性のଛ失を્止する。

16ɽ平和と公正を
す΂ての人に 目標16（平和）

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進
し、すべての人々に࢘法へのアクセスを提供し、あら
ゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的
な制度を構築する。

5
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7第5次熱海市総合計画

	 将来都市像とその実現

（１）基本理念
あらゆる世代の人々が、安心して暮らし、働き、学び、活躍するとともに、歴史、文化に誇りを

持ち、湧き湧くいで湯のように温かなおもてなしのこころで訪れる人々を迎える世界に開かれた
「湯のまち 熱海」を築いていきます。

（２）将来都市像
本市は、本格的な人口減少、少子高齢化に加え、公共インフラの老朽化などの課題に直面し

ています。これらは税収の減少に加え、社会保障関係費、公共インフラ維持管理経費等の増大
を招き、その影響は、地域社会そのものの存続にまで及ぶことも予想されます。

こうした様々な地域課題に対して、市民と熱海に関わる多様な人々、事業者、行政が一体とな
り、それぞれの役割を果たしながら協働していくことで、持続可能なまちづくりに取り組みます。

具体的な方向性は、以下の通りです。
少子高齢化の進行、単身高齢者世帯の増加など社会構造の変化による地域コミュニティの弱

体化により地域における支えあいの基盤が低下するなど地域社会が変化する中、住民相互の
支えあい機能と公的支援の連携が求められていることから、「人と人とがつながり、健康でいき
いきと過ごせるまち」を目指します。

観光関連産業の持続性を高めるには、多様な地域資源に立脚し、時代や価値観の変化に柔軟
に対応するとともに、満足度の高い滞在空間を創造することが求められていることから、「多様
な魅力を生かした活力あふれるまち」を目指します。

都市基盤においては、計画的かつ適切な整備を図ることにより、多様なライフスタイルに対
応した快適性と利便性を兼ね備えた、誰もが暮らしやすく若い世代が子育てしやすいまちづく
りが求められていることから、「地域の特性に応じた機能的なまち」を目指します。

誰もが生涯にわたって学習やスポーツに取り組むとともに、本市の歴史・芸術文化に加え、多
文化に触れる機会の創出が求められていることから、「子どもの豊かな感性を育み、誰もが生き
がいを持てるまち」を目指します。

消防・危機管理分野では、消防力の充実強化を図るとともに、将来予測される大規模地震や
自然災害などの被害を最小限に抑え、犯罪や交通事故を未然に防止するため、自助、共助、公助

（解説P.150）が一体となった取組による防災体制や防犯対策の強化が求められていることから、
「安全で安心して暮らし、過ごせるまち」を目指します。

6
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8 基 本 構 想

まちづくりの基本理念とこれからの目標を踏まえ、本市が目指す将来都市像を次のように掲
げます。

① 共に創り
市民等が地域において何らかの役割を果たしつつ、「地域力」により、地域課題を共同で解決

し、行政はその支援をしていく。また、行政分野においては、人口減少社会に対する課題解決手
段として、関係人口の創出や周辺市町との広域連携を推進し、共に「まち」を創っていく。

② 未来へつなぐ
産業の活性化によりまちが賑わい、将来の人口減少を抑制し、安定的な財政基盤を構築する

ことで、本市の持続的な発展を図るとともに、温泉、風光明媚な自然環境、歴史・文化を守り、あ
らゆる地域資源を次の世代に引き継いでいく。
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9第5次熱海市総合計画

（３）実現のための基本視点

① 地域力を存分に発揮する
阪神・淡路大震災の際に、関西地区では35,000人もの被災者が生じましたが、救出に消防

や警察などによる救助活動では間にあわず、被災者のうちの27,000人は市民自身の手で救
助されたといわれています。以来、被災地では、災害時における救助活動には地域の力が不
可欠であるという教訓を踏まえ、災害や地域の問題に対して、行政のみならず、市民をはじめ
とした地域の力が必要であるという意識が行政と市民の双方に生まれました。

このことから、「市民が、地域で抱える生活課題に対して共同で解決していく力」を意味する
ものとして「地域力」という概念が生まれることとなりました。

本市も、こうした事例から学びながら、市民一人ひとりが持つ力を存分に発揮し、地域にお
いて何らかの役割を担いつつ、地域課題を共同して解決していく「地域力」を向上させていき
ます。

② 様々な魅力を生かして新たな産業を創出する
本市のもつ「自然」「温泉」「食」「首都圏からのアクセス」などの様々な魅力を磨き上げ、発

信することで、強みである観光分野の競争力を高めていきます。そして、今後さらなる需要が
見込まれるインバウンドについても、プロモーションや外国人観光客受入環境整備の促進に
努めていきます。

また、地形の制約がある中でも、観光業の他に柱となり得る地域資源を生かした新たな産
業の創出や起業・創業などを促進し、温泉観光地としてだけでなく産業分野でも存在感を発
揮していけるようなまちを目指します。

③ 広域連携により行政課題を解決する
これまでの人口拡大期は、増加する行政課題を、個々の自治体の地域性と知恵とリソース

によって乗り越えていくことができました。
しかし、人口が減少していくという時代を迎え、個々の自治体が提供できるサービスや施設

の全体量も縮減せざるをえない状況が予想される中で、従来のような施設の維持や更新など
を続ければ、市民にとって必要な行政サービスの提供に支障が生じる段階にさしかかりつつ
あります。

そのため、本市が抱える行政課題を解決していく手段として、今後さらに広域連携を推進し
ます。
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10 基 本 構 想

	 将来都市像実現に向けた基本目標

（１）人と人とがつながり、健康でいきいきと過ごせるまち
少子高齢化の進行、単身高齢者世帯の増加など社会構造の変化により、地域における支えあ

いの基盤が低下し、地域コミュニティの弱体化が進む中、住民相互の支えあい機能と公的支援
の連携を強化することで、『人と人とがつながり、健康でいきいきと過ごせるまち』を目指しま
す。

そのため、生活に身近な地域において、住民同士が世代を超えてつながり、相互に役割を持
ち、支えあう環境を構築することにより、安心してその人らしい生活を送ることができる地域共
生社会の形成を推進します。

また、将来の世代のために、地球温暖化対策を推進するとともに、限りある資源の有効活用
と廃棄物の発生を抑制し、環境へ配慮した持続可能な循環型社会構築を図ります。

高齢者が住み慣れた地域の中で生きがいを持ち、元気でいきいきと過ごせる地域づくりを推
進するとともに、障がいのある人もそうでない人も、共に暮らせる社会を実現することで、誰も
が暮らしやすいまちづくりを推進します。

さらに、市民一人ひとりが健康意識の向上を図り、健康の維持増進に取り組むとともに、健康
寿命の延伸を図り、生涯にわたり健康で幸せに暮らせるよう、それぞれの生活や年代に応じた
健康づくりを推進します。

7
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11第5次熱海市総合計画

（２）多様な魅力を生かした活力あふれるまち 
本市は、天与の恵みである「温泉」、海・山に囲まれた良好な「景観」、そこに育まれた「歴史・

文化」など多様な地域資源を有しています。また、伊豆箱根エリアの玄関口に位置するという
首都圏からの立地の良さに加え、これまで交通網の発展とともに時代のニーズに合った観光地
として変化することで発展してきました。これからも多様な地域資源に立脚し、時代や価値観の
変化に柔軟に対応していきながら、満足度の高い滞在空間を創造することで、『多様な魅力を
生かした活力あふれるまち』を目指します。

そのため、観光分野においては、地域資源や先人により醸成された熱海の文化をさらに磨き
上げることにより、国内外の認知を得るとともに、魅力ある日本有数の温泉観光地として観光
交流客で賑わうまちを創造します。

また、産業については、市外企業の力も生かしながら企業の生産性向上を支援するほか、起
業・創業の支援に取り組むことで、市民の雇用拡大を推進するとともに、人材の育成・掘り起こし
に取り組み、農林水産業、商工業、観光業などが有機的に連携し、地元調達率の向上に取り組
み、地域経済循環型の産業構造の構築を目指します。
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12 基 本 構 想

（３）地域の特性に応じた機能的なまち
商業、医療、福祉等の多様な都市機能を集積した拠点の集約化を図るとともに、道路、公園

等の必要な都市基盤について、計画的かつ適切な整備を図ることにより、多様なライフスタイ
ルに対応した快適性と利便性を兼ね備えた、誰もが暮らしやすく、若い世代が子育てしやすい

『地域の特性に応じた機能的なまち』を目指します。
人口減少・少子高齢化が進行する中においても、まちの利便性を確保し、都市の活力を維持・

増進するために、生活サービス施設や住居等の立地の適正化を図るとともに、徒歩や公共交通
により容易にアクセスできるまちづくりを推進します。 

また、河川、海岸等の改良、改修などにより、魅力と親しみのある川辺、海辺の創出を図ると
ともに、公園、緑地等のそれぞれの特性を生かし、癒しのある空間の創出を推進します。

さらに、良質な自然環境を確保するとともに、河川や海などの公共用水域の水質を保全する
ため、公共下水道施設などを計画的に維持管理し、生活排水の適正処理を推進します。

また、安定した水道と温泉の供給が可能となるよう施設運用の効率化を図るとともに、自然
災害等からの被害軽減を図るため、施設等の更新や耐震化を推進します。
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13第5次熱海市総合計画

（４）子どもの豊かな感性を育み、誰もが生きがいを持てるまち
子どもやその家庭を取り巻く環境が変化する中、家庭、学校、地域、行政などが一体となって、

子どもと子育て家庭に対する切れ目のない支援と学校教育の充実を図り、また、少子高齢化の
進行、健康寿命の延伸、ライフスタイルが変化する中、誰もが生涯にわたって学習やスポーツ
に取り組むとともに、本市の歴史・芸術文化に触れること、また、外国籍住民等との多文化交流
を促進することで、『子どもの豊かな感性を育み、誰もが生きがいを持てるまち』を目指します。

そのため、妊娠、出産、子育てまでの支援体制の確立や子どもが健やかに成長できる支援に
取り組むなど、子どもを産み育てやすい環境づくりを推進します。

また、子ども一人ひとりの個性に応じたきめ細かな学習環境づくりに取り組むとともに、安全
かつ快適な学習環境のもと、主体的に考え判断し行動できるよう生きる力（確かな学力、豊かな
心、健やかな体）が育まれる学校教育をさらに推進します。

さらに、家庭、学校、地域、行政が連携を図りながら、青少年が地域社会との交流や様々な経
験を通して、豊かな人間性と創造性を育み、地域で健やかに育つことができる環境づくりを推
進します。

良質な芸術文化に触れる機会と国際的な文化の相互理解を深める機会を創出するとともに、
市民自ら参画・発信することで、市民の創造性を育み、その表現力を高め、心豊かな社会の形成
を推進します。

また、学習、スポーツなどを通じて、地域づくりの担い手を育成することにより、地域活動によ
る交流の機会の創出を推進します。
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14 基 本 構 想

（５）安全で安心して暮らし、過ごせるまち
住宅火災や近年多発する災害から市民等の生命や財産を守るため、迅速かつ的確な消防活

動を遂行できるよう、地域防災の中核を担う消防団との連携をさらに密にし、消防力の充実強
化を図るとともに、将来予測される大規模地震や自然災害などの被害を最小限に抑え、犯罪や
交通事故を未然に防止するため、自助、共助、公助（解説P.150）が一体となった取組による防
災体制や防犯対策の強化を図ることで『安全で安心して暮らし、過ごせるまち』を目指します。

そのため、消防技術向上のための訓練の実施などによる消防職員の人材育成と高水準にあ
る救急需要に対応するための救急高度化への取組を推進します。

さらに、消防団員の加入促進と活動しやすい環境の整備など、消防団の充実強化を推進しま
す。

また、多種多様な災害に備えるために、防災体制の整備をさらに推進するとともに、市民一人
ひとりが防災・減災に関心を持ち、防災知識を習得するための環境の整備を推進します。

さらに、防犯や交通安全に対する意識の高揚を図るための取組を官民協働で推進します。
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	 持続可能な行財政運営
急激な少子高齢化に伴い、我が国が人口減少時代に突入した今、本市においても、効果的な

対策を講じなければ、人口減少の加速化が予想されます。
これにより、生産年齢人口の減少による市税収入の減少など厳しい財政状況が見込まれる一

方、社会保障関係費の増加や公共施設の老朽化対策など、乗り越えなければならない多くの課
題も既に存在しています。

また、気候変動による自然災害の脅威や、新型コロナウイルスなどの新たな感染症の蔓延な
どにより地域社会を取り巻く環境が大きく変容していく中にあっても、豊かで多様な価値観を
背景とする市民の暮らしと社会経済活動を持続可能な形で支えていかなければなりません。

持続可能な行財政運営を行っていくには、本市の基幹産業である観光業の活性化と、新たな
産業の創出や起業・創業などの促進に取り組むとともに、地域での生活課題を市民と行政が共
同で解決していく地域力の向上を図り、近隣自治体との広域連携によって行政サービスの効率
化を推進することにより、安定的な財政基盤を構築することが重要です。

市民や地域で活動する団体等と行政が連携し、安心して暮らせるまちづくりを進めるため、柔
軟性と適応性のある行財政運営を図っていきます。

8
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19第5次熱海市総合計画

第五次熱海市総合計画後期基本計画の体系図
（令和８（2026）～令和12（2030）年度の5年間）
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持続可能な行財政運営

（1）消防・救急体制の強化

（2）防災体制と地域防災力の向上

（3）安全・安心な暮らしの充実

ʲ５  r安全で安心して
暮らし、過ごせるまち

（1）子ども・子育て支援の推進

（2）熱海らしい特色ある教育の推進

（3）文化の振興

（4）生涯学習の充実

（5）スポーツの推進

ʲ４ 子rどもの豊かな感性を
　　 育み、誰もが生きがい
　　 を持てるまち

（1）地域特性に応じた空間づくり

（2）住環境の整備

（3）道路・河川・海岸の整備

（4）公園・緑地の整備

（5）安全な水の安定供給

（6）市営温泉の安定供給

（7）下水道施設の整備

ʲ３  r地域の特性に応じた
　　 機能的なまち

（1）観光の振興

（2）商工業の振興

（3）起業・創業の支援と雇用の創出

（4）農林水産業の振興

ʲ２ 多r様な魅力を生かした
　　 活力あふれるまち

ʲ１  r人と人とがつながり、
　　 健康でいきいきと
　　 過ごせるまち

（1）市民協働のまちづくり

（2）地域福祉の推進

（3）生涯を通じた健康づくり

（4）障がい者福祉の充実

（5）高齢者福祉の充実

（6）資源環境と廃棄物の減量及び適正処理の推進

（7）環境の保全と地球温暖化対策の推進

（8）消費生活の安定と向上

（9）ジェンダー平等な社会の実現

（10）多文化共生社会の構築
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基 本 目 標〔１〕
人と人とが つ な がり、
健 康 で い き い きと
過 ご せ るまち
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22 後 期 基 本 計 画

関連するSDGs

（１）市民協働のまちづくり

目指す姿

自分たちのまちに愛着を持ち、市民や地域
で活動する団体と行政が連携し、安全で安心
して住み続けられるまちづくりが住民主体で
行われている。

現状と課題

人口減少や高齢化の進行により、地域の様々な活動において担
い手が不足している中、まちの課題は多様化・複雑化しており行政
や既存の団体単独による行動だけでは解決が困難になっています。

ライフスタイルの違いや価値観の多様化により地域活動への関
心が希薄化することで、町内会に加入・参加する人が減少していま
す。

まちづくりをより効率的・効果的に進めるためには、まちの目指す
姿を住民一人ひとりが自分ごととして捉え、自ら行動に移すことが
求められます。また、スキルアップや活動内容の棚卸しが必要と考
えます。

地域での多種多様な住民や団体の顔の見える交流が地域福祉としての見守
りや大規模災害などのいざという時の支えあいに結びつき、心の豊かさが将来
にわたり安心して暮らせるまちづくりを持続させることになります。

関連データ

地域活動への参加者に関するデータ
「あなたは、この１年間に、どのような地域活動や学習・教養活動に参加していますか。」

     直近１年の地域活動や学習・教養活動の内訳（複数回答）

出典：第五次熱海市総合計画（後期基本計画）及び次期総合戦略策定にかかる市民意識調査
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（１）市民協働のまちづくり

目指す姿 関連する SDGs

自分たちのまちに愛着を持ち、市民や地域で活動する

団体と行政が連携し、安全で安心して住み続けられるま

ちづくりが住民主体で行われている。

現状と課題

人口減少や高齢化の進行により、地域の様々な活動において担い手が不足している中、まちの課題

は多様化・複雑化しており行政や既存の団体単独による行動だけでは解決が困難になっています。

ライフスタイルの違いや価値観の多様化により地域活動への関心が希薄化することで、町内会に加

入・参加する人が減少しています。

まちづくりをより効率的・効果的に進めるためには、まちの目指す姿を住民一人ひとりが自分ごと

として捉え、自ら行動に移すことが求められます。また、スキルアップや活動内容の棚卸しが必要と

考えます。

地域での多種多様な住民や団体の顔の見える交流が地域福祉としての見守りや大規模災害などの

いざという時の支えあいに結びつき、心の豊かさが将来にわたり安心して暮らせるまちづくりを持続

させることになります。

関連データ

地域活動への参加者に関するデータ

「あなたは、この１年間に、どのような地域活動や学習・教養活動に参加していますか。」

  直近１年の地域活動や学習・教養活動の内訳（複数回答）

出典：第五次熱海市総合計画（後期基本計画）及び次期総合戦略策定にかかる市民意識調査
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主な事業

●市民一人ひとりのまちづくりへの参加意識を醸成する機会の提供
●地域の交流や情報共有の場としての事例発表や意見交換の開催支援
●現状や課題を共有し、地域の活性化や課題解決に向けた団体間の連

携の促進
●市民や地域団体からの協働によるまちづくりに関する相談・支援体制

の整備
●地域の課題解決のための協働の地域づくり交付金の活用
●市民や地域、行政が一体となって取り組む協働プロジェクトの推進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

地域活動に参加してい
る市民の割合

R6 R12 市民一人ひとりが地域活動に関心を持ち、
行動に移すための意識醸成を図ることで、
活動人口の増加を目指します。50.1% 55.0%

町内会に加入している
世帯の割合

R6 R12 地域活動の活動人口を増やすため、町内会
の加入者（世帯）の増加を目指します。74.6% 75.0%

熱海市協働の地域づく
り交付金の活用実績

（累計）

R6 R12 地域の課題解決への取り組み、協働による
地域づくり活動について財政的支援を行い
ます。３団体 ５団体

協働の取組 行政の取組

市民
●地域の課題や有事の際の活動を自分ご

ととして捉え、市政や、地域の団体の活動
に関心を持つ。

●身近なコミュニティや地域の人、団体とか
かわりを持ち、できる時にできることから
参加する。

●身近な暮らしの課題に自ら取り組み、解
決する力を養う。

地域活動等
●情報の発信方法を工夫して、活動内容や

地域課題を共有する。
●市民の働き方や多様性を認識し、誰もが

参加しやすい地域活動を目指す。
●活動内容の棚卸しや選択に取り組み、持

続可能な組織とする。
事業者
●市政や地域団体の活動に関心を持ち、地

域活動に参加する。
●従業員が地域活動やボランティアへ参加

しやすい職場環境を整備する。
●寄附や賛助会員などの方法により、地域

貢献を推進する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●協働の意義を認識し、協働によるまちづ

くりを推進するための情報提供を行う。
●市民や地域の団体が協働によるまちづく

りを行うための機会を創出する。
●空き家や空き店舗を活用した地域住民や

市民団体の交流の場となる拠点整備を
支援する。

●共助（解説 P.149）意識の醸成や地域活
動の運営などに関する研修、講座を実施
する。

主体的に実施する取組
●地域の実状や課題を把握し、情報提供を

行う。
●条例や手引きなど市民協働の指針となる

ものを示し、意識の高揚を図る。
●市政の透明化を進め、市の政策形成過

程における市民参画を充実させる。
●多種多様な主体との交流、対話の場を設

ける。
●協働のノウハウを蓄積し、情報を共有す

る。
●職員の市民協働への理解を深め、部署間

で柔軟に連携する。
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24 後 期 基 本 計 画

（２）地域福祉の推進

目指す姿

長く住み慣れた、また、住み始めた地域で
住民が共に支えあい、誰もが生涯を通じて生
きがいを持ち、人々の多様性を受け入れてつ
ながることで、安心して暮らし続けている。

現状と課題

現在、高齢化が進む本市の高齢化率は48.7％（令和７年４月１日現在）であり、そのうちひとり
暮らし高齢者世帯は高齢者世帯の60.1％と半分を大きく超えています。将来的には団塊ジュ
ニア世代が65歳になる令和22年（2040年）には医療・介護需要の高まる75歳以上の人口は減
少が予想されますが、生産年齢人口も大きく減少していくため、高齢化率は55.6％に達すると
見込まれ、民生委員（解説P.153）や地域ボランティアのなり手が減少するなど地域福祉の担い
手不足がさらに深刻になっていきます。

社会情勢の変化などにより、育児と介護のダブルケアやヤングケアラー、8050問題（解説
P.147）のような課題の複合化・複雑化や、既存のサービスではカバーしきれない事例など、こ
れまで対象者ごと、分野ごとに整備されてきた公的サービスだけでは対応が困難な事例が増加
しています。

また、核家族化や生活様式の多様化、SNS（解説P.148）の普及などにより地域とつながる機
会が減少しつつある一方で、コロナ禍を経て再び地域とのつながりを求める傾向もあります。

こうした新たな課題を見据え、地域や公的サービスのあり方を改めて見直す必要があります。
地域の絆によって住民相互が支えあい、地域や行政の取組や民間のサービスなどが連携す

ることで、身近な困りごとを解決し、一人ひとりの生活が豊かになり、将来に向けて誰もがいき
いきと生活することができる地域共生社会の形成と維持がますます重要となっていきます。

関連データ

関連するSDGs

23

（２）地域福祉の推進

目指す姿 関連する SDGs  
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出典：令和６年度第35回市民アンケート結果報告書

市民アンケート結果
「困ったときに家族以外に相談できる相手は誰ですか」
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協働の取組 行政の取組

市民
●誰もが、地域で暮らす人々の多様性を受

け入れ、個人を尊重し合い、偏見や差別
を生まない意識を持つ。

●個人の状況にあわせて地域活動に参加
し、地域福祉に対する意識を高める。

地域活動等
●町内会、民生委員児童委員（解説P.153）、

高齢者相談センター、社会福祉協議会な
ど、地域の様々な主体が連携し、身近な
地域で課題を解決していくことのできる
支えあいの地域づくりを進める。

●地域活動を行う団体は、活動における楽
しさを積極的に発信するなど住民が参加
したくなる環境づくりに取り組む。

事業者
●医療機関や社会福祉法人などの福祉関

係機関は、福祉の主な提供主体として、
他分野とのつながりも広げながら市民生
活を支える。

●高齢者や障がい者、子育て世代など様々
な人が働きやすい労働環境を整備し、地
域就労の場を提供する。

●地域づくり、地域福祉の主体として市や
社会福祉協議会が開く会議などに参画
する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民活動・地域活動の周知や協力を行う。
●活動する人と人がつながり、交流や新しい

活動が生まれる仕組みづくりを支援する。
●民生委員児童委員による活動などと連携

し、地域生活課題の解決につながる活動
を支援する。

●地域共生社会の形成を推進するため、社
会福祉協議会と連携し、市民と福祉に関
する様々な事業者や地域活動主体の交
流が図れる場の提供を支援する。

主体的に実施する取組
●人と人、人と資源を結びつけるネットワー

クのつなぎ手となる地域福祉を推進する
コーディネート機能を拡充する。

●分野を横断した相談に対応できる重層的
な支援体制を充実する。

●個人のニーズに合った地域活動、ボラン
ティア、就労などにつなげる社会参加を
支援する。

●様々なサービスなどの情報を体系化し、
ホームページ、広報、SNSなど、ほしい人
に届く情報を発信する。

●総合福祉センターの活用など世代や属性
を超えて市民同士が交流できる場や居場
所づくりを行う。

主な事業

●市民一人ひとりや世帯が抱える複合化、複雑化した課題解決につながる重層的な支援体制
の充実

●市と社会福祉協議会で連携し、市民、地域活動団体、事業者などの地域福祉を推進する様々
な主体を支える取組

●市民や医療・福祉の専門職、地域、行政が一体となって、医療・介護の提供、予防や健康づく
り、生活の支えあいに取り組む「熱海版地域包括ケアシステム（解説P.148）」の推進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
地域活動に参加してい
る市民の割合

【1（1）再掲】

R6 R12 市民一人ひとりが地域活動に関心を持ち、
行動に移すための意識醸成を図ることで、
活動人口の増加を目指します。50.1% 55.0%

困っているときに家族
以外に相談できる人が
いる人の割合

R6 R12 相談機能の充実や地域での見守りなどによ
り、家族以外に相談できる人がいる人の割
合を増やすことを目指します。86.6% 90.0%
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（３）生涯を通じた健康づくり

目指す姿

市民一人ひとりが、生涯を通じて健康づく
りに取り組み、必要な時は周囲の人のサポー
トや医療を受けながら、誰もが住み慣れた地
域でいきいきとした生活を送っている。

現状と課題

本市の主な死因の第１位は悪性新生物、第２位は心疾患、第３位は老衰、第４位が脳血管疾患
であり、３大生活習慣病の死亡者数は全死亡者数の半数を占めています。

本市の特徴として、国民健康保険（以下、国保）の状況から、県の平均と比べ入院受診率が高
く1人当たり費用額が高い状況にありますが、その要因としては、症状が重症化してから医療に
かかる人が多いことが考えられます。

また、特定健康診査（熱海市国保険加入者対象）（解説P.152）の受診率は県平均より低いこ
とに加え、受診時に行う質問票では生活習慣の改善を実施している人の割合が国・県より低い
結果になっています。

さらに、男女共に糖尿病有病率・習慣的喫煙率が高く、特に女性の習慣的喫煙率は県平均の
2倍となっており、生活習慣病を予防する取組が必要です。

このような課題から、本市では定期的な健康診査の受診を促す様々な取組や、健康診査を受
けた後の事後フォローに力を入れ、各種保健事業を実施しています。

市民一人ひとりが早い段階から運動の重要性と基本的な栄養に関する知識を学び、健康に
良い生活習慣を身につけることが重要であり、生涯を通じて健康的な状態を維持することが求
められています。

健康で長生きをするためには、疾病の早期発見・早期治療が大切です。
疾病の予防には、日ごろの健康管理と健康診査などの受診が大切なことから、健康診査など

をより受診しやすい環境を整えるとともに、周知・啓発を強化して市民の健康診査の受診率を向
上させる取組を継続して実施することが必要です。

関連データ

令和２年－令和６年　国民健康保険の状況 特定健診受診率の経年推移（県比較）

出典：しずおか茶っとシステム   出典：特定保健指導実施状況報告書（国民健康保険中央会）

後期基本計画（ࡎ）

24

（Ī）ภक़ǇྫྷƍƔଌஅづくり

目指す姿 関連する SDGs
市民一人ひとりが、ภक़をྫྷƍてଌஅづくりに೘りຎ

み、必要な時は೮ࡗの人のǠȈーǳや࡭ፑを೥けながら、

༱Ʒが住みষれた地域でいきいきとしたภ活をຽってい

る。

現状と課題

本市の主な౲ࢀの第１ࡔは࠵ตශภᆾ、第ĩࡔは心ರ঵、第ĪࡔはᎡ෴、第īࡔがႸଆ৉ರ঵であ

り、Ī大ภ活習ষᅸの౲ሦ者数は全౲ሦ者数のᄖ数を๒めています。

本市のၟ྇として、ே民ଌஅᇱ଩のඡੳから、ଡのᇓઍとᄾƮ入ࢇ೥ෑ率が高く 1 人ဴたりᅉዿॽ

が高いඡੳにありますが、ƒの要ࢀとしては、൵ඡがഓ൵化してから࡭ፑにかかる人が多いことが考

えられます。

また、ၟ定ଌஅෑ査（解๊ P.»»）の೥ෑ率はଡᇓઍより࿃いことに加え、೥ෑ時に行うಱኴᅲで

はภ活習ষのू๷をಲ౮している人のআ合がே・ଡより࿃い結果になっています。

さらに、ཌྷ൅੢に်ႜᅸዛᅸ率・習ষ的ਨ࣒率が高く、ၟに൅ตの習ষ的ਨ࣒率はଡᇓઍの 2ზと

なっており、ภ活習ষᅸをያሻする೘ຎが必要です。

このような課題から、本市では定期的なଌஅෑ査の೥ෑを້す様々な೘ຎや、ଌஅෑ査を೥けた後

のಈ後フǔȘーに፛を入れ、२種ᇱଌಈ઄をಲ౮しています。

市民一人ひとりがວいཌॎからࢥ動のഓ要ตと基本的なࢯ養に関するཐ識を学び、ଌஅにፕいภ活

習ষをිにつけることがഓ要であり、ภक़をྫྷƍてଌஅ的なඡ໺をࡥ持することが求められていま

す。

ଌஅでྙภきをするためには、ರᅸのວ期ᄇ見・ວ期ಓፑが大โです。

ರᅸのያሻには、႘ごǂのଌஅ৉ጫとଌஅෑ査などの೥ෑが大โなことから、ଌஅෑ査などをより

೥ෑしやすいৄ੩をธえるととƷに、೮ཐ・૖ᄇを੫化して市民のଌஅෑ査の೥ෑ率を୶එさせる೘

ຎを૫続してಲ౮することが必要です。

関連データ

    ፭Ꭼĩ年⿜፭Ꭼĭ年 ே民ଌஅᇱ଩のඡੳ     ၟ定ଌෑ೥ෑ率の૪年෮移（ଡᄾॵ）

出典：しƏおかཥっとǢスǱȋ   出典：ၟ定ᇱଌ指၏ಲ౮ඡੳሇெി（ே民ଌஅᇱ଩中࣡会）
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協働の取組 行政の取組

市民
●かかりつけ医を持つなど、日ごろか

ら健康管理を心掛ける。
●定期的に健康診査やがん検診を受

診する。
●運動習慣を身につける。
●栄養バランスのとれた食生活を実践

する。
●喫煙がもたらす健康への影響を学ぶ。
地域活動等
●地域において健康に関する情報の

共有を行う。
●地域が一丸となって健康づくりを推

進するような体制をつくる。
事業者
●従業員の健康管理を考慮した働き

やすい職場環境の整備を推進する。
●事業所において従業員の健康診査

ができる環境を整える。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●自分の健康は自分がつくることを意識し、生活

習慣を整えることの重要性について、健康教
室の開催や地域に出向いた出前講座などにお
いて市民へ広める。

●自己の健康管理のため、かかりつけ医、かかり
つけ薬局、かかりつけ歯科医を持つことについ
て、市民へ広める。

●市民主体の健康づくり活動が活発に行われる
ように、出前健康講座や血圧測定などの専門
的なサポートを行う。

● SNS（解説 P.148）やホームページを活用し、
誰もが活用しやすい健康づくり情報を伝える。

●健康診査の結果や受診記録、お薬手帳などを
一元化し、自らの健康管理に役立てることを市
民へ広める。

●介護予防のための運動習慣の定着を支援する。
主体的に実施する取組
●定期的に健康診断を受診できるよう、受診しや

すい環境を整えるとともに、健康診断の定期
受診を勧める。

●対象者にあわせた健康づくりに関する情報を
提供する。

●市民の健康づくりをサポートする組織や団体
の運営の支援や会員の養成や育成を行う。

●かかりつけ医、かかりつけ薬局、かかりつけ歯
科医が患者の情報を共有し、効果的に治療が
できる体制づくりを推進する。

●子どもから高齢者まで生涯を通じた食育（解説
P.150）を推進する。

主な事業

●病気の早期発見・早期治療に向けた、対象者にあわせた適切な受診勧奨
●健康に関する情報を伝えるための各種健康教室の開催や健康相談
●健康をサポートする医療関係機関との連携による情報共有体制の構築
●ICT（解説P.147）などを積極的に活用した健康づくりに関する情報の

集約・発信
●健康づくりをサポートする組織・団体の活動の支援と育成

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
特定健康診査受診者のう
ち、生活習慣の改善を実
施している人の割合

R5 R12 生活習慣の見直しを喚起していくことで、
生活習慣病での死亡数減少を目指しま
す。41.3% 73.0%

特定健康診査の受診率
R5 R12 定期的に健康診査を受診し、生活習慣

病の早期発見、早期治療に努める人の
増加を目指します。35.0% 40.4%

健康上の問題で日常生活
に影響がある人の割合

R7 R12 健康上の問題で日常生活に影響がある
人の減少を目指します。28.2% 23.2%
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（４）障がい者福祉の充実

目指す姿

障がいのあるなしに関わらず、お互いが尊
重しあうとともに、障がいのある人が、自ら望
む住み慣れた地域で暮らしている。

現状と課題

ノーマライゼーション（解説P.153）の理念のもと、障がいの有無によって分け隔てられるこ
となく、相互に人格と個性を尊重しながら共生する社会の実現が求められています。

障がいのある人が住み慣れた地域で生活を営むためには、自らの選択により、自分に合った
仕事に就き、働き続けられる環境の構築や生活支援サービスの充実を図ることが必要です。市
内における障害者雇用率は令和元年度以降は横ばいの状況が続いているため、就労機会の確
保及び選択肢の拡充が課題となっています。また、自らも地域社会の一員として活動ができる
よう、地域活動への参加ができる環境の整備が求められます。

障がいのある人とその家族の高齢化が進んでいることから、障がいのある人の重度化や親
亡き後を見据え、地域生活支援拠点などの整備に取り組んできました。今後も、生活の変化な
どによるサービスの多様化へ対応しつつ、住み慣れた地域で引き続き安心して暮らしていくた
め、すでに実施されている重層的支援体制を活用して、行政や地域など社会全体で考え、支え
ていくことが必要となっています。

関連データ

関連するSDGs

障害者手帳所持者数（重複障害者はそれぞれ１人）

資料：社会福祉課

28

（ī）ඏƁŹೄᆵ౵のഊಲ

目指す姿 関連する SDGs
ඏがいのあるなしに関わらƏ、おୗいがໞഓしあうと

とƷに、ඏがいのある人が、自らሰƵ住みষれた地域で

暮らしている。

現状と課題

ǹーȉライǧーǢȒȞ（解๊ P.»»）のጫႪのƷと、ඏがいのዛኅによって分けॸてられることな

く、ະୗに人६と଼ตをໞഓしながら੢ภするೂ会のಲଵが求められています。

ඏがいのある人が住みষれた地域でภ活をࢪƵためには、自らの๰༖により、自分に合った౗ಈに

೰き、။き続けられるৄ੩のஓཝやภ活支࣍ǠーǾスのഊಲを෨ることが必要です。市内におけるඏ

害者୓ዿ率は፭Ꭼଭ年ဗࡒவはࣧƥいのඡੳが続いているため、೰᎕৿会の॰ᇱ及び๰༖౺の४ഊが

課題となっています。また、自らƷ地域ೂ会の一ࡿとして活動ができるよう、地域活動への参加がで

きるৄ੩のธᅏが求められます。

ඏがいのある人とƒのऌ໖の高齢化が進ǈでいることから、ඏがいのある人のഓဗ化やැሦき後を

見ขえ、地域ภ活支࣍੐࿾などのธᅏに೘りຎǈできました。ௗ後Ʒ、ภ活のᇥ化などによるǠーǾ

スの多様化へ໴ࣤしつつ、住みষれた地域でࢂき続き安心して暮らしていくため、すでにಲ౮されて

いるഓພ的支࣍体ฑを活ዿして、行政や地域などೂ会全体で考え、支えていくことが必要となってい

ます。

関連データ

ಃፍ：ೂ会福祉課

632 626 651 642 632 
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ි体ඏ害者手ྂ ፑࡱ手ྂ
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ඏ害者手ྂസ持者数（ഓ複ඏ害者はƒれƓれ１人）
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協働の取組 行政の取組

市民
●障がいのあるなしに関わらず、地

域で共に生きるため、お互いを尊
重しあう。

地域活動等
●障がいのあるなしに関わらず、地

域での活動に参加できるように工
夫する。

事業者
●障がい特性を理解し、働きやすい

環境を整える。
●雇用機会の確保と提供を行う。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●障がいを理由とする差別や社会的障壁がなくな

るための意識の醸成を図る。
●関係機関と連携し、障がい者の就労・社会参加機

会を確保・支援する。
●社会福祉協議会と連携し、障がいのある人とな

い人の交流や活動が生まれる仕組みづくりを支
援する。

●市内小・中学校や熱海高校への出前講座などを
実施することにより障がいについての理解を深
める場にするとともに啓発を図る。

主体的に実施する取組
●身近な場所で相談できる体制を確保する。
●地域で安心して暮らしていけるための体制を整

備する。
●緊急時の対応ができるサービス体制を充実する。
●障がいサービスの情報提供や障害者差別解消法

に関する啓発活動を行う。
●就労継続支援事業所や生活介護事業所など社

会資源の充実を図る。
●障がい児の発達支援およびその保護者へのサ

ポートを行う場を確保する。

主な事業

●基幹的な相談支援体制の整備
●地域生活支援等拠点等事業の推進
●短期入所サービスの充実
●関係機関と連携した就労機会の提供
●就労継続支援事業所や生活介護事業所など社会資源の充実
●放課後等デイサービス事業所の誘致
●成年後見制度の理解と利用促進
●障がいのある人への合理的配慮に関する理解促進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

基幹相談支援センター
の整備

R6 R12 令和８年度末までに、３種類の障がいに対応
した相談窓口である基幹相談支援センター
の整備を目指し、利用の促進を図ります。0% 充足率100％

（整備箇所数1か所）

就労継続支援事業所
や生活介護事業所な
どの確保

R6 R12 障がいのある人がその特性に合った就労先
や生活できる場所の選択肢を増やすことを
目指します。６か所 ７か所

放課後等デイサービス
を行える事業所の誘致

R6 R12 子どもの自立に必要な訓練や社会との交流
促進などを専門的に支援できる場の確保を
目指します。１か所 ２か所
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30 後 期 基 本 計 画

（５）高齢者福祉の充実

目指す姿

年齢を重ねても、長く住み慣れた、また、住
み始めた地域とのつながりを大切にしながら
生活を続けることで、生きがいを失わず、互
いに助けあい、生涯にわたり健康で幸せに暮
らしている。

現状と課題

本市は、高齢化率が48.7％（令和７年４月１日現在）と非常に高く、また、ひとり暮らし高齢者
が全世帯の36.6％を占めているほか、高齢の親子・兄弟など高齢者のみで暮らす人が多いとい
う特徴があります。そのため、病気や骨折などを要因として体力が低下し、買い物や掃除、ごみ
出しなど生活に必要なことができなくなると、生活困難に陥る可能性が高い状況にあります。
県では生まれてから健康に生活できる期間を「お達者年齢」（解説P.149）として市町別で公表
しています。静岡県の平均値は男女とも全国平均を上回っており、全国的に見ても上位10位
前後の高い数値となっていますが、本市は男女共に全国平均及び県平均を下回っています。

地元で生まれ育った人、仕事を求めて移住して来た人、さらに温泉地という土地柄から保養
のために移住して来た人など様々な背景を持つ住民が混在し、互助（解説P.150）が進みにくい
地区が多いのも特徴の一つです。すべての高齢者が地域で生きがいを持ち続けられるよう、高
齢者の豊かな経験、知識や技術が社会参加や生涯にわたる活躍にいかされ、地域社会とつなが
る、いきいきと暮らせるまちづくりが求められています。

関連データ

関連するSDGs

お達者年齢の静岡県平均・全国平均との比較

出典：市町別「お達者年齢」の状況（静岡県）、平均自立期間（国民健康保険中央会）

30

（Ĭ）ஸ፼ೄᆵ౵のഊಲ

目指す姿 関連する SDGs
年齢をഓƢてƷ、ྙく住みষれた、また、住みౡめた

地域とのつながりを大โにしながらภ活を続けること

で、ภきがいをಪわƏ、ୗいにൃけあい、ภक़にわたり

ଌஅでஂせに暮らしている。

現状と課題

本市は、高齢化率が 48.7²（፭ᎬĮ年īଈ１႘ଵఓ）とᅋඛに高く、また、ひとり暮らし高齢者が

全ฌ໷の 36.6²を๒めているưか、高齢のැ౤・૕࿏など高齢者のみで暮らす人が多いというၟ྇が

あります。ƒのため、ᅸਂや௒ๆなどを要ࢀとして体፛が࿃ऀし、ოいᆾやຣൊ、ごみ出しなどภ活

に必要なことができなくなると、ภ活困難に৙るईႷตが高いඡੳにあります。ଡではภまれてから

ଌஅにภ活できる期間を「お༥者年齢」（解๊ P.»»）として市町ᇠで୰ᅳしています。อࣰଡのᇓ

ઍ値はཌྷ൅とƷ全ேᇓઍをඑ回っており、全ே的に見てƷඑࡔ 10 ๶後の高い数値となっていますࡔ

が、本市はཌྷ൅੢に全ேᇓઍ及びଡᇓઍをऀ回っています。

地ଭでภまれࡱった人、౗ಈを求めて移住して来た人、さらにࣽ๜地というဘ地ᇕからᇱ養のため

に移住して来た人など様々なგ૤を持つ住民が௢ఓし、ୗൃ（解๊ P.»»）が進みにくい地તが多い

のƷၟ྇の一つです。すƮての高齢者が地域でภきがいを持ち続けられるよう、高齢者の豊かな૪ଫ、

ཐ識やਙടがೂ会参加やภक़にわたる活዆にいかされ、地域ೂ会とつながる、いきいきと暮らせるま

ちづくりが求められています。

関連データ

お達者年齢の静岡県平均・全国平均との比較
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協働の取組 行政の取組

市民
●自分の健康に関心を持ち、各種健康

診査を積極的に受診し、主体的に介
護予防に取り組む。

●スポーツや趣味活動、ボランティア活
動、地域サロン（解説 P.152）などに
参加し、積極的に交流する。

地域活動等
●様々な活動の中で、介護予防に積極

的に取り組む。
●活動を通じて参加者同士や地域が交

流できる場をつくる。
事業者
●行政や医療・介護などの関係機関と連

携し、高齢者が住み慣れた地域で暮ら
し続けることができるよう支援する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●各種健康診査を受診しやすい体制を整備す

る。
●個人レベルでの健康づくりや介護予防が進む

ように情報を発信し、取り組みやすい事業を
展開する。

●地域で開催される通いの場・趣味活動・運動
教室などが多様な形態で開催され、運営しや
すいように後方支援をする。

●高齢者が最後まで自分らしく暮らせるように、
終活支援事業を展開する。

●住民の福祉のための地域づくりを支援する。
主体的に実施する取組
●高齢者の地域での生活を支えるために介護

保険サービスや地域支援事業を充実する。
●自分らしい生活を最後まで続けることができ

るよう、医療機関、介護事業所、救急隊など
と連携し、在宅医療・介護連携（解説 P.150）
の推進を図る。

●認知症の人や家族が安心して地域で暮らせ
るように認知症施策を充実する。

●地域ケア会議（解説P.152）などを実施し、地
域に必要な資源の開発や施策の立案を行う。

●地域サロンなど、高齢者の集いの場を確保し
交流を促す。

主な事業

●介護サービス及び高齢者福祉サービスの充実
●成年後見制度の理解と利用促進【1（4）再掲】
●認知症サポーター養成講座など認知症施策の充実
●地域ケア個別会議（解説P.152）・地域ケア推進会議（解説P.152）の実施
●集いの場や活躍の場の増加と高齢者の活動の幅の拡充

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

お達者年齢の延伸
R5 R12 生まれてから健康に生活できる期間を示す

お達者年齢をさらに延ばすことを目指しま
す。

男性 77.7歳
女性 81.8歳

男性 80.2歳
女性 84.3歳

高齢者の集いの場の数
（地域サロン・総合事業
通所型サービス）

R7 R12 高齢者の集いの場である地域サロンや総
合事業通所型サービス（解説P.151）の空
白地域を無くし、多様な活動を通じて参加
者の活発な活動を促すため、設置数増加を
目指します。

30か所 35か所

認知症サポーター養成
講座受講者数（累計）

R6 R12 認知症を地域で見守り理解を深めるため、
また、認知症の人たちが安心して暮らせる
まちづくりにつなげるために、平成19年よ
り実施している認知症サポーター養成講座
の受講者数増加を図ります。

2,562人 3,450人
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（６）資源環境と廃棄物の減量及び適正処理の推進

目指す姿

環境負荷の低減が図られ、市民、事業者、
行政が一体となり、地域の多様な資源を最大
限に活用しながら、環境・社会・経済の課題が
ともに解決している。

現状と課題

ごみの総排出量が、コロナ禍以降の観光客の増加などにより減少していないことから、引き
続き市民へのごみ減量への啓発を推進するとともに、事業者に向けての自発的な発生抑制や、
再資源化を中心としたごみ減量活動について啓発が必要です。

市民のごみ減量への意識は高まり、生活系ごみの排出量は減少傾向にありますが、可燃ごみ
の約1割を占めている食品廃棄物の削減は、環境負荷低減の観点からも重要な課題となってい
ます。

廃棄物（ごみ）を減量することにより「地球環境の保護（二酸化
炭素排出量の削減）」や「天然資源の保護」、「処理コスト（光熱水
費や焼却灰の処理費など）の削減」に寄与することができます。

また、持続可能な廃棄物の適正処理に向けた現行施設の整備
計画や、ごみ処理の広域化・施設の集約化などについての検討が
課題となっています。

関連データ
単位：ｔ

年度 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5
ごみの総排出量 23,495 20,462 20,076 21,168 21,638

生活系ごみ 13,914 12,733 12,228 12,310 12,055
事業系ごみ 9,581 7,729 7,848 8,858 9,583

出典:一般廃棄物処理実態調査（環境省）
単位：ｔ

年度 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5
雑がみ（ミックスペーパー）

（解説Ｐ．150 ）回収量 104 91 82 108 110

出典：雑がみ回収プロジェクト実績
単位：%

年度 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5
生ごみ混入割合 7.9 5.9 6.7 11.8 10.9

出典：一般廃棄物処理実態調査（環境省）
単位：%

年度 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5
リサイクル率 22.7 23.2 22.7 23.0 21.9

出典：一般廃棄物処理実態調査（環境省）

関連するSDGs
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協働の取組 行政の取組

市民
●廃棄物削減のため、６Ｒに取り組む。
●ミックスペーパーの回収事業や分別・資

源化に参加し、ごみ減量に取り組む。
●食品ロスに関する意識を持つ。
地域活動等
●廃棄物削減のため、６Ｒを実践する。
●ミックスペーパー回収事業や分別収集

に参加、協力し、ごみ減量とリサイクル
を推進する。

事業者
●廃棄物削減のため、６Ｒを実践する。
●食品ロスを削減するため、計画的な製

造・販売を実施する。
●定められた分別方法で、ごみの分別・排

出を行う。
●ミックスペーパー回収事業などに参加し、

自発的にごみ減量とリサイクルに取り組む。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●６Ｒの啓発を行う。
●ミックスペーパー回収事業への活動支援

や排出方法の工夫により、ごみ減量とリサ
イクルに対する意識啓発を行う。

●食品ロス削減に関する意識啓発を行う。
●わかりやすい分別ルールを発信する。
主体的に実施する取組
●廃棄物の発生回避・排出抑制を基本とし、

再利用・再生利用の効率的な推進と廃棄
物の適正処理を行う。

●分別品目の拡充と新たな収集体制の確立
を推進するとともに、効率的な再生処分先
を確保する。

●食品ロス削減に向けた施策を検討する。
●現行施設の安定稼働に努めるとともに、廃

棄物処理の広域化を含め、今後の廃棄物
処理施設の方向性について検討を進める。

主な事業

●分別品目及び収集体制の見直し及び新たな資源の効率的な再生ルートの確保
●ごみの適切な分別・排出・収集を行うため、様々な媒体によるわかりやすいルールの発信
●学校・地域・事業所における６Ｒ活動への支援
●次期一般廃棄物処理施設における広域化の検討
●ごみの減量と再資源化の推進を図るため、多様な媒体やイベントを活用した情報発信
●環境基本計画及び一般廃棄物処理計画の中で食品ロス削減

推進についての現状把握や施策の推進
●一般廃棄物処理施設の適正な維持管理

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

ごみの総排出量
R5 R12

６Ｒやミックスペーパー回収事業の推進などによ
り、ごみの総排出量減少を目指します。

21,638ｔ 14,053ｔ
生活系ごみ 12,055ｔ 3,969ｔ
事業系ごみ 9,583ｔ 10,084ｔ

ミックスペーパー
回収量

R5 R12 再資源化の意識向上により、可燃ごみに含まれ
るミックスペーパーを分別回収します。110ｔ 4,974ｔ

生ごみ混入割合
R5 R12 食品ロス削減を行うことにより、廃棄物の減量化

を促進します。10.9% 7.6%

リサイクル率
R5 R12 再資源化品目の拡充と意識の向上により、リサイ

クル率の向上を目指します。21.9% 28.5%
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34 後 期 基 本 計 画

（７）環境の保全と地球温暖化対策の推進

目指す姿

市民などが自ら環境保全の意識
を高め、環境に配慮した行動を実践
し、豊かな自然環境や生活環境が守
られている。

現状と課題

温暖な気候と温泉に恵まれた本市は、自然の恩恵によって発展してきたまちです。
この豊かな自然環境を将来に引き継ぐとともに、安全で安心な生活環境を確保していくため、

地域の自然をしっかりと守り、共生するまちづくりが求められています。
環境基準を保持していくためには、公害調査や廃棄物の適正処理など、地域特性に応じた効

率的な環境保全対策を推進することが重要です。
また、良好な環境保全活動に向けた実践活動として、町内会や事業者による清掃活動などが

行われていますが、活動に参加する人や団体は固定化している傾向にあります。より環境につ
いて関心を持つよう、情報に触れ、学び、気づく機会を提供していくとともに、実践活動を普及
していく必要があります。

川や海の水質保全、快適な生活環境を保持するため、単独浄化槽（解説P.151）から生活排
水を処理できる合併処理浄化槽（解説P.149）への転換が必要です。しかし、転換費用や環境
意識の不足などの原因から、転換が進まない課題があります。よって今後は、積極的な転換や、
浄化槽の適正な検査・維持管理を促していく必要があります。

地球温暖化対策としてゼロカーボンシティを宣言し、太陽光発電設備の設置支援や街路灯の
LED化などにも取り組んでいますが、今後は市民や事業者などに対し地球温暖化防止につな
がる具体的な行動（脱炭素ロードマップ）を促すとともに、再生可能エネルギー（解説P.150）の
普及と省エネルギーの推進も図っていく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

33

（Į）ৄ੩のᇱ๺と地੃ࣽཊँ໴పの推進

目指す姿 関連する SDGs
౦ኁƟƞƁಛƾৄ੩ᇱ๺ƣ࡝ಡǇஸƶbৄ ੩ƠვፄƌƔ
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現状と課題
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関連データ
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ಃፍgৄ੩ड

温室効果ガス排出量の中期目標・長期目標（熱海市脱炭素ロードマップ）

資料：環境課
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協働の取組 行政の取組

市民
●良好な環境を保持するために、地域清掃

などに参加する。
●不法投棄や野焼きなどの不適正なごみの

処分はしない。
●環境教育・環境学習に参加し、まちを美し

くしていく意識と知識を高める。
●浄化槽の適切な維持管理を行う。
●省エネ・再エネ・廃棄物削減などの脱炭素

につながる活動を行う。
地域活動等
●良好な環境を保持するために、地域清掃

などを定期的に実施する。
●観光地にふさわしい景観を保持するため、

地域で一体となり、まちを美しくしていく
協働意識を高める。

事業者
●公害を起こさないよう法令を遵守する。

また、工事の際は周辺市民の理解の促進
に取り組む。

●観光地にふさわしい景観を保持するため、
まちを美しくしていく協力体制を築き、意
識を高める。

●浄化槽の適切な維持管理を行う。
●省エネ・再エネ・廃棄物削減などの脱炭素

につながる活動を行う。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●地域清掃活動を啓発、推進する。
●環境教育・環境学習を推進する。
●補助制度拡充により単独浄化槽から合併

処理浄化槽への転換を促す。
●省エネ・再エネ・廃棄物削減などの脱炭素

につながる活動を推進する。
主体的に実施する取組
●騒音、振動、大気、水質汚染状況の監視

及び測定を継続して実施する。
●河川及び海の水質保全のため、（一社）静

岡県浄化槽協会や静岡県と協力し、適正
な浄化槽の管理を強化する。

●環境意識の向上や保全に関する具体的
な施策を推進する。

●地球温暖化対策に関する具体的な施策
を推進する。

主な事業

●再生可能エネルギー・省エネルギー利用システムの設置及び設置支援及び啓発
●環境保護意識を持つことを促す環境教育・環境学習の推進
●生活排水などによる河川や海の汚濁防止のための浄化槽の適正管理の啓発強化
●補助制度拡充による単独浄化槽から合併処理浄化槽への転換の推進
●環境に対する取組をさらに推進するための第三次熱海市環境基本計画の更新
●環境保全活動ができる機会や場づくりなどの支援による環境保全の啓発
●公害未然防止指導の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

環境教室の参加者数
R6 R12 環境保全の意識の高揚を図るため、環境意

識の向上などを目的とする環境教室への参
加者数の増加を目指します。 266人 480人

温室効果ガス排出量 R1 R12 ゼロカーボンシティ実現に向け、温室効果
ガス排出量の削減を目指します。 197千ｔ 143千ｔ

不法投棄件数
R6 R12 市民などへの啓発を行い、パトロールを強

化することで不法投棄件数の半減を目指し
ます。23件 10件
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（８）消費生活の安定と向上

目指す姿

消費者が商品やサービスに関する正確な
情報を入手でき、適正な契約・取引が行われ
ることにより、安全な商品やサービスを安心
して消費できている。

現状と課題

消費者を取り巻く環境は、高齢化の進行や高度情報通信社会の進展などにより大きく変化し
ており、それに伴って消費者トラブルや被害の内容なども変化しています。商品やサービスの
内容について十分な理解をせずに購入や契約をしてしまうことで、知らないうちに定期購入に
なっていたなどのトラブルが多く見受けられます。悪質商法（解説P.148）による被害も後を絶
たず、特に高齢者世帯が狙われる訪問販売や電話勧誘などの被害が深刻化しています。

本市では、契約トラブルや悪質商法などの注意喚起を目的とした、キャンペーンの開催や悪
質電話対策機器購入費の助成などに取り組んでいます。

また、消費に対しての心配ごとなどを気軽に相談できる体制の構築を目的として、庁内に消
費生活相談専門員を配置し、不安解消に努めています。

消費行動は、社会経済情勢や地球環境に大きな影響を
及ぼします。消費者が賢く学び、自らの意思と責任によっ
て選択・行動することで、より良い生活環境に変えていくこ
とができます。消費者が社会に積極的に参画する「消費者
市民」としての成長が、社会の仕組みを変革し、持続可能
な未来をつくることにつながります。

関連データ

関連するSDGs

消費生活相談件数の推移（平成27年～令和６年）

資料：地域協働課

後期基本計画（ࡎ）

34

（į）൯ᅉภঊのࡊ࿊と୶එ

目指す姿 関連する SDGs

൯ᅉ者が൒ᆀやǠーǾスに関するฝ॰なගሇを入手で

き、࿪ฝな૚ዃ・೘ࢂが行われることにより、安全な൒

ᆀやǠーǾスを安心して൯ᅉできている。

現状と課題

൯ᅉ者を೘りবくৄ੩は、高齢化の進行や高ဗගሇྫྷමೂ会の進࿶などにより大きくᇥ化してお

り、ƒれにᄔって൯ᅉ者ǳラȁルやᅇ害の内容などƷᇥ化しています。൒ᆀやǠーǾスの内容につい

てഋ分なጫ解をせƏにம入や૚ዃをしてしまうことで、ཐらないうちに定期ம入になっていたなどの

ǳラȁルが多く見೥けられます。࠵ಱ൒ሓ（解๊ P.»»）によるᅇ害Ʒ後を์たƏ、ၟに高齢者ฌ໷

がຆわれるሞኴᄦპやဃᎭফዤなどのᅇ害がෆ௅化しています。

本市では、૚ዃǳラȁルや࠵ಱ൒ሓなどの཯意ভ਍を目的とした、キȎȞȅーȞの्௹や࠵ಱဃᎭ

໴策৿৯ம入ᅉのൃถなどに೘りຎǈでいます。

また、൯ᅉに໴しての心ვごとなどをਂ૴にະཎできる体ฑのஓཝを目的として、ྃ内に൯ᅉภ活

ະཎ๔኷ࡿをვམし、不安解൯にဖめています。

൯ᅉ行動は、ೂ会૪అගฒや地੃ৄ੩に大きなࢬ੽を及Ʊします。൯ᅉ者がଥく学び、自らの意౩

と฽႞によって๰༖・行動することで、よりፕいภ活ৄ੩にᇥえていくことができます。൯ᅉ者がೂ

会にูઇ的に参画する「൯ᅉ者市民」としてのถྙが、ೂ会の౗ຎみをᇥॹし、持続ईႷなቴ来をつ

くることにつながります。

関連データ

൯ᅉภ活ະཎଉ数の෮移（ᇓถ 27年⿤፭Ꭼĭ年）

ಃፍ：地域੤။課
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協働の取組 行政の取組

市民
●消費生活に関する知識の習得、情報収集

を行う。
●消費者被害を認識し、被害にあった場合

に適切に対処する能力を身に付ける。
●人や社会、環境、地域に配慮した消費行

動であるエシカル消費（解説P.149）を実
践する。

地域活動等
●消費者団体において消費者被害の防止、

救済のための活動や消費者教育を担う
人材の輩出・育成に取り組む。

●高齢者などの消費者被害の未然防止・拡
大防止のため、関係機関の連携による見
守り活動に取り組む。

事業者
●供給する商品・サービスに関する消費者

の安全や公正な取引の確保に取り組む。
●明確でわかりやすい情報提供や開示情報

の充実を図り、苦情などに適切に対応す
る。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●消費者情報や被害情報などを収集し、情

報発信を行う。
●消費者団体や事業者と継続的な意見交

換の場を通じた相互の連携強化を図る。
●消費者問題に関する意見や政策提言を

把握し、その活用を推進する。
●地域において公益的な活動を行う消費者

団体の育成及び支援のあり方を検討す
る。

主体的に実施する取組
●消費者や事業者に対する消費者行政に

関わる情報提供を行う。
●幅広い年齢を対象とした学習機会を設

け、消費生活に関する知識の普及を図
る。

●消費者被害を未然に防ぐため、消費者事
故や契約トラブル、悪質商法などの注意
喚起を行う。

●消費生活におけるトラブルの解決や事業
者との交渉方法などの相談対応を行う。

主な事業

●消費生活相談員や消費者団体と連携した講演会や出前講座などによる知識の普及
●新成人など若年層への消費者教育の充実
●悪質業者やSNS（解説P.148）による広告、通信販売など契約トラブルに遭いやすい事例の

情報発信
●関係機関や福祉などの既存ネットワークを活用した見守りの体制の構築
●消費者支援の専門知識を有する消費生活相談員による相談体制の充実

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

消費生活に関する
相談件数

R6 R12 消費に対しての心配ごとなどを気軽に相談
できる体制を整え、消費に対する不安解消
を目指します。178件 280件

消費者生活講座の
受講者数（累計）

R6 R12 より多くの市民に賢い消費者であるための
知識の普及を行い、より多くの人が聴講の
機会を得られるように講座の内容や時期を
検討します。50人 100人
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38 後 期 基 本 計 画

（９）ジェンダー平等な社会の実現

目指す姿

誰もが平等に機会を与えられ、それぞれの
個性を生かし、個人の能力を発揮した働き方や
生き方のできる社会が実現されている。

現状と課題

世界経済フォーラムが令和６年に公表した各国の男女格差を図るジェンダー・ギャップ指数（解
説P.151）では、日本は世界146か国中118位で、特に経済分野120位、政治分野113位と低
い評価を受けています。これは、働く場での男女格差や重要な意思決定の場に女性が少ないこ
となどが世界的にも問題視されていることを表しています。同様に本市でも、議員や政策決定
に関わる委員、地域活動における代表や役員など様々な機会において、女性の割合は依然とし
て少ない状況です。

女性の働き方は、結婚・出産期を迎える30代に離職し、育
児が落ち着くと復職する傾向にあります。近年、女性の活躍
は進展していると言えますが、一方で、個々の能力を発揮す
るために、多様なライフスタイルへの理解が求められます。

関連データ

関連するSDGs

年齢階級別労働力率（全国男女・熱海市男女）

出典：令和２年国勢調査（総務省）

38

（İ）ǣǒȞǫーᇓ့Ɵೂवのಲ現

目指す姿 関連する SDGs
༱Ʒがᇓ့に৿会をይえられ、ƒれƓれの଼ตをภか

し、଼人のႷ፛をᄇ৸した။きሑやภきሑのできるೂ会

がಲଵされている。

現状と課題

ฌै૪అフǔーラȋが፭Ꭼĭ年に୰ᅳした२ேのཌྷ൅६௭を෨るǣǒȞǫー・ǙȎップ指数（解๊

P.»»）では、႘本はฌै 146かே中 で、ၟに૪అ分ኾࡔ118 政ಓ分ኾ、ࡔ120 と࿃いᅴ価をࡔ113

೥けています。これは、။く඘でのཌྷ൅६௭やഓ要な意౩決定の඘に൅ตが少ないことなどがฌै的

にƷኴ題౽されていることをᅳしています。၍様に本市でƷ、ਢࡿや政策決定に関わる࡙ࡿ、地域活

動における༉ᅳやዂࡿなど様々な৿会において、൅ตのআ合はࡕ๹として少ないඡੳです。

൅ตの။きሑは、結௛・出ౌ期を૸える 30 ༉にጱධし、ࡱಋがጜち着くとᆲධする૓୶にありま

す。近年、൅ตの活዆は進࿶しているとସえますが、一ሑで、଼々のႷ፛をᄇ৸するために、多様な

ライフスタイルへのጫ解が求められます。

関連データ

年齢ॎੇᇠ᎕။፛率（全ேཌྷ൅・熱海市ཌྷ൅）

出典：፭Ꭼĩ年ேฒ調査（総ኃ൶）
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協働の取組 行政の取組

市民
●男女の役割を固定的に捉えることなく、

すべての人に関わるという意識をさらに
広げていく。

●性別や年齢、ライフスタイル、働き方など
に捉われず家事や育児、介護への参画に
対して責任を分かちあう。

地域活動等
●性別・年齢に関係なくすべての住民が地

域活動やその立案・方針決定過程へ参画
できる体制づくり（男女共同参画）に努め
る。

●子どもや高齢者などを地域で見守る支え
あいの意識を養う。

事業者
●ワークライフバランス（解説P.153）を推

進し、労働時間の短縮や育児休暇・介護
休暇の取得など働きやすい職場環境を
構築する。

●人材の多様性を尊重し、学び直しやリス
キングの機会を取り入れる。

●女性の再雇用や中途採用に取り組む。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●企業や地域社会での労働力不足が懸念

される中、男女を問わず活躍する場が与
えられ、平等に評価される環境整備を支
援する。

●職場や地域活動で女性の直面する課題
を把握し、課題解決のための施策を推進
する。

●女性の地域活動などへの参画を支援す
る。

●学校、会社、生活など様々な場面で個々
の多様性に対する理解を深められる取組
を実施する。

主体的に実施する取組
●団体、事業者、各種組織によるジェンダー
（解説P.151）平等を推進するための情報
提供やネットワークづくりを推進する。

●ワークライフバランスへの理解を促すた
め広報啓発を実施する。

●市の審議会などの政策や方針決定の場
への女性の参画拡大を促進する。

主な事業

●ジェンダー平等や男女共同参画に関する啓発の実施
●各種団体によるジェンダー平等や男女共同参画に関するセミナーや事業の開催周知
●男女共同参画の実現のため、審議会等委員への女性登用や、市の女性職員の管理職への登

用促進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

男女の平等感について
「平等」と思う人の割合

R6 R12 誰もが平等であると実感できる社会の実現
を目指します。26.5% 35.0%

市の審議会などの委員
に占める女性比率

R6 R12 市の施策・方針決定過程への女性の参画機
会を増やし、女性委員の増加を目指します。24.0% 35.0%

町 内 会 役 員（正 副 会
長）の女性の割合

R6 R12 男女共同参画の実現のため、地域活動にお
ける意思決定の場での活躍を推進し、女性
役員の割合増加を目指します。12.3% 12.5%
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（１０）多文化共生社会の構築

目指す姿

国籍や言葉などの違いを超えて、日本人も
外国人も互いに尊重して多様な価値観や文
化を理解し、協調の下に、安心して快適に暮
らしている。

現状と課題

本市の外国人の人口は、令和３年に652人でしたが、令和６年12月には約1.9倍の1,241人
になり急激に増加しています。

温泉観光地である本市は、生産年齢人口の減少などに対応するため、転入してくる外国人の
多くがホテルや旅館をはじめとした市内事業所で就労し、外国人が働き手として求められてい
る状況です。

増加している外国人が言葉や文化、習慣などの違いから生活上の課題を抱えており、行政や
地域コミュニティのルールが十分に伝わっていないため、様々な問題が顕在化しつつあります。
外国人に向けた行政、地域、町内会などの情報発信方法や地域社会との交流不足など、これら
を解決するための仕組みづくりが求められています。

このことから、日本人と外国人の双方が国籍・民族・文化の違いを認め合い、多文化共生（解
説P.151）に関するアクションプランを策定して施策を推進していくことが求められています。

関連データ

関連するSDGs

外国人市民人口の推移

出典：住民基本台帳（各年12月末現在）

40

（１ħ）໣ᇌँ੢ภೂवのஓཝ

目指す姿 関連する SDGs
ேฺやସጃなどの違いをྖえて、႘本人Ʒ॒ே人Ʒୗい

にໞഓして多様な価値観やᇌ化をጫ解し、੤調のऀに、安

心してऻ࿪に暮らしている。

現状と課題

本市の॒ே人の人口は、፭ᎬĪ年に 652 人でしたが、፭Ꭼĭ年 12 ଈにはዃ 1.9 ზの 1,241 人にな

り਼૽にໃ加しています。

ࣽ๜観୯地である本市は、ภౌ年齢人口の減少などに໴ࣤするため、࿼入してくる॒ே人の多くが

ȆǱルやፅ৛をはƍめとした市内ಈ઄സで೰᎕し、॒ே人が။き手として求められているඡੳです。

ໃ加している॒ே人がସጃやᇌ化、習ষなどの違いからภ活එの課題をሎえており、行政や地域Ǟ

ȊȐǶǱǎのルールがഋ分に࿿わっていないため、様々なኴ題がପఓ化しつつあります。॒ே人に୶

けた行政、地域、町内会などのගሇᄇමሑሓや地域ೂ会との交流不足など、これらを解決するための

౗ຎみづくりが求められています。

このことから、႘本人と॒ே人のຖሑがேฺ・民໖・ᇌ化の違いをႡめ合い、多ᇌ化੢ภ（解๊ P.

»»）に関するアǚǢȒȞプラȞを策定して౮策を෮進していくことが求められています。

関連データ

ਗ国য৘ড়যઠの௓୎

出典：住民基本༊ྂ（२年 12ଈቨଵఓ）
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協働の取組 行政の取組

市民
●多文化共生の知識・理解を深める。
●外国人住民との交流の場に参加する。
地域活動等
●外国人が町内会などの地域活動へ参加・

参画しやすい体制づくりに取り組む。
●外国人と地域の情報を共有する。
●相互の文化を学ぶ機会を創出する。
事業者
●適正な労働環境の確保を行う。
●生活オリエンテーションを外国人従業員

に実施する。
●外国人従業員への日本語教育を支援す

る。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●多文化共生について学ぶ機会を創出す

る。
●市ウェブサイトやSNS（解説P.148）を活

用した多言語化による行政・生活情報を
提供する。

●多文化共生の担い手づくりを促進する。
●国際交流協会や民間団体と連携して交

流を促進する。
主体的に実施する取組
●多文化共生を推進するアクションプラン

を策定する。
●多文化共生の意識啓発・醸成をする。
●行政・生活情報の多言語化、相談体制の

整備を行う。
●日本語学習支援の充実を図る。
●多文化・異文化交流・体験事業の実施・支

援を行う。

主な事業

●多文化共生を実現するためのアクションプランの策定
●外国人住民の相談窓口の充実や、行政・生活情報の多言語化・やさしい日本語による情報提供
●日本での生活や文化への理解を深めるための日本語教室の受入体制の整備
●外国人住民が必要な情報を取得し、理解するためのやさしい日本語の普及・促進
●国際感覚を身につけた若者を育成するための多文化・異文化交流・体験事業の実施・支援
●多文化・異文化交流の場の設置、交流事業の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

やさしい日本語の
認知度

R6 R12 外国人に有効なコミュニケーション手段の
普及を図ります。ー 60%

地域で暮らす外国人に
親しみを感じる日本人
住民の割合

R6 R12 多文化・異文化交流・体験事業の実施・支援
などを通じて、多文化共生の意識醸成を図
ります。ー 60%
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44 後 期 基 本 計 画

（１）観光の振興

目指す姿

多様な地域資源・価値を大切にし、オール
熱海のおもてなしで、国内外からの多くの来
遊客を迎え入れている。

現状と課題

本市は、豊富な温泉と温暖な気候、海と山に囲まれた風光明媚な観光地として、首都圏から
も近く、交通網の発達とともに日本有数の温泉観光地として発展してきました。一方、交通網の
発達による国内外の他の観光地との競争激化に伴い、次第に立地による優位性は薄れ、平成期
には東日本大震災後の平成23年度まで長い間減少傾向に歯止めがかかりませんでした。

その後は、官民一体によるプロモーションに取り組むとともに、メディアプロモーションの一
定の成果もあり、平成27年度から５年度連続で宿泊客数は300万人を上回りました。その後、
新型コロナウイルスの影響により令和２年度は150万人ほどまで落ち込み、観光産業に大きな
打撃を与えましたが、令和６年度には306万人まで回復し、外国人観光客数も増加傾向となっ
ています。

ただし、厳しい国内外の観光地間競争の中、平日への旅行需要の平準化を図る施策としての
ビジネス利用促進やトップセールスをはじめとしたインバウンド誘客の強化、オーバーツーリズ
ムや人材不足対策にも一層取り組んでいく必要があります。また、新たに設立された熱海型
DMO（熱海観光局）（解説P.148）と連携して官民一体となって観光地域づく
りを協創し、上記の課題に取り組むとともに、首都圏に近い立地を生かした
観光拠点として熱海の魅力を生かしながら、時代や市場ニーズにあわせて常
に変化し、観光地のトップランナーとして進化していくことが求められます。

関連データ

関連するSDGs
後期基本計画（ࡎ）
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（１）৑୯のව੹

目指す姿 関連する SDGs

多様な地域ಃଳ・価値を大โにし、Ǖール熱海のおƷ

てなしで、ே内॒からの多くの来ዥਰを૸え入れている。

現状と課題

本市は、豊ᆏなࣽ๜とࣽཊなਂ୭、海と౅にࡗまれたᆭ୯ነᗙな観୯地として、ೣ ဒ଑からƷ近く、

交ྫྷኦのᄇ༥ととƷに႘本ዛ数のࣽ๜観୯地としてᄇ࿶してきました。一ሑ、交ྫྷኦのᄇ༥によるே

内॒の໢の観୯地との੡ຮ૽化にᄔい、次第にጵ地によるዓࡔตは薄れ、ᇓถ期にはဪ႘本大ූ災後

のᇓถ 23年ဗまでྙい間減少૓୶にಇ౱めがかかりませǈでした。

ƒの後は、঱民一体によるプȘȍーǢȒȞに೘りຎƵととƷに、ȌデǎアプȘȍーǢȒȞの一定の

ถ果Ʒあり、ᇓถ 27 年ဗからĬ年ဗ連続でഗძਰ数は 300 ቮ人をඑ回りました。ƒの後、ශ૙ǞȘ

ǵǑイルスのࢬ੽により፭Ꭼĩ年ဗは 150ቮ人ưどまでጜち௔み、観୯ౌ઄に大きな໫ૼをይえまし

たが、፭Ꭼĭ年ဗには 306 ቮ人まで回ᆲし、॒ே人観୯ਰ数Ʒໃ加૓୶となっています。

ただし、ଯしいே内॒の観୯地間੡ຮの中、ᇓ႘へのፅ行೫要のᇓമ化を෨る౮策としてのǾǣǸ

スጦዿ້進やǳップǦールスをはƍめとしたイȞǻǑȞǴዤਰの੫化、Ǖーǻーǯーȕǥȋや人ఔ不

足໴策にƷ一ພ೘りຎǈでいく必要があります。また、ශたに็ጵされた熱海૙ DMO（熱海観୯અ）

（解๊ P.»»）と連携して঱民一体となって観୯地域づくりを੤ຕし、එ਋の課題に೘りຎƵととƷ

に、ೣဒ଑に近いጵ地をภかした観୯੐࿾として熱海のት፛をภかしながら、時༉や市඘Ƕーǥにあ

わせてඛにᇥ化し、観୯地のǳップラȞǵーとして進化していくことが求められます。

関連データ

入ူฯから見たഗძਰ数とഗძ౮็数の෮移

出典：熱海市の観୯
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入湯税から見た宿泊客数と宿泊施設数の推移

出典：熱海市の観光
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主な事業

●熱海型DMO（熱海観光局）との連携による新たな観光振興と地域経済活性化のための施策の実施
●平日利用促進事業（ビジネス利用促進、インバウンド誘客など）の実施
●ICT（解説P.147）の活用も視野に入れた観光ブランドプロモーション、メディアプロモーショ

ンの実施
●市民団体による観光まちづくり事業への支援
●ライトアップなどによる夜の賑わいの創出
●広域・地域連携による回遊促進施策の実施
●観光施設などが実施する外国人観光客受入環境整備業事業の支援

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

宿泊客数※
R6 R12 熱海型DMO（熱海観光局）と連携した官民

一体となった観光戦略による宿泊客数の増
加を目指します。330万人 360万人

旅行消費額
R6 R12 熱海型DMO（熱海観光局）と連携した官民

一体となった観光戦略による旅行消費額の
増加を目指します。1,120億円 1,427億円

市民（別荘所有者）
による推奨度

R6 R12 観光による地域への影響を踏まえ、市民（別
荘所有者）が他者に対し、熱海を居住地・滞
在地として「勧めたい」と感じられる状態を
目指します。

― 30％

※現状値は入湯税の利用人員を宿泊税ベースに換算した値

協働の取組 行政の取組

市民
●観光資源の維持や保護に取り組む。
●観光施策への関心と理解を深める。
●観光客におもてなしの心で接する。

地域活動等
●おもてなしの心を醸成する。
●各地区の魅力再発見と資源の活用に取

り組む。
●食によるブランドづくりの取組を進める。

事業者
●プロモーション活動を強化する。
●施設を整備し、サービスを向上する。
●人材の確保に取り組む。
●インバウンドへ対応する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●プロモーション活動やイベントなどの開

催を支援する。
●関係機関と調整を図り、人材不足対策を

実施する。
●ロケ支援など官民一体となったプロモー

ションを実施する。
●事業者などと連携したオーバーツーリズ

ム対策を実施する。
主体的に実施する取組
●観光ブランドプロモーションを充実・強化

する。
●民間事業者と連携したメディアプロモー

ションを展開する。
●旅行需要の平準化対策として、平日のビ

ジネス利用の促進やインバウンド誘客を
推進する。

●旅行者のニーズ把握・分析を行う。
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46 後 期 基 本 計 画

（２）商工業の振興

目指す姿

経済の持続可能な発展を実現し、中小企
業をはじめとする地域経済を支える事業者が
成長することにより、商工業が活性化してい
る。

現状と課題

本市の産業は、宿泊業を中心に地域資源の活用によって成長しつつ、サービス産業の多様性
を生み出し、その特色を生かしながら地域の発展に寄与してきました。

しかし、社会情勢の変化などにより、人材の確保や事業承継などの面で多くの課題を抱えて
います。近年では、観光客で賑わいのある商店街もあるものの、商店街によっては加盟店舗数
の減少や担い手不足による空き店舗の増加などの課題もあります。

このため、本市に訪れる人や暮らす人をひきつける商品やサービスを提供する魅力ある個店
が各地区に集積し、市全体の地域経済が活性化することが期待されています。また、個店同士
や個店と商店街との連携などによる相乗効果により、エリアの価値を高め集客につなげていく
ことも求められています。

さらに、地域の事業者の発展と成長を促して経済を活性化するためには、個店の魅力向上や
販路の拡大、新たなチャレンジに取り組む経営者及び後継者の育成、ICT（解説P.147）の有効
活用など、時代に即した経営意識への転換が求められています。

関連データ

関連するSDGs

年間商品販売額（小売・卸売業） 市内総生産

出典：経済センサス（静岡県） 出典：しずおかけんの地域経済計算（静岡県）
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（ĩ）൒୿઄のව੹

目指す姿 関連する SDGs

૪అの持続ईႷなᄇ࿶をಲଵし、中൚৫઄をはƍめと

する地域૪అを支えるಈ઄者がถྙすることにより、൒

୿઄が活ต化している。

現状と課題

本市のౌ઄は、ഗძ઄を中心に地域ಃଳの活ዿによってถྙしつつ、ǠーǾスౌ઄の多様ตをภみ

出し、ƒのၟනをภかしながら地域のᄇ࿶に৳ይしてきました。

しかし、ೂ会ගฒのᇥ化などにより、人ఔの॰ᇱやಈ઄ൡ૫などのኜで多くの課題をሎえています。

近年では、観୯ਰで႔わいのある൒࿷ज़ƷあるƷのの、൒࿷ज़によっては加ኑ࿷ᇲ数の減少や担い手

不足による઱き࿷ᇲのໃ加などの課題Ʒあります。

このため、本市にሞれる人や暮らす人をひきつける൒ᆀやǠーǾスを࿓੝するት፛ある଼࿷が२地

તにആูし、市全体の地域૪అが活ต化することが期໸されています。また、଼࿷၍ౠや଼࿷と൒࿷

ज़との連携などによるະඔ効果により、Ǔȕアの価値を高めആਰにつなƇていくことƷ求められてい

ます。

さらに、地域のಈ઄者のᄇ࿶とถྙを້して૪అを活ต化するためには、଼࿷のት፛୶එやᄦ᎓の

४大、ශたなǬȎȗȞǣに೘りຎƵ૪ࢪ者及び後૫者のࡱถ、ICT（解๊ P.»»）のዛ効活ዿなど、

時༉に໌した૪ࢪ意識への࿼হが求められています。

関連データ

    

年間൒ᆀᄦპॽ（൚პ・卸პ઄）               市内総ภౌ

出典：૪అǦȞǠス（อࣰଡ）       出典：しƏおかけǈの地域૪అ計్（อࣰଡ）
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主な事業

●地域の特色を生かした魅力ある商店街空間の創出
●熱海市チャレンジ応援センター（愛称：Ａ－supo）（解説Ｐ.148）による個店支援強化及び事業

者間マッチングの推進
●熱海商工会議所などの関係機関と連携した事業承継支援体制の強化
●リノベーションまちづくり（解説P.153）の推進
●社会情勢の変化に影響を受けた事業者に対する支援策の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

市内小売・飲食・
サービス業の法人
市民税申告額（市
内本店事業所分）

R5 R12 多様な消費者層のニーズに
対応した、魅力ある商品づく
りや販路拡大を支援すること
で、法人市民税申告額の増
加を目指します。

卸小売 24,587千円 卸小売 29,629千円
飲食宿泊 13,347千円 飲食宿泊 28,839千円

その他サービス 17,296千円 その他サービス 17,296千円

市内事業承継
支援件数（累計）

R6 R12 事業承継に対する相談体制
の構築により増加を目指しま
す。2件 10件

熱海市チャレンジ
応援センター相談
解決件数

R6 R12 市内事業者の売上増加など
に向けた相談の解決数の増
加を目指します。12件 20件

協働の取組 行政の取組

市民
●市内事業者による商品・サービスを積極

的に購入し、市内消費拡大に協力する。
●SNS（解説P.148）などを活用して、市内

外に向けて熱海の魅力を発信する。
地域活動等
●魅力ある商店街づくりに取り組む。
●地域の魅力ある商品・サービスを市内外

に情報発信する。
●様々な地域活動の場で地元商品を積極

的に購入する。
事業者
●経営課題の解決などに努め、生産性の向

上や売上額の増加を図る。
●原材料などの地元調達に取り組むととも

に付加価値のある商品づくりを行う。
●市民向け商品の販売に取り組む。
●商品・サービスの域外での販売を促進する。
●同業者組合などに加盟し、互助（解説

P.150）活動や共同事業に参画する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●魅力的で活気のある商店街の形成と集

客力の向上を支援する。
●地場産品などについて地元調達率の高

い新商品開発を促すため、異業種間の交
流・連携を図る。

●地域の魅力ある商品・サービスを市内外
に広く発信することを支援する。

● ICT 化推進など中小企業などの経営の
革新及び経営基盤の強化を支援する。

主体的に実施する取組
●官民連携した中小企業振興、産業振興を

図る。
●熱海商工会議所などの関係機関と連携

し、事業者に対する相談・アドバイス業務
の充実に努め、魅力ある個店づくりを支
援する。

●事業承継や企業間連携を推進する。
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48 後 期 基 本 計 画

（３）起業・創業の支援と雇用の創出

目指す姿

地域資源の活用と循環、地域課題の解決
などを通じた起業・創業が生まれ、誰もがやり
がいと充実感を感じて働き、活躍できる環境
が整っている。

現状と課題

観光業を主幹産業とする本市の宿泊客数は、コロナ禍前の水準にまで回復したものの、急速
な少子高齢化の進行や物価・人件費の上昇など様々な社会状況の変化により、新たな経営課題
も発生しており、市内事業者は生産性の向上や人材確保などが求められています。

本市においては、市内事業者の経営課題の解決や市内で起業・創業を希望する人の支援を目
的として、熱海市チャレンジ応援センター（愛称：Ａ－supo）（解説P.148）を開設し、事業者から
の相談に対してアドバイザーが伴走型の支援をしており、今後も一層、多くの事業者を支援し、
売上増加や市域での起業・創業につなげていくことが期待されています。また、様々な要因で
急速に社会が変化して都市経営課題も発生している中で、市内の遊休不動産を活用したリノ
ベーションまちづくり（解説P.153）が進んでいます。現在、市街地の一部エリアで地域課題の
解決に寄与していることから、他のエリアにおいても関係人口の増加を図りながら地域資源を
活用した民間主導・地域主導のプロジェクトを推進して、様々な地域課題を同時に解決していく
必要があります。

本市の持続可能な経済発展に向けて、生産性の向上や労働力不足の解消、また、仕事と生活
の両立が図られることでやりがいや充実感を持って働き、誰もが活躍できる環境が求められて
います。

関連データ

関連するSDGs

令和４年度 3.46倍

令和５年度 3.50倍

令和６年度 3.17倍
出典：ハローワーク三島

従業者数・事業所数の推移有効求人倍率（年度平均）

出典：経済センサス活動調査（静岡県）

48

（Ī）਍઄fຕ઄の౫࣍と୓ዿのຕഞ

目指す姿 関連する SDGs

地域ಃଳの活ዿとഩৄ、地域課題の解決などをྫྷƍた

਍઄・ຕ઄がภまれ、༱Ʒがやりがいとഊಲশをশƍて

။き、活዆できるৄ੩がธっている。

現状と課題

観୯઄を主঴ౌ઄とする本市のഗძਰ数は、ǞȘǵख๶の෯മにまで回ᆲしたƷのの、਼໒な少౤

高齢化の進行やᆾ価・人ଉᅉのඑ൦など様々なೂ会ඡੳのᇥ化により、ශたな૪ࢪ課題Ʒᄇภしてお

り、市内ಈ઄者はภౌตの୶එや人ఔ॰ᇱなどが求められています。

本市においては、市内ಈ઄者の૪ࢪ課題の解決や市内で਍઄・ຕ઄を希ሰする人の支࣍を目的とし

て、熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（愛ൺ：ĸ⿜supo）（解๊ P.»»）を्็し、ಈ઄者からのະཎ

に໴してアǴǻイǡーがᄔຼ૙の支࣍をしており、ௗ後Ʒ一ພ、多くのಈ઄者を支࣍し、პඑໃ加や

市域での਍઄・ຕ઄につなƇていくことが期໸されています。また、様々な要ࢀで਼໒にೂ会がᇥ化

してဒ市૪ࢪ課題Ʒᄇภしている中で、市内のዥ਷不動ౌを活ዿしたȕǹȄーǢȒȞまちづくり�（解

๊ P.»»）が進ǈでいます。ଵఓ、市ज़地の一ᆪǓȕアで地域課題の解決に৳ይしていることから、

໢のǓȕアにおいてƷ関૒人口のໃ加を෨りながら地域ಃଳを活ዿした民間主၏・地域主၏のプȘǣ

ǒǚǳを෮進して、様々な地域課題を၍時に解決していく必要があります。

本市の持続ईႷな૪అᄇ࿶に୶けて、ภౌตの୶එや᎕။፛不足の解൯、また、౗ಈとภ活のፊጵ

が෨られることでやりがいやഊಲশを持って။き、༱Ʒが活዆できるৄ੩が求められています。

関連データ

ዛ効求人ზ率（年ဗᇓઍ）                ഌ઄者数・ಈ઄സ数の෮移

፭Ꭼī年ဗ 3.46 ზ

፭ᎬĬ年ဗ 3.50 ზ

፭Ꭼĭ年ဗ 3.17 ზ

出典：ǺȘーȚーǚూဥ

                         出典：૪అǦȞǠス活動調査（อࣰଡ）
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主な事業

●リノベーションまちづくりの推進【2（2）再掲】
●熱海市チャレンジ応援センターによる伴走型支援の拡充
●地域課題の解決を目的とした新事業の起業・創業を推進
●関係機関と連携した雇用情勢の改善や地元企業の人材確保に向けた

施策の実施
●事業者の経営課題と地域資源活用事例の把握及び市内外に対する情

報発信

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
熱海市チャレンジ応援
センターの伴走型支援
による創業及び新分野
進出数

R6 R12
新たに熱海でチャレンジする起業を支援し、
創業及び新分野進出を目指します。6件 10件

市内従業者数
（民営事業所）

R3 R12 雇用情勢の改善によって、コロナ前の水準
まで市内従業者数の増加を目指します。17,731人 19,500人

協働の取組 行政の取組

市民
●年齢や性別、国籍に関わらず、働き、活躍

することの意義や可能性を考える。
地域活動等
●地域課題を解決するコミュニティビジネス
（解説Ｐ.149）を活用・支援する。

●地域資源を再認識して生かすとともに、
市内外に広く情報を発信する。

事業者
●地域にある魅力や特産品などを活かして、

新しい商品や体験、サービスの造成に取
り組む。

●働きやすい職場環境づくりや福利厚生の
充実を図る。

●多様な働き方を受け入れる体制をつく
る。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●地域の特性を生かしたリノベーションま

ちづくりを推進する。
●高齢者や障がいのある人、外国人など、

働く意欲のある人が活躍でき、多様な働
き方ができる労働環境づくりを推進する。

主体的に実施する取組
●リノベーションまちづくりの推進体制をつ

くる。
●教育・福祉分野などの関係機関と連携し

た多様な人材と事業者とをマッチングす
る。

●経営者の様々な課題に対する伴走型相
談支援を行う。

●事業者の人材確保に向けた福利厚生を
支援する。
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50 後 期 基 本 計 画

（４）農林水産業の振興

目指す姿

農地・森林の保全と有効活用及び水産資
源の保護や育成を進めるとともに、担い手の
育つ魅力的な農林水産業が営まれている。

現状と課題

本市は、山と居住地との境界が曖昧な土地柄でもあることから、野生鳥獣が居住地内でたび
たび見受けられます。人口減少や少子高齢化が進んでいることから、各分野における従事者数
も減少しています。

農業については、従事者の高齢化とあわせて後継者が減っており、農地の
適切な管理が行われなくなりつつあります。そういったことから病害虫の発
生や有害鳥獣による農作物への被害も深刻化し、農業者の生産意欲の減退
につながっています。新たな担い手の確保や６次産業化、遊休農地の有効活
用など、農業の振興と農地の保全を図ることが求められています。

森林についても所有者が適切に管理できていない例が増えており、森林
が本来持つ水源涵養や防災機能などの多面的機能の低下を招くことから、継
続した森林の整備が必要となります。

水産業については、従事者数は少ないものの世代間のバランスが良い状
況がうかがえます。ただ、世界的な地球温暖化による海水温の上昇などによ
る影響もあることから、栽培漁業や稚魚・稚貝、種苗の放流などを行い、安定
した漁獲量の確保、生産性の向上に努めるとともに、水産物を継続して消費
していくことが必要です。

関連データ

関連するSDGs

熱海市における農業経営者及び海面漁業就業者の年齢構成

出典・RESAS（地域経済分析システム）農業者分析・海面漁業者分析を加工

50

（ī）Ⴚ፟෯ౌ઄のව੹

目指す姿 関連する SDGs

Ⴚ地・ස፟のᇱ全とዛ効活ዿ及び෯ౌಃଳのᇱ୦やࡱ

ถを進めるととƷに、担い手のࡱつት፛的なႺ፟෯ౌ઄

がࢪまれている。

現状と課題

本市は、౅と੍住地との੩ैが៵ቘなဘ地ᇕでƷあることから、ኾภྛ഑が੍住地内でたびたび

見೥けられます。人口減少や少౤高齢化が進ǈでいることから、२分ኾにおけるഌಈ者数Ʒ減少し

ています。

Ⴚ઄については、ഌಈ者の高齢化とあわせて後૫者が減っており、Ⴚ地の࿪โな৉ጫが行われな

くなりつつあります。ƒういったことからᅸ害཰のᄇภやዛ害ྛ഑によるႺఢᆾへのᅇ害Ʒෆ௅化

し、Ⴚ઄者のภౌ意ግの減༄につながっています。ශたな担い手の॰ᇱやĭ次ౌ઄化、ዥ਷Ⴚ地の

ዛ効活ዿなど、Ⴚ઄のව੹とႺ地のᇱ全を෨ることが求められています。

ස፟についてƷസዛ者が࿪โに৉ጫできていない፯がໃえており、ස፟が本来持つ෯ଳᤪ養やሻ

災৿Ⴗなどの多ኜ的৿Ⴗの࿃ऀをൣくことから、૫続したස፟のธᅏが必要となります。

෯ౌ઄については、ഌಈ者数は少ないƷののฌ༉間のǻラȞスがፕいඡੳがうかがえます。た

だ、ฌै的な地੃ࣽཊ化による海෯ࣽのඑ൦などによるࢬ੽Ʒあることから、ఃთ੗઄やབྷਖ਼・བྷ

ॏ、種ᅺのሐ流などを行い、安定した੗९ፘの॰ᇱ、ภౌตの୶එにဖめるととƷに、෯ౌᆾを૫

続して൯ᅉしていくことが必要です。

関連データ

熱海市におけるႺ઄૪ࢪ者及び海ኜ੗઄೰઄者の年齢ஓถ

出典・RESAS（地域૪అ分ืǢスǱȋ）Ⴚ઄者分ื・海ኜ੗઄者分ืを加୿

0%
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6%
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13%

20%
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21%

13%
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15-24歳

25-34歳

35-44歳
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75歳以上

海ኜ੗઄೰઄者（ᇓถ30年ဗ） Ⴚ઄૪ࢪ者（፭Ꭼ2年ဗ）
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主な事業

●１次産業の新たな担い手に対する情報提供、活動支援及び助成事業の実施
●追い払いなどの鳥獣被害防止対策事業及び電気柵などの自衛対策助成事業の実施
●森林環境整備に必要な間伐、木材利用促進や啓発普及などの実施
●初島漁港機能強化整備事業の実施
●たいやひらめの稚魚、あわびの稚貝、わかめ種苗の放流への助成事業の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

新規就農者数
R5 R12 良好な農地が保全できるよう情報提供を行

いながら、新たに農地を取得・賃借し新規就
農者の増加を目指します。６人 ８人

漁業従事者人口
R2 R12 漁港活用に係る活動支援や水産資源の維

持に取り組み、漁業従事者人口の維持を目
指します。47人 現状維持

森林整備実施面積
（累計）

R6 R12 管理ができていない森林の整備を行うた
め、森林経営管理制度に係る森林整備実
施面積の拡大を目指します。2.07ha 20ha

協働の取組 行政の取組

市民
●地元で生産される農水産物を消費して地

産地消に協力する。
●自らが所有する森林や農地について適切

な管理を行う。
地域活動等
●地域で協力しながら鳥獣被害防止柵の

設置や耕作地の適正な管理に取り組む。
●朝市や地域でのイベントにおいて、地元

で生産される農水産物を積極的に活用
する。

事業者
●地元の農林水産物の地産地消、生産促

進と情報発信、新たな活用方法の検討や
販路の開拓を行う。

●地域の子どもたちを対象に、農林水産業
に触れあう機会の確保に取り組む。

●１次産業の新たな担い手のための活動を
支援する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●農地、森林の適切な管理を行うための状

況把握と活動支援に取り組む。
●ダイダイなどの地元特産品のＰＲや販路

拡大などを支援する。
●未利用魚の有効活用や海業（解説P.149）

の振興など、漁港の新たな活用方法など
の相談があった場合には、情報収集や関
係機関との調整を行うなど活動支援に取
り組む。

主体的に実施する取組
●関係機関と連携して新規農業者の参入

を促すことで担い手の確保や耕作放棄地
の拡大防止に取り組む。

●鳥獣被害防止対策を推進し、農業被害の
拡大防止に取り組む。

●農道や林道など適切に維持管理し、生産
者などの利便性と生産性の向上に取り組
む。

●適切に管理されていない森林の整備に取
り組むとともに、森林環境譲与税を活用
した森林整備状況や活用内容を周知す
る。

●初島漁港の整備、修繕などにより、生産
者などの利便性の確保に取り組む。

●稚魚や稚貝、種苗放流事業を実施し、水
産資源の維持に取り組む。

熱海市総合計画.indb   51 2026/05/13   13:35:21



熱海市総合計画.indb   52 2026/05/13   13:35:21



基 本 目 標〔３〕
地 域 の 特 性 に 応じた
機 能 的 なまち
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54 後 期 基 本 計 画

（１）地域特性に応じた空間づくり

目指す姿

温泉観光都市としてさらに発展し、熱海ら
しい景観・環境を保全・活用して、ブランド力
を生かしたまちづくりが進んでいる。

現状と課題

本市は三方を山に囲まれ、東は相模灘に面し、沖合には初島を擁する温泉地であり、泉、伊豆
山、熱海、多賀、網代、初島の各地域では、地理的、歴史的背景の違いにより、それぞれ異なっ
た景観と街並みが形成されてきました。

首都圏からのアクセスも良く、中心地である熱海駅前から銀座通りにかけては観光客で賑わ
いを見せています。また、駅から海岸沿いに下ると、季節の花や海、山の景色を眺めながら散
策できる遊歩道やデッキがあり、市民や観光客に親しまれています。

しかし、駅と海岸を結ぶ道路は傾斜が急であり、誰もが歩いて回遊するには困難な地形となっ
ています。そのような地形での移動を円滑にするためには、インフラの整備や改修の必要があ
ります。

今後、人口減少や少子高齢化の進行が見込まれる中にあっても、本市に魅力を感じ定住した
くなるような、安心して暮らすことができる持続可能なまちづくりが必要です。そのためには、
商業や医療などの多様な都市機能の集積による中心市街地の魅力の向上や基幹産業である観
光の活性化を推進する必要があります。

また、今後のまちづくりにあたっては、市民や事業者、団体などと協働で推進できる仕組みの
構築が求められます。

本市の貴重な財産である豊かな地域資源を保全・活用するとともに、これらの景観の調和に
配慮しつつ、まちの魅力向上に取り組む必要があります。

関連データ

関連するSDGs
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（Ĩ）地域ၟตƠࣤƍƔ઱৖ƚƄƿ

目指す姿 関連する SDGs 

ࣽ๜৑୯ဒ౦ƝƌƛƊƾƠᄇ࿶ƌbႨॆƾƌŹ૤৑f

ৄ੩Ǉᇱ๺fঊዿƌƛbȁȔȞǴ፛ǇภƀƌƔƳƖƚƄ

ƿƁුǈƜŹǀc

現状と課題

቎౦ƤూሑǇ౅ƠࡗƳǁbဪƤະኟႃƠኜƌbࣱ஽ƠƤഷဥǇዸƎǀࣽ๜དƜŷƿb๜bࡓ၂౅b

Ⴈॆb໣रbኦ༉bഷဥƣ२དࡰƜƤbདጫ࿨b፾ౝ࿨გ૤ƣ࡫ŹƠƽƿbƒǁƓǁࡣƟƘƔ૤৑Ɲ

ज़ᇖƴƁ૛ถƊǁƛƂƳƌƔc
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ƐƛŹƳƎcƳƔbࢾƀƾॆয়࣎ŹƠऀǀƝbਆ้ƣचƹॆb౅ƣ૤නǇྏƶƟƁƾైపƜƂǀዥᇶ

ၗƹǲǮǘƁŷƿb౦ኁƹ৑୯ਰƠැƌƳǁƛŹƳƎc

ƌƀƌbࢾƝॆয়Ǉଅƫၗ᎓Ƥ૓ೀƁ਼Ɯŷƿb༱ƷƁᇶŹƛषዥƎǀƠƤ௘ႍƟད૛ƝƟƘƛŹ

ƳƎcƒƣƽŻƟད૛Ɯƣࡤ၌ǇࣅঌƠƎǀƔƶƠƤbǏȞȀȔƣธᅏƹूೲƣᅢጅƁŷƿƳƎc

ௗଢ଼b෗୵ଲ൛ƹ൛౤ஸ፼ँƣුபƁଣ௔ƳǁǀཨƠŷƘƛƷb቎౦Ơት፛Ǉশƍ࿊ഉƌƔƄƟǀ

ƽŻƟbࡊ඾ƌƛᇿƾƎƈƝƁƜƂǀಏ໗ईႷƟƳƖƚƄƿƁᅢጅƜƎcƒƣƔƶƠƤb൒઄ƹ࡭ፑ

Ɵƞƣ໣ዻƟဒ౦৿ႷƣആูƠƽǀཨ඾౦ज़དƣት፛ƣ୶එƹৰ঴ౌ઄Ɯŷǀ৑୯ƣঊตँǇ推ු

ƎǀᅢጅƁŷƿƳƎc

ƳƔbௗଢ଼ƣƳƖƚƄƿƠŷƔƘƛƤb౦ኁƹಈ઄ೄbཆ໲ƟƞƝ੤။Ɯ推ුƜƂǀ౗ຎƴƣஓཝ

ƁਿƶƾǁƳƎc

቎౦ƣ਌ഓƟఖౌƜŷǀሟƀƟདࡰಃଳǇᇱ๺fঊዿƎǀƝƝƷƠbƈǁƾƣ૤৑ƣྔᎬƠვፄƌ

ƙƙbƳƖƣት፛୶එƠ೘ƿຎƵᅢጅƁŷƿƳƎc

関連データ

ตಱᇠဘདጦዿƣআ஽

ഞ࿳g፭ᎬīႩဗဒ౦計बৰຉྔ௮�ዿထདࡰᇠဘདጦዿኜูᄾጴ�

性質別土地利用の割合

出典：令和４年度都市計画基礎調査「用途地域別土地利用面積比率」
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主な事業

●中心市街地の魅力向上に向けたインフラの改修
●回遊性向上に向けた交通インフラの整備
●心地よい空間形成に向けた空き店舗などのリノ

ベーションによるまちの新たな魅力の創出
●渚第４工区、観光港遊休地などの熱海港湾の整

備・利活用の推進
●伊豆箱根エリアの玄関口にふさわしい温泉観光

地としての良好な景観形成の推進
●各地区の特性にあわせた都市機能の誘導と良好

な住環境の形成の推進
●歩道のバリアフリー化の推進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

観光交流客数
R5 R12 地域資源を保全、活用し、景観の調和に配

慮しつつ、まちの魅力向上に努め、観光入
込客数の増加を目指します。627万人 700万人

渚第４工区整備事業
（解説P.152）進捗率

R6 R12 熱海港湾の魅力向上による熱海のブランド
力向上を図るため、整備完了を目指します。53.1% 100%

協働の取組 行政の取組

市民
●地域の清掃活動や緑化活動に参加する。
●都市景観や自然環境の保全に努める。

地域活動等
●地域の清掃活動や緑化活動を企画・実行

し、地域住民の参加を促す。
●都市景観や自然環境の保全に努める。

事業者
●市や地域のまちづくりに協力する。
●熱海市景観計画を踏まえた、屋外広告物

の適切な設置、維持管理をする。
●空き店舗のリノベーション（解説P.153）

によるまちの再生に努める。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民や地域の団体が協働によるまちづく

りを行うための機会を提供する。
●空き店舗のリノベーションによるまちの

再生を支援する。
●地域主体のまちづくり活動を支援する。
●地域主体の再開発を支援する。
主体的に実施する取組
●既存インフラの改修や再整備を実施す

る。
●歩道のバリアフリー化により居心地がよ

く歩きたくなる街並みづくりを推進する。
●中心市街地の魅力向上に努めるととも

に、他の地域への賑わい波及を促進す
る。

●熱海らしい景観や熱海港湾地域の魅力
向上を図るため、施設整備を行う。

●社会情勢にあったまちづくり条例の見直
しを検討する。

●良好な都市景観を守るため、熱海市景観
計画、熱海市景観条例、熱海市屋外広告
物条例を周知し的確な指導を行う。

●土地利用規制の制度を周知し的確な指
導を行う。

●良好な自然環境を守るため、関係法令を
周知し的確な指導を行う。
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56 後 期 基 本 計 画

（２）住環境の整備

目指す姿

誰もが安全・安心・快適に暮らすことができ
る、住み続ける・住みたくなる都市の形成に向
け、市民などと協働によるまちづくりが進ん
でいる。

現状と課題

本市は起伏に富み、緑豊かで温泉に恵まれていますが、急峻な地形であるため平坦な土地が
少なく、土地利用に関しては制約があり、地域の特性上、災害リスクも抱えています。

古くから温泉保養地として栄えてきたことから、別荘やリゾートマンションといった定住向け
ではない二次的住宅の割合が高く、人口減少や少子高齢化の進展と相まって、コミュニティ維
持や空き家の増加による景観上・防犯上の問題が懸念されます。

また、市内の住戸の約３割を占める分譲マンションについては、高経年化や温泉付きリゾート
マンション特有の管理上の課題があるなか、ファミリー向けマンションの需要は高まっています。

産業面においては、宿泊客がコロナ禍前の水準に戻りつつある中、労働力の確保に際し、ま
ちなかにおける従業員寮の不足が喫緊の課題となっています。

一方で、高齢者や障がいのある人、子育て世代などの住宅確保要配慮者に向けた住宅セー
フティネット（解説P.151）機能としての役割をもつ市営住宅は、市街地から離れた立地にあり
老朽化が進行しています。

公共交通に関しては、鉄道、路線バス、航路などの公共交通網が整備されていますが、公共
交通の利用者は減少傾向にあり、運転士不足などの影響もあって、一部のバス路線では維持・
確保が困難となっています。

人口減少・少子高齢化の時代においても持続可能で良好な住環境を整備していくためには、
都市機能や居住誘導によるコンパクト化と交通ネットワークの形成によるまちづくりが必要です。

住宅ストックの有効な利活用や防災・環境への配慮から、良質な住宅が建設され、適切な維
持管理のもとで長く使用することが求められます。

関連データ

空き家数の推移 住宅の耐震化率（%）

出典：住宅・土地統計調査結果

関連するSDGs
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主な事業

●熱海市立地適正化計画に基づく居住誘導や地域特性に応じた施策の展開
●多様な住まい方ができるまちの実現に向けた、ニーズや時代に合わせた住宅の更新や住宅

ストックの活用促進
●マンションや空き家といった住宅ストックの適切な維持管理・利活用の促進
●人口規模に見合った市営住宅の移転集約及びPPP/PFI手法を活用した再配

置の検討
●公共交通・バス路線のサービス維持に向けた利用促進策の実施
●高齢者などの交通課題解消に向けた新規取組の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

居住誘導区域における
人口密度

H27 R12 人口減少の局面にあっても、都市機能を集
約したコンパクト化と交通ネットワークの形
成による活気あるまちづくりを目指します。49.9人/ha 現状維持

住宅の耐震化率
R5 R12 地震発生時の防災・減災対策のため住宅耐

震化の促進・啓発に努め、市民の安全・安心
な暮らしを目指します。85.4% 95%

1日当たりの公共交通
（鉄道、路線バス、初島
航路、タクシー）の利用
者数

R4 R12 人口減少に伴い、今後公共交通の利用者
の減少が見込まれる中、利用を促進し路線
の維持を目指します。22,521人/日 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●自己所有地・建築物を適切に維持管理

する。
●建築物やブロック塀などを耐震化する。
●災害時の避難方法などについての理解

を深める。
●地域の防災訓練に積極的に参加する。
●公共交通機関を積極的に利用する。
地域活動等
●地域の防災・減災対策を実施する。
事業者
●自己所有地・建築物を適切に維持管理

する。
●建築物やブロック塀などを耐震化する。
●地域の防災・減災活動に協力する。
●公共交通に関する施策について、関連

する事業者間で連携する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●建築物やブロック塀などの耐震化を促進、

啓発する。
●多様な主体と連携した相談窓口の充実と

利活用の促進、居住世帯への普及啓発に
よる空き家発生予防、管理不全・老朽危険
空家への改善指導を行う。

●市民と観光客双方の移動快適性向上のた
め、公共交通に係る関係者間の連携や調
整を実施する。

主体的に実施する取組
●熱海市立地適正化計画に基づくまちのコン

パクト化を推進する。
●二地域居住（解説P.152）や遠距離通勤な

どの多様な住まい方・働き方が可能となる
住環境を創出する。

●熱海市耐震改修促進計画に沿った住宅の
耐震化を促進する。

●マンション管理適正化を促進する。
●空き家化の予防、実態把握、適切な管理や

利活用の促進などの総合的な空き家対策
を推進する。

●市営住宅の集約・再配置や民間住宅を活用
した住宅セーフティネットを確保する。

●地域の様々な主体と連携した住宅政策を
展開する。

●市民の暮らしやすさと観光客の周遊性向上
のための公共交通の実現に向けた施策を
実施する。
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（３）道路・河川・海岸の整備

目指す姿

誰もが安全・安心・快適に暮らすことのでき
る、住み続ける・住みたくなる都市の形成に向
け、道路などの社会インフラが整備されてい
る。

現状と課題

本市の主な道路には、南北に延びて神奈川県湯河原町及び伊東市に繋がる国道135号、函
南町と繋がる県道熱海函南線、三島市や神奈川県箱根町に繋がる県道熱海箱根峠線がありま
す。また、市内の幹線的な道路としては、熱海駅和田浜線などが市の中央部にあります。市道
は、地域の安全かつ快適な生活に欠かせない道路として、実延長231,580ｍが配置されてい
ます。観光シーズンや休日などは国道135号や熱海駅周辺道路において交通集中による渋滞
が発生しているため、国・県・近隣市町と連携し、新たな広域幹線道路の整備による交通分散化
に向けた取組が必要です。また、市街地については地形的な制約から狭隘（きょうあい）な道路
が多い上、高度成長期に整備された道路や橋梁の老朽化が進み、改良や修繕が必要な箇所が
増加傾向にあることから、道路や橋梁の老朽化対策、歩道のバリアフリー整備が必要です。

昨今の自然災害の激甚化を踏まえ、各施設の被害も甚大化する傾向にあることから、交通ネッ
トワークなどの被害を最小限に留めるとともに、その復旧に迅速に対応する必要があります。

河川については急流も多く、自然災害における被害発生のおそれがあることから、護岸整備
などの改修や維持管理により適切な河川環境の確保が必要です。

また、海岸については、魅力ある海岸整備が求められている一方で、津波対策も強く求めら
れています。

関連データ

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）
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（Ī）ၗ᎓fओ๖fॆয়のธᅏ

目指す姿 関連する SDGs

༱Ʒが安全・安心・ऻ࿪に暮らすことのできる、住み

続ける・住みたくなるဒ市の૛ถに୶け、ၗ᎓などのೂ

会イȞフラがธᅏされている。

現状と課題

本市の主なၗ᎓には、ႊሾに࣊びて්ၼ๖ଡူओମ町及びࡓဪ市に૬がるேၗ 135஼、ჹႊ町と૬

がるଡၗ熱海ჹႊ๦、ూဥ市や්ၼ๖ଡჺ௠町に૬がるଡၗ熱海ჺ௠ၙ๦があります。また、市内の

঴๦的なၗ᎓としては、熱海ࢾᎬဂᆃ๦などが市の中࣡ᆪにあります。市ၗは、地域の安全かつऻ࿪

なภ活にଁかせないၗ᎓として、ಲ࣊ྙ 231,580Ťがვམされています。観୯ǢーǥȞや਷႘などは

ேၗ 135஼や熱海ࢾ೮ᇩၗ᎓において交ྫྷആ中によるഐ໾がᄇภしているため、ே・ଡ・近፥市町と

連携し、ශたなஃ域঴๦ၗ᎓のธᅏによる交ྫྷ分ై化に୶けた೘ຎが必要です。また、市ज़地につい

ては地૛的なฑዃからੵᾯ(きƼうあい)なၗ᎓が多いඑ、高ဗถྙ期にธᅏされたၗ᎓やੲፎのᎡਾ

化が進み、ूፕやೲ๼が必要なङസがໃ加૓୶にあることから、ၗ᎓やੲፎのᎡਾ化໴策、ᇶၗのǻ

ȕアフȕーธᅏが必要です。

దௗの自๹災害の૽ෝ化を၃まえ、२౮็のᅇ害Ʒෝ大化する૓୶にあることから、交ྫྷǸッǳȚ

ーǚなどのᅇ害を௻൚଺にጽめるととƷに、ƒのᆲ੊に෡໒に໴ࣤする必要があります。

ओ๖については਼流Ʒ多く、自๹災害におけるᅇ害ᄇภのおƒれがあることから、୦য়ธᅏなどの

ूೲやࡥ持৉ጫにより࿪โなओ๖ৄ੩の॰ᇱが必要です。

また、海য়については、ት፛ある海য়ธᅏが求められている一ሑで、ྥჂ໴策Ʒ੫く求められてい

ます。

関連データ

৉ጫੲፎ ऑੲ年༉ᇠのᄕ定ત分（全 129 ੲ）

出典：熱海市ੲፎ定期࿾ଙ઄ኃ（R2⿤R5）

管理橋梁　架橋年代別の判定区分（全129橋）

出典：熱海市橋梁定期点検業務（R2～R5）
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主な事業

●県が実施する逢初川河川改修と連携した市道の拡幅整備の推進
●歩行環境の改善による徒歩での移動がしやすいまちづくりの推進
●橋梁の修繕工事と耐震補強工事の計画的推進
●熱海港湾の整備
●地域の実情に応じて、県が行うハード対策に市が行うハード・ソフト対策を組みあわせた総合

的な津波対策を推進
●広域幹線道路整備促進のための要望活動
●ICTを活用した交通調査に基づく渋滞対策の推進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

市管理橋梁の健全性
R5 R12 橋梁定期点検結果による健全性をⅠ（健全）

またはⅡ（予防保全段階）の状態に保つこと
を目指します。108橋 119橋

渚第４工区整備事業
（解説P.152）進捗率【3
（1）再掲】

R6 R12 熱海港湾の魅力向上による熱海のブランド
力向上を図るため、整備完了を目指します。53.1% 100%

協働の取組 行政の取組

市民
●河川や海岸の清掃などの地域活動に参

画する。
●道路などの異常箇所を発見した際には管

理者に知らせる。
地域活動等
●河川や海岸の清掃などの地域の清掃活

動や自治会活動を行う。
●地域の防災・減災対策に努める。
●通行の妨げとなる看板や商品などの占有

物を置かない。
事業者
●河川や海岸の清掃などの地域の清掃活

動や自治会活動に協力する。
●通行の妨げとならないよう荷下ろしを工

夫し、看板や商品などの占有物を置かな
い。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民や地域団体が、河川、海岸清掃など

を行う取組を支援する。
●地域防災活動を支援する。
主体的に実施する取組
●伊豆山復興まちづくり計画に基づく被災

地域の社会基盤の整備を進める。
●歩道のバリアフリー化を進め、歩行環境

を改善する。
●熱海市橋梁長寿命化修繕計画や熱海市

橋梁耐震化計画に基づいた計画的な整
備を行う。

●熱海港湾地域の魅力向上を図るため、施
設整備を進める。

●津波対策を推進する。
●広域幹線道路（伊豆湘南道路（解説P.149）、

伊豆縦貫自動車道（解説P.149））の整備
を促進する。

●ICT（解説P.147）を活用した渋滞対策を
推進する。
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60 後 期 基 本 計 画

（４）公園・緑地の整備

目指す姿

誰もが安全・安心に利用できるよう、それぞ
れの特性を生かした市民参加型の魅力ある
公園づくりが行われている。

現状と課題

本市は急峻で平地が少ない地形ではあるものの、海や山の豊かな自然
の中に都市公園が位置し、市民や観光客の健康や憩い、運動、休息などの
利用に供するスペースとして活用されています。都市公園のほか、小規模
な広場や散策路などが配置されており、安全・安心な利用のためには計画
的な維持管理・修繕をしていく必要があります。

人口減少や少子高齢化が進み、ライフスタイルの多様化など市を取り巻
く社会情勢は変化しています。このような中、地域にとって身近な公園づ
くりを進めるためには、市民や事業者、行政が緊密に連携しながら、共通の
目的を持ってそれぞれが役割を担いながら協働していくことが必要です。
それぞれの公園の特性を生かし、魅力ある公園とすることで関心を高め、
地域の交流の場や緑化、愛着づくりの拠点として整備を行うことが求めら
れています。

一方で、財政状況などを踏まえつつ、公園の立地条件や利用頻度を検証
し、長期的な視点で継続的な管理が可能な規模や効率的な維持管理の方
法を確立していくことも求められています。

関連データ

関連するSDGs

59

（ī）୰ࣆf፜地のธᅏ

目指す姿 関連する SDGs 

༱ƷƁࡊ๺fࡊ඾ƠጦዿƜƂǀƽŻbƒǁƓǁƣၟต

ǇภƀƌƔ౦ኁౄइ૙ƣት፛ŷǀ୰ࣆƚƄƿƁபǄǁƛ

Źǀc

現状と課題

቎౦Ƥ਼ഢƜᇓདƁ൛ƟŹད૛ƜƤŷǀƷƣƣbॆƹ౅ƣሟƀƟಛ๹ƣཨƠဒ౦୰ࣆƁࡔམƌb౦

ኁƹ৑୯ਰƣଌஅƹૠŹbࢥ၌b਷ໍƟƞƣጦዿƠ੝ƎǀǤȅ|ǤƝƌƛঊዿƊǁƛŹƳƎcဒ౦୰

ಏࡥ඾ƟጦዿƣƔƶƠƤ計ब࿨Ɵࡊ๺fࡊƣưƀb൚ਊኟƟஃ඘ƹైప᎓ƟƞƁვམƊǁƛſƿbࣆ

৉ጫfೲ๼ǇƌƛŹƄᅢጅƁŷƿƳƎc

෗୵ଲ൛ƹ൛౤ஸ፼ँƁුƴbȔǏȀǤǪǏȖƣ໣ዻँƟƞ౦Ǉ೘ƿবƄೂवගฒƤᇥँƌƛŹƳ

ƎcƈƣƽŻƟཨbདࡰƠƝƘƛිઝƟ୰ࣆƚƄƿǇුƶǀƔƶƠƤb౦ኁƹಈ઄ೄbபทƁગቹƠ

ᎌૢƌƟƁƾb੢ྫྷƣኬ࿨ǇಏƘƛƒǁƓǁƁዂআǇ༶ŹƟƁƾ੤။ƌƛŹƄƈƝƁᅢጅƜƎcƒǁ

Ɠǁƣ୰ࣆƣၟตǇภƀƌbት፛ŷǀ୰ࣆƝƎǀƈƝƜ৘඾Ǉஸƶbདࡰƣ୪ጺƣ඘ƹ፜ँb࠮ཧƚ

Ƅƿƣ੐࿾ƝƌƛธᅏǇபŻƈƝƁਿƶƾǁƛŹƳƎc

ƣጵདඞଉƹጦዿᆇဗǇଙආƌbྙৼ࿨Ɵ౽࿾Ɯ૫໗࿨ࣆሑƜbఖทඡੳƟƞǇ၃ƳŽƙƙb୰ࡴ

Ɵ৉ጫƁईႷƟਊኟƹ୲ጴ࿨Ɵࡥಏ৉ጫƣሑሓǇ॰ጵƌƛŹƄƈƝƷਿƶƾǁƛŹƳƎc

関連データ

ᅧƣ༘୰ࣆ�୰ࣆfǤȈ|ǯஃ඘�ƣጦዿೄ෾ඡੳ

ಃፍg୰ࣆ፜དड
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୰ࣆጦዿೄ෾ ǤȈ|ǯஃ඘ጦዿೄ෾

�෗�

姫の沢公園（公園・スポーツ広場）の利用者数状況

資料：公園緑地課
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主な事業

●市内の公園施設の状況把握のもと、公園ごとの特性を明確にした
再編、集約、更新、長寿命化などの計画的な公園の整備

●ニーズに沿った健康遊具などの整備
●Park－PFIを含む公募型事業や公園緑地の美化などのボランティ

ア活動の活性化など、多様な主体と連携した整備や維持管理を通じ
た公園の魅力と賑わいの創出

●花壇の管理などのスキルアップ講座や初心者向け講座の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

姫の沢公園利用者数

R6 R12
季節にあわせた体験・学習イベントの展開
や四季を通して花が楽しめる公園として園
内整備を進めるとともに、SNS（解説P.148）
などによる情報発信をすることで公園利用
者数の増加を目指します。

公園
125,631人

公園
142,000人

スポーツ広場
25,251人

スポーツ広場
26,800人

地域住民が主体となっ
て緑化活動をしている
公園、花壇などの個所
数

R6 R12 ボランティア数の減少に伴って活動場所の
縮小とならないよう、新たな担い手の参加
を促し維持していくことを目指します。12箇所 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●地域の公園や緑地を活用する。
●地域の公園などの花壇や花木の手入れ

などに参加する。

地域活動等
●地域の公園や緑地を活用する。
●花壇や花木の手入れを地域コミュニティ

活動の一環として参加する。

事業者
●地域の資源である公園への関心を高める。
●それぞれの公園の特性に応じたイベント

などの賑わいづくりに貢献する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●それぞれの公園の特性を生かし、賑わい

のあるイベントや憩いの場としての活用
を支援する。

●地域ボランティアなどと連携し、花壇や花
木の手入れを行う。

●公園内の景観を維持するため、民間事業
者と連携する。

主体的に実施する取組
●公園施設の再編・集約をすることにより、

計画的な公園施設の整備や維持管理を
実施し、安全・安心で快適な環境を提供
する。

●市民アンケート結果や、市民・利用者など
からの意見を取り入れた施設を整備す
る。

●市民との協働による公園づくりを推進す
るため、市の取組などの情報発信や利用
マナーの呼びかけなどの啓発活動を実施
する。

●梅、桜、紅葉、ジャカランダなどの観光資
源でもある樹木の保全や再生を実施す
る。
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（５）安全な水の安定供給

目指す姿

健全な経営の維持と強靭な水道施設への
計画的な更新を進め、安全な水を安定供給し
ている。

現状と課題

本市は湯治場・観光地として古くから栄えてきました。その水道事業の歴史は古く、全国で17
番目に早い明治40年（1907年）に創設され、以後110年以上持続しています。観光地としての
発展に伴い、水道施設については、定住人口に加え、夏休みや年末年始など交流人口が増える
時期の水需要にも対応できる施設を整備してきました。

しかし、近年の人口減少や節水機器の普及などによって使用水量は減少傾向にあり、水需要
に対して給水能力が大きく余剰している状況です。特に受水量の大半が余剰水量となっている
駿豆水道は施設更新が予定されており、これを契機に受水量の協議も行われます。水需要に応
じた受水量の適正化を図るとともに、自己水源の利用拡充など将来の受水量抑制に繋がる取組
も必要となります。

また、本市は山に囲まれた傾斜地の多い特有の地形であることから、水圧を調整する配水池
などの水道施設が県内自治体と比べても大変多く設置されています。その水道施設の多くは、
高度経済成長期に集中的に整備されており、老朽化に伴い順次更新の時期を迎えています。

私たちの生活に欠かすことができない重要なライフラインの一つである水道水の供給を今
後も維持し続けるためには、事業経営の効率化と計画的な施設・管路の更新が必要です。

近年、日本列島では１年のうちに何度も自然災害が発生しており、豪雨災害と地震災害が続
けて発生することもあるなど、被害状況が悪化するケースもあります。そのため、水道の断水
被害が広範囲で発生するような自然災害に備え、町内会や地元事業者、企業などと連携した対
策が課題となっています。

関連データ

関連するSDGs

資料：水道温泉課（令和７年３月末時点）

水道使用件数と使用量の推移 水道管耐震化率

出典：熱海の水道 令和元～６年度版

62

（Ĭ）ࡊ๺Ɵ෯のࡊ࿊੝੉

目指す姿 関連する SDGs

ଌ全な૪ࢪのࡥ持と੫෣な෯ၗ౮็への計画的なஏශ

を進め、安全な෯を安定੝੉している。

現状と課題

本市はူಓ඘・観୯地としてଽくからࢯえてきました。ƒの෯ၗಈ઄の፾ౝはଽく、全ேで 17 ᄮ

目にວいነಓ 40 年（1907 年）にຕ็され、ࡒ後 110 年ࡒඑ持続しています。観୯地としてのᄇ࿶に

ᄔい、෯ၗ౮็については、定住人口に加え、ऊ਷みや年ቨ年ౡなど交流人口がໃえる時期の෯೫要

にƷ໴ࣤできる౮็をธᅏしてきました。

しかし、近年の人口減少や้෯৿৯のᆗ及などによってౚዿ෯ፘは減少૓୶にあり、෯೫要に໴し

て੉෯Ⴗ፛が大きくዬඖしているඡੳです。ၟに೥෯ፘの大ᄖがዬඖ෯ፘとなっているധ၂෯ၗは౮

็ஏශがያ定されており、これを૚৿に೥෯ፘの੤ਢƷ行われます。෯೫要にࣤƍた೥෯ፘの࿪ฝ化

を෨るととƷに、自ୂ෯ଳのጦዿ४ഊなど将来の೥෯ፘጌฑに૬がる೘ຎƷ必要となります。

また、本市は౅にࡗまれた૓ೀ地の多いၟዛの地૛であることから、෯࠽を調ธするვ෯ཕなどの

෯ၗ౮็がଡ内自ಓ体とᄾƮてƷ大ᇥ多く็མされています。ƒの෯ၗ౮็の多くは、高ဗ૪అถྙ

期にആ中的にธᅏされており、Ꭱਾ化にᄔいവ次ஏශの時期を૸えています。

౶たちのภ活にଁかすことができないഓ要なライフライȞの一つである෯ၗ෯の੝੉をௗ後Ʒࡥ

持し続けるためには、ಈ઄૪ࢪの効率化と計画的な౮็・৉᎓のஏශが必要です。

近年、႘本፿ဥでは１年のうちにःဗƷ自๹災害がᄇภしており、ு࢑災害と地ූ災害が続けてᄇ

ภすることƷあるなど、ᅇ害ඡੳが࠵化するǜースƷあります。ƒのため、෯ၗのཉ෯ᅇ害がஃᄧࡗ

でᄇภするような自๹災害にᅏえ、町内会や地ଭಈ઄者、৫઄などと連携した໴策が課題となってい

ます。

関連データ

出典：熱海の෯ၗ   ፭Ꭼଭ⿤ĭ年ဗᄟ    ಃፍ：෯ၗࣽ๜課（፭ᎬĮ年Īଈቨ時࿾）

෯ၗౚዿଉ数とౚዿፘの෮移 ෯ၗ৉໵ූ化率
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主な事業

●安全な水の持続供給に向けた浄水場の整備・更新、耐震化工事の計
画的な実施

●安定した水の供給のための水道施設や管路の更新・耐震化の計画
的な実施

●中長期的な事業運営を見据えた自己水源の有効活用の推進
●応急給水を想定したマニュアルの作成・周知による、非常時の市民や

協力団体との連携の強化

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

浄水施設の更新・耐震
工事完了数

R6 R12 安定して安全な水を提供できるよう、浄水
施設の更新・耐震工事を１施設完了するこ
とを目指します。３/６施設 ４/６施設

水道管路の耐震化率
R6 R12 安定して水を供給できるよう、水道本管の

総延長のうち耐震適合性がある管の割合
の向上を目指します。52% 56%

耐震対策が施されてい
る配水池容量の割合

R6 R12 安定して水を供給できるよう、耐震対策が
施されている配水池容量の向上を目指しま
す。30% 31%

協働の取組 行政の取組

市民
●水道事業の経営状況について理解を深

める。
●防災訓練や非常時の給水活動に参加す

る。
●自宅敷地内に引き込んだ水道管や貯水

タンクの適切な管理に努める。

地域活動等
●防災訓練や非常時の給水活動に参加す

る。

事業者
●水道事業の経営状況について理解を深

める。
●技術力を有する職員の確保・育成に努め

る。
●行政と市民などとの災害時の連携強化に

努める。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●水道事業の現状や計画について、広報誌

やホームページなどを通して情報発信す
る。

●非常時の給水活動について、市民へ周知
するとともに、町内会や関係機関と連携
する。

主体的に実施する取組
●老朽化した水道管の耐震化を計画的に

進める。
●老朽化した施設の更新を行いながら耐震

化を図り、水需要に見合う規模へダウン
サイジングする。

●事業運営・施設運用の効率化と、水源の
取水量及び給水能力の適正化を図り、水
道事業の健全な経営に努める。

●熱海市水道事業基本計画や熱海市水道
事業ビジョンなどの計画を実行しながら
評価・検証を行い、必要に応じて見直しを
行う。
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64 後 期 基 本 計 画

（６）市営温泉の安定供給

目指す姿

源泉の保全を図りながら安定供給を維持
し、幅広く市営温泉を利用してもらうための
情報発信を行い、健全な経営を持続してい
る。

現状と課題

本市は豊かな自然に恵まれ、源泉を数多く所有しており、自宅で温泉を楽しむことのできる温
泉供給事業を経営する全国でも数少ない事業体の一つです。温泉資源は本市特有の財産であ
り、この資源と温泉文化は地域全体で次代に引き継いでいく必要があります。

一方で、温泉の加入件数・使用量は年々減少していることに加え、運営費や施設の修繕・更新
のための費用が高騰していることから、経営を維持するために料金の値上げを余儀なくされて
います。また、一部の源泉においては揚湯量の減少や温度の低下が著しく深刻な問題となって
います。

今後も安定して市営温泉を供給するためには、源泉の保護を行いながら、施設更新工事を計
画的に行う必要があります。また、継続して市営温泉を利用してもらうために、温泉供給システ
ムなどの効率化を図り、健全な経営を維持していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

出典：熱海市温泉事業のあらまし 令和元～６年度版

温泉使用件数と使用量の推移 年間揚湯量

64

（ĭ）市ࣽࢪ๜のࡊ࿊੝੉

目指す姿 関連する SDGs

ଳ๜のᇱ全を෨りながら安定੝੉をࡥ持し、ᆳஃく市

๜をጦዿしてƷらうためのගሇᄇමを行い、ଌ全なࣽࢪ

૪ࢪを持続している。

現状と課題

本市は豊かな自๹に૝まれ、ଳ๜を数多くസዛしており、自༔でࣽ๜をॼしƵことのできるࣽ๜੝

੉ಈ઄を૪ࢪする全ேでƷ数少ないಈ઄体の一つです。ࣽ๜ಃଳは本市ၟዛのఖౌであり、このಃଳ

とࣽ๜ᇌ化は地域全体で次༉にࢂき૫いでいく必要があります。

一ሑで、ࣽ๜の加入ଉ数・ౚዿፘは年々減少していることに加え、ࢪࢥᅉや౮็のೲ๼・ஏශのた

めのᅉዿが高၉していることから、૪ࢪをࡥ持するためにፍઞの値එƇをዬਕなくされています。ま

た、一ᆪのଳ๜においてはዶူፘの減少やࣽဗの࿃ऀがེしくෆ௅なኴ題となっています。

ௗ後Ʒ安定して市ࣽࢪ๜を੝੉するためには、ଳ๜のᇱ୦を行いながら、౮็ஏශ୿ಈを計画的に

行う必要があります。また、૫続して市ࣽࢪ๜をጦዿしてƷらうために、ࣽ๜੝੉ǢスǱȋなどの効

率化を෨り、ଌ全な૪ࢪをࡥ持していく必要があります。

関連データ

                           

出典：熱海市ࣽ๜ಈ઄のあらまし ፭Ꭼଭ⿤ĭ年ဗᄟ

ࣽ๜ౚዿଉ数とౚዿፘの෮移 年間ዶူፘ
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主な事業

●源泉保全のための改修工事
●安定供給を維持するための計画的な管路・施設更新
●健全経営を継続するための効率的な動力装置への更新工事
●市営温泉に関する情報発信

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

老朽化の進んだ
貯湯槽の更新

R6 R12 令和５年度時点で50年以上経過している
貯湯槽の更新を目指します。０/14箇所 ２/14箇所

年間総使用量の維持
R6 R12 温泉の現状や効果・魅力について情報発信

を行い、減少傾向にある年間総使用量の維
持を目指します。435,007㎥ 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●市営温泉事業の経営状況について理解

を深める。
●市営温泉の効果・魅力について関心を持

つ。

地域活動等
●熱海温泉への関心を持つ。

事業者
●市営温泉事業の経営状況について理解

を深める。
●技術力を有する職員の確保・育成に努め

る。
●宿泊・温泉利用施設として、温泉の効果

や魅力について情報発信する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●温泉組合と連携し、源泉保護に取り組

む。
●市営温泉を利用してもらえるよう、利用可

能地区・加入条件・温泉の効果と魅力な
どについて情報発信する。

主体的に実施する取組
●老朽化した施設の効率化を考慮した更新

を実施する。
●源泉の適正な維持管理を行い、温泉を安

定的に供給する。
●事業運営・施設運用の効率化と、市営温

泉事業の健全な経営に努める。
●熱海市温泉事業基本計画を実行しなが

ら、評価・検証を行い、必要に応じて見直
しを行う。

●温泉の現状や効果・魅力について情報発
信を行う。

熱海市総合計画.indb   65 2026/05/13   13:35:27



66 後 期 基 本 計 画

（７）下水道施設の整備

目指す姿

公共下水道を軸とした汚水処理施設により
安定的に汚水が処理され、川や海の水質保
全や快適な生活環境が保たれている。

現状と課題

本市の汚水処理の基軸である公共下水道は、昭和26年に事業認可を取得し整備を開始しま
した。

令和６年度末における事業計画区域は1,029haであり、そのうち790.66haの整備が完了
していますが、公共下水道の未普及地域を残しているため、地域からの要望や現状を踏まえ、
事業効果が高い箇所の整備を進めています。

管路施設（下水道管総延長129km）は、標準耐用年数である50年に達する下水道管が年々
増加しており、今後老朽管の更新に多額の費用が発生することが懸念されます。

昭和60年に供用開始した下水処理場は、築40年が経過し、施設・設備とも老朽化への対応
が必要です。

また、近年の人口減少傾向や節水意識の向上などにより汚水量の増加も見込めず、下水道使
用料の減少が予想される一方で、施設の老朽化対応に加えて強靭化も必要となっていることか
ら、事業経営の効率化を図り、計画的な施設の更新を進める必要
があります。これは初島にある漁業集落排水事業も同様です。

浄化槽については、単独浄化槽（解説P.151）から生活排水を
処理できる合併処理浄化槽（解説P.149）への転換や浄化槽の適
正な検査・維持管理を促すことで、川や海の水質保全と快適な生
活環境を保持していく必要があります。

関連データ

●汚水処理人口普及率（％。※端数があるため合計は一致しない場合がある。）

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）

64

（Į）ऀ෯ၗ౮็のธᅏ

目指す姿 関連する SDGs

୰੢ऀ෯ၗをತとしたࣞ෯ശጫ౮็により安定的にࣞ

෯がശጫされ、๖や海の෯ಱᇱ全やऻ࿪なภ活ৄ੩がᇱ

たれている。

現状と課題

本市のࣞ෯ശጫの基ತである୰੢ऀ෯ၗは、൨Ꭼ 26年にಈ઄Ⴁईを೘ၜしธᅏを्ౡしました。

፭Ꭼĭ年ဗቨにおけるಈ઄計画ત域は 1,029ha であり、ƒのうち 790.66ha のธᅏがরፇしていま

すが、୰੢ऀ෯ၗのቴᆗ及地域をౖしているため、地域からの要ሰやଵඡを၃まえ、ಈ઄効果が高い

ङസのธᅏを進めています。

৉᎓౮็（ऀ෯ၗ৉総࣊ྙ 129km）は、ᅮമ໵ዿ年数である 50年に༥するऀ෯ၗ৉が年々ໃ加して

おり、ௗ後Ꭱਾ৉のஏශに多ॽのᅉዿがᄇภすることがଖႪされます。

൨Ꭼ 60年に੝ዿ्ౡしたऀ෯ശጫ඘は、ཝ 40年が૪थし、౮็・็ᅏとƷᎡਾ化への໴ࣤが必要

です。

また、近年の人口減少૓୶や้෯意識の୶එなどによりࣞ෯ፘのໃ加Ʒ見௔めƏ、ऀ෯ၗౚዿፍの

減少がያມされる一ሑで、౮็のᎡਾ化໴ࣤに加えて੫෣化Ʒ必要となっていることから、ಈ઄૪ࢪ

の効率化を෨り、計画的な౮็のஏශを進める必要があります。これはഷဥにある੗઄ആጜჍ෯ಈ઄

Ʒ၍様です。

ච化ຫについては、単独ච化ຫ（解๊ P.»»）からภ活Ⴭ෯をശጫできる合ᇏശጫච化ຫ（解๊ P.

»»）への࿼হやච化ຫの࿪ฝなଙ査・ࡥ持৉ጫを້すことで、๖や海の෯ಱᇱ全とऻ࿪なภ活ৄ੩

をᇱ持していく必要があります。

関連データ

»ࣞ෯ശጫ人口ᆗ及率（²。Å༾数があるため合計は一ཙしない඘合がある。）

出典：ࣞ෯ശጫ人口ᆗ及率（อࣰଡ）

出典：汚水処理人口普及率（静岡県）
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主な事業

●熱海市公共下水道ストックマネジメント計画に基づく計画的・効率的な管路施設や下水処理
場などの管理（点検・調査、修繕・改築）の実施

●戸別訪問、施設見学、広報誌・新聞・ホームページなどによる下水道接続普及促進活動及び下
水道事業情報の発信

●地域からの要望などを踏まえた公共下水道未普及地域における下水道管の新設整備の検討
●補助制度拡充による単独浄化槽から合併処理浄化槽への転換の推進【（1（7）再掲】

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

公共下水道管の
改築済み総延長

R6 R12 下水道管の老朽化による道路陥没事故が
起こらないよう、熱海市公共下水道ストック
マネジメント計画に基づき計画的な下水道
管の改築を目指します。3.5km 6.9km

汚水処理人口普及率
の向上

R6 R12 公共下水道などの生活排水処理施設を使
える人口の割合を増やすことで、海や川の
水質保全や快適な生活環境の維持を目指
します。77.2% 80.0%

協働の取組 行政の取組

市民
●下水道事業の経営状態について理解を

深める。
●食べ残しや油の片づけに気をつけ、水を

汚さない行動をする。
●浄化槽を適切に維持管理する。【（1（7）

再掲】
地域活動等
●下水道事業の経営状態について理解を

深める。
●食べ残しや油の片づけに気をつけ、水を

汚さない行動をする。
●公共下水道の新設整備について地域の

合意形成を図る。
事業者
●下水道事業の経営状態について理解を

深める。
●食べ残しや油の片づけに気をつけ、水を

汚さない行動をする。
●浄化槽を適切に維持管理する。【（1（7）

再掲】

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民などが下水道についての情報に触れ

る機会を増やす。
●下水道管の新設整備に関して地域への

説明の場を設ける。
●公共下水道接続への切り替えのため、公

共下水道接続改造費助成制度、公共下
水道接続改造資金貸付制度を実施する。

●補助制度拡充により単独浄化槽から合併
処理浄化槽への転換を促す。【（1（7）再
掲】

主体的に実施する取組
●下水道施設の整備・管理を適切に行う。
●事業運営・施設運用の効率化に努め、下

水道事業の健全な経営を行う。
●下水道接続件数の増加に向けた普及・促

進活動の実施及び下水道に関する情報
発信を行う。
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基 本 目 標〔４〕
子ども の 豊 か な 感 性 を
育 み 、誰 も が 生 き が い を
持 て るまち
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70 後 期 基 本 計 画

（１）子ども・子育て支援の推進

目指す姿

子どもの最善の利益の実現に向けて、家
庭、学校、職場、地域など社会全体で子育て
を応援し、住み慣れた地域で安心して子ども
を育てている。

現状と課題

社会構造の変容により、子どもや家庭を取り巻く環境が変化しており、令和５年度に実施した
子ども・子育て支援に関するニーズ調査において日常的に子どもを祖父母などの親族に預けら
れる人の割合は約４割であるものの、日ごろ子どもを預けられる親族や知人などがいないと答
えた人の割合は約１割となっています。また、国や県の平均と比べひとり親世帯の比率が高い
状況となっています。このような状況から、家庭における育児に対する不安や負担、孤立感を和
らげ、安心して子育てを行えるような支援が必要となっています。

また、子育てや教育にお金がかかりすぎると回答した人が約７割を占めており、現状のコロナ
禍以降の物価高騰が改善する見込みがないなか、子育て世帯の経済的負担の軽減が求められ
ていること、あわせて、近年著しく出生数が減少し少子化が進行していることや、保護者の就労
状況による幼児教育ニーズの減少などによる保育の需要の増加、就学後の放課後児童健全育
成事業の必要量の見込みなどを適切に判断し、保護者と子どもの双方にとって望ましい保育環
境を整備していくことが必要です。

今後も様々な要因によって困難を抱える子育て世代の実態を的確に捉え、子どもが健やかに
成長できるよう、ライフステージにあわせて保健・保育・教育・福祉などの各分野が連携し、子育
て世帯にとって子育て環境の満足度向上のために就労環境の改善や経済的支援、さらには、教
育保育環境、就学環境など、子どもを取り巻く子育て環境について総合的に整備、支援してい
く必要があります。

関連データ

関連するSDGs

子育て環境に対する満足度の推移

出典：子ども・子育て支援に関するニーズ調査

70

（１）౤ƞƷf౤ࡱƛ౫࣍の෮ු

目指す姿 関連する SDGs

౤どƷの௻๷のጦࢽのಲଵに୶けて、ऌ࿍、学஑、ධ

඘、地域などೂ会全体で౤ࡱてをࣤ࣍し、住みষれた地

域で安心して౤どƷをࡱてている。

現状と課題
ೂ会ஓ່のᇥ容により、౤どƷやऌ࿍を೘りবくৄ੩がᇥ化しており、፭ᎬĬ年ဗにಲ౮した౤ど

Ʒ・౤ࡱて支࣍に関するǶーǥ調査において႘ඛ的に౤どƷをຊᆙሀなどのැ໖にደけられる人のআ

合はዃīআであるƷのの、႘ごǂ౤どƷをደけられるැ໖やཐ人などがいないと答えた人のআ合はዃ

１আとなっています。また、ேやଡのᇓઍとᄾƮひとりැฌ໷のᄾ率が高いඡੳとなっています。こ

のようなඡੳから、ऌ࿍におけるࡱಋに໴する不安やᆟ担、ୁጵশをᎬらƇ、安心して౤ࡱてを行え

るような支࣍が必要となっています。

また、౤ࡱてや教ࡱにおઞがかかりすƃると回答した人がዃĮআを๒めており、ଵඡのǞȘǵखࡒ

வのᆾ価高၉がू๷する見௔みがないなか、౤ࡱてฌ໷の૪అ的ᆟ担の૴減が求められていること、

あわせて、近年ེしく出ภ数が減少し少౤化が進行していることや、ᇱ୦者の೰᎕ඡੳによるዲಋ教

ถಈ઄の必要ፘの見௔みなࡱの೫要のໃ加、೰学後のሐ課後ಋၔଌ全ࡱǶーǥの減少などによるᇱࡱ

どを࿪โにᄕཉし、ᇱ୦者と౤どƷのຖሑにとってሰましいᇱৄࡱ੩をธᅏしていくことが必要で

す。

ௗ後Ʒ様々な要ࢀによって困難をሎえる౤ࡱてฌ༉のಲ໺を的॰に捉え、౤どƷがଌやかにถྙで

きるよう、ライフスǱーǣにあわせてᇱଌ・ᇱࡱ・教ࡱ・福祉などの२分ኾが連携し、౤ࡱてฌ໷に

とって౤ࡱてৄ੩のተ足ဗ୶එのために೰᎕ৄ੩のू๷や૪అ的支࣍、さらには、教ࡱᇱৄࡱ੩、೰

学ৄ੩など、౤どƷを೘りবく౤ࡱてৄ੩について総合的にธᅏ、支࣍していく必要があります。

関連データ

出典：౤どƷ・౤ࡱて支࣍に関するǶーǥ調査
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ቴ೰学ಋၔのᇱ୦者 ൚学ภಋၔのᇱ୦者
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౤ࡱて支ཱུ࣍ೆ඘

፭ᎬĪ年ဗ⿤

ᆾ価高၉

፭Ꭼĩ年ဗ⿤፭ᎬĬ年ဗ

ǞȘǵख

౤ࡱてৄ੩に໴するተ足ဗの෮移
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主な事業

●妊娠から子育てまで切れ目のない一体的な支援
●教育・保育の需要の変化や少子化などに対応した望

ましい教育・保育環境の整備
●地域子育て支援事業の充実
●ひとり親世帯、多子世帯に対する支援
●特別な支援を要する子どもや子育て世帯に対する

支援
●子どもの居場所づくり、子育てボランティアの募集

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

子育てのしやすい環境
だと感じる人の割合

R5 R12

子育て家庭の満足度の向上を目指します。
未就学児の

保護者33.3％
小学生児童の
保護者49.7％

未就学児の
保護者70％

小学生児童の
保護者70％

こども誰でも通園制度
実施施設数

R6 R12 すべての子どもの育ちを応援し、子どもの
良質な生育環境の整備を目指します。０か所 ４か所

子育てアプリの
ユーザー登録数

R6 R12 妊娠前からの健康管理や電子母子手帳の
普及、子育て支援などについてより良い情
報の提供を行います。131人 500人

放課後等デイサービス
を行える事業所の確保

【1（4）再掲】

R6 R12 子どもの自立に必要な訓練や社会との交流
促進などを専門的に支援できる場の確保を
目指します。１か所 ２か所

協働の取組 行政の取組

市民
●社会構造の変容により、子どもや家庭を

取り巻く環境の変化の中であっても、近
隣住民で子どもたちの育成を支援する。

●子どもが社会生活の中で大人の振舞いを吸
収して日々成長していくことを改めて認識し、
常に子どもの模範となるよう行動する。

●家庭内における子育てに対する負担が特
定の性別に偏らないよう、保護者が協力
しながら子育てを行う。

地域活動等
●地域活動などを通じて、子どもの社会性や自

主性が養われるよう、健全育成に取り組む。
●地域において、子どもたちの成長を見守

り、健全育成に取り組む。
事業者
●子育て中の就業者が多様な勤務形態の

もと、仕事時間と生活時間のバランスが
とれた働き方を選択できるよう、職場環
境づくりを行う。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民や地域の団体が子育て家庭と触れ

あう機会を創出する。
●事業者が子育て家庭に向けた多様な職

場環境づくりを導入できるよう啓発する。
●市民や地域の団体が行う子どもへの支援

活動やサークル活動などについて情報共
有し、必要とする人へ支援が行き届くよう
周知を行う。

主体的に実施する取組
●子どもの最善の利益を第一に考え、関係

機関が連携し、市全体で教育・保育の機
会を確保する。

●子どもが安全な家庭環境において安心し
て暮らせるよう、こども家庭センター（解
説Ｐ.150）においてすべての妊産婦、子
育て世帯、子どもに対し、効果的で切れ
目のない一体的支援を実施する。

●子育て世帯が抱える不安感・負担感の軽
減や孤独感の解消を図るため地域子育
て支援拠点（解説Ｐ.151）を充実する。

●産前産後の悩みや不安の軽減を図るた
め、安心して子どもを産み育てやすい環
境を整備する。
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72 後 期 基 本 計 画

（２）熱海らしい特色ある教育の推進

目指す姿

幼児教育や学校教育において、熱海の子ど
もたちが5年後、10年後の社会情勢に対応し
て生きていくことができる力と熱海を愛する
心を育む教育を進め、国内外で活躍する人
材・熱海で活躍する人材が育っている。

現状と課題

少子化の進行が加速し、本市の出生数は平成27年（2015年）から令和６年（2024年）の９年
間で44％減少しました。このことにより、市内の小・中学校の児童生徒数の減少が進み、学校の
小規模化が進行しています。また幼稚園においても、保護者の就労状況の変化により入園の
ニーズが減少しており、良好な集団生活の維持が難しい状況となっています。小・中学校と幼稚
園ともに、一定規模の集団の中で様々な考えや意見を出し合いながら互いに学びあうことによ
り切磋琢磨していくことが必要です。子どもにとってより良い教育環境を提供していくために、
保護者のニーズや地域の実情を考慮しながら、本市における望ましい教育環境の整備について
検討していく必要があります。

また、幼稚園・保育園・認定こども園においては、小学校以降の子どもの発達を見通しながら
保育活動を展開し、幼児期に必要な資質・能力を育むことが大切です。身近な地域での様々な
体験活動を通し、熱海を愛する心を育むとともに、各園での育ちや学びが小学校の生活や学習
へ円滑に接続できるよう、学校との連携の充実を図り、幼児期の子どもたちの成長を支えてい
くことが重要です。

変化が激しく予測困難な時代において様々な課題に対応するためには、学校での学びの充
実を図り、主体的に学習に取り組む姿勢を育まなければなりません。そのためには、家庭とも
連携を図りながら児童生徒が学ぶことに興味や関心を持ち、自らが主体的に学習や生活を改善
していけるような取組を進めることが必要です。

全国的にも不登校の児童生徒は増加傾向にあり、本市でも同様の傾向があります。学校・家
庭・社会が不登校児童生徒に寄り添い理解しながら、児童生徒の自己肯定感を高めることが重
要です。また、不登校児童生徒に対しては、個々の状況に応じた支援を行うことが不可欠です。
福祉部門とも連携しながら児童生徒や保護者の意思を十分に尊重しつつ、必要な情報提供や
助言、学校以外の学びの場の確保など、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて社会的自立
を目指すことができるよう支援していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

出生数及び園児・児童・生徒数の推移

資料：学校教育課

72

（ĩ）ႨॆƾƌŹၟනŷるੱࡱの෮ු

目指す姿 関連する SDGs

ዲಋ教ࡱや学஑教ࡱにおいて、熱海の౤どƷたちが 5

年後、10年後のೂ会ගฒに໴ࣤしてภきていくことがで

きる፛と熱海を愛する心をࡱƵ教ࡱを進め、ே内॒で活

዆する人ఔ・熱海で活዆する人ఔがࡱっている。

現状と課題
少౤化の進行が加໒し、本市の出ภ数はᇓถ 27年（2015年）から፭Ꭼĭ年（2024年）のİ年間で

44²減少しました。このことにより、市内の൚・中学஑のಋၔภည数の減少が進み、学஑の൚規模化

が進行しています。またዲབྷࣆにおいてƷ、ᇱ୦者の೰᎕ඡੳのᇥ化により入ࣆのǶーǥが減少して

おり、ፕ୻なആ団ภ活のࡥ持が難しいඡੳとなっています。൚・中学஑とዲབྷࣆとƷに、一定規模の

ആ団の中で様々な考えや意見を出し合いながらୗいに学びあうことによりโ᫜༚ቓしていくことが

必要です。౤どƷにとってよりፕい教ৄࡱ੩を࿓੝していくために、ᇱ୦者のǶーǥや地域のಲගを

考ፄしながら、本市におけるሰましい教ৄࡱ੩のธᅏについてଙ၀していく必要があります。

また、ዲབྷࣆ・ᇱࣆࡱ・Ⴁ定こどƷࣆにおいては、൚学஑ࡒவの౤どƷのᄇ༥を見ྫྷしながらᇱࡱ

活動を࿶्し、ዲಋ期に必要なಃಱ・Ⴗ፛をࡱƵことが大โです。ි近な地域での様々な体ଫ活動を

ྫྷし、熱海を愛する心をࡱƵととƷに、२ࣆでのࡱちや学びが൚学஑のภ活や学習へࣅঌにไ続でき

るよう、学஑との連携のഊಲを෨り、ዲಋ期の౤どƷたちのถྙを支えていくことがഓ要です。

ᇥ化が૽しくያ໐困難な時༉において様々な課題に໴ࣤするためには、学஑での学びのഊಲを෨

り、主体的に学習に೘りຎƵ姿ฒをࡱまなけれƥなりませǈ。ƒのためには、ऌ࿍とƷ連携を෨りな

がらಋၔภညが学ƫことに੹ታや関心を持ち、自らが主体的に学習やภ活をू๷していけるような೘

ຎを進めることが必要です。

全ே的にƷ不ဎ஑のಋၔภညはໃ加૓୶にあり、本市でƷ၍様の૓୶があります。学஑・ऌ࿍・ೂ

会が不ဎ஑ಋၔภညに৳り࿸いጫ解しながら、ಋၔภညの自ୂத定শを高めることがഓ要です。また、

不ဎ஑ಋၔภညに໴しては、଼々のඡੳにࣤƍた支࣍を行うことが不ईଁです。福祉ᆪ኷とƷ連携し

ながらಋၔภညやᇱ୦者の意౩をഋ分にໞഓしつつ、必要なගሇ࿓੝やൃସ、学஑॒ࡒの学びの඘の

॰ᇱなど、ಋၔภညが自らの進᎓を主体的に捉えてೂ会的自ጵを目指すことができるよう支࣍してい

く必要があります。

関連データ

出ภ数及びࣆಋ・ಋၔ・ภည数の෮移

ಃፍ：学஑教ࡱ課

（෗） （෗） （෗） （෗）

熱海市総合計画.indb   72 2026/05/13   13:35:32



73第5次熱海市総合計画

〔
１
〕人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、健
康
で

い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
ま
ち

〔
２
〕多
様
な
魅
力
を
生
か
し
た
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
３
〕地
域
の
特
性
に
応
じ
た
機
能
的

な
ま
ち

〔
４
〕子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
を
育
み
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
て
る
ま
ち

〔
５
〕安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

過
ご
せ
る
ま
ち

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

主な事業

●地域や保護者の意見を取り入れた、望ましい教育環境の整備
●外国語でコミュニケーションを図る能力の育成に向け、英語体験学習やオンライン学習の導入
●適切な学習習慣が身に付けられるよう家庭と連携を図り、インターネット利用時間について

家庭内のルールづくりや家庭での学習時間を確保する取組の推進
●不登校児童生徒を十分に尊重した支援の充実と学校以外での学びの場の設置
●ICT（解説P.147）利活用や授業力向上、不登校支援など、教員の資質・能力向上のための研修の充実
●熱海市就学前教育カリキュラム（解説P.148）に基づく子どもの発達段階に応じた保育の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

全国学力調査
全国平均科目割合

R6 R12 児童生徒の学力の定着及び向上を図り、
全国平均を上回ることを目指します。小学校0％

中学校50％
小学校100％
中学校100％

民間英語検定アセスメ
ントテスト（解説P.148）
においてCEFRのA1レ
ベル（解説P.147）相当
以上を達成した割合

R6 R12
外国語でコミュニケーションを図る資質・能
力の育成に向け、英語教育の定着を目指し
ます。75% 85%

授業外の自主勉強割合
R6 R12 １日当たり小学校１時間以上、中学校２時

間以上勉強している児童生徒の割合の向
上を目指します。

小学校47％
中学校27％

小学校75％
中学校80％

不登校の児童生徒数 R6 R12 個々の状況に応じた支援を行い不登校児
童生徒の減少を目指します。60人 30人

協働の取組 行政の取組

市民
●家庭において睡眠や食事など、基本的な

生活リズムを整え、子どもの健やかな発
育を支える。

●家庭における子どもとのかかわりの中で
子どもの興味・関心を高め、「学ぶことが
楽しい」と思えるように働きかける。

地域活動等
●どのような状況の子どもでも、温かく受

け入れて見守りながら、学校や家庭での
教育活動の推進に協力する。

●児童生徒が住む地域固有の歴史文化、
伝統に関する教育の推進に協力する。

事業者
●幼児期の発達や学びの連続性を踏まえ、

保育内容や指導方法を工夫する。
●職場体験などキャリア教育（解説P.149）

や、おもてなしに関連した体験の場を提
供する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●学校と家庭・保護者との連携を深め、家

庭における学びの充実を図る。
●地域内の企業、団体、学校などが連携・協

働し、子どもたちが安心して育つことがで
きる環境を構築する。

主体的に実施する取組
●学校や就学前施設の適正な規模や立地

などを検討し、保護者や地域の実情を考
慮した望ましい教育環境を構築する。

●幼児期の教育と小学校教育の接続を充
実させ、子どもたちが安心して新しい環
境に適応しやすい取組を進める。

●特別な支援を必要とする子どもに対し、
庁内各部署と連携し、相談体制や支援の
充実を図る。

●全国学力・学習状況調査の分析と改善を
行い、教職員の指導力の向上と児童生
徒の学力の定着・向上を図る。
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（３）文化の振興

目指す姿

「文化力」が地域社会を活性化させるととも
に、地域文化が確実に次世代に継承され、市
民と行政の協働による文化振興が行われるこ
とにより、熱海への郷土愛が醸成されている。

現状と課題

本市は古くは平安時代に伊豆最古の文学作品となる『走湯百首』が伊
豆山に奉納されるなど、多くの歴史や文化を有する温泉地です。政財界
の要人や文豪が滞在した起雲閣や国の重要文化財である旧日向家熱海
別邸などの近代別荘建築や、江戸城石垣の採石場である石丁場跡など多くの歴史・文化遺産が
存在し、国に指定・登録された文化財とともに市が保有する文化施設も増加しています。

文化の振興のためには、発展の基礎となる文化財を後世に向けて確実に維持する「保存」と
その価値を踏まえ適切に現代社会に生かす「活用」を進めるとともに、地域の特性に応じた文化
芸術に関する施策を推進する必要があります。

一方で各地区の神社で保存される鹿島踊などの無形民俗文化財保存会の会員については、
少子高齢化の進行によって平成26年度の245人が令和６年度には219人に減少し、継承に不
安があるとともに、地域の貴重な文化財は、把握しきれずに失われていく可能性に直面してい
ます。また、文化事業の関係者や参加者、文化施設の利用者には高齢者が多く、若者の継承者
は減少しており、その持続可能性には大きな課題があります。

今後、調査・把握された歴史資料などの保存・活用方法にも課題があり、その保存・活用施設
の整備が求められています。

地域の文化を確実に未来へ伝えていくためには、文化資源の発掘と維持に努めながらその
成果を活用することによって地域社会に還元し、文化への関心を高め、市民協働による文化振
興と多世代・多文化間の交流を促進していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）

72

（Ī）ᇌँのව੹

目指す姿 関連する SDGs

「ᇌ化፛」が地域ೂ会を活ต化させるととƷに、地域

ᇌ化が॰ಲに次ฌ༉に૫ൡされ、市民と行政の੤။によ

るᇌ化ව੹が行われることにより、熱海への੻ဘ愛がඦ

ถされている。

現状と課題

本市はଽくはᇓ安時༉にࡓ၂௻ଽのᇌ学ఢᆀとなる�ຼူᅪೣ�がࡓ၂౅にለႶされるなど、多く

の፾ౝやᇌ化をዛするࣽ๜地です。政ఖैの要人やᇌுが໾ఓした਍ࢦॷやேのഓ要ᇌ化ఖである੊

႘୶ऌ熱海ᇠ࿟などの近༉ᇠືଔཝや、ஔ୅඗ุॢのంุ඘であるุོ඘฿など多くの፾ౝ・ᇌ化࡬

ౌが存ఓし、ேに指定・ဎᎩされたᇌ化ఖととƷに市がᇱዛするᇌ化౮็Ʒໃ加しています。

ᇌ化のව੹のためには、ᄇ࿶の基ຉとなるᇌ化ఖを後ฌに୶けて॰ಲにࡥ持する「ᇱ存」とƒの価

値を၃まえ࿪โにଵ༉ೂ会にภかす「活ዿ」を進めるととƷに、地域のၟตにࣤƍたᇌ化૷ടに関す

る౮策を෮進する必要があります。

一ሑで२地તの්ೂでᇱ存されるಟဥጇなどのኅ૛民໓ᇌ化ఖᇱ存会の会ࡿについては、少౤高齢

化の進行によってᇓถ 26 年ဗの 245 人が፭Ꭼĭ年ဗには 219 人に減少し、૫ൡに不安があるととƷ

に、地域の਌ഓなᇌ化ఖは、Ⴞ࠶しきれƏにಪわれていくईႷตに直ኜしています。また、ᇌ化ಈ઄

の関૒者や参加者、ᇌ化౮็のጦዿ者には高齢者が多く、೓者の૫ൡ者は減少しており、ƒの持続ई

Ⴗตには大きな課題があります。

ௗ後、調査・Ⴞ࠶された፾ౝಃፍなどのᇱ存・活ዿሑሓにƷ課題があり、ƒのᇱ存・活ዿ౮็のธ

ᅏが求められています。

地域のᇌ化を॰ಲにቴ来へ࿿えていくためには、ᇌ化ಃଳのᄇ઻とࡥ持にဖめながらƒのถ果を活

ዿすることによって地域ೂ会に৔ଭし、ᇌ化への関心を高め、市民੤။によるᇌ化ව੹と多ฌ༉・多

ᇌ化間の交流を້進していく必要があります。

関連データ

指定・ဎᎩᇌ化ఖଉ数の෮移

207

205

187

167

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220

፭ᎬĬ年

፭Ꭼଭ年

ᇓถ21年

ᇓถ11年

ዛ:ଔ່ᆾ ዛ:ॊ画 ዛ:྆௅

ዛ:୿૷ᆀ ዛ:ി฿ゆଽᇌി・典ฺ ዛ:ƒの໢

ኅ૛ᇌ化ఖ ਋Ⴊᆾ ቖໆᇌ化ఖ (

(件)

ಃፍ：ภक़学習課

指定・登録文化財件数の推移

資料：生涯学習課
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主な事業

●文化資源の調査、新規の文化財の指定、歴史・文化に関する講座、体験学習の実施
●史跡江戸城石垣石丁場跡の保存活用体制の検討、整備基本計画の策定
●名誉市民杉本苑子先生の遺志を踏まえた（仮称）熱海文学館の開設
●市有文化施設の適切な管理運営と利用者の満足度を高める整備、活用事

業の実施
●市民文化祭などの市民の自立的な芸術文化活動への支援
●文化財保存活用地域計画の策定

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

文化保存団体の
会員数

R6 R12 無形文化財保存団体の数（会員数）を把握
し、継続的な活動支援により保存団体の維
持を目指します。219人 200人

国・県・市指定、
登録等文化財総数

R6 R12 文化資源の調査により重要な資料を令和12
年度までに５件の指定・登録を目指します。207件 212件

文化財保存活用地域
計画の策定

R6 R12 文化財保護法第183条の３に位置づけられ
た文化財の保存と活用に関する総合的な
法定計画を策定することで、地域の特性を
生かした地域振興を図るとともに、確実な
文化財の継承につなげます。

― 策定完了

協働の取組 行政の取組

市民
●地域に伝わる文化資源は先人が守ってきた宝で

あり、未来へ伝えるべきものという意識を持つ。
●文化・文化財が過去から未来へ伝える「共有

財産」であることを理解し、その保存につい
て関心を持つ。

●地域文化を継承する主役として、地域の文
化・芸術活動へ参加し、次世代へつなげる。

地域活動等
●地域文化の継承のため、地域資源の積極的

な保存・活用と、青少年や就労世代へ地域
の文化活動への積極的な参加を促す。

●市民や児童生徒の郷土愛を育み、文化を伝
承するため、地域の歴史文化や昔遊びなどに
詳しい人材や記録・文献の継承に取り組む。

事業者・文化団体
●次世代への継承のため、地域や青少年との

交流を深める。
●地域文化の継承者としての主体性を持ち、地

域コミュニティなどにも積極的に協力を求める。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●青少年や就労世代が地域の文化・文化

財に親しむ機会を確保するとともに、文
化施設でのボランティアガイドなどの
育成を支援する。

●文化財の管理者、保存団体、文化団
体、地域コミュニティによる文化活動の
充実や支援を行う。

●失われていく文化財的価値を有するもの
を調査し、保存・活用のための支援を行う。

●地域公民館やコミュニティ施設、文化
施設などを文化芸術活動の展示・発表
の場として活用し、各種文化に触れる
機会と環境の整備を支援する。

主体的に実施する取組
●若者や外国人観光客などへ文化施設

や温泉などの歴史的背景も含めプッ
シュ型の情報発信をし、本市に訪れる
目的としての価値を高める。

●文化への市民の理解と関心を高めるた
め、効果的な講座を開催する。

●青少年の文化芸術活動への参加の促
進を図る。

●歴史資料・文化施設の適切な保存・管
理、活用のあり方を検討する。

●文化財の保存・活用に関して本市が目
指す将来的なビジョンや具体的な事業
などの実施計画である「文化財保存活
用地域計画」を策定する。
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（４）生涯学習の充実

目指す姿

誰もが生涯にわたり学ぶことができ、学ん
だ成果を他者と連携・協働しながら地域のた
めに活用し、各世代間の交流やつながりが促
進されることにより、いきいきと学び、活動で
きる循環が形成されている。

現状と課題

生涯学習による自己肯定や自己実現などの個人の成長に加え、社会参加や地域とのつなが
りを通して一人ひとりが持てる能力を周囲に還元することで、社会全体の幸福度が高まるとさ
れています。

本市の市民大学講座では、市民が主体となった市民大学運営委員によって企画や運営が実
施されており、豊富な題材による講座が開催されています。また各地域では、長期休暇中の小
学生の学習支援や体験活動が地域の担い手により実施されており、多年代の交流の場ともなっ
ています。

知識や経験の豊富な地域人材の活躍の場として生涯学習メニューを提供する人材バンク（解
説P.150）の登録者は一定数ありますが、活動の場が広がらず、制度の活用方法が課題となっ
ています。

市民大学講座や市民教室の参加者には移住者も多くみられ、熱海を知り、人と出会う機会と
なっており、さらなる発展として、学びの成果が活用されて次の活動へとつながる取組が重要
となっています。

図書館は、あらゆる世代の人々に親しまれている公共施設であるとともに、豊かな知識と情
報に出会える学習の場ともなっています。資料貸出利用者の半数は60歳以上となっています
が、立地及び交通が不便なため来館が困難な人がいます。また、小学生高学年から中学生にか
けて貸出冊数の減少傾向がみられ、学校や家庭での読書をする時間を増やす取組が求められ
ています。場所や時間にとらわれずに利用できる電子図書館での書籍の拡充や歴史・郷土資料
のデジタル化を推進するとともに、来館者の「知りたい」を支え、情報と情報、情報と人、人と人
をつなぐ効果も必要となっています。

郷土資料の展示紹介など本市の歴史も学ぶことができる生涯学習センターとして、訪れる人
が交流できる機能をあわせ持つ新たな図書館の設置について検討していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

資料：生涯学習課 資料：図書館

76

（ī）ภक़ॺ೺のഊಲ

目指す姿 関連する SDGs

༱Ʒがภक़にわたり学ƫことができ、学ǈだถ果を໢

者と連携・੤။しながら地域のために活ዿし、२ฌ༉間

の交流やつながりが້進されることにより、いきいきと

学び、活動できるഩৄが૛ถされている。

現状と課題

ภक़学習による自ୂத定や自ୂಲଵなどの଼人のถྙに加え、ೂ会参加や地域とのつながりをྫྷし

て一人ひとりが持てるႷ፛を೮ࡗに৔ଭすることで、ೂ会全体のஂ福ဗが高まるとされています。

本市の市民大学஬௶では、市民が主体となった市民大学ࡿ࡙ࢪࢥによって৫画やࢪࢥがಲ౮されて

おり、豊ᆏな題ఔによる஬௶が्௹されています。また२地域では、ྙ期਷ए中の൚学ภの学習支࣍

や体ଫ活動が地域の担い手によりಲ౮されており、多年༉の交流の඘とƷなっています。

ཐ識や૪ଫの豊ᆏな地域人ఔの活዆の඘としてภक़学習ȌǶȐーを࿓੝する人ఔǻȞǚ（解๊ P.»

»）のဎᎩ者は一定数ありますが、活動の඘がஃがらƏ、ฑဗの活ዿሑሓが課題となっています。

市民大学஬௶や市民教ಬの参加者には移住者Ʒ多くみられ、熱海をཐり、人と出会う৿会となって

おり、さらなるᄇ࿶として、学びのถ果が活ዿされて次の活動へとつながる೘ຎがഓ要となっていま

す。

෨ി৛は、あらƻるฌ༉の人々にැしまれている୰੢౮็であるととƷに、豊かなཐ識とගሇに出

会える学習の඘とƷなっています。ಃፍ༃出ጦዿ者のᄖ数は 60 එとなっていますが、ጵ地及びࡒఄ

交ྫྷが不ᇬなため来৛が困難な人がいます。また、൚学ภ高学年から中学ภにかけて༃出ఱ数の減少

૓୶がみられ、学஑やऌ࿍でのၥിをする時間をໃやす೘ຎが求められています。඘സや時間にとら

われƏにጦዿできるဃ౤෨ി৛でのിฺの४ഊや፾ౝ・੻ဘಃፍのデǣタル化を෮進するととƷに、

来৛者の「ཐりたい」を支え、ගሇとගሇ、ගሇと人、人と人をつなƅ効果Ʒ必要となっています。

੻ဘಃፍの࿶ಘൾऴなど本市の፾ౝƷ学ƫことができるภक़学習ǦȞターとして、ሞれる人が交流

できる৿Ⴗをあわせ持つශたな෨ി৛の็མについてଙ၀していく必要があります。

関連データ

              ಃፍ：ภक़学習課                  ಃፍ：෨ി৛
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人材バンク登録者数 令和６年度に図書館本館で図書の貸出を
利用した実人数（年齢別）（総数1,841人）
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主な事業

●ホームページ及びSNS（解説P.148）を活用した生涯学習活動の情報発信
●学びのきっかけ、人とのつながりとなる市民大学講座・市民教室の開催
●公民館寺子屋など地域学校協働活動として地域との連携による開催
●教育支援、体験活動ボランティアの人材発掘及び活用促進（生涯学習人材バンクの発展）
●ブックバスの巡回スケジュールの適宜見直し、学

校や地域にはSNSや広報誌を活用し、電子図書
館の利用周知

●昭和期の郷土新聞や古写真、古絵図などのデジ
タル保存及びアーカイブ構築

●来館に繋がる図書館イベントの開催、特集や企画
展示による読書活動の支援

●新図書館構想の策定

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
市民大学講座・市民教
室の受講により新たな
仲間ができた人の割合

R6 R12 生涯学習による知識、技能、経験を通じた
仲間づくりができることで学習の継続、社
会参加への発展を目指します。― 30%

生涯学習人材バンクの
利用状況

（延べ利用件数）

R6 R12 人材発掘と制度の周知を強化することによ
り登録者の活躍の場の拡充を目指します。― 30件

図書館でのイベント、
特集、企画展示の実施
回数

R6 R12 イベントや特集、企画展示を行い市民が図
書館に訪れる機会を増やし、利用者の増加
につなげます。26回 36回

協働の取組 行政の取組

市民
●自主的・自発的に学ぶことにより知的欲求

を充足し、自己実現・成長を目指す。
●他の市民との相互学習の経験や学んだ

成果を生かし、次世代への学びの循環を
図る。

地域活動等
●地域住民との連携により指導者や子ども

たちの育成に努め、社会参画につなげる。
●学校の総合学習や公民館寺子屋など、地

域学習の開催に協働で取り組む。
事業者
●デジタルサービスへのなじみが深まるよ

う、モバイルゲームやアプリを活用した操
作説明会や体験会を開催する。

●事業者や大学の専門知識、ノウハウを地
域づくりに生かす講座の開催に参画する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●誰もが主体的に満足して生涯活動ができ

る環境づくりに取り組む。
●より質の高い生涯学習メニューを構築す

るため、市民などのニーズの把握に努め、
活動を担う人材の発掘を支援する。

●地域と学校が一体的となって子どもの成
長を支える地 域 学 校 協 働 活 動（解 説
P.152）を推進する。

主体的に実施する取組
●誰もが気軽に人材バンクに登録すること

ができ、学校支援や地域活動へ参加しや
すい環境を整備する。

●学校や地域と連携したブックバス巡回や
電子図書館の利用促進。

●郷土資料のデジタル化を進め、保存と活
用を図る。

●誰もが気軽に立ち寄れる図書館となるよ
うな管理運営に取り組む。
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（５）スポーツの推進

目指す姿

市民一人ひとりが生涯にわたりスポーツに
親しむことができる豊かな生涯スポーツ社会
が実現している。

現状と課題

スポーツは、青少年の健全育成、明るく活力に満ちた地域社会の形成、健康の保持増進など、
市民生活に大きな役割を果たしています。幼児から高齢者まで各ライフステージに応じて、誰
でも気軽に参加できる機会や種目の普及に取り組むことが必要です。

令和６年度に行った市民アンケート調査では、「週1回以上スポーツをしている」と回答した人
は51％と市の前期基本計画の目標値（50%）を上回る結果となり、その取組の成果が表れてい
ます。さらに多くの人にスポーツに親しんでもらうためには、ス
ポーツ観戦などの「みる（人）」や指導者、ボランティアなどの「さ
さえる（人）」にも注目し、誰もがスポーツに関わり、スポーツの
価値を享受できる環境整備が必要です。また、スポーツを通じ
て市民に感動を与える地元選手への支援も必要です。

スポーツ施設は市民スポーツの拠点であり、各種スポーツイ
ベントの会場にもなることから、既存施設について計画的な改
修や整備・活用を図る必要があります。

関連データ

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）

76

（Ĭ）ǤȈーǯの෮ු

目指す姿 関連する SDGs

市民一人ひとりがภक़にわたりスȈーǯにැしƵこと

ができる豊かなภक़スȈーǯೂ会がಲଵしている。

現状と課題

スȈーǯは、ฬ少年のଌ全ࡱถ、ነるく活፛にተちた地域ೂ会の૛ถ、ଌஅのᇱ持ໃ進など、市民

ภ活に大きなዂআを果たしています。ዲಋから高齢者まで२ライフスǱーǣにࣤƍて、༱でƷਂ૴に

参加できる৿会や種目のᆗ及に೘りຎƵことが必要です。

፭Ꭼĭ年ဗに行った市民アȞǜーǳ調査では、「ഃ 1 回ࡒඑスȈーǯをしている」と回答した人は

51²と市の๶期基本計画の目ᅮ値（50%）をඑ回る結果となり、ƒの೘ຎのถ果がᅳれています。さら

に多くの人にスȈーǯにැしǈでƷらうためには、スȈーǯ観戦などの「みる（人）」や指၏者、ȇラ

ȞǱǎアなどの「ささえる（人）」にƷ཯目し、༱ƷがスȈーǯに関わり、スȈーǯの価値をਜ਼೥でき

るৄ੩ธᅏが必要です。また、スȈーǯをྫྷƍて市民にশ動をይえる地ଭ๰手への支࣍Ʒ必要です。

スȈーǯ౮็は市民スȈーǯの੐࿾であり、२種スȈーǯイȄȞǳの会඘にƷなることから、既存

౮็について計画的なूೲやธᅏ・活ዿを෨る必要があります。

関連データ

出典：፭Ꭼĭ年ဗ第 35 回市民アȞǜーǳ結果ሇெി

市民の 1年間のࢥ動・スȈーǯのಲ౮ඡੳ

ຘೖ ��ਕ 9%
ु̓ʛ̔ೖ ��ਕ 7%
ु̑ʛ̒ೖ ���ਕ 15%
ु̏ʛ̐ೖ ���ਕ 20%
̐ुؔͶ̏յ ��ਕ 6%
͖݆̏Ͷ̏յ ��ਕ 6%
સ͚͢͵͏ ���ਕ 33%
ͨ͹ଠ ��ਕ 4%

49% 51%

市民の1年間の運動・スポーツの実施状況

出典：令和６年度第35回市民アンケート結果報告書
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主な事業

●各ライフステージに応じて、ｅスポーツ（解説P.147）やニュース
ポーツなど、誰もが楽しむことができるスポーツ教室の開催

●子どもたちが多様なスポーツを体験して自分に合ったスポーツ
を見つけられる、こどもスポーツ体験教室の開催

●地区体育祭の支援や市民駅伝の開催を通じた地域スポーツ活
動の振興

●研修会などへの積極的な参加によるスポーツ推進委員活動の
充実

●既存施設の適切な維持管理による有効活用の検討、施設予約
のオンライン化の検討

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
週に1回以上スポーツ
をしている市民の割合

R6 R12 多くの市民が運動習慣を身に付けることを
目指します。51% 60%

年に1回以上、「する・み
る・ささえる」のいずれ
かの形でスポーツに親
しんでいる市民の割合

R6 R12 多くの市民が「する・みる（現地観戦、テレビ、
インターネットなど）・ささえる」のいずれか
でスポーツに親しむことを目指します。― 90.2%

学校施設利用団体数
R6 R12 人口減少の中であっても、定期的な活動を

行う各スポーツ団体数の現状維持を目指し
ます。53団体 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●余暇時間を有効に使い、体力や

年齢、目的にあわせたスポーツ
に親しむ。

●自らがスポーツを実践するととも
に、周囲の人への推奨や支援を
行う。

地域活動等
●スポーツ推進委員（解説P.151）

と連携し、地域に密着した活動
を推進する。

●町内会行事など、地域住民がス
ポーツに触れる機会を提供する。

事業者
●関連団体と連携し、市民のス

ポーツ活動を支援する。
●きっかけづくりとなる事業や魅力

的な教室・セミナーを開催する。
●既存施設の利便性向上を図る。
●パートナーシップなどを通じ、ス

ポーツ観戦の機会を提供する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民が自らスポーツ活動に参加したくなるような

スポーツ実施機会を提供する。
●地域と協働し、地域スポーツ活動の推進を図るた

めの支援を行う。
●指導者の育成や技能向上を図る取組を実施する。
●スポーツ推進委員やスポーツ関連団体との協働

を深め、スポーツ推進体制の充実を図る。
●各種イベントや教室などのスポーツに関する情報

を一元化して発信する。
主体的に実施する取組
●関係部署との連携により、各ライフステージに応

じたスポーツ活動を支援する。
●研修会などの充実により、指導者の育成やスポー

ツ推進委員の資質向上を図る。
●スポーツ協会やスポーツ少年団など、地域のス

ポーツ活動を支える団体との連携を促進する。
●スポーツ施設の適切な保守管理に努めるととも

に、必要な維持補修を行い、利便性向上を図る。
●地元選手やチームの活躍についての情報発信を

行い、市民のスポーツに対する興味・関心度を高
める。

●スポーツ用具貸出の充実及び情報発信を行う。
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基 本 目 標〔５〕
安 全 で 安 心して 暮らし、
過 ご せ るまち
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（１）消防・救急体制の強化

目指す姿

火災予防の推進によって火災の発生を未
然に防ぎ、消防救急体制を強化し、住む人も
訪れる人も安心して過ごすことができる。

現状と課題

本市の火災件数は年平均15件前後で推移しています。防火対策として住宅用火災警報器の
設置や維持管理を促進するとともに、近年増加している電気器具類を発火源とする火災を予防
する取組が必要です。また、火災発生危険に応じた予防査察を実施し、事業所などに対して消
防法令などに適合するよう積極的な指導及び違反是正を進め、防火管理体制及び施設の安全
管理を充実させることが大切です。

本市の救急需要は、高齢化の進行や流動人口などによりPA連携出場（解説Ｐ.148）を含み
高水準にあるため、救急車の適時適切な利用を推進するとともに、マイナ救急（解説Ｐ.153）を
導入するなど搬送の迅速化に努め、さらなる救急高度化に取り組む必要があります。また、市
民に対し応急手当の講習など普及啓発活動を継続的に推進し、さらなる救命率の向上に努める
ことが重要です。

近年の自然災害は激甚化しており、消防活動は複雑多様化しています。各種災害に適切に対
応するため、消防施設などの整備及び維持管理に努めていくことが必要です。

消防体制の充実強化では、消防職員の人材育成として、消防大学校をはじめとした外部研修
に派遣するなど、５年後を見据えた人材育成を積極的に実施していくことが重要です。

消防団員の減少が課題となる中、地域防災力の充実強化として、消防防災の中核を担う消防
団員の加入促進、処遇改善及び装備の充実をはじめ、消防団員一人ひとりの消防技術の向上の
ため、教育訓練に取り組む必要があります。

関連データ

82

（１）൯ሻf਽਼໲ฑの੫ँ

目指す姿 関連する SDGs

औ災ያሻの෮進によってऔ災のᄇภをቴ๹にሻƃ、൯

ሻ਽਼体ฑを੫化し、住Ƶ人Ʒሞれる人Ʒ安心してथご

すことができる。

現状と課題

本市のऔ災ଉ数は年ᇓઍ 15 ଉ๶後で෮移しています。ሻऔ໴策として住༔ዿऔ災૳ሇ৯の็མや

持৉ጫを້進するととƷに、近年ໃ加しているဃਂ৯ભ፬をᄇऔଳとするऔ災をያሻする೘ຎが必ࡥ

要です。また、औ災ᄇภ৭଩にࣤƍたያሻ査ళをಲ౮し、ಈ઄സなどに໴して൯ሻሓ፭などに࿪合す

るようูઇ的な指၏及び違ᄗฏฝを進め、ሻऔ৉ጫ体ฑ及び౮็の安全৉ጫをഊಲさせることが大โ

です。

本市の਽਼೫要は、高齢化の進行や流動人口などにより PA連携出඘(解๊Ň.»»)を৞み高෯മに

あるため、਽਼ೆの࿪時࿪โなጦዿを෮進するととƷに、ȉイǵ਽ （਼解๊Ň.»»）を၏入するなど

ᄚຽの෡໒化にဖめ、さらなる਽਼高ဗ化に೘りຎƵ必要があります。また、市民に໴し਼ࣤ手ဴの

஬習などᆗ及૖ᄇ活動を૫続的に෮進し、さらなる਽኏率の୶එにဖめることがഓ要です。

近年の自๹災害は૽ෝ化しており、൯ሻ活動は複雑多様化しています。२種災害に࿪โに໴ࣤする

ため、൯ሻ౮็などのธᅏ及びࡥ持৉ጫにဖめていくことが必要です。

൯ሻ体ฑのഊಲ੫化では、൯ሻධࡿの人ఔࡱถとして、൯ሻ大学஑をはƍめとした॒ᆪଞೲにჃଧ

するなど、Ĭ年後を見ขえた人ఔࡱถをูઇ的にಲ౮していくことがഓ要です。

൯ሻ団ࡿの減少が課題となる中、地域ሻ災፛のഊಲ੫化として、൯ሻሻ災の中७を担う൯ሻ団ࡿの

加入້進、ശ઴ू๷及びົᅏのഊಲをはƍめ、൯ሻ団ࡿ一人ひとりの൯ሻਙടの୶එのため、教ࡱો

ᎉに೘りຎƵ必要があります。

関連データ
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資料：消防総務課

火災件数・建物火災件数の推移

救急件数・PA連携出場件数の推移

熱海市総合計画.indb   82 2026/05/13   13:35:36



83第5次熱海市総合計画

〔
１
〕人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、健
康
で

い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
ま
ち

〔
２
〕多
様
な
魅
力
を
生
か
し
た
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
３
〕地
域
の
特
性
に
応
じ
た
機
能
的

な
ま
ち

〔
４
〕子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
を
育
み
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
て
る
ま
ち

〔
５
〕安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

過
ご
せ
る
ま
ち

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

主な事業

●火災予防の啓発活動
●消防法令などに基づく予防査察及び違反是正
●救急高度化の推進

●住宅用火災警報器の設置・維持管理の促進
●消防分野でのDX（解説P.150）の推進
●消防施設などの充実・強化

●普通救命講習会をはじめとした応急手当の普及指導
●消防職団員の外部派遣研修をはじめとした教育訓練

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

予防査察件数 
R6 R12 予防査察を実施し、事業所などの防火意識

を高め、防火管理体制の充実強化を目指し
ます。454件 500件

住宅用火災警報器
設置率

R6 R12 火災を早期に発見し、大切な命と財産を守
るため、住宅用火災警報器の設置率の向上
を目指します。81% 90%

救命講習修了者数
R6 R12 応急手当普及指導により救命率の向上を

目指します。865人 950人

協働の取組 行政の取組

市民
●防火対策に関心を持ち、訓練などに参加

する。
●住宅火災の防火対策として、住宅用火災

警報器の設置及び維持管理を行う。
●応急手当に関心を持ち、普通救命講習な

どを受講する。
● #7119（解説Ｐ.147）を活用し、救急車

の適時適切な利用に努める。
●消防団活動への理解を深め消防団へ入

団する。
地域活動等
●防火対策に関心を持ち、訓練などを企画

し、市民の防火意識の向上を図る。
●応急手当に関心を持ち技術の向上を図

る。
●熱海市防火協会及び幼年消防クラブの

活動の充実を図る。
●地域防災力の向上を図るため、消防団活

動への積極的な参加を推進する。
事業者
●消防法令の改正などに的確に対応すると

ともに、防火管理体制及び施設の安全管
理の充実を図る。

●応急手当の重要性を再認識し、事業所単
位での普通救命講習などを受講する。

●従業員の消防団活動への参加を推進す
る。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●防火意識の高揚を図るため、火災予防広

報や防火広報の充実を図る。
●消防法令などの改正に伴う周知活動を行う。
●普通救命講習をはじめとした応急手当の

普及指導の機会を増やし、互いに助けあう
地域環境を構築し、救命率の向上を図る。

●小学生の社会科見学や中学生の職場体
験などの機会を通じ、火災予防に対する
知識の向上を図る。

●消防団員の活動しやすい環境を整備する。
主体的に実施する取組
●普通救命講習をはじめとした応急手当の

普及指導を実施し、救急隊へ引き継ぐま
での救命処置の連携を図る。

●消防施設などの充実強化及び維持管理
を行う。

●消防力の強化のため、消防職団員の教育
訓練の充実を図る。

●消防団への支援及び関係機関へ働きかけ
るなど幅広い世代への加入促進を行う。
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（２）防災体制と地域防災力の向上

目指す姿

防災・減災に対し、「自助」・「共助」・「公助」
（解説P.150）が一体となった取組が行われて
いる。

現状と課題

本市では、東日本大震災をはじめ、能登半島地震など全国各地で発生した地震被害を教訓と
して、甚大な被害が予想される最大級の地震・津波に備えるため、熱海市地域防災計画を策定
し、防災体制の整備に努めるとともに、「自助」「共助」を中心とした意識啓発を図り、地域防災力
の向上に努めています。

近年では気候変動の影響による風水害や土砂災害などの大規模な自然災害が全国各地で発
生しており、本市においても地震・津波に対する備えのほか、多種多様な災害リスクへの対応の
強化が求められています。

本市は、海や山などの豊かな自然の恵みを受ける一方で様々な自然災害のリスクがあり、こ
れらの災害に対応するため、地域特性に応じた的確な地域の防災・減災力の強化が必要です。

そのためには行政による対策だけに留まらず、市民一人ひとりが様々な災害に対する知識を
持ち、災害を身近なものとして正しく恐れて適切に備えることで、市、関係機関、市民が一体と
なったさらなる災害対策を推進することが必要です。

関連データ

関連するSDGs

84

（ĩ）ሻఆ໲ฑとདࡰሻఆ፛の୶එ

目指す姿 関連する SDGs

ሻ災・減災に໴し、「自ൃ」・「੢ൃ」・「୰ൃ」（解๊ P.

»»）が一体となった೘ຎが行われている。

現状と課題

本市では、ဪ႘本大ූ災をはƍめ、Ⴗဎᄖဥ地ූなど全ே२地でᄇภした地ූᅇ害を教ોとして、

ෝ大なᅇ害がያມされる௻大ੇの地ූ・ྥჂにᅏえるため、熱海市地域ሻ災計画を策定し、ሻ災体ฑ

のธᅏにဖめるととƷに、「自ൃ」「੢ൃ」を中心とした意識૖ᄇを෨り、地域ሻ災፛の୶එにဖめて

います。

近年ではਂ୭ᇥ動のࢬ੽によるᆭ෯害やဘ௱災害などの大規模な自๹災害が全ே२地でᄇภして

おり、本市においてƷ地ූ・ྥჂに໴するᅏえのưか、多種多様な災害ȕスǚへの໴ࣤの੫化が求め

られています。

本市は、海や౅などの豊かな自๹の૝みを೥ける一ሑで様々な自๹災害のȕスǚがあり、これらの

災害に໴ࣤするため、地域ၟตにࣤƍた的॰な地域のሻ災・減災፛の੫化が必要です。

ƒのためには行政による໴策だけにጽまらƏ、市民一人ひとりが様々な災害に໴するཐ識を持ち、

災害をි近なƷのとしてฝしく੮れて࿪โにᅏえることで、市、関૒৿関、市民が一体となったさら

なる災害໴策を෮進することが必要です。

関連データ

ಃፍ：৭৿৉ጫ課
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主な事業

●防災ガイドブックの活用、「わたしの避難計画」作成などによる防災意識向上のための啓発活動
●防災訓練や地域防災連絡会議の実施
●自主防災会の資機材整備や地域防災リーダー育成の支援
●広域防災の検討及び関係機関との連携強化
●防災行政無線の維持・管理及び複数の情報伝達手段の確保と利用に関する市民への啓発
●防災意識の向上を図るための職員に対する防災教育

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
市民などの防災意識
高揚を目的とした講演
会及び出前講座開催
数

R6 R12 市民などの防災意識の高揚を図るため、専
門家や職員による講演会及び出前講座の
年間開催数の増加を目指します。15回 25回

地域防災訓練の
参加団体数

R6 R12 地域の防災意識の高揚を図るため、地域防
災訓練における参加団体数の増加を目指し
ます。56団体 70団体

食料品・飲料水を３日
分以上備蓄している市
民の割合

R6 R12 災害時の備えとして食料品等を備蓄する市
民の割合の増加を目指します。62.4% 80%

協働の取組 行政の取組

市民
●防災・減災に関心を持ち、防災知識を習

得する。
●備蓄品の準備や再確認を行う。
●主体性を持ち、訓練へ参加する。
地域活動等
●防災・減災に関心を持つ。
●備蓄品の整備や、地域における要配慮者

の確認をする。
●訓練など自主防災会活動を促進する。
●率先して地域の防災活動を行う人材を育

成する。
事業者
●防災・減災に関心を持つ。
●共助を意識した訓練に参加する。
●災害時の関係機関との連携強化を図る。
●災害時の事業活動が継続できる体制を

構築する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●多種多様な災害に備え、市民などの防災

に対する自助意識の高揚を図る。
●地域活動への参加を推進することにより、

共助意識の高揚を図る。
●災害時の迅速な対応と早期復旧を図る

ため、関係機関との連携強化を図る。
●性別、年齢差、要配慮者の有無などの

個々の事情に配慮した避難所の開設運
営を支援する。

主体的に実施する取組
●市民などが防災に対する理解と関心を高

め、防災行政に参加できるよう、直接対
話できる環境を整える。

●観光・建設などの関係機関との連携を強
化し、災害時の安全確保や避難などへの
迅速な対応を図るとともに、災害に備え
た施設や設備の整備を行う。

●災害時に行政機能が維持・継続できるよ
う、職員の防災に関する知識・能力の向
上を図る。
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（３）安全・安心な暮らしの充実

目指す姿

地域住民が交通安全や防犯への意識を高
く持ち、地域で助けあい、誰もが「安全・安心」
に暮らしている。

現状と課題

本市では、交通安全や犯罪防止、暴力団追放を目的として、市民安全大会の開催などにより
交通安全や犯罪防止などへの意識の高揚を図ることで、安全・安心なまちづくりに努めていま
す。

一方で、本市は温泉観光地という特性から海外や県内外から多くの人が訪れ、県内他市町と
比較して県外者の人身事故件数が非常に多くなっています。県内では令和６年中の交通事故の
うち、高齢者が大きな被害を受ける割合が高く、今後高齢化が進むことによりさらなる高齢者
の交通事故の被害の増加が懸念されます。さらに年々巧妙化する特殊詐欺などに対し、住民が
安全に安心して暮らせるよう多種多様な対策が求められてい
ます。

安全・安心な暮らしをさらに充実させるため、様々な世代
を対象とした防犯及び交通安全の啓発、高齢者の運転免許
証返納制度の周知などや防犯・交通安全に対する意識の高
揚への取組を防犯活動団体や交通安全関係団体などと連携
を図りながら官民協働で取り組んでいく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

出典：交通事故発生状況（熱海警察署）

人身事故件数

86

（Ī）ࡊ๺fࡊ඾Ɵᇿƾƌのഊಲ

目指す姿 関連する SDGs

地域住民が交ྫྷ安全やሻᄠへの意識を高く持ち、地域

でൃけあい、༱Ʒが「安全・安心」に暮らしている。

現状と課題

本市では、交ྫྷ安全やᄠకሻ౱、ሯ፛団ྩሐを目的として、市民安全大会の्௹などにより交ྫྷ安

全やᄠకሻ౱などへの意識の高ዶを෨ることで、安全・安心なまちづくりにဖめています。

一ሑで、本市はࣽ๜観୯地というၟตから海॒やଡ内॒から多くの人がሞれ、ଡ内໢市町とᄾॵし

てଡ॒者の人ිಈ୆ଉ数がᅋඛに多くなっています。ଡ内では፭Ꭼĭ年中の交ྫྷಈ୆のうち、高齢者

が大きなᅇ害を೥けるআ合が高く、ௗ後高齢化が進Ƶことによりさらなる高齢者の交ྫྷಈ୆のᅇ害の

ໃ加がଖႪされます。さらに年々஀ቿ化するၟ೜௲ਛなどに໴し、住民が安全に安心して暮らせるよ

う多種多様な໴策が求められています。

安全・安心な暮らしをさらにഊಲさせるため、様々なฌ༉を໴ඉとしたሻᄠ及び交ྫྷ安全の૖ᄇ、

高齢者のࢥ࿼ኘ੔ආᇪႶฑဗの೮ཐなどやሻᄠ・交ྫྷ安全に໴する意識の高ዶへの೘ຎをሻᄠ活動団

体や交ྫྷ安全関૒団体などと連携を෨りながら঱民੤။で೘りຎǈでいく必要があります。

関連データ

人ිಈ୆ଉ数

出典：交ྫྷಈ୆ᄇภඡੳ（熱海૳ళാ）
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主な事業

●市民安全大会の開催による交通安全、防犯、暴力団追
放の意識の啓発

●地域安全コミュニティ会議、防犯協会への支援
●防犯に対する市民への情報発信及び支援
●交通安全運動の実施・交通安全教育の推進
●高齢者を対象とした運転免許返納制度の周知

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

刑法犯認知件数
（解説P.149）

R6 R12 減少傾向にある刑法犯の件数について、犯
罪情報などの提供の充実を図り、市民の防
犯への意識の高揚を図ることで、認知件数
の減少を目指します。

205件 200件

年間人身事故件数
R6 R12 特に高齢者の交通事故件数の減少に力を

注ぎ、年間人身事故件数の減少を目指しま
す。146件 133件

協働の取組 行政の取組

市民
●市内や地域の不審者情報や犯罪発生情

報に注意を払う。
●防犯意識を高め、戸締まりなどを心掛け

る。
●交通ルールを守る。
●交通安全運動・教室に参加する。
地域活動等
●地域における声かけ運動に取り組む。
●不審者情報や犯罪発生情報などの情報

共有・提供を行う。
●交通ルールを守るように啓発を行う。
●交通安全運動・教室へ地域住民が参加し

やすい環境をつくる。
事業者
●地域や関係機関との連携を図る。
●交通安全運動・教室に参加する。
●交通ルールを守る。
●防犯情報などの情報共有・提供を図る。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●多様化する犯罪に備え、市民などの防犯

意識の高揚を図る。
●警察など関係機関との連携強化により、

犯罪を抑制する。
●交通安全の意識を高める機会の充実を

図る。
●交通指導員と共に、歩行者などの安全確

保と交通安全啓発活動を行う。
主体的に実施する取組
●市民の防犯意識を高めるため、市民安全

大会の開催や地域安全コミュニティ会議
（解説P.151）への支援を行う。

●不審者や特殊詐欺などの犯罪防止や青
少年などによる薬物使用の危険性の周知
を図るため、関係機関との情報共有や市
民に対する情報提供を行う。

●交通安全に関する活動を通じて、市民及
び事業者の交通安全意識を高める。

●交通事故防止のため、交通環境の改善を
図る。
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持続可能な行財政運営

目指す姿

〔１〕 人と人とがつながり、健康でいきいきと過ごせるまち
〔２〕多様な魅力を生かした活力あふれるまち
〔３〕地域の特性に応じた機能的なまち
〔４〕 子どもの豊かな感性を育み、誰もが生きがいを持てるまち
〔５〕安全で安心して暮らし、過ごせるまち

将来都市像の実現を目指し、中長期的な視点に立った計
画的な行財政運営が展開されている。

現状と課題

人口減少や少子高齢化の急速な進行、ライフスタイルの多様化など、社会経済情勢が激しく
変化する中、行政需要は多様化・高度化していく傾向にあり、基礎自治体の役割はますます高
まっています。

人口減少により地域の担い手の減少が見込まれる中、温泉観光地として発展してきた本市に
は、多くの来遊客や別荘などの所有者、さらにワーケーションや二地域居住（解説P.152）といっ
た新しい働き方・暮らし方を取り入れる人々など、本市と継続的なかかわりをもつ方が多く、今
後さらに関係人口を増やす取組が重要となります。

伊豆山土石流災害や昨今の自然災害の激甚化などを踏まえ、多様な課題に迅速かつ柔軟に
対応するための組織体制の見直しや、必要な職員の確保・育成が重要な課題となっています。

今後、生産年齢人口の減少に伴う税収などの減少が見込まれる中、義務的経費の縮減は見
込めず、また老朽化が進むインフラや公共施設などへの投資的経費の増加が見込まれます。令
和７年度から熱海型DMO（熱海観光局）（解説P.148）の始動にあわせた宿泊税の導入やふる
さと納税の取組など、歳入の確保に努めてきましたが、限られた財源のなか、将来世代に過度
な負担を先送りにしないよう、計画的かつ慎重な財政運営を行っていく必要があります。

公共施設については、最大の市民福祉を実現できるよう、将来の人口規模・財政規模に応じ
た公共施設の選択と集中による適正化を進めていくことが重要です。

現在、行政手続のオンライン化を推進しているものの未だに従来の紙による申請の割合が高
い状況です。社会全体のデジタル化が進むなかで、行政においてもデジタル技術を活用した
市民の負担軽減や利便性の向上、業務効率化にシフトしていく必要があります。

公式ホームページや各種SNS（解説P.148）を活用し行政情報の発信を行っていますが、ほ
しい情報にアクセスしにくいケースもあることからAI（解説P.147）などを活用して補助的に情
報に誘導するなどの対応が必要です。

関連データ

後期基本計画（ࡎ）

88

ಏ໗ईႷƟபఖทࢪࢥ

目指す姿 関連する SDGs

�１�人と人とがつながり、ଌஅでいきいきとथごせるまち

�ĩ�多様なት፛をภかした活፛あƪれるまち

�Ī�地域のၟตにࣤƍた৿Ⴗ的なまち

�ī�౤どƷの豊かなশตをࡱみ、༱Ʒがภきがいを持てるまち

�Ĭ�安全で安心して暮らし、थごせるまち

将来ဒ市ໂのಲଵを目指し、中ྙ期的な౽࿾にたった計画的な

行ఖ政ࢪࢥが࿶्されている。

現状と課題
人口減少や少౤高齢化の਼໒な進行、ライフスタイルの多様化など、ೂ会૪అගฒが૽しくᇥ化す

る中、行政೫要は多様化・高ဗ化していく૓୶にあり、基ຉ自ಓ体のዂআはますます高まっています。

人口減少により地域の担い手の減少が見௔まれる中、ࣽ๜観୯地としてᄇ࿶してきた本市には、多

くの来ዥਰやᇠືなどのസዛ者、さらにȚーǜーǢȒȞやႏ地域੍住（解๊ P.»»）といったශしい

။きሑ・暮らしሑを೘り入れる人々など、本市と૫続的なかかわりをƷつሑが多く、ௗ後さらに関૒

人口をໃやす೘ຎがഓ要となります。

၂౅ဘุ流災害やదௗの自๹災害の૽ෝ化などを၃まえ、多様な課題に෡໒かつഎႌに໴ࣤするࡓ

ためのຎද体ฑの見直しや、必要なධࡿの॰ᇱ・ࡱถがഓ要な課題となっています。

ௗ後、ภౌ年齢人口の減少にᄔうฯ೭などの減少が見௔まれる中、ਟኃ的૪ᅉのച減は見௔めƏ、

またᎡਾ化が進ƵイȞフラや୰੢౮็などへのဨಃ的૪ᅉのໃ加が見௔まれます。፭ᎬĮ年ဗから熱

海૙ DMO（熱海観୯અ」（解๊ P.»»）のౡ動にあわせたഗძฯの၏入やƪるさとႶฯの೘ຎなど、ఄ

入の॰ᇱにဖめてきましたが、଺られたఖଳのなか、将来ฌ༉にथဗなᆟ担を๐ຽりにしないよう、

計画的かつ඿ഓなఖ政ࢪࢥを行っていく必要があります。

୰੢౮็については、௻大の市民福祉をಲଵできるよう、将来の人口規模・ఖ政規模にࣤƍた୰੢

౮็の๰༖とആ中による࿪ฝ化を進めていくことがഓ要です。

ଵఓ、行政手続のǕȞライȞ化を෮進しているƷののቴだにഌ来の౸による෇ษのআ合が高いඡੳ

です。ೂ会全体のデǣタル化が進Ƶなかで、行政においてƷデǣタルਙടを活ዿした市民のᆟ担૴減

やጦᇬตの୶එ、઄ኃ効率化にǢフǳしていく必要があります。

୰ಠȆーȋȅーǣや२種 SNS（解๊ P.»»）を活ዿし行政ගሇのᄇමを行っていますが、ưしいග

ሇにアǚǦスしにくいǜースƷあることから AI（解๊ P.»»）などを活ዿしてᇸൃ的にගሇにዤ၏

するなどの໴ࣤが必要です。

関連データ

出典：地ሑఖ政ඡੳ調査
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市税収入と義務的経費（人件費・扶助費・公債費）の推移

出典：地方財政状況調査
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主な事業

●第五次熱海市総合計画、第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況の管理・検証
●将来負担・財政リスクを踏まえた予算措置と市税など自主財源の安定的な確保
●効率的かつ横断的な連携が図れる行政組織の整備
●人材育成ビジョンに基づく職員研修
●職員がその個性と能力を十分に発揮し、また、仕事と家庭を両立させやすい環境づくり
●市民サービスの向上と行政における課題解決に向けた広域連携の推進
●戦略的なシティプロモーション活動
●地域資源を活用した市内外の企業・個人による交流促進事業の展開
●第３期公共施設アクションプランの策定・推進
●遊休地の利活用の推進
●行政手続のオンライン化とデジタル技術を活用したスマート窓口の推進
●オープンデータの充実、GIS（解説P.147）の利活用の促進
●職員のデジタルリテラシー（解説P.152）の向上・ボトムアップ

のための研修実施
●公式LINEを活用した新たな情報発信基盤の構築

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

総合計画後期基本計画
進捗率

R7 R12 各施策を着実に実施することにより、KPI
の達成率100％を目指します。－ 100%

行政手続の
オンライン化率

R6 R12 行政手続のオンライン化を着実に進める
とともに、市民の利便性向上や行政運営
の簡素化・効率化を図ります。70% 100%

公開型GIS
「あたみMAP」
アクセス数

R6 R12 GISを活用して市民サービスの向上と業
務効率化に取り組みます。6,090件 10,000件

行政の取組

主体的に実施する取組
●第五次熱海市総合計画及び第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略のPDCAサイクルの

確立
●迅速かつ柔軟な行政組織の構築と人材の確保・育成
●広域連携の充実と強化
●観光と連動した市外広報の発信
●関係人口の拡大の推進
●健全な財政運営の維持
●既存財源の安定的な確保
●公共施設の総量削減など公共施設マネジメントを推進
●市有地の有効的な利活用の推進
●行政手続のオンライン化や簡素化、窓口対応の円滑化
●職員のデータ分析スキル向上、データ活用による解決モデ

ルの形成などの取組の総合的な実施
●市保有データの段階的なオープンデータ化とその拡充
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第１章 第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定にあたって

１．策定の主旨

本市の人口動୶は、1995年（ᇓถĮ年）から自๹減・ೂ会減で෮移していましたが、2002年

（ᇓถ14年）ࡒவはೂ会ໃの૓୶が高くなり、ॗƢ自๹減・ೂ会ໃで෮移しています。

しかし、2025年（፭ᎬĮ年）Īଈቨの高齢化率は48.7²までඑ൦し、さらなる少౤高齢化の

進行により、ௗ後Ʒ自๹ໃ減は減少૓୶が続くことがያມされます。また、ೂ会ໃ減はॗƢプ

ラスで෮移しているƷのの、ǞȘǵखを૪たೂ会ྌ流のᇥ化や೓者の市॒での活዆希ሰなど、

ೂ会減に࿼ƍるईႷตがࡕ๹としてあります。

これから続いていく人口減少をᎬらƇるため、結௛、႟ර、出ౌ、౤ࡱての希ሰをかなえ、

ภ活ኜのഊಲを෨るととƷに、本市の地域ၟตをภかした「暮らしやすさ・थごしやすさ」を

ྩ求し、ት፛をࡱみ、ひとがആう地域をஓཝすることがより一ພ求められます。

さらに、海॒を৞めた地域の॒Ʒ౽ኾに入れて、観୯、൒઄、Ⴚ፟෯ౌ઄など、地域の持つ

ၟตをภかして地域の॒からघƅととƷに、地域の॒からघいだಃઞを地域ᄇのイǹȄーǢȒ

ȞにつなƇるなど、地域のવ々までഩৄさせることにより、地域૪అを੫くしていく必要があ

ります。

また、人口減少はƒのಇ౱めに時間を要し、ಇ౱めをかけたとしてƷ一定の人口減少が進行

していくと見௔まれることから、ภ活・૪అ଑のࡥ持・॰ᇱやภౌตの୶එなどに೘りຎみ、

人口規模がച൚してƷ૪అがถྙし、ೂ会が৿Ⴗしၜる地域をつくっていくことが大โです。

このようなඡੳを၃まえて、人口減少と地域૪అച൚の௄ᆴ、「しごと」と「ひと」の୻ഩ

ৄとƒれを支える「まち」の活ต化を目指すため、第ႏ期熱海市まち・ひと・しごとຕภ総合

戦略を૫ൡし、ௗ後Ĭか年の目ᅮや౮策の基本的ሑ୶、ભ体的な౮策をまとめます。

２．第三期地方創生総合戦略の期間と推進体制

（１） 対象期間

第五次熱海市総合計画とのธ合を෨るため、2026年ဗ（፭Ꭼį年ဗ）から2030年ဗ（፭Ꭼ12

年ဗ）までのĬか年の計画とします。

（２） 目標指標

「直ไ的・中間的なถ果」をKPIとାびます。KPIとは、Key Performance Indicator の略で、

ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮとƷାƥれます。KPIは௻೸的な目ᅮを༥ถするための、थ࿘を計໐する中間

指ᅮのことです。௻೸的な目ᅮを༥ถするためには、様々なथ࿘を૪ていかなけれƥいけませ

ǈ。ƒの௻೸目ᅮを༥ถするために不ईଁなथ࿘を๞い出し、थ࿘をどのくらいのඡ໺でྫྷथ

できれƥ、௻೸的な目ᅮが༥ถできるか、ƒしてしっかりとǚȕアできているかどうかを、ထ
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このようなඡੳを၃まえて、人口減少と地域૪అച൚の௄ᆴ、「しごと」と「ひと」の୻ഩ

ৄとƒれを支える「まち」の活ต化を目指すため、第ႏ期熱海市まち・ひと・しごとຕภ総合

戦略を૫ൡし、ௗ後Ĭか年の目ᅮや౮策の基本的ሑ୶、ભ体的な౮策をまとめます。

２．第三期地方創生総合戦略の期間と推進体制

（１） 対象期間

第五次熱海市総合計画とのธ合を෨るため、2026年ဗ（፭Ꭼį年ဗ）から2030年ဗ（፭Ꭼ12

年ဗ）までのĬか年の計画とします。

（２） 目標指標

「直ไ的・中間的なถ果」をKPIとାびます。KPIとは、Key Performance Indicator の略で、

ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮとƷାƥれます。KPIは௻೸的な目ᅮを༥ถするための、थ࿘を計໐する中間

指ᅮのことです。௻೸的な目ᅮを༥ถするためには、様々なथ࿘を૪ていかなけれƥいけませ

ǈ。ƒの௻೸目ᅮを༥ถするために不ईଁなथ࿘を๞い出し、थ࿘をどのくらいのඡ໺でྫྷथ

できれƥ、௻೸的な目ᅮが༥ถできるか、ƒしてしっかりとǚȕアできているかどうかを、ထ
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中ཌॎƷ৞めて数値で計໐するのがKPIです。

また、௻೸的な目ᅮはKGIとାƥれています。KGIとは、Key Goal Indicator の略で、௻೸

目ᅮが༥ถされているかを計໐するための指ᅮを指し、ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮとƷାƥれます。総

合戦略では基本目ᅮごとにKGIを็定し、あらかƍめມ定した२౮策やಈ઄による効果がၜら

れて目ᅮに近づいているかを計໐し、౮策やಈ઄の࿶्ሑሓのू๷や次期戦略の策定時にภか

します。

（Ī） 推進体制

本計画は、まち・ひと・しごとຕภに୶けた政策Ĭମ໋（自ጵต・将来ต・地域ต・総合

ต・結果ഓ౽）に基づき、2030年ဗ（፭Ꭼ12年ဗ）の目ᅮ年次に୶けて着ಲにಲ౮していきま

す。また、本計画は、ถ果（アǑǳǖȋ）をഓ౽し、数値目ᅮ、ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ（KPI）に基

づいて౮策やಈ઄の効果をଙආし、必要にࣤƍて本計画をू࿛していくというPDCAǠイǚルの

Ʒと、॒ᆪዛ識者などを৞Ƶଙආ৿関を็མし、基本目ᅮにಘす数値目ᅮ及びભ体的な౮策に

૒るKPIの༥ถဗをଙආしていきます。

KGI

KPI KPI KPI KPI

「౮策」に໌してถ果指ᅮを็定す

るととƷに、ಈ઄の॰ᇱሑ策などを

定める。

ू๷（Action） 計画（Plan）

点検（Check） 実行（Do）

◼ถ果指ᅮについては、年１回ಲ฻をႾ

し、౮策や関連౮策の動୶Ʒ၃まえ࠶

ながら、中間ᅴ価として分ื・ᅴ価を

行う。

計画の内容を၃まえ、ಈ઄をಲ౮す

る。

■中間ᅴ価などの結果を၃まえ、必要が

あるとႡめる時は、戦略計画の見直し

などをಲ౮。

第２章 第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略

1．戦略の体૩

本市が、将来にわたって「活፛ある地域ೂ会」のಲଵを目指すため、第ႏ期のถ果と課題などを

၃まえて、ऀࡒのとおり、次のĬつの基本目ᅮのऀに೘ຎを進めます。

基本目ᅮ１ ๰ƥれる地域をつくり、安心な暮らしを守るととƷに、地域
と地域を連携する

基本目ᅮĩ ೓いฌ༉の結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱての希ሰをかなえる

基本目ᅮĪ घƅ፛を高めることで೓者の安定した୓ዿをຕ出する

基本目ᅮī ශしい人の流れをつくる

基本目ᅮĬ ᇥ化しつづけるࣽ๜ȕǩーǳを目指す
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中ཌॎƷ৞めて数値で計໐するのがKPIです。

また、௻೸的な目ᅮはKGIとାƥれています。KGIとは、Key Goal Indicator の略で、௻೸

目ᅮが༥ถされているかを計໐するための指ᅮを指し、ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮとƷାƥれます。総

合戦略では基本目ᅮごとにKGIを็定し、あらかƍめມ定した२౮策やಈ઄による効果がၜら

れて目ᅮに近づいているかを計໐し、౮策やಈ઄の࿶्ሑሓのू๷や次期戦略の策定時にภか

します。

（Ī） 推進体制

本計画は、まち・ひと・しごとຕภに୶けた政策Ĭମ໋（自ጵต・将来ต・地域ต・総合

ต・結果ഓ౽）に基づき、2030年ဗ（፭Ꭼ12年ဗ）の目ᅮ年次に୶けて着ಲにಲ౮していきま

す。また、本計画は、ถ果（アǑǳǖȋ）をഓ౽し、数値目ᅮ、ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ（KPI）に基

づいて౮策やಈ઄の効果をଙආし、必要にࣤƍて本計画をू࿛していくというPDCAǠイǚルの

Ʒと、॒ᆪዛ識者などを৞Ƶଙආ৿関を็མし、基本目ᅮにಘす数値目ᅮ及びભ体的な౮策に

૒るKPIの༥ถဗをଙආしていきます。

KGI

KPI KPI KPI KPI

「౮策」に໌してถ果指ᅮを็定す

るととƷに、ಈ઄の॰ᇱሑ策などを

定める。

ू๷（Action） 計画（Plan）

点検（Check） 実行（Do）

◼ถ果指ᅮについては、年１回ಲ฻をႾ

し、౮策や関連౮策の動୶Ʒ၃まえ࠶

ながら、中間ᅴ価として分ื・ᅴ価を

行う。

計画の内容を၃まえ、ಈ઄をಲ౮す

る。

■中間ᅴ価などの結果を၃まえ、必要が

あるとႡめる時は、戦略計画の見直し

などをಲ౮。

第２章 第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略

1．戦略の体૩

本市が、将来にわたって「活፛ある地域ೂ会」のಲଵを目指すため、第ႏ期のถ果と課題などを

၃まえて、ऀࡒのとおり、次のĬつの基本目ᅮのऀに೘ຎを進めます。

基本目ᅮ１ ๰ƥれる地域をつくり、安心な暮らしを守るととƷに、地域
と地域を連携する

基本目ᅮĩ ೓いฌ༉の結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱての希ሰをかなえる

基本目ᅮĪ घƅ፛を高めることで೓者の安定した୓ዿをຕ出する

基本目ᅮī ශしい人の流れをつくる

基本目ᅮĬ ᇥ化しつづけるࣽ๜ȕǩーǳを目指す
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ৰ቎目標１  ๰ƥǁǀ地ࡰǇƙƄƿbࡊ඾ƟᇿƾしǇ೙ǀととƷにb地ࡰ

と地ࡰǇᎌૢƎǀ

ሞれたい、住み続けたいと౩えるような地域をつくるためには、デǣタルの፛をዛ効に活ዿ

し、地域ಃଳを௻大଺にภかしつつ、地域にᆋ加価値を持たせることで、ት፛的な地域づくりを

進める必要があります。

このため、ಱの高い暮らしのためのまちの৿Ⴗのഊಲを෨ります。あわせて、豊かな自๹、観

୯ಃଳ、ᇌ化、スȈーǯ、ඳなど地域のၟනあるಃଳを௻大଺にภかし、地域の活ต化とት፛୶

එを෨ります。

また、高齢者Ʒ৞め、༱Ʒが地域において安全と安心をশƍながら暮らすことができるよう、

ፑ・福祉ǠーǾスなどの৿Ⴗを॰ᇱし、ภक़活዆のೂ会づくりを෮進するととƷに、地域にお࡭

けるሻ災・減災や交ྫྷ安全の॰ᇱを෨ります。

さらに、地域間の連携を੫め、ƒれƓれの地域づくりについて活ᄇにගሇᄇමしていきます。

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

安全・安心のまちづ

くり

自主的にǼǳȘールや地域安全ගሇのᄇමを行うなど、市民が自らの

手でまちの安全を॰ᇱし、地域での多種多様な住民や団体の顔の見え

る交流を෨り、地域の結びつきを੫めるととƷに、地域ၟตにࣤƍた

ሻ災・減災፛੫化のためのಈ઄を෮進します。

�ભ体的ಈ઄့�

・自主ሻ災会のಃ৿ఔธᅏと地域ሻ災ȕーǫーࡱถ支࣍

・ሻᄠに໴する市民へのගሇᄇම及び支࣍

・住༔ዿऔ災૳ሇ৯の็མ、ࡥ持৉ጫの້進

・町内会ຎදなどの੤။による地域づくり活動への支࣍

ภ活全ᄤのተ足ဗ 50.0%（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 39.5%）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

市民一人ひとりが、暮らしの୶එや地域課題の解決に୶けて主体的に地域活動に参加するた

めのৄ੩づくりを෮進し、地域ǞȊȐǶǱǎの活ต化を෨るととƷに、地域の࡭ፑ・福祉を担

う関૒৿関と地域・行政が一体となって、地域における支え合いの౗ຎみをஓཝします。

また、豊かな自๹・૤観の調Ꭼにვፄしつつ、人口減少の時༉においてƷ持続ईႷでፕ୻な

住ৄ੩のธᅏに೘りຎみます。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

地域での人とのかかわりについて「ተ足」、「ややተ足」と答えたሑ

のআ合 50²（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 36%）

ᇬጦで住みやすいま

ちづくり

ǞȞǼǚǳǢǱǎ化を෨り、地域ǞȊȐǶǱǎや୰੢౮็をࡥ持で

きるまちづくりを進めるととƷに、安全かつࣅঌで༱Ʒがጦዿしやす

いၗ᎓ৄ੩のธᅏ・ᇱ全にဖめます。また、ᇬጦで住みよいまちづく

りに୶けて、DXを活かしたጦᇬตの高い市民ǠーǾスの࿓੝を目指し

ます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ဒ市৿Ⴗや੍住ዤ၏によるǞȞǼǚǳ化と交ྫྷǸッǳȚーǚの૛ถ

によるまちづくり

・回ዥต୶එに୶けた交ྫྷイȞフラのธᅏ

・多様な住まいሑができるまちのಲଵに୶けた、Ƕーǥや時༉にあわ

せた住༔のஏශや住༔スǳッǚの活ዿ້進

・൶ǓǸ・௺ǓǸ・჋৾ᆾణ減などの༨༼ຍに૬がる活動෮進

・୰ಠLINEを活ዿしたශたなගሇᄇම基ᄯのஓཝ

・行政・ภ活ගሇの多ସ୤化、ະཎ体ฑのธᅏ

・୰੢౮็့総合৉ጫ計画に࣎った࿪ฝなࡥ持৉ጫ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

୰੢౮็のഊ足ဗ（౮็の数、種፬、ጦዿのしやすさなど）における

「ተ足」、「ややተ足」と答えたሑのআ合  30²（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年

ဗ） 21%）

ଌஅでภきがいのあ

る暮らしの॰ᇱ

ଌஅでภきがいのある暮らしを॰ᇱするための౮策を෮進します。

�ભ体的ಈ઄့�

・熱海ᄟ地域ህউǜアǢスǱȋの෮進

・地域スȈーǯ活動のව੹、༱ƷがॼしめるスȈーǯ活動の支࣍

・ICTなどをูઇ的に活ዿしたଌஅづくりに関するගሇのആዃ・ᄇම

・ആいの඘や活዆の඘のໃ加と高齢者の活動のᆳの४ഊ

・学びのきっかけ、人とのつながりとなる市民大学஬௶・市民教ಬの

्௹

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

お༥者年齢の࣊භ ཌྷต80.2ఄ ൅ต84.3ఄ

（2023年（፭ᎬĬ年） ཌྷต77.7ఄ ൅ต81.8ఄ）

ೂ会のᇥ化に໴ࣤし

た効率的な行政ࢪࢥ

近፥自ಓ体とのஃ域連携を੫化するととƷに、デǣタルの፛を活ዿ

した行政ࢪࢥを෮進します。

�ભ体的ಈ઄့�

・ごみശጫなどのஃ域連携の෮進

・市民ǠーǾスの୶එと行政における課題解決に୶けたஃ域連携の෮

進

・౮็ະୗጦዿの෮進

・行政手続ǕȞライȞ化の෮進とデǣタルਙടを活ዿしたスȉーǳັ

口の෮進

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

行政手続のǕȞライȞ化率 100²（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 70.0²）
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ৰ቎目標１  ๰ƥǁǀ地ࡰǇƙƄƿbࡊ඾ƟᇿƾしǇ೙ǀととƷにb地ࡰ

と地ࡰǇᎌૢƎǀ

ሞれたい、住み続けたいと౩えるような地域をつくるためには、デǣタルの፛をዛ効に活ዿ

し、地域ಃଳを௻大଺にภかしつつ、地域にᆋ加価値を持たせることで、ት፛的な地域づくりを

進める必要があります。

このため、ಱの高い暮らしのためのまちの৿Ⴗのഊಲを෨ります。あわせて、豊かな自๹、観

୯ಃଳ、ᇌ化、スȈーǯ、ඳなど地域のၟනあるಃଳを௻大଺にภかし、地域の活ต化とት፛୶

එを෨ります。

また、高齢者Ʒ৞め、༱Ʒが地域において安全と安心をশƍながら暮らすことができるよう、

ፑ・福祉ǠーǾスなどの৿Ⴗを॰ᇱし、ภक़活዆のೂ会づくりを෮進するととƷに、地域にお࡭

けるሻ災・減災や交ྫྷ安全の॰ᇱを෨ります。

さらに、地域間の連携を੫め、ƒれƓれの地域づくりについて活ᄇにගሇᄇමしていきます。

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

安全・安心のまちづ

くり

自主的にǼǳȘールや地域安全ගሇのᄇමを行うなど、市民が自らの

手でまちの安全を॰ᇱし、地域での多種多様な住民や団体の顔の見え

る交流を෨り、地域の結びつきを੫めるととƷに、地域ၟตにࣤƍた

ሻ災・減災፛੫化のためのಈ઄を෮進します。

�ભ体的ಈ઄့�

・自主ሻ災会のಃ৿ఔธᅏと地域ሻ災ȕーǫーࡱถ支࣍

・ሻᄠに໴する市民へのගሇᄇම及び支࣍

・住༔ዿऔ災૳ሇ৯の็མ、ࡥ持৉ጫの້進

・町内会ຎදなどの੤။による地域づくり活動への支࣍

ภ活全ᄤのተ足ဗ 50.0%（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 39.5%）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

市民一人ひとりが、暮らしの୶එや地域課題の解決に୶けて主体的に地域活動に参加するた

めのৄ੩づくりを෮進し、地域ǞȊȐǶǱǎの活ต化を෨るととƷに、地域の࡭ፑ・福祉を担

う関૒৿関と地域・行政が一体となって、地域における支え合いの౗ຎみをஓཝします。

また、豊かな自๹・૤観の調Ꭼにვፄしつつ、人口減少の時༉においてƷ持続ईႷでፕ୻な

住ৄ੩のธᅏに೘りຎみます。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

地域での人とのかかわりについて「ተ足」、「ややተ足」と答えたሑ

のআ合 50²（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 36%）

ᇬጦで住みやすいま

ちづくり

ǞȞǼǚǳǢǱǎ化を෨り、地域ǞȊȐǶǱǎや୰੢౮็をࡥ持で

きるまちづくりを進めるととƷに、安全かつࣅঌで༱Ʒがጦዿしやす

いၗ᎓ৄ੩のธᅏ・ᇱ全にဖめます。また、ᇬጦで住みよいまちづく

りに୶けて、DXを活かしたጦᇬตの高い市民ǠーǾスの࿓੝を目指し

ます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ဒ市৿Ⴗや੍住ዤ၏によるǞȞǼǚǳ化と交ྫྷǸッǳȚーǚの૛ถ

によるまちづくり

・回ዥต୶එに୶けた交ྫྷイȞフラのธᅏ

・多様な住まいሑができるまちのಲଵに୶けた、Ƕーǥや時༉にあわ

せた住༔のஏශや住༔スǳッǚの活ዿ້進

・൶ǓǸ・௺ǓǸ・჋৾ᆾణ減などの༨༼ຍに૬がる活動෮進

・୰ಠLINEを活ዿしたශたなගሇᄇම基ᄯのஓཝ

・行政・ภ活ගሇの多ସ୤化、ະཎ体ฑのธᅏ

・୰੢౮็့総合৉ጫ計画に࣎った࿪ฝなࡥ持৉ጫ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

୰੢౮็のഊ足ဗ（౮็の数、種፬、ጦዿのしやすさなど）における

「ተ足」、「ややተ足」と答えたሑのআ合  30²（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年

ဗ） 21%）

ଌஅでภきがいのあ

る暮らしの॰ᇱ

ଌஅでภきがいのある暮らしを॰ᇱするための౮策を෮進します。

�ભ体的ಈ઄့�

・熱海ᄟ地域ህউǜアǢスǱȋの෮進

・地域スȈーǯ活動のව੹、༱ƷがॼしめるスȈーǯ活動の支࣍

・ICTなどをูઇ的に活ዿしたଌஅづくりに関するගሇのആዃ・ᄇම

・ആいの඘や活዆の඘のໃ加と高齢者の活動のᆳの४ഊ

・学びのきっかけ、人とのつながりとなる市民大学஬௶・市民教ಬの

्௹

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

お༥者年齢の࣊භ ཌྷต80.2ఄ ൅ต84.3ఄ

（2023年（፭ᎬĬ年） ཌྷต77.7ఄ ൅ต81.8ఄ）

ೂ会のᇥ化に໴ࣤし

た効率的な行政ࢪࢥ

近፥自ಓ体とのஃ域連携を੫化するととƷに、デǣタルの፛を活ዿ

した行政ࢪࢥを෮進します。

�ભ体的ಈ઄့�

・ごみശጫなどのஃ域連携の෮進

・市民ǠーǾスの୶එと行政における課題解決に୶けたஃ域連携の෮

進

・౮็ະୗጦዿの෮進

・行政手続ǕȞライȞ化の෮進とデǣタルਙടを活ዿしたスȉーǳັ

口の෮進

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

行政手続のǕȞライȞ化率 100²（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 70.0²）
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ৰ቎目標２  ೓Źฌ༉のଅ௛・႟ර・ഞౌ・౤ࡱての৵ሰǇƀƟŽǀ

本市の出ภ数は減少が続いており、2020年（፭Ꭼĩ年）には100人をऀ回りました。また、合

計ၟ೜出ภ率は、2022年（፭Ꭼī年）時࿾で1.06となり全ே（1.33）、ଡ（1.39）をऀ回ってい

ます。少౤化の進行は、೓いฌ༉でのቴ௛率のໃ加やᄭ௛化にᄔう第１౤出ౌ年齢のඑ൦、೰઄

ඡੳのᇥ化にᄔう結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱてに໴する૪అ的ᆟ担শや౤ࡱてと౗ಈのፊጵのしに

くさ、౤ࡱてに໴する不安、ୁጵশなどの要ࢀが複雑にጛみ合っているといわれます。

こうしたことを၃まえ、地域や৫઄などと連携して、ཌྷ൅੢に結௛、౤ࡱて、౗ಈをしやす

いৄ੩ธᅏが行われるよう、ಲ効ตのある少౤化໴策を総合的に෮進します。

ભ体的には、結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱての支࣍、౗ಈと౤ࡱてのፊጵに૒るࡱಋ਷઄などの

ฑဗなどの活ዿを້進することに加え、౤ࡱてのǠȈーǳ体ฑ、多様な။きሑなどの地域のಲ

ගにࣤƍた少౤化໴策の೘ຎを෮進します。

౤ࡱてしやすいৄ੩だとশƍる人のআ合 70²

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ）ቴ೰学ಋのᇱ୦者 33.3²、൚学ภಋၔのᇱ୦者 49.7²）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

೓いฌ༉や౤ࡱてฌ༉が、結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱてを৞めた将来の暮らしを౩いᅷき、

ƒの希ሰをかなえられるよう、安心して౤どƷをภみࡱてることができるৄ੩のธᅏを෮進

します。また、ȚーǚライフǻラȞス（౗ಈとภ活の調Ꭼ）を෮進し、ライフイȄȞǳがあ

った఑にƷཌྷ൅੢に။きやすいৄ੩をธᅏします。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

ౌみࡱてやすい౤ࡱ

てৄ੩のഊಲ

安心して႟ර・出ౌ・౤ࡱてができ、౤どƷたちやැ၍ౠが交流でき

るよう、ౌみࡱてやすい౤ࡱてৄ੩のഊಲを෨ります。

�ભ体的ಈ઄့�

・႟රから౤ࡱてまでのโれ目のない一体的支࣍

・ၟᇠな支࣍を要する౤どƷや౤ࡱてฌ໷に໴する支࣍

・౤ࡱてฌ໷がሎえる不安শ・ᆟ担শの૴減やୁ独শの解൯を෨るため

地域౤ࡱて支࣍੐࿾のഊಲ

・熱海市೰学๶ǖȕキȐラȋに基づく౤どƷのᄇ༥ཌॎにࣤƍたᇱࡱの

ಲ౮

・地域やᇱ୦者の意見を೘り入れたሰましい教ৄࡱ੩のഊಲ

・多様な住まいሑができるまちのಲଵに୶けた、Ƕーǥや時༉にあわせ

た住༔のஏශや住༔スǳッǚの活ዿ້進�௺ૡ�

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

こどƷ༱でƷྫྷࣆฑဗಲ౮౮็数 īかസ

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ħかസ）

೰᎕支࣍ ౤どƷを持つऌ࿍が安心して౗ಈをすることができるよう、必要なᇱ

੩を॰ᇱするととƷに、ಈ઄സのጫ解と੤፛による多様な။きሑをৄࡱ

๰༖できるධ඘ৄ੩づくりを້し、౤どƷやऌ࿍が心のƻとりを持ち、

安心して౤ࡱてができるよう、地域全体で೘りຎみます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ሐ課後ಋၔଌ全ࡱถಈ઄のഊಲ

・教ࡱ・ᇱࡱの೫要のᇥ化や少౤化に໴ࣤしたሰましい教ࡱ・ᇱৄࡱ੩

のธᅏ

・ȚーǚライフǻラȞスの෮進

・။く意ግのある人が活዆でき、多様な။きሑができる᎕။ৄ੩づくり

の෮進

・地域౤ࡱて支࣍ಈ઄のഊಲ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ᇱࣆࡱ及びሐ課後ଌ全ࡱถಈ઄の໸৿ಋၔħ人の૫続

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ħ人）
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ৰ቎目標２  ೓Źฌ༉のଅ௛・႟ර・ഞౌ・౤ࡱての৵ሰǇƀƟŽǀ

本市の出ภ数は減少が続いており、2020年（፭Ꭼĩ年）には100人をऀ回りました。また、合

計ၟ೜出ภ率は、2022年（፭Ꭼī年）時࿾で1.06となり全ே（1.33）、ଡ（1.39）をऀ回ってい

ます。少౤化の進行は、೓いฌ༉でのቴ௛率のໃ加やᄭ௛化にᄔう第１౤出ౌ年齢のඑ൦、೰઄

ඡੳのᇥ化にᄔう結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱてに໴する૪అ的ᆟ担শや౤ࡱてと౗ಈのፊጵのしに

くさ、౤ࡱてに໴する不安、ୁጵশなどの要ࢀが複雑にጛみ合っているといわれます。

こうしたことを၃まえ、地域や৫઄などと連携して、ཌྷ൅੢に結௛、౤ࡱて、౗ಈをしやす

いৄ੩ธᅏが行われるよう、ಲ効ตのある少౤化໴策を総合的に෮進します。

ભ体的には、結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱての支࣍、౗ಈと౤ࡱてのፊጵに૒るࡱಋ਷઄などの

ฑဗなどの活ዿを້進することに加え、౤ࡱてのǠȈーǳ体ฑ、多様な။きሑなどの地域のಲ

ගにࣤƍた少౤化໴策の೘ຎを෮進します。

౤ࡱてしやすいৄ੩だとশƍる人のআ合 70²

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ）ቴ೰学ಋのᇱ୦者 33.3²、൚学ภಋၔのᇱ୦者 49.7²）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

೓いฌ༉や౤ࡱてฌ༉が、結௛・႟ර・出ౌ・౤ࡱてを৞めた将来の暮らしを౩いᅷき、

ƒの希ሰをかなえられるよう、安心して౤どƷをภみࡱてることができるৄ੩のธᅏを෮進

します。また、ȚーǚライフǻラȞス（౗ಈとภ活の調Ꭼ）を෮進し、ライフイȄȞǳがあ

った఑にƷཌྷ൅੢に။きやすいৄ੩をธᅏします。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

ౌみࡱてやすい౤ࡱ

てৄ੩のഊಲ

安心して႟ර・出ౌ・౤ࡱてができ、౤どƷたちやැ၍ౠが交流でき

るよう、ౌみࡱてやすい౤ࡱてৄ੩のഊಲを෨ります。

�ભ体的ಈ઄့�

・႟රから౤ࡱてまでのโれ目のない一体的支࣍

・ၟᇠな支࣍を要する౤どƷや౤ࡱてฌ໷に໴する支࣍

・౤ࡱてฌ໷がሎえる不安শ・ᆟ担শの૴減やୁ独শの解൯を෨るため

地域౤ࡱて支࣍੐࿾のഊಲ

・熱海市೰学๶ǖȕキȐラȋに基づく౤どƷのᄇ༥ཌॎにࣤƍたᇱࡱの

ಲ౮

・地域やᇱ୦者の意見を೘り入れたሰましい教ৄࡱ੩のഊಲ

・多様な住まいሑができるまちのಲଵに୶けた、Ƕーǥや時༉にあわせ

た住༔のஏශや住༔スǳッǚの活ዿ້進�௺ૡ�

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

こどƷ༱でƷྫྷࣆฑဗಲ౮౮็数 īかസ

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ħかസ）

೰᎕支࣍ ౤どƷを持つऌ࿍が安心して౗ಈをすることができるよう、必要なᇱ

੩を॰ᇱするととƷに、ಈ઄സのጫ解と੤፛による多様な။きሑをৄࡱ

๰༖できるධ඘ৄ੩づくりを້し、౤どƷやऌ࿍が心のƻとりを持ち、

安心して౤ࡱてができるよう、地域全体で೘りຎみます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ሐ課後ಋၔଌ全ࡱถಈ઄のഊಲ

・教ࡱ・ᇱࡱの೫要のᇥ化や少౤化に໴ࣤしたሰましい教ࡱ・ᇱৄࡱ੩

のธᅏ

・ȚーǚライフǻラȞスの෮進

・။く意ግのある人が活዆でき、多様な။きሑができる᎕။ৄ੩づくり

の෮進

・地域౤ࡱて支࣍ಈ઄のഊಲ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ᇱࣆࡱ及びሐ課後ଌ全ࡱถಈ઄の໸৿ಋၔħ人の૫続

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ħ人）
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ৰ቎目標Ī घƅ፛ǇஸƶǀƈとƜ೓ೄのࡊ定した୓ዿǇ創ഞƎǀ

人口減少が進行し、ၟに、᎕။፛人口の減少、൯ᅉ市඘のച൚がଖႪされる中、ひとがሞれた

い、住み続けたいと౩えるような地域をಲଵするためには、地域のघƅ፛を高め、やりがいをশ

ƍることのできるት፛的なしごと・୓ዿ৿会をഋ分にຕ出し、༱Ʒが安心して။けるようにする

ことがഓ要です。このため、地域のၟන・੫みをภかしたౌ઄のව੹や৫઄の੡ຮ፛੫化を෨り、

効果的に地域の॒からघƃ、効率的に地域内でᆏをഩৄさせる地域૪అをஓཝすることが大โで

す。

ભ体的には、観୯઄、൒઄、Ⴚ፟෯ౌ઄、Ʒのづくりౌ઄などの੫みをዛするౌ઄を見定め、

デǣタルਙടなどを活ዿしたภౌต୶එやイǹȄーǢȒȞຕ出の基ᄯとなる市඘੡ຮの້進に୶

けて、地域の中൚৫઄が౩いโった૪ࢪॹශやǬȎȗȞǣに೘りຎみ、ᆋ加価値を高められるৄ

੩のธᅏなどを進めます。

さらに、こうした೘ຎをྫྷƍた地域૪అの活ต化を෮進するにဴたり、௻Ʒഓ要な要ຍはひと

であることから、地域৫઄のถྙ戦略をಲଵするために必要な๔኷ཐ識や、ǹǑǺǑ、૪ଫをዛ

する人ఔのࡱถ・॰ᇱに一ພ೘りຎǈでいきます。

໢ሑ、様々な人々が地ሑで安心して။けるようにするためには、地域のघƅ፛を高めるだけで

はなく、多様化する価値観やライフスタイル・ȚーǚスタイルƷ၃まえ、༱Ʒがƒの፛をᄇ৸で

きる೰઄ৄ੩や自分の੍඘സを見出せるৄ੩づくりをྫྷƍて、しごとの඘でありภ活の඘である

地域全体のት፛を高めることが必要です。

市内ഌ઄者数（ಈ઄സ単ࡔ） 19,500人（2021年ဗ（፭ᎬĪ年ဗ） 17,731人）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

೓者の安定した୓ዿをຕ出するためにƷ、ഌ઄者のスキルアップや୓ዿඞଉのू๷などが

求められています。市では、関૒৿関と連携した人ఔ・ಈ઄者ȉッǬȞǛ支࣍による᎕။፛

の॰ᇱや૪ࢪ課題の解決を支࣍し、地域のಈ઄者の૪ࢪ基ᄯの੫化とถྙを້します。ま

た、ูઇ的なຕ઄支࣍やಈ઄ൡ૫支࣍を進めることにより、ශたな୓ዿや活ਂのある൒࿷ज़

઱間をຕ出していきます。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

ౌ઄ව੹と人ఔの॰

ᇱ

本市のၟනをภかすౌ઄のࡱถやව੹に೘りຎƵととƷに、関૒৿関

と連携した人ఔ・ಈ઄者間のȉッǬȞǛ支࣍により、଼࿷のት፛やǓȕ

アの価値を高めていきます。また、ȚーǚライフǻラȞスの૖ᄇにより

多様な။きሑができる᎕။ৄ੩づくりや৫઄の人ఔ॰ᇱにဖめます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ICTを活ዿした᎕။ৄ੩の効率化・ू๷の້進

・熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）による଼࿷支࣍੫化及びಈ

઄者ȉッǬȞǛの෮進

・ಈ઄ൡ૫支࣍体ฑの੫化

・။く意ግのある人が活዆でき、多様な။きሑができる᎕။ৄ੩づくり

の෮進�௺ૡ�

・関૒৿関と連携した୓ዿගฒのू๷や地ଭ৫઄の人ఔ॰ᇱ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

市内ಈ઄ൡ૫支࣍数（፫計） 10ଉ（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ĩଉ）

ຕ઄支࣍ ೓者を中心としたශたな୓ዿをຕ出するため、市内のዥ਷不動ౌを活

ዿしたȕǹȄーǢȒȞまちづくりを෮進していくととƷに、ᄔຼ૙支࣍

によるูઇ的なຕ઄支࣍や地域のಃଳ・ၟตをภかしたශたなౌ઄のዤ

ཙを進めます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ȕǹȄーǢȒȞまちづくりの෮進

・熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）によるᄔຼ૙支࣍の४ഊ

・地域課題の解決を目的としたශಈ઄の਍઄・ຕ઄を෮進

・ಈ઄者の૪ࢪ課題と地域ಃଳ活ዿಈ፯の内॒へのගሇᄇම

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）のᄔຼ૙支࣍によるຕ઄及び

ශ分ኾ進出数 10ଉ（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ĭଉ）
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ৰ቎目標Ī घƅ፛ǇஸƶǀƈとƜ೓ೄのࡊ定した୓ዿǇ創ഞƎǀ

人口減少が進行し、ၟに、᎕။፛人口の減少、൯ᅉ市඘のച൚がଖႪされる中、ひとがሞれた

い、住み続けたいと౩えるような地域をಲଵするためには、地域のघƅ፛を高め、やりがいをশ

ƍることのできるት፛的なしごと・୓ዿ৿会をഋ分にຕ出し、༱Ʒが安心して။けるようにする

ことがഓ要です。このため、地域のၟන・੫みをภかしたౌ઄のව੹や৫઄の੡ຮ፛੫化を෨り、

効果的に地域の॒からघƃ、効率的に地域内でᆏをഩৄさせる地域૪అをஓཝすることが大โで

す。

ભ体的には、観୯઄、൒઄、Ⴚ፟෯ౌ઄、Ʒのづくりౌ઄などの੫みをዛするౌ઄を見定め、

デǣタルਙടなどを活ዿしたภౌต୶එやイǹȄーǢȒȞຕ出の基ᄯとなる市඘੡ຮの້進に୶

けて、地域の中൚৫઄が౩いโった૪ࢪॹශやǬȎȗȞǣに೘りຎみ、ᆋ加価値を高められるৄ

੩のธᅏなどを進めます。

さらに、こうした೘ຎをྫྷƍた地域૪అの活ต化を෮進するにဴたり、௻Ʒഓ要な要ຍはひと

であることから、地域৫઄のถྙ戦略をಲଵするために必要な๔኷ཐ識や、ǹǑǺǑ、૪ଫをዛ

する人ఔのࡱถ・॰ᇱに一ພ೘りຎǈでいきます。

໢ሑ、様々な人々が地ሑで安心して။けるようにするためには、地域のघƅ፛を高めるだけで

はなく、多様化する価値観やライフスタイル・ȚーǚスタイルƷ၃まえ、༱Ʒがƒの፛をᄇ৸で

きる೰઄ৄ੩や自分の੍඘സを見出せるৄ੩づくりをྫྷƍて、しごとの඘でありภ活の඘である

地域全体のት፛を高めることが必要です。

市内ഌ઄者数（ಈ઄സ単ࡔ） 19,500人（2021年ဗ（፭ᎬĪ年ဗ） 17,731人）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

೓者の安定した୓ዿをຕ出するためにƷ、ഌ઄者のスキルアップや୓ዿඞଉのू๷などが

求められています。市では、関૒৿関と連携した人ఔ・ಈ઄者ȉッǬȞǛ支࣍による᎕။፛

の॰ᇱや૪ࢪ課題の解決を支࣍し、地域のಈ઄者の૪ࢪ基ᄯの੫化とถྙを້します。ま

た、ูઇ的なຕ઄支࣍やಈ઄ൡ૫支࣍を進めることにより、ශたな୓ዿや活ਂのある൒࿷ज़

઱間をຕ出していきます。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

ౌ઄ව੹と人ఔの॰

ᇱ

本市のၟනをภかすౌ઄のࡱถやව੹に೘りຎƵととƷに、関૒৿関

と連携した人ఔ・ಈ઄者間のȉッǬȞǛ支࣍により、଼࿷のት፛やǓȕ

アの価値を高めていきます。また、ȚーǚライフǻラȞスの૖ᄇにより

多様な။きሑができる᎕။ৄ੩づくりや৫઄の人ఔ॰ᇱにဖめます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ICTを活ዿした᎕။ৄ੩の効率化・ू๷の້進

・熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）による଼࿷支࣍੫化及びಈ

઄者ȉッǬȞǛの෮進

・ಈ઄ൡ૫支࣍体ฑの੫化

・။く意ግのある人が活዆でき、多様な။きሑができる᎕။ৄ੩づくり

の෮進�௺ૡ�

・関૒৿関と連携した୓ዿගฒのू๷や地ଭ৫઄の人ఔ॰ᇱ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

市内ಈ઄ൡ૫支࣍数（፫計） 10ଉ（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ĩଉ）

ຕ઄支࣍ ೓者を中心としたශたな୓ዿをຕ出するため、市内のዥ਷不動ౌを活

ዿしたȕǹȄーǢȒȞまちづくりを෮進していくととƷに、ᄔຼ૙支࣍

によるูઇ的なຕ઄支࣍や地域のಃଳ・ၟตをภかしたශたなౌ઄のዤ

ཙを進めます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ȕǹȄーǢȒȞまちづくりの෮進

・熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）によるᄔຼ૙支࣍の४ഊ

・地域課題の解決を目的としたශಈ઄の਍઄・ຕ઄を෮進

・ಈ઄者の૪ࢪ課題と地域ಃଳ活ዿಈ፯の内॒へのගሇᄇම

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）のᄔຼ૙支࣍によるຕ઄及び

ශ分ኾ進出数 10ଉ（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ĭଉ）
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ৰ቎目標ī ශしŹ෗のጺǁǇƙƄǀ

ဪੜ଑への一ઇആ中の流れは、ǞȘǵखにǱȗȚーǚなどのශたな။きሑがໃ加しましたが、೭

໏後はǞȘǵख๶の။きሑに回਀する動きがみられるなどࡕ๹として૫続しています。本市から大

ဒ市଑への࿼出者の大ᄖは39ఄऀࡒの೓年ພであり、多くの೓者が進学、೰ධの৿会を捉えて࿼出

しているƷのと考えられます。

一ሑで、೓いฌ༉を中心に地ሑの自๹豊かなৄ੩のት፛、ဒ市ᆪでの౗ಈഓ౽から地ሑでのภ活

ഓ౽のライフスタイルへと価値観がᇥ化し、地ሑ移住への関心の高まりが見られます。

ဪੜ଑への交ྫྷのጦᇬตを活かし、本市にౖりたい、本市に኱りたい、本市をሞれ住み続けたい

という希ሰのಲଵに೘りຎみます。また、将来的な移住につながるよう、本市に໴して૫続的に多

様な૛で関わる関૒人口のຕ出・४大に೘りຎƵととƷに、৫઄や଼人による地ሑへの৳ᆣ・ဨಃ

などにより地ሑຕภの೘ຎへのูઇ的な関ይを້すことで、多様な人ఔとಃઞの୻ഩৄをຕ出しま

す。

のೂ会減を50%ణ減（2022-2024年（፭Ꭼī⿤ĭ年）ᇓઍऀࡒ39ఄ 127人減 ）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

市॒に流出している人の流れにಇ౱めをかけるため、୓ዿຕ出౮策に加え、೓者に୶けた᎕

။ৄ੩や住ৄ੩をธᅏします。また、将来的な移住、定住につながるよう関૒人口のຕ出、४大を

෨るため、ᇠືസዛ者をౡめとしたሑへのගሇ࿓੝にဖめるととƷに、ት፛的なᇪ፵ᆀのഊಲなど

により、ƪるさとႶฯによる৳ᆣ者数のໃ加を目指します。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

ශたな။きሑのຕ出 ঱民連携でのౌ઄ව੹を෨り、多様な။きሑを೥け入れる体ฑづくり

を行い、熱海で။くት፛をᄇමします。

�ભ体的ಈ઄့�

・৫઄に໴する「熱海で။くት፛」のᄇම

・ȕǹȄーǢȒȞまちづくりの෮進�௺ૡ�

・UIJターȞやႏ地域੍住、ǱȗȚーǚなど多様な။きሑ・暮らしሑの

࿓ࡎ

・多様な住まいሑができるまちのಲଵに୶けた、Ƕーǥや時༉にあわせ

た住༔のஏශや住༔スǳッǚの活ዿ້進

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）のᄔຼ૙支࣍によるຕ઄及び

ශ分ኾ進出数 10ଉ（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ĭଉ）�௺ૡ�

໾ఓ人口のໃ加 熱海市には関ဪ଑を中心としたസዛ者のᇠືがዃİ๑୅あり、॒ඳな

どの൯ᅉにより、市内૪అに৳ይいただいています。市内ගሇのᄇමに

よりᇠືസዛ者や観୯で本市にሞれるሑに熱海へ来るᆇဗを高めてƷら

い、໾ఓ人口のໃ加を෨り、本市の様々なት፛に඲れることで将来的な

移住、定住につなƇます。

�ભ体的ಈ઄့�

・市民・ᇠືസዛ者・৫઄・行政によるSNSなどをౚったගሇᄇම

・ᇠືസዛ者のǶーǥのႾ࠶

・ICTの活ዿƷ౽ኾに入れた観୯ȁラȞǴプȘȍーǢȒȞ及びȌデǎア

プȘȍーǢȒȞのಲ౮

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ፅ行൯ᅉॽ 2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ））ࣅ1,427ࣳ （ࣅ1,120ࣳ

ƪるさとႶฯの৳ᆣ

者数のໃ加

ƪるさとႶฯの৳ᆣ者数のໃ加を෨り、熱海に関わる関૒人口の४大

にဖめます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ƪるさとႶฯをྫྷƍて熱海にかかわりのあるሑへのȌールȉǗǣȞな

どをౚったගሇᄇම

・ት፛的なᇪ፵ᆀのഊಲ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ƪるさとႶฯの৳ᆣଉ数 ቚ年18,500ଉࡒඑ

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 10,261ଉ）
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ৰ቎目標ī ශしŹ෗のጺǁǇƙƄǀ

ဪੜ଑への一ઇആ中の流れは、ǞȘǵखにǱȗȚーǚなどのශたな။きሑがໃ加しましたが、೭

໏後はǞȘǵख๶の။きሑに回਀する動きがみられるなどࡕ๹として૫続しています。本市から大

ဒ市଑への࿼出者の大ᄖは39ఄऀࡒの೓年ພであり、多くの೓者が進学、೰ධの৿会を捉えて࿼出

しているƷのと考えられます。

一ሑで、೓いฌ༉を中心に地ሑの自๹豊かなৄ੩のት፛、ဒ市ᆪでの౗ಈഓ౽から地ሑでのภ活

ഓ౽のライフスタイルへと価値観がᇥ化し、地ሑ移住への関心の高まりが見られます。

ဪੜ଑への交ྫྷのጦᇬตを活かし、本市にౖりたい、本市に኱りたい、本市をሞれ住み続けたい

という希ሰのಲଵに೘りຎみます。また、将来的な移住につながるよう、本市に໴して૫続的に多

様な૛で関わる関૒人口のຕ出・४大に೘りຎƵととƷに、৫઄や଼人による地ሑへの৳ᆣ・ဨಃ

などにより地ሑຕภの೘ຎへのูઇ的な関ይを້すことで、多様な人ఔとಃઞの୻ഩৄをຕ出しま

す。

のೂ会減を50%ణ減（2022-2024年（፭Ꭼī⿤ĭ年）ᇓઍऀࡒ39ఄ 127人減 ）

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

市॒に流出している人の流れにಇ౱めをかけるため、୓ዿຕ出౮策に加え、೓者に୶けた᎕

။ৄ੩や住ৄ੩をธᅏします。また、将来的な移住、定住につながるよう関૒人口のຕ出、४大を

෨るため、ᇠືസዛ者をౡめとしたሑへのගሇ࿓੝にဖめるととƷに、ት፛的なᇪ፵ᆀのഊಲなど

により、ƪるさとႶฯによる৳ᆣ者数のໃ加を目指します。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

ශたな။きሑのຕ出 ঱民連携でのౌ઄ව੹を෨り、多様な။きሑを೥け入れる体ฑづくり

を行い、熱海で။くት፛をᄇමします。

�ભ体的ಈ઄့�

・৫઄に໴する「熱海で။くት፛」のᄇම

・ȕǹȄーǢȒȞまちづくりの෮進�௺ૡ�

・UIJターȞやႏ地域੍住、ǱȗȚーǚなど多様な။きሑ・暮らしሑの

࿓ࡎ

・多様な住まいሑができるまちのಲଵに୶けた、Ƕーǥや時༉にあわせ

た住༔のஏශや住༔スǳッǚの活ዿ້進

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（A-supo）のᄔຼ૙支࣍によるຕ઄及び

ශ分ኾ進出数 10ଉ（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） ĭଉ）�௺ૡ�

໾ఓ人口のໃ加 熱海市には関ဪ଑を中心としたസዛ者のᇠືがዃİ๑୅あり、॒ඳな

どの൯ᅉにより、市内૪అに৳ይいただいています。市内ගሇのᄇමに

よりᇠືസዛ者や観୯で本市にሞれるሑに熱海へ来るᆇဗを高めてƷら

い、໾ఓ人口のໃ加を෨り、本市の様々なት፛に඲れることで将来的な

移住、定住につなƇます。

�ભ体的ಈ઄့�

・市民・ᇠືസዛ者・৫઄・行政によるSNSなどをౚったගሇᄇම

・ᇠືസዛ者のǶーǥのႾ࠶

・ICTの活ዿƷ౽ኾに入れた観୯ȁラȞǴプȘȍーǢȒȞ及びȌデǎア

プȘȍーǢȒȞのಲ౮

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ፅ行൯ᅉॽ 2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ））ࣅ1,427ࣳ （ࣅ1,120ࣳ

ƪるさとႶฯの৳ᆣ

者数のໃ加

ƪるさとႶฯの৳ᆣ者数のໃ加を෨り、熱海に関わる関૒人口の४大

にဖめます。

�ભ体的ಈ઄့�

・ƪるさとႶฯをྫྷƍて熱海にかかわりのあるሑへのȌールȉǗǣȞな

どをౚったගሇᄇම

・ት፛的なᇪ፵ᆀのഊಲ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ƪるさとႶฯの৳ᆣଉ数 ቚ年18,500ଉࡒඑ

（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 10,261ଉ）
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ৰ቎目標Ĭ ᇥँしƙƚƆǀࣽ๜ȕǩ|ǳǇ目指Ǝ

観୯は、ሞれる໊にᄇ見や੿き、ཐ識やশ動、安らƃやॼしみなどをይえるưか、೥け入れる໊

にƷ૪అ的価値に加えて༥ถশやተ足শなどのย්的価値をภƍさせ、ሞれる໊と೥け入れる໊の

ஂせにつながっています。

これまでの観୯戦略は、イȞǻǑȞǴのໃ加、観୯入௔ਰ数のໃ加、観୯൯ᅉॽໃ加を目指し

て、「体ଫ૙」、「高ᆋ加価値૙」、「ഗძ・໾ఓ૙」を౨୶してきました。しかし、ฌै的なශ

૙ǞȘǵǑイルスのশ๟४大によって、観୯・ǾǣǸスのຖሑについてே内॒から२地域ȃの人の

流入が૽減しました。

ƒの೭໏によって೓年ພや൅ตǛループ、イȞǻǑȞǴਰを中心に観୯ਰ数は回ᆲしつつあるƷ

のの、ೣဒ଑からの近さから႘਀りの観୯が進Ƶなど観୯スタイルのᇥ化が見られます。

このため、本市の観୯戦略として、観୯ಃଳや観୯関連઄の持続ตをどのようにして高めるか、

観୯ਰの行動ᇥ容にどう໴ࣤし、価値を࿓੝するかについて、ࢂき続き民と঱が੤ਢしながら、連

携して೘りຎǈでいくことが必要です。

地域ȁラȞǴ調査におけるት፛ဗラȞキȞǛ 内（2024年（፭Ꭼĭ年）ࡒࡔ10 （ࡔ19

（１）基本とする目ᅮ（ഓ要目ᅮ༥ถ指ᅮ（KGI））

ǞȘǵखを૪て本市の観୯戦略として、観୯ਰの行動ᇥ容、人ఔ不足やৄ੩ᆟझ࿃減といっ
た課題に໴ࣤし、ශたに็ጵされた熱海૙DMO（熱海観୯અ）と連携して঱民一体となって持
続ईႷな観୯地域づくりに೘りຎǈでいくととƷに、住民・観୯ਰຖሑのተ足ဗの୶එに೘り
ຎみ、ᇥ化しつづけるࣽ๜ȕǩーǳを目指します。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

観୯ਰ数のໃ加 ターǝǱǎȞǛを行い、本市の自๹やࣽ๜、ᇌ化、ඳなど観୯地とし

てのት፛の୶එや、ගሇᄇමをはƍめとした多様なዤਰ活動を঱民連携

で行っていきます。また、観୯まちづくりに携わる人ఔ・団体のࡱถ及

び支࣍を行っていき、市の観୯ಃଳのት፛をูઇ的にຕ出することによ

って、地域の活ต化を෨ります。

�ભ体的ಈ઄့�

・熱海૙DMO（熱海観୯અ）との連携によるශたな観୯ව੹と地域૪అ

活ต化のための౮策のಲ౮

・ᇓ႘ጦዿ້進ಈ઄のಲ౮

・ICTの活ዿƷ౽ኾに入れた観୯ȁラȞǴプȘȍーǢȒȞ及びȌデǎア

プȘȍーǢȒȞのಲ౮�௺ૡ�

・市民団体による観୯まちづくりಈ઄への支࣍

・ライǳアップなどによるኻの႔わいのຕ出

・ஃ域・地域連携による回ዥ້進౮策のಲ౮

၂ჺ௠Ǔȕアの଴関口にƪさわしいࣽ๜観୯地としてのፕ୻な૤観ࡓ・

૛ถの෮進

・中心市ज़地のት፛୶එに୶けたイȞフラのूೲ

・回ዥต୶එに୶けた交ྫྷイȞフラのธᅏ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ഗძਰ数  360ቮ人（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 330ቮ人）

イȞǻǑȞǴዤਰの

້進

イȞǻǑȞǴዤਰを້進するため、キȎッǢȐȗス決అの෮進や観୯

。内などの多ସ୤ᅳ਋などのৄ੩ธᅏを進めていきますࡎ

�ભ体的ಈ઄့�

・観୯౮็などがಲ౮する॒ே人観୯ਰ೥入ৄ੩ธᅏಈ઄への支࣍

・イȞǻǑȞǴዤਰ້進ಈ઄

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

॒ே人観୯ਰ数 70,000人（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 44,963人）
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ৰ቎目標Ĭ ᇥँしƙƚƆǀࣽ๜ȕǩ|ǳǇ目指Ǝ
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このため、本市の観୯戦略として、観୯ಃଳや観୯関連઄の持続ตをどのようにして高めるか、

観୯ਰの行動ᇥ容にどう໴ࣤし、価値を࿓੝するかについて、ࢂき続き民と঱が੤ਢしながら、連

携して೘りຎǈでいくことが必要です。
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た課題に໴ࣤし、ශたに็ጵされた熱海૙DMO（熱海観୯અ）と連携して঱民一体となって持
続ईႷな観୯地域づくりに೘りຎǈでいくととƷに、住民・観୯ਰຖሑのተ足ဗの୶එに೘り
ຎみ、ᇥ化しつづけるࣽ๜ȕǩーǳを目指します。

（ĩ）஬ƏƮき౮策に関する基本的ሑ୶

（Ī）ભ体的な౮策とಈ઄

౮策኎ ಈ઄の内容

観୯ਰ数のໃ加 ターǝǱǎȞǛを行い、本市の自๹やࣽ๜、ᇌ化、ඳなど観୯地とし

てのት፛の୶එや、ගሇᄇමをはƍめとした多様なዤਰ活動を঱民連携

で行っていきます。また、観୯まちづくりに携わる人ఔ・団体のࡱถ及

び支࣍を行っていき、市の観୯ಃଳのት፛をูઇ的にຕ出することによ

って、地域の活ต化を෨ります。

�ભ体的ಈ઄့�

・熱海૙DMO（熱海観୯અ）との連携によるශたな観୯ව੹と地域૪అ

活ต化のための౮策のಲ౮

・ᇓ႘ጦዿ້進ಈ઄のಲ౮

・ICTの活ዿƷ౽ኾに入れた観୯ȁラȞǴプȘȍーǢȒȞ及びȌデǎア

プȘȍーǢȒȞのಲ౮�௺ૡ�

・市民団体による観୯まちづくりಈ઄への支࣍

・ライǳアップなどによるኻの႔わいのຕ出

・ஃ域・地域連携による回ዥ້進౮策のಲ౮

၂ჺ௠Ǔȕアの଴関口にƪさわしいࣽ๜観୯地としてのፕ୻な૤観ࡓ・

૛ถの෮進

・中心市ज़地のት፛୶එに୶けたイȞフラのूೲ

・回ዥต୶එに୶けた交ྫྷイȞフラのธᅏ

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

ഗძਰ数  360ቮ人（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 330ቮ人）

イȞǻǑȞǴዤਰの

້進

イȞǻǑȞǴዤਰを້進するため、キȎッǢȐȗス決అの෮進や観୯

。内などの多ସ୤ᅳ਋などのৄ੩ธᅏを進めていきますࡎ

�ભ体的ಈ઄့�

・観୯౮็などがಲ౮する॒ே人観୯ਰ೥入ৄ੩ธᅏಈ઄への支࣍

・イȞǻǑȞǴዤਰ້進ಈ઄

[ഓ要઄฻ᅴ価指ᅮ] 

(łŇŀ)

॒ே人観୯ਰ数 70,000人（2024年ဗ（፭Ꭼĭ年ဗ） 44,963人）
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第Ĩൻ 人口ビジョンప࿊ƠŷƔƘƛ

Ĩ 人口ビジョンప࿊ƣგ૤とኬ࿨

�Ĩ�ேƣྙ期ビジョンƣೡ౯

人口減少は、「อかなる৭৿」と呼ばれるよŻに、日yの生ঊにおいてはಲ感しƚらいものがあり

ます。しかし、ƈのまま続けば、人口は਼໒に減少し、ƒのଅऐ、将来的には૪అਊኟのച൚や生

ঊ水準の低下をൣき、究ઇ的には国としてのಏ続性すら৭ŻくなるとணŽられています。

ƈのたƶ国は、2014 年に日本の人口のଵ状と将来のౣを示し、人口減少をƶƅる問題に৘する国

ኁのႡಡの੢ዛをኬ౪すとともに、ௗଢ଼、ኬ౪すƮき将来のሑ୶を࿓示するƈとをኬ的として、長

期ビǣȒȞをప定しました。 さらに 2019 年に長期ビǣȒȞ（令和ଭ年ू࿛ᄟ）をప定し、「ঊ፛あ

るདࡰ社会」のಲଵと「ဪੜ଑ƭの一ઇആ中」のฏฝをኬ౪すƈととされてきました。

ௗᄤ、国はඑ਋のདሑຕ生の 10 年৖の೘ຎをවりᇪり、དሑにおいてມ定をྖŽる人口ਸƨ生産

年፼人口の減少やஸ፼ँがいっƒŻු࿶しており、ዻyなᇀኾにおける人೚ᆊ໑や、ოᆾ、࡭ፑ・

ᆵ౵、୪ྫྷ、ੱ့ࡱ、日ඛ生ঊにᆊईଁなǠービスのࡥಏがႍしくなってきているƈとを৕ƴて、

ഉኁの生ঊのࡊ඾を೙るᅢጅ性から、2025 年ĭଈにདሑຕ生 2.0 ৰ本ஓມをప定しました。

དሑຕ生 2.0 ৰ本ஓມでは、ဴ面は人口・生産年፼人口が減少するといŻಈ態をฝ面から೥け౱

ƶたඑで、ƈの௘ႍなड題に国とདሑ୰੢ཆ໲の๺ての৘૒ೄが፛を合わƐて೘りຎǈでいくƈと

が位置ƚけられています。

�ĩ�૱बప࿊ƣ૪ࡦ

まƖ・Ƨと・しƉとຕ生に৘しては、まƖ・Ƨと・しƉとຕ生ሓ（平ถ 26 年ሓጳ第 136 ஼）がฑ

定され、2014 年 12 ଈ 27 日に、日本の人口のଵ状と将来の࿶ሰを࿓示する「国の長期ビǣȒȞ」ਸ

ƨௗଢ଼５か年の国の౮పのሑ୶を࿓示する「まƖ・Ƨと・しƉとຕ生総合๗ጸ」（以下「国の総合๗

ጸ」といŻ。）がॷਢଂ定されました。また、2022 年 12 ଈには、ǲǣǪルの፛をঊዿしདሑの問題

शଂをኬ౪すたƶ、国の総合๗ጸを大幅にू࿛した「ǲǣǪルဂࣆဒ౦国ऌஓມ総合๗ጸ」がప定

されました。

ƈれを೥けて、དሑ୰੢ཆ໲においては、国の長期ビǣȒȞਸƨ総合๗ጸをপࡎして、དሑ୰੢

ཆ໲における人口のଵ状と将来の࿶ሰを࿓示する「དሑ人口ビǣȒȞ」ਸƨ、དࡰのಲගにࣤƍた

ௗଢ଼５か年の౮పのሑ୶を࿓示するဒၗᆒଡまƖ・Ƨと・しƉとຕ生総合๗ጸਸƨ౦ྎ໠まƖ・Ƨ

と・しƉとຕ生総合๗ጸのప定にဖƶ、໴పを஬ƍてきました。

本౦においても、第二期のまƖ・Ƨと・しƉとຕ生人口ビǣȒȞ・総合๗ጸのప定ଢ଼の૪थとᅴ

अを၃まŽて、人口の၌୶とଵ状をᇀืし、人口に৘するདࡰഉኁのႡಡを੢ዛし、ௗଢ଼ኬ౪すƮ

き将来のሑ୶と人口の将来࿶ሰを࿓示するたƶ、「第ూ期Ⴈॆ౦まƖ・Ƨと・しƉとຕ生人口ビǣȒ

Ȟ（以下「人口ビǣȒȞ」といŻ。）」をప定します。

�３�人口ኴ༎Ǉƶƅǀଵඡとଣྫྷし

Ғ इ໒Ǝǀ人口ଲ൛

日本の総人口は長らく増加を続けてきましたが、2008 年をピークに減少局面に入っています。

国立社会保障・人口問題研究所による「日本の将来推計人口（令和５年推計）」（以下「社人研

推計（令和５年推計）」）の出生中位（死亡中位）推計によると、2020年国勢調査による 1 億 2,615 
万人が、 2070 年には約 8,700 万人にまで減少すると推計されています。

■日本の人口の推移と将来推計

出典：日本の将来推計人口（令和５年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

ғ ଲ൛ƣࡴထǇƔƞǀഞ生෾

国の出生数や合計特殊出生率は、いわゆる第二次ベビーブーム（1971 年～74 年）と呼ばれた

1970 年代半ばから長期的に減少し続けており、2024 年の出生数は約 69 万人となっています。

また、１人の女性が一生に産む子どもの平均数を示す合計特殊出生率は、1975 年以降、人口置

換水準（人口を長期的に一定に保てる水準）の 2.07 を下回る状態が続いています。近年は新型コ

ロナウイルス感染症の拡大の影響もあって大幅に低下しており、1.15 となっています。
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�Ĩ�ேƣྙ期ビジョンƣೡ౯
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ます。しかし、ƈのまま続けば、人口は਼໒に減少し、ƒのଅऐ、将来的には૪అਊኟのച൚や生

ঊ水準の低下をൣき、究ઇ的には国としてのಏ続性すら৭ŻくなるとணŽられています。

ƈのたƶ国は、2014 年に日本の人口のଵ状と将来のౣを示し、人口減少をƶƅる問題に৘する国

ኁのႡಡの੢ዛをኬ౪すとともに、ௗଢ଼、ኬ౪すƮき将来のሑ୶を࿓示するƈとをኬ的として、長

期ビǣȒȞをప定しました。 さらに 2019 年に長期ビǣȒȞ（令和ଭ年ू࿛ᄟ）をప定し、「ঊ፛あ

るདࡰ社会」のಲଵと「ဪੜ଑ƭの一ઇആ中」のฏฝをኬ౪すƈととされてきました。

ௗᄤ、国はඑ਋のདሑຕ生の 10 年৖の೘ຎをවりᇪり、དሑにおいてມ定をྖŽる人口ਸƨ生産

年፼人口の減少やஸ፼ँがいっƒŻු࿶しており、ዻyなᇀኾにおける人೚ᆊ໑や、ოᆾ、࡭ፑ・

ᆵ౵、୪ྫྷ、ੱ့ࡱ、日ඛ生ঊにᆊईଁなǠービスのࡥಏがႍしくなってきているƈとを৕ƴて、

ഉኁの生ঊのࡊ඾を೙るᅢጅ性から、2025 年ĭଈにདሑຕ生 2.0 ৰ本ஓມをప定しました。

དሑຕ生 2.0 ৰ本ஓມでは、ဴ面は人口・生産年፼人口が減少するといŻಈ態をฝ面から೥け౱

ƶたඑで、ƈの௘ႍなड題に国とདሑ୰੢ཆ໲の๺ての৘૒ೄが፛を合わƐて೘りຎǈでいくƈと

が位置ƚけられています。

�ĩ�૱बప࿊ƣ૪ࡦ

まƖ・Ƨと・しƉとຕ生に৘しては、まƖ・Ƨと・しƉとຕ生ሓ（平ถ 26 年ሓጳ第 136 ஼）がฑ

定され、2014 年 12 ଈ 27 日に、日本の人口のଵ状と将来の࿶ሰを࿓示する「国の長期ビǣȒȞ」ਸ

ƨௗଢ଼５か年の国の౮పのሑ୶を࿓示する「まƖ・Ƨと・しƉとຕ生総合๗ጸ」（以下「国の総合๗

ጸ」といŻ。）がॷਢଂ定されました。また、2022 年 12 ଈには、ǲǣǪルの፛をঊዿしདሑの問題

शଂをኬ౪すたƶ、国の総合๗ጸを大幅にू࿛した「ǲǣǪルဂࣆဒ౦国ऌஓມ総合๗ጸ」がప定

されました。

ƈれを೥けて、དሑ୰੢ཆ໲においては、国の長期ビǣȒȞਸƨ総合๗ጸをপࡎして、དሑ୰੢

ཆ໲における人口のଵ状と将来の࿶ሰを࿓示する「དሑ人口ビǣȒȞ」ਸƨ、དࡰのಲගにࣤƍた

ௗଢ଼５か年の౮పのሑ୶を࿓示するဒၗᆒଡまƖ・Ƨと・しƉとຕ生総合๗ጸਸƨ౦ྎ໠まƖ・Ƨ

と・しƉとຕ生総合๗ጸのప定にဖƶ、໴పを஬ƍてきました。

本౦においても、第二期のまƖ・Ƨと・しƉとຕ生人口ビǣȒȞ・総合๗ጸのప定ଢ଼の૪थとᅴ

अを၃まŽて、人口の၌୶とଵ状をᇀืし、人口に৘するདࡰഉኁのႡಡを੢ዛし、ௗଢ଼ኬ౪すƮ

き将来のሑ୶と人口の将来࿶ሰを࿓示するたƶ、「第ూ期Ⴈॆ౦まƖ・Ƨと・しƉとຕ生人口ビǣȒ

Ȟ（以下「人口ビǣȒȞ」といŻ。）」をప定します。

�３�人口ኴ༎Ǉƶƅǀଵඡとଣྫྷし

Ғ इ໒Ǝǀ人口ଲ൛

日本の総人口は長らく増加を続けてきましたが、2008 年をピークに減少局面に入っています。

国立社会保障・人口問題研究所による「日本の将来推計人口（令和５年推計）」（以下「社人研

推計（令和５年推計）」）の出生中位（死亡中位）推計によると、2020年国勢調査による 1 億 2,615 
万人が、 2070 年には約 8,700 万人にまで減少すると推計されています。

■日本の人口の推移と将来推計

出典：日本の将来推計人口（令和５年推計）（国立社会保障・人口問題研究所）

ғ ଲ൛ƣࡴထǇƔƞǀഞ生෾

国の出生数や合計特殊出生率は、いわゆる第二次ベビーブーム（1971 年～74 年）と呼ばれた

1970 年代半ばから長期的に減少し続けており、2024 年の出生数は約 69 万人となっています。

また、１人の女性が一生に産む子どもの平均数を示す合計特殊出生率は、1975 年以降、人口置

換水準（人口を長期的に一定に保てる水準）の 2.07 を下回る状態が続いています。近年は新型コ

ロナウイルス感染症の拡大の影響もあって大幅に低下しており、1.15 となっています。
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ĩ 人口ଲ൛ኴ༎Ơ೘ƿຎƵ࡝ਟ

�Ĩ�人口ଲ൛Ɓདࡰ૪అೂवƠይŽǀࢬ੽ƣ࿃ଲँ

人口減少とஸ፼ँのුபは、૪అ社会に࠵影響をਸƱすƈととなります。

総人口の減少とஸ፼ँによって「။き೚」の減少が生ƍると、生産ঊ၌の面からདࡰ๺໲の૪అ

ਊኟをച൚さƐるとともに、一人ဴたりの所ၜも低下するおƒれがあります。ƈれによってઌ᎕࡝

ግにȉイナスの影響をይŽるとともに、生産年፼人口や୪ጺの৿会の減少によってイǹベーǢȒȞ

が࿄໾するおƒれもあります。

また、དࡰ社会の༶い೚が減少していくƈとに加Ž、དࡰ૪అがച൚するなどዻyな社会的・૪

అ的なड題が生ƍるおƒれがあります。

ƈの状ੳが૫続すると、人口減少がདࡰ૪అのച൚を呼ƨ、དࡰ૪అのച൚がさらに人口減少を

加໒さƐるといŻᆟのスǼイȔルに৙るƈとになります。

本౦は਼ഢなད૛のདࡰが໣くፕ୻な૤৑をዛする一ሑ、౦ज़དからጱれたདࡰにおいては日ඛ

のოいᆾや࡭ፑ、୰੢୪ྫྷなどདࡰഉኁの生ঊにᆊईଁな生ঊǠービスのࡥಏ・॰保が௘ႍになる

おƒれがあります。また、ဒ౦৿Ⴗのࡥಏには一定の人口ਊኟがᅢጅとされますが、人口が減少す

るとဒ౦৿Ⴗを౫ŽるǠービス産઄がถ立しなくなり、ဒ౦৿Ⴗの低下によるဒ౦のት፛の低下に

もƙながります。ཆसのฌ代がଢ଼期ஸ፼ೄとなる 2025 年を૸Ž、ƈれらのଖႪはますます੫くなり

ます。

ƈのよŻなདࡰ૪అ社会にይŽる影響を低減するたƶに人口減少໴పは総፛をあƇて೘りຎむƮ

きड題であるといŽます。ௗଢ଼は特に、೓ೄや女性にも๰ばれるདࡰƚくりがਿƶられています。

�ĩ�৘૒人口ƣ創ഞ・४་Ơƽǀདࡰ૪అೂवƣࡥಏ

དࡰ૪అ社会のࡥಏ・ᄇ࿶にあたっては、定ഉ人口の॰保に加Žて、౦॒にᇿらす໣ዻな人ఔの৘

わりをูઇ的に೘り入れてႨॆの፛を一ພஸƶていく౽࿾もഓጅとなります。

国ではƈれまで、ဪੜ଑ƭの一ઇആ中をฏฝするたƶ、དሑƭのࡤഉ৵ሰをஸƶるƈとをኬᅮに৘

૒人口ทపをはƍƶ໣ዻなทపが࿶्されてきました。新たにప定された「དሑຕ生 2.0 ৰ本ஓມ」で

は、ƈれをさらにᄇ࿶さƐた二ད੍ࡰഉทపやདࡰड題のशଂにಃする৘૒人口のຕ出・拡大などが

位置ƚけられています。

本౦でもƈれまで、ƪるさとႶฯೄ・৳ᆣॽの拡大や、ȕȍーǳȚーク৫઄のዤཙなどに೘りຎǈ

できたとƈǂです。৑୯産઄がมǈな本౦では、年৖ 300 万人をྖŽる৑୯ഗძਰが来ሞしており、

一ᆪの生ঊǠービスや୰੢୪ྫྷといったဒ౦৿Ⴗは、定ഉ人口に加Ž、ᇠື所ዛೄなどの二ད੍ࡰഉ

ೄや৑୯ਰ့を৞む৘૒人口のጦዿでถ立しています。ௗଢ଼さらに৘૒人口の৘わりをෆƶる୪ጺや

౗ຎƴƚくりなどにより、本౦のདࡰ૪అ社会のࡥಏ・ᄇ࿶にƙなƇていくƈとがਿƶられていま

す。

■日本の出ภ෾・஽計ၟ೜出ภጴの推移

出典：୴ภ᎕။൶�人口၌໺ျ計�

Ҕ 人口ଲ൛ƣདሑƀƾဒ市ᆪƭƣஃƁƿ

社人研推計（令和５年推計）によると、२౦તྎ໠ 2020 年の総人口を 100 としたとき、౪数が

100 以එ、すなわƖ 2050 年の総人口が 2020 年以එとなる౦તྎ໠数は 77（๺౦તྎ໠の 4.5²）、

ౖる 1,651 ౦તྎ໠（95.5²）は౪数が 100 ቴተとなると推計されています。ƒのၾዅをƴると、

2050 年までに、๺౦તྎ໠の約 6 আを๒ƶる 1,046 ౦તྎ໠で、2020 年にᄾƮて総人口が 3 আ以

එ減少し、๺౦તྎ໠の約 2 আを๒ƶる 341 ౦તྎ໠では 2020 年にᄾƮて総人口が半数ቴተにな

ると推計されています。

■2050年ƠſƆǀຳ人口の౪෾ᇠ౦તྎ໠෾とআ஽（2020年 100とƌƔ඘஽）

出典：୴ภ᎕။൶�୴ภ᎕။წി�
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過去最多の出生数

2,696,638人

1966年

ひのえうま

1,360,974人

第二次ベビーブーム

（1971～1974年）

2,091,983人

2024年

合計特殊出生率

1.15

2024年

最小の出生数

686,061人
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19.2%
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4.5%
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2050年
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཯1）ຳ人口の౪෾とƤb2020年のຳ人口Ǉ100とƌƔとƂのຳ人口のཏのƈとc

཯2）ǛȔȀཨの෾ಌƤ౦તྎ໠෾bǖǮǞၾの෾ಌƤ1,728౦તྎ໠Ơ๒ƶǀআ஽（²）c

཯3）আ஽ƠƙŹƛƤ౟ಾୖႚƌƛᅳ਋ƌƔƔƶ஽計Ɓ100ƠƟƾƟŹƈとƁŷǀc
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■日本の出生数・合計特殊出生率の推移

出典：厚生労働省「人口動態統計」

③ 人口減少の地方から都市部への広がり

社人研推計（令和５年推計）によると、各市区町村 2020 年の総人口を 100 としたとき、指数が

100 以上、すなわち 2050 年の総人口が 2020 年以上となる市区町村数は 77（全市区町村の 4.5％）、

残る 1,651 市区町村（95.5％）は指数が 100 未満となると推計されています。その内訳をみると、

2050 年までに、全市区町村の約 6 割を占める 1,046 市区町村で、2020 年に比べて総人口が 3 割以

上減少し、全市区町村の約 2 割を占める 341 市区町村では 2020 年に比べて総人口が半数未満にな

ると推計されています。

■2050年における総人口の指数別市区町村数と割合（2020年＝100とした場合）

出典：厚生労働省「厚生労働白書」
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出生数（人）

合計特殊出生率

（万人） 第一次ベビーブーム

（1947～1949)

過去最多の出生数

2,696,638人

1966年

ひのえうま

1,360,974人

第二次ベビーブーム

（1971～1974年）

2,091,983人

2024年

合計特殊出生率

1.15

2024年

最小の出生数

686,061人

10

0.6%

331

19.2%

705

40.8%

605

35.0%

77

4.5%

0% 50% 100%

2050年

30未満 30～50 50～70 70～100 100以上

注1）総人口の指数とは、2020年の総人口を100としたときの総人口の値のこと。

注2）グラフ中の数字は市区町村数、カッコ内の数字は1,728市区町村に占める割合（％）。

注3）割合については四捨五入して表記したため合計が100にならないことがある。
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ĩ 人口ଲ൛ኴ༎Ơ೘ƿຎƵ࡝ਟ

�Ĩ�人口ଲ൛Ɓདࡰ૪అೂवƠይŽǀࢬ੽ƣ࿃ଲँ

人口減少とஸ፼ँのුபは、૪అ社会に࠵影響をਸƱすƈととなります。

総人口の減少とஸ፼ँによって「။き೚」の減少が生ƍると、生産ঊ၌の面からདࡰ๺໲の૪అ

ਊኟをച൚さƐるとともに、一人ဴたりの所ၜも低下するおƒれがあります。ƈれによってઌ᎕࡝

ግにȉイナスの影響をይŽるとともに、生産年፼人口や୪ጺの৿会の減少によってイǹベーǢȒȞ

が࿄໾するおƒれもあります。

また、དࡰ社会の༶い೚が減少していくƈとに加Ž、དࡰ૪అがച൚するなどዻyな社会的・૪

అ的なड題が生ƍるおƒれがあります。

ƈの状ੳが૫続すると、人口減少がདࡰ૪అのച൚を呼ƨ、དࡰ૪అのച൚がさらに人口減少を

加໒さƐるといŻᆟのスǼイȔルに৙るƈとになります。

本౦は਼ഢなད૛のདࡰが໣くፕ୻な૤৑をዛする一ሑ、౦ज़དからጱれたདࡰにおいては日ඛ

のოいᆾや࡭ፑ、୰੢୪ྫྷなどདࡰഉኁの生ঊにᆊईଁな生ঊǠービスのࡥಏ・॰保が௘ႍになる

おƒれがあります。また、ဒ౦৿Ⴗのࡥಏには一定の人口ਊኟがᅢጅとされますが、人口が減少す

るとဒ౦৿Ⴗを౫ŽるǠービス産઄がถ立しなくなり、ဒ౦৿Ⴗの低下によるဒ౦のት፛の低下に

もƙながります。ཆसのฌ代がଢ଼期ஸ፼ೄとなる 2025 年を૸Ž、ƈれらのଖႪはますます੫くなり

ます。

ƈのよŻなདࡰ૪అ社会にይŽる影響を低減するたƶに人口減少໴పは総፛をあƇて೘りຎむƮ

きड題であるといŽます。ௗଢ଼は特に、೓ೄや女性にも๰ばれるདࡰƚくりがਿƶられています。

�ĩ�৘૒人口ƣ創ഞ・४་Ơƽǀདࡰ૪అೂवƣࡥಏ

དࡰ૪అ社会のࡥಏ・ᄇ࿶にあたっては、定ഉ人口の॰保に加Žて、౦॒にᇿらす໣ዻな人ఔの৘

わりをูઇ的に೘り入れてႨॆの፛を一ພஸƶていく౽࿾もഓጅとなります。

国ではƈれまで、ဪੜ଑ƭの一ઇആ中をฏฝするたƶ、དሑƭのࡤഉ৵ሰをஸƶるƈとをኬᅮに৘

૒人口ทపをはƍƶ໣ዻなทపが࿶्されてきました。新たにప定された「དሑຕ生 2.0 ৰ本ஓມ」で

は、ƈれをさらにᄇ࿶さƐた二ད੍ࡰഉทపやདࡰड題のशଂにಃする৘૒人口のຕ出・拡大などが

位置ƚけられています。

本౦でもƈれまで、ƪるさとႶฯೄ・৳ᆣॽの拡大や、ȕȍーǳȚーク৫઄のዤཙなどに೘りຎǈ

できたとƈǂです。৑୯産઄がมǈな本౦では、年৖ 300 万人をྖŽる৑୯ഗძਰが来ሞしており、

一ᆪの生ঊǠービスや୰੢୪ྫྷといったဒ౦৿Ⴗは、定ഉ人口に加Ž、ᇠື所ዛೄなどの二ད੍ࡰഉ

ೄや৑୯ਰ့を৞む৘૒人口のጦዿでถ立しています。ௗଢ଼さらに৘૒人口の৘わりをෆƶる୪ጺや

౗ຎƴƚくりなどにより、本౦のདࡰ૪అ社会のࡥಏ・ᄇ࿶にƙなƇていくƈとがਿƶられていま

す。

■日本の出ภ෾・஽計ၟ೜出ภጴの推移

出典：୴ภ᎕။൶�人口၌໺ျ計�

Ҕ 人口ଲ൛ƣདሑƀƾဒ市ᆪƭƣஃƁƿ

社人研推計（令和５年推計）によると、२౦તྎ໠ 2020 年の総人口を 100 としたとき、౪数が

100 以එ、すなわƖ 2050 年の総人口が 2020 年以එとなる౦તྎ໠数は 77（๺౦તྎ໠の 4.5²）、

ౖる 1,651 ౦તྎ໠（95.5²）は౪数が 100 ቴተとなると推計されています。ƒのၾዅをƴると、
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■2050年ƠſƆǀຳ人口の౪෾ᇠ౦તྎ໠෾とআ஽（2020年 100とƌƔ඘஽）
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1966年

ひのえうま

1,360,974人

第二次ベビーブーム

（1971～1974年）

2,091,983人

2024年

合計特殊出生率

1.15
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最小の出生数
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཯1）ຳ人口の౪෾とƤb2020年のຳ人口Ǉ100とƌƔとƂのຳ人口のཏのƈとc

཯2）ǛȔȀཨの෾ಌƤ౦તྎ໠෾bǖǮǞၾの෾ಌƤ1,728౦તྎ໠Ơ๒ƶǀআ஽（²）c

཯3）আ஽ƠƙŹƛƤ౟ಾୖႚƌƛᅳ਋ƌƔƔƶ஽計Ɓ100ƠƟƾƟŹƈとƁŷǀc
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第ĩൻ 熱海市ƣ人口ビジョン

Ĩ 人口ƣଵඡᇀื

�Ĩ�人口ƣ෮ࡤ

Ғຳ人口ƣ෮ࡤ

国勢調査による本౦の総人口の推ࡤをƴると、1980 年以降は減少を続けています。2020 年は

34,208 人となり、1980 年とᄾॵすると 31.7²の減少となっています。

また、年፼Īતᇀᇠ人口をƴると、年少人口（ħ～14ఄ）と生産年፼人口（15～64ఄ）は1980
年以降、減少を続けています。一ሑで、Ꭱ年人口（65 ఄ以එ）は 2020 年に減少に࿼ƍたものの生

産年፼人口をᄌき、ஸ፼ँ率は 48.7²にまでඑ൦しておりஸ፼ँがེしくなっています。

1980 年と 2020 年でᄾॵすると、40 年৖で年少人口は 79.4²減少し、生産年፼人口も 56.0²減

少した一ሑで、Ꭱ年人口は 184.9²増加しています。

■本౦の人口（ຳ人口・年፼Īતᇀᇠ人口）とஸ፼ँጴの推移

出典：国ฒྔ௮

Åஸ፼ँጴƤb年፼�ᆊඈ�ǇൊŹƔຳ人口ǇᇀሀとƎǀc

⥲ேཱྀ
年ᑡேཱྀ
㻔㻝㻠歳以ୗ㻕

⏕⏘年㱋ேཱྀ
㻔㻝㻡～㻢㻠歳㻕

⪁年ேཱྀ
㻔㻢㻡歳以上㻕

㧗㱋໬⋡

㻝㻥㻤㻜年 50,082 9,676 34,659 5,747 11.5%

㻞㻜㻞㻜年 34,208 1,993 15,252 16,376 48.7%

ቑῶ⋡ -31.7% -79.4% -56.0% 184.9%

（༳ࡔ：人）

Å

ғĬఄॎੇᇠ人口ǿȔȊǮǴƣ෮ࡤ

５ఄॎੇᇠ人口ピȔȊǮǴにƙいて、20 年おきに、1980 年、2000 年、2020 年の推ࡤをƴると、

40 年を૪て૛が「ピȔȊǮǴ૛」から「ƧƼŻたǈ૛」、「コȉ૛」に大きくᇥँしています。

                                      出典：国ฒྔ௮

■ ５ఄॎੇᇠ人口ǿȔȊǮǴの推移
（༳ࡔ：人�௬ƁཌྷตbࢌƁ൅ต）

1980 年に௻も人口が໣いฌ代であっ

た 30 ఄ代は、2000 年には 50 ఄ代、

2020 年には 70 ఄ代になりましたが、

๹として௻も໣いฌ代となっていまࡕ

す。

一ሑで、1980 年にཌྷ女とも 1,300 人

࿘ဗであった 0～5 ఄ人口は、年y減少

して 2020年にはཌྷ女とも300人にተた

ない水準となっています。

Å 1980年と 2000年Ƥb90ఄࡒඑ

ǇƳとƶƛᅳಘƌƛŹǀc

1,310
1,732

1,668
1,559
1,506
1,619

2,269
2,336
2,227
2,220

2,050
1,940

1,444
1,276

950
600
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1,788
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1,971
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875

699
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82
22

01,0002,0003,000
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0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳

100歳以上

1980年

648
732
803
899

1,144
1,278

1,144
1,053
1,030

1,324
2,083
2,230
2,115

1,973
1,797

1,498
1,004

632
311

703
825
804
859

916
1256

1069
1,025

989
1,256

1,776
1,751

1,603
1,474

1,238
819

476
266

132
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55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳

100歳以上

2000年

244
322
419
500
648

539
457
506

705
1,046
1,130
1,112
1,164

1,509
2,173

2,102
1,722

1,303
668

217
24

261
343

404
476

552
497
488
526
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1,069
1,063

1,380
1,770
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243
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60～64歳
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70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳

100歳以上

2020年
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第ĩൻ 熱海市ƣ人口ビジョン

Ĩ 人口ƣଵඡᇀื

�Ĩ�人口ƣ෮ࡤ

Ғຳ人口ƣ෮ࡤ

国勢調査による本౦の総人口の推ࡤをƴると、1980 年以降は減少を続けています。2020 年は

34,208 人となり、1980 年とᄾॵすると 31.7²の減少となっています。

また、年፼Īતᇀᇠ人口をƴると、年少人口（ħ～14ఄ）と生産年፼人口（15～64ఄ）は1980
年以降、減少を続けています。一ሑで、Ꭱ年人口（65 ఄ以එ）は 2020 年に減少に࿼ƍたものの生

産年፼人口をᄌき、ஸ፼ँ率は 48.7²にまでඑ൦しておりஸ፼ँがེしくなっています。

1980 年と 2020 年でᄾॵすると、40 年৖で年少人口は 79.4²減少し、生産年፼人口も 56.0²減

少した一ሑで、Ꭱ年人口は 184.9²増加しています。

■本౦の人口（ຳ人口・年፼Īતᇀᇠ人口）とஸ፼ँጴの推移

出典：国ฒྔ௮

Åஸ፼ँጴƤb年፼�ᆊඈ�ǇൊŹƔຳ人口ǇᇀሀとƎǀc

⥲ேཱྀ
年ᑡேཱྀ
㻔㻝㻠歳以ୗ㻕

⏕⏘年㱋ேཱྀ
㻔㻝㻡～㻢㻠歳㻕

⪁年ேཱྀ
㻔㻢㻡歳以上㻕

㧗㱋໬⋡

㻝㻥㻤㻜年 50,082 9,676 34,659 5,747 11.5%

㻞㻜㻞㻜年 34,208 1,993 15,252 16,376 48.7%

ቑῶ⋡ -31.7% -79.4% -56.0% 184.9%

（༳ࡔ：人）

Å

ғĬఄॎੇᇠ人口ǿȔȊǮǴƣ෮ࡤ

５ఄॎੇᇠ人口ピȔȊǮǴにƙいて、20 年おきに、1980 年、2000 年、2020 年の推ࡤをƴると、

40 年を૪て૛が「ピȔȊǮǴ૛」から「ƧƼŻたǈ૛」、「コȉ૛」に大きくᇥँしています。

                                      出典：国ฒྔ௮

■ ５ఄॎੇᇠ人口ǿȔȊǮǴの推移
（༳ࡔ：人�௬ƁཌྷตbࢌƁ൅ต）

1980 年に௻も人口が໣いฌ代であっ

た 30 ఄ代は、2000 年には 50 ఄ代、

2020 年には 70 ఄ代になりましたが、

๹として௻も໣いฌ代となっていまࡕ

す。

一ሑで、1980 年にཌྷ女とも 1,300 人

࿘ဗであった 0～5 ఄ人口は、年y減少

して 2020年にはཌྷ女とも300人にተた

ない水準となっています。

Å 1980年と 2000年Ƥb90ఄࡒඑ
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2000年
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Ҕ॒国人人口

2025 年Īଈቨଵఓ、౦ၾでᇿらす॒国人は、40 か国、1,299 人となっています。

国ฺᇠにƴると、ǸǼールが௻も໣く、次いでベǳナム、中国、ȊȎȞȉーのവとなっており、

ǍǣǍがįআ以එを๒ƶています。

年፼Īતᇀᇠで推ࡤをƴると、2023 年以降に、਼૽に生産年፼人口が増加しています。ƈれは、

2020 年までの増加૓୶が新型コロナウイルスを૚৿としたဍநฑ଺によりࣧばいとなったものの、

5 ፬感染症ƭのࡤபにᄔŻဍநฑ଺शൊを೥け、௺ƨ増加したもので、ഗძ౮็などで။く॒国人

の࿼入ೄ数の増加が影響しているものとணŽられます。

■ 国ฺᇠ॒国人                              （༳ࡔ：人）

出典：ഉኁৰ本༊ྂ（2025 年Īଈቨଵఓ）

■ 年፼Īતᇀᇠの॒国人人口とຳ人口Ơ๒ƶǀআ஽の推移   （༳ࡔ：人）

出典：ഉኁৰ本༊ྂ（ቚ年Īଈቨಐ࿾）

ネパール, 372 ベトナム, 216

中国, 156

ミャンマー, 108

フィリピン, 98

韓国, 92

その他, 257

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（༳ࡔ：人）

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%
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200
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800

1,000

1,200

1,400

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 外国人比率

(人)

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

総数 416 452 536 686 647 685 816 1,043 1,299

0～14歳 15 13 8 12 15 18 19 31 50

15～64歳 340 369 457 591 552 582 699 901 1,125

65歳以上 61 70 71 83 80 85 98 111 124

(特)75歳以上 23 28 29 33 31 29 30 36 44

外国人含む総人口 37,612 37,225 36,848 36,437 35,721 34,973 34,301 33,603 33,000

外国人比率 1.1% 1.2% 1.5% 1.9% 1.8% 2.0% 2.4% 3.1% 3.9%

�ĩ�人口ƣಛ๹ໃଲ

Ғಛ๹ໃଲ�ഞ生・౲ሦ�ƣ෮ࡤ

本౦の 2009 年以降の出生数は減少૓୶にあり、2020 年には 100 人を下回りました。๺国的に

少子ँがුǈでいますが、本౦においても出生数が減少しています。

また、死亡数にƙいては増加૓୶にあります。2014 年௖からは 700 人๶ଢ଼で推ࡤしてきました

が、2021 年以降増加し、800 人๶ଢ଼で推ࡤしています。

ಛ๹増減（出生数⿜死亡数）の推ࡤをƴると、ಛ๹減で推ࡤしており、ƒの数はേyに増加し

ています。また、出生数の減少と死亡数の増加から、ಛ๹減が大きくなりはƍƶ、2022 年には

753 人となり、以降 750 人๶ଢ଼で推ࡤしています。

■ 出ภ෾b౲ሦ෾bಛ๹ໃଲの推移

（༳ࡔ：人）

出典：人口၌໺ਸƨฌ໷෾ྔ௮

175 180 175 149 188 147 123 125 122 114 103 86 84 73 74
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Ҕ॒国人人口

2025 年Īଈቨଵఓ、౦ၾでᇿらす॒国人は、40 か国、1,299 人となっています。

国ฺᇠにƴると、ǸǼールが௻も໣く、次いでベǳナム、中国、ȊȎȞȉーのവとなっており、

ǍǣǍがįআ以එを๒ƶています。

年፼Īતᇀᇠで推ࡤをƴると、2023 年以降に、਼૽に生産年፼人口が増加しています。ƈれは、

2020 年までの増加૓୶が新型コロナウイルスを૚৿としたဍநฑ଺によりࣧばいとなったものの、

5 ፬感染症ƭのࡤபにᄔŻဍநฑ଺शൊを೥け、௺ƨ増加したもので、ഗძ౮็などで။く॒国人

の࿼入ೄ数の増加が影響しているものとணŽられます。

■ 国ฺᇠ॒国人                              （༳ࡔ：人）

出典：ഉኁৰ本༊ྂ（2025 年Īଈቨଵఓ）

■ 年፼Īતᇀᇠの॒国人人口とຳ人口Ơ๒ƶǀআ஽の推移   （༳ࡔ：人）

出典：ഉኁৰ本༊ྂ（ቚ年Īଈቨಐ࿾）

ネパール, 372 ベトナム, 216

中国, 156

ミャンマー, 108

フィリピン, 98

韓国, 92

その他, 257
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0～14歳 15～64歳 65歳以上 外国人比率

(人)

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

総数 416 452 536 686 647 685 816 1,043 1,299

0～14歳 15 13 8 12 15 18 19 31 50

15～64歳 340 369 457 591 552 582 699 901 1,125

65歳以上 61 70 71 83 80 85 98 111 124

(特)75歳以上 23 28 29 33 31 29 30 36 44

外国人含む総人口 37,612 37,225 36,848 36,437 35,721 34,973 34,301 33,603 33,000

外国人比率 1.1% 1.2% 1.5% 1.9% 1.8% 2.0% 2.4% 3.1% 3.9%

�ĩ�人口ƣಛ๹ໃଲ

Ғಛ๹ໃଲ�ഞ生・౲ሦ�ƣ෮ࡤ

本౦の 2009 年以降の出生数は減少૓୶にあり、2020 年には 100 人を下回りました。๺国的に

少子ँがුǈでいますが、本౦においても出生数が減少しています。

また、死亡数にƙいては増加૓୶にあります。2014 年௖からは 700 人๶ଢ଼で推ࡤしてきました

が、2021 年以降増加し、800 人๶ଢ଼で推ࡤしています。

ಛ๹増減（出生数⿜死亡数）の推ࡤをƴると、ಛ๹減で推ࡤしており、ƒの数はേyに増加し

ています。また、出生数の減少と死亡数の増加から、ಛ๹減が大きくなりはƍƶ、2022 年には

753 人となり、以降 750 人๶ଢ଼で推ࡤしています。

■ 出ภ෾b౲ሦ෾bಛ๹ໃଲの推移

（༳ࡔ：人）

出典：人口၌໺ਸƨฌ໷෾ྔ௮
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ғ15⿤49ఄ൅ต人口ƣ෮ࡤ

国勢調査による15ఄから49ఄまでの女性の人口の推ࡤをƴると、1990年の11,333人から2020
年には 4,401 人となっており、30 年৖で約 7,000 人減少してīআቴተの水準となっています。

５ఄॎੇᇠにƴると、२年፼ພの女性人口はいƏれも減少૓୶にあり、1990年と 2020年をᄾॵ

すると、15～24 ఄ、35～44 ఄの२年፼ພはīআቴተまで減少しており、特に 15～19 ఄの女性人

口はĪআ以下となっています。特に 15～49 ఄの女性の人口は、出生数に大きく৘わっているたƶ、

ƒの減少は、౦の将来の人口をணŽるඑでもᅋඛにഓጅなጅຍといŽます。

      À  15～49 ఄ൅ต人୵の෮ࡤ

（༳ࡔ：人）

出典：国ฒྔ௮

Ҕሀƣ年፼ᇠഞ生෾ƣ෮ࡤ

女性の出産年፼をƴると、30～34 ఄが໣い状ੳにあります。

出生数は 2017 年には 122 人であったとƈǂ、2023 年には 74 人まで減少していますが、中でも

20～34 ఄで出産する女性が大幅に減少しています。

À ሀの年፼ᇠの出生数の෮ࡤ                  （༳ࡔ：人）

出࿳ӱ୴生᎕။൶զ人୵၌໺ျ計է

1,701 1,335 899 794 723 659 500

1,634 1,666
1,144 842 733 707 648

1,235 1,276

1,278
866 655 596 539

1,082 1,094
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1,109
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1,063

1,053
1,098
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2,098
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1,053

1,104
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1,063
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9,875
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5,446

4,401
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1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳
35～39歳 40～44歳 45～49歳

����年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年

�����ఄ 1 0 2 0 0 0 1

�����ఄ 18 15 14 14 10 8 4

�����ఄ 27 26 29 25 24 17 17

�����ఄ 40 39 30 28 17 22 23

�����ఄ 26 22 22 12 18 19 20

�����ఄ 10 12 6 7 14 5 9

�����ఄ 0 0 0 0 1 0 0

஽計 122 114 103 86 84 71 74

එ਋から女性の年፼ᇠの 1,000 人あたりの出生আ合を్出すると、2017 年あたりにはପེに 30
～34 ఄが௻もஸく、次いで 25～29 ఄが 35～39 ఄよりも໣い૓୶がありましたが、近年は 20～34
ఄの年代で大幅に減っています。ƈれには、コロナखでଅ௛・႟ර・出産を஋Žる、๐ຽりにす

るといったƈとも少なからƏ影響をይŽたとணŽられます。

À ൅ตの年፼ᇠの出生আ合の෮ࡤ

                                               （༳ࡔӱ人/൅ต 1,000 人）

出࿳ӱ୴生᎕။൶զ人୵၌໺ျ計էਸֲഉኁৰ቎༊ྂ
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�����ఄ 1.7 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 2.2

�����ఄ 23.3 20.3 20.2 20.1 14.6 12.8 6.3

�����ఄ 45.5 45.9 49.1 44.0 43.2 31.5 30.6

�����ఄ 70.8 69.3 55.7 55.1 34.6 45.0 46.5

�����ఄ 37.7 33.7 37.1 20.5 33.4 35.7 37.5

�����ఄ 10.1 13.2 7.2 8.8 18.6 7.2 14.1

�����ఄ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0

஽計 189.0 182.4 172.9 148.6 145.4 132.2 137.3
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ғ15⿤49ఄ൅ต人口ƣ෮ࡤ

国勢調査による15ఄから49ఄまでの女性の人口の推ࡤをƴると、1990年の11,333人から2020
年には 4,401 人となっており、30 年৖で約 7,000 人減少してīআቴተの水準となっています。

５ఄॎੇᇠにƴると、२年፼ພの女性人口はいƏれも減少૓୶にあり、1990年と 2020年をᄾॵ

すると、15～24 ఄ、35～44 ఄの२年፼ພはīআቴተまで減少しており、特に 15～19 ఄの女性人

口はĪআ以下となっています。特に 15～49 ఄの女性の人口は、出生数に大きく৘わっているたƶ、

ƒの減少は、౦の将来の人口をணŽるඑでもᅋඛにഓጅなጅຍといŽます。

      À  15～49 ఄ൅ต人୵の෮ࡤ

（༳ࡔ：人）

出典：国ฒྔ௮

Ҕሀƣ年፼ᇠഞ生෾ƣ෮ࡤ

女性の出産年፼をƴると、30～34 ఄが໣い状ੳにあります。

出生数は 2017 年には 122 人であったとƈǂ、2023 年には 74 人まで減少していますが、中でも

20～34 ఄで出産する女性が大幅に減少しています。

À ሀの年፼ᇠの出生数の෮ࡤ                  （༳ࡔ：人）

出࿳ӱ୴生᎕။൶զ人୵၌໺ျ計է

1,701 1,335 899 794 723 659 500

1,634 1,666
1,144 842 733 707 648

1,235 1,276
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1,082 1,094
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35～39歳 40～44歳 45～49歳

����年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年 ����年

�����ఄ 1 0 2 0 0 0 1

�����ఄ 18 15 14 14 10 8 4

�����ఄ 27 26 29 25 24 17 17

�����ఄ 40 39 30 28 17 22 23

�����ఄ 26 22 22 12 18 19 20

�����ఄ 10 12 6 7 14 5 9

�����ఄ 0 0 0 0 1 0 0

஽計 122 114 103 86 84 71 74

එ਋から女性の年፼ᇠの 1,000 人あたりの出生আ合を్出すると、2017 年あたりにはପེに 30
～34 ఄが௻もஸく、次いで 25～29 ఄが 35～39 ఄよりも໣い૓୶がありましたが、近年は 20～34
ఄの年代で大幅に減っています。ƈれには、コロナखでଅ௛・႟ර・出産を஋Žる、๐ຽりにす

るといったƈとも少なからƏ影響をይŽたとணŽられます。

À ൅ตの年፼ᇠの出生আ合の෮ࡤ

                                               （༳ࡔӱ人/൅ต 1,000 人）

出࿳ӱ୴生᎕။൶զ人୵၌໺ျ計էਸֲഉኁৰ቎༊ྂ
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�����ఄ 70.8 69.3 55.7 55.1 34.6 45.0 46.5
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ҕ஽૱ၟ೜ഞ生ጴƣ෮ࡤ

15 ఄから 49 ఄまでの女性の年፼ᇠ出生率を合計した合計特殊出生率は、１人の女性が一生に産

む子どもの人数として計్され、ଵఓの人口をࡥಏできる合計特殊出生率のኬࡊ（人口置換水準）

は 2.07 とされています。

本౦の合計特殊出生率をƴると、๺国やଡよりも下回って推ࡤしており、2018 年～2022 年の調

査では、本౦の合計特殊出生率は 1.06 となっています。2007 年௖から๺国的に回ᆲৰ調がଣられ

たものの、近年では新型コロナウイルス感染症拡大の影響から௺ƨ減少しました。

À 合計特殊出生率の෮ࡤ

出典：人口၌໺保ଌ所・౦ྎ໠ᇠျ計
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Җฌ༉ごとƣቴ௛ጴ

ฌ代Ɖとのቴ௛率をƴると、15 ఄ以එ๺໲では、ཌྷ性が 31.7%、女性が 23.5%となっており、

๺໲では 27.2%となっています。

また、15～49 ఄのቴ௛率を๺国とᄾॵすると、大ᆪᇀのฌ代で๺国よりもஸいআ合となってい

ます。中でも、近年、௻も出生数の໣いሀの年፼である 30～34 ఄの女性にƙいてƴると、๺国よ

りも 12 ȈイȞǳ以එஸいআ合となっているƈとから、出生数の減少にはቴ௛率のஸさが大きく影

響しているとணŽられます。

■ 年፼ॎੇᇠのቴ௛ጴ

    ■ 15⿤49ఄの５ఄ年፼ॎੇᇠቴ௛ጴのᄾॵ

                                                

出典：国ฒྔ௮(2020 年)
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80.0%
90.0%

100.0%

総数 ஋ ঃ

஋੓ ঃ੓ ஋੓ ঃ੓ ஋੓ ঃ੓
15～19歳 99.6% 99.4% 96.4% 98.5% 99.7% 99.6%
20～24歳 94.9% 93.4% 89.2% 88.5% 95.7% 93.0%
25～29歳 82.9% 76.4% 69.4% 57.8% 76.4% 65.8%
30～34歳 65.8% 50.8% 46.7% 31.7% 51.8% 38.5%
35～39歳 56.8% 36.0% 34.1% 20.4% 38.5% 26.2%
40～44歳 43.4% 29.8% 29.0% 16.5% 32.2% 21.3%
45～49歳 37.4% 25.7% 27.2% 15.2% 29.9% 19.2%
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ҕ஽૱ၟ೜ഞ生ጴƣ෮ࡤ

15 ఄから 49 ఄまでの女性の年፼ᇠ出生率を合計した合計特殊出生率は、１人の女性が一生に産

む子どもの人数として計్され、ଵఓの人口をࡥಏできる合計特殊出生率のኬࡊ（人口置換水準）

は 2.07 とされています。

本౦の合計特殊出生率をƴると、๺国やଡよりも下回って推ࡤしており、2018 年～2022 年の調

査では、本౦の合計特殊出生率は 1.06 となっています。2007 年௖から๺国的に回ᆲৰ調がଣられ

たものの、近年では新型コロナウイルス感染症拡大の影響から௺ƨ減少しました。

À 合計特殊出生率の෮ࡤ

出典：人口၌໺保ଌ所・౦ྎ໠ᇠျ計
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Җฌ༉ごとƣቴ௛ጴ

ฌ代Ɖとのቴ௛率をƴると、15 ఄ以එ๺໲では、ཌྷ性が 31.7%、女性が 23.5%となっており、

๺໲では 27.2%となっています。

また、15～49 ఄのቴ௛率を๺国とᄾॵすると、大ᆪᇀのฌ代で๺国よりもஸいআ合となってい

ます。中でも、近年、௻も出生数の໣いሀの年፼である 30～34 ఄの女性にƙいてƴると、๺国よ

りも 12 ȈイȞǳ以එஸいআ合となっているƈとから、出生数の減少にはቴ௛率のஸさが大きく影

響しているとணŽられます。

■ 年፼ॎੇᇠのቴ௛ጴ

    ■ 15⿤49ఄの５ఄ年፼ॎੇᇠቴ௛ጴのᄾॵ

                                                

出典：国ฒྔ௮(2020 年)
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総数 ஋ ঃ

஋੓ ঃ੓ ஋੓ ঃ੓ ஋੓ ঃ੓
15～19歳 99.6% 99.4% 96.4% 98.5% 99.7% 99.6%
20～24歳 94.9% 93.4% 89.2% 88.5% 95.7% 93.0%
25～29歳 82.9% 76.4% 69.4% 57.8% 76.4% 65.8%
30～34歳 65.8% 50.8% 46.7% 31.7% 51.8% 38.5%
35～39歳 56.8% 36.0% 34.1% 20.4% 38.5% 26.2%
40～44歳 43.4% 29.8% 29.0% 16.5% 32.2% 21.3%
45～49歳 37.4% 25.7% 27.2% 15.2% 29.9% 19.2%
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�３�人口ƣೂवໃଲ

Ғೂवໃଲ�࿼ႚ・࿼ഞ�ƣ෮ࡤ

本౦の࿼入数は、2020 年௖まで 2,000 人๶ଢ଼で推ࡤしていましたが、2021 年以降は新型コロナ

ウイルス感染症の影響もあって減少し、近年は回ᆲしています。

࿼出数にƙいても၍ዻに、2,000 人๶ଢ଼で推ࡤしています。

社会増減（࿼入数⿜࿼出数）はॗƢȂȔスで推ࡤしています。

■ ࿼ႚ෾b࿼出෾b社会ໃଲの推移

（༳ࡔ：人）

出典：人口၌໺ਸƨฌ໷෾ྔ௮
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ғ年፼ॎੇᇠbཌྷ൅ᇠƣ人口ࡤ၌

Ĩ�࿼ႚଭ

2023 年の人口ࡤ၌にƙいて࿼入状ੳをƴると、ཌྷ女ともに「20～29 ఄ」と「60 ఄ以එ」が໣

く、次いで、「30～39 ఄ」、「50～59 ఄ」もやや໣くなっており、೰ධ、࿼ධ့による࿼入と、ᄭ

年をथƉすたƶの࿼入が໣いとያມされます。また、「20～29 ఄ」、「60 ఄ以එ」では女性の࿼入

が໣くなっており、ƒの໢の年፼ພではཌྷ性の࿼入が໣くなっています。

࿼入ଭをདતᇠにƴると、「60 ఄ以එ」はཌྷ女ともに「ဪੜဒ」や「්ၼ๖ଡ」からの࿼入が໣

くƴられます。また、「20～29 ఄ」のཌྷ女では「ଡ॒（ƒの໢）」からの࿼入のআ合が໢の年፼ພ

よりஸくなっています。

■ 年፼ॎੇᇠの࿼ႚଭ

                             Åƈの໢b൅ตƠ年፼ᆊඈƁĨ人Źǀc

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ（2023 年）
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�３�人口ƣೂवໃଲ

Ғೂवໃଲ�࿼ႚ・࿼ഞ�ƣ෮ࡤ

本౦の࿼入数は、2020 年௖まで 2,000 人๶ଢ଼で推ࡤしていましたが、2021 年以降は新型コロナ

ウイルス感染症の影響もあって減少し、近年は回ᆲしています。

࿼出数にƙいても၍ዻに、2,000 人๶ଢ଼で推ࡤしています。

社会増減（࿼入数⿜࿼出数）はॗƢȂȔスで推ࡤしています。

■ ࿼ႚ෾b࿼出෾b社会ໃଲの推移

（༳ࡔ：人）

出典：人口၌໺ਸƨฌ໷෾ྔ௮
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Ĩ�࿼ႚଭ

2023 年の人口ࡤ၌にƙいて࿼入状ੳをƴると、ཌྷ女ともに「20～29 ఄ」と「60 ఄ以එ」が໣

く、次いで、「30～39 ఄ」、「50～59 ఄ」もやや໣くなっており、೰ධ、࿼ධ့による࿼入と、ᄭ

年をथƉすたƶの࿼入が໣いとያມされます。また、「20～29 ఄ」、「60 ఄ以එ」では女性の࿼入

が໣くなっており、ƒの໢の年፼ພではཌྷ性の࿼入が໣くなっています。

࿼入ଭをདતᇠにƴると、「60 ఄ以එ」はཌྷ女ともに「ဪੜဒ」や「්ၼ๖ଡ」からの࿼入が໣

くƴられます。また、「20～29 ఄ」のཌྷ女では「ଡ॒（ƒの໢）」からの࿼入のআ合が໢の年፼ພ

よりஸくなっています。

■ 年፼ॎੇᇠの࿼ႚଭ

                             Åƈの໢b൅ตƠ年፼ᆊඈƁĨ人Źǀc

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ（2023 年）
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2019年から 2023年の人口ࡤ၌にƙいて࿼入ଭのဒၗᆒଡᇠのඈ఍をƴると、ဪੜဒと්ၼ๖ଡ

からのࡤ၌がƒれƓれ約 450 人๶ଢ଼、อࣰଡၾからのࡤ၌が 349 人と、໢のဒၗᆒଡを大きくࢂ

きጱしています。

2023 年でƴると、ƈの１ဒĩଡからの࿼入は 65.5²となっており、ဪੜဒなどの৘ဪ଑やଡၾ

からの࿼入が中඾となっています。ଡၾのඈ఍をƴると、ࡓဪ౦からの࿼入が 73 人と௻も໣く、

൮ྥ౦が 40 人、ూဥ౦ 33 人、อࣰ౦ 28 人と続き、ī౦の計はଡၾからの࿼入の 49.9²を๒ƶて

います。

■ ࿼ႚଭのඈ఍・推移

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ

㌿ධඖ䠄㒔㐨ᗓ┴ู䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 2,051 1,947 1,713 1,701 1,928
໭ᾏ㐨 37 25 14 22 27
㟷᳃┴ 0 14 0 0 0
ᒾᡭ┴ 15 15 0 0 0
ᐑᇛ┴ 15 13 10 0 17
⚟ᓥ┴ 10 0 0 0 0
Ⲉᇛ┴ 18 0 13 17 23
ᰣᮌ┴ 35 22 0 36 29
⩌㤿┴ 28 27 23 15 29
ᇸ⋢┴ 128 82 87 81 86
༓ⴥ┴ 88 88 61 69 106
ᮾி㒔 547 565 522 436 473
⚄ዉᕝ┴ 477 439 426 402 440
᪂₲┴ 0 10 11 12 13
ᒣ᲍┴ 14 16 0 10 18
㛗㔝┴ 32 22 13 30 20
ᒱ㜧┴ 0 13 0 12 12
㟼ᒸ┴ 364 366 304 313 349
ឡ▱┴ 33 36 46 49 61
ி㒔ᗓ 15 23 12 15 22
኱㜰ᗓ 20 24 22 28 36
රᗜ┴ 17 11 10 16 19
⚟ᒸ┴ 24 17 17 24 18
Ἀ⦖┴ 13 15 10 24 14
䛭䛾௚䛾┴ 121 104 112 90 116

㌿ධඖ䠄㟼ᒸ┴ෆ䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 364 366 304 313 349
㟼ᒸᕷ 36 43 30 28 28
὾ᯇᕷ 20 19 0 0 12
἟ὠᕷ 26 36 35 31 40
୕ᓥᕷ 24 21 18 29 33
ᐩኈᐑᕷ 12 15 10 16 10
ఀᮾᕷ 69 79 54 48 73
ᐩኈᕷ 21 16 13 17 15
⸨ᯞᕷ 0 0 10 0 0
ᚚẊሙᕷ 13 13 14 14 12
ୗ⏣ᕷ 0 0 11 10 12
〈㔝ᕷ 11 10 0 11 0
ఀ㇋ᕷ 0 0 0 14 0
ఀ㇋䛾ᅜᕷ 12 15 13 12 21
ᮾఀ㇋⏫ 13 0 0 18 12
ภ༡⏫ 44 29 25 19 24
䛭䛾௚䛾ᕷ⏫ᮧ 63 70 71 46 57

（༳ࡔ：人）

ĩ�࿼ഞ๐

2023 年の人口ࡤ၌にƙいて࿼出状ੳをƴると、ཌྷ女ともに「20～29 ఄ」の࿼出が௻も໣く、次

いで「60 ఄ以එ」、「30～39 ఄ」の࿼出もやや໣くなっており、೰ධ、࿼ධ့による࿼出、ᄭ年を

थƉすたƶの࿼出が໣いとணŽられます。また、「20～29 ఄ」と「60 ఄ以එ」では女性の࿼出が

໣くなっています。

ƒれƓれの࿼出๐では「ဪੜဒ」や「්ၼ๖ଡ」ƭの大ဒ౦଑やƒの໢のଡ॒ƭの࿼出が໣く

なっているƈとから、ଡ॒ƭの೰ॺや೰ධ৵ሰが੫いƈとがŻかがŽます。

■ 年፼ॎੇᇠの࿼出๐

Åƈの໢b൅ตƠ年፼ᆊඈƁĨ人Źǀc

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ（2023 年）
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2019年から 2023年の人口移動について転入元の都道府県別の詳細をみると、東京都と神奈川県
からの移動がそれぞれ約 450 人前後、静岡県内からの移動が 349 人と、他の都道府県を大きく引
き離しています。

2023 年でみると、この１都２県からの転入は 65.5％となっており、東京都などの関東圏や県内
からの転入が中心となっています。県内の詳細をみると、伊東市からの転入が 73 人と最も多く、
沼津市が 40人、三島市 33人、静岡市 28人と続き、４市の計は県内からの転入の 49.9％を占めて
います。

■ 転入元の詳細・推移

出典：住民基本台帳人口移動報告

転入元（都道府県別）
都道府県名 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

総数 2,051 1,947 1,713 1,701 1,928
北海道 37 25 14 22 27
青森県 0 14 0 0 0
岩手県 15 15 0 0 0
宮城県 15 13 10 0 17
福島県 10 0 0 0 0
茨城県 18 0 13 17 23
栃木県 35 22 0 36 29
群馬県 28 27 23 15 29
埼玉県 128 82 87 81 86
千葉県 88 88 61 69 106
東京都 547 565 522 436 473
神奈川県 477 439 426 402 440
新潟県 0 10 11 12 13
山梨県 14 16 0 10 18
長野県 32 22 13 30 20
岐阜県 0 13 0 12 12
静岡県 364 366 304 313 349
愛知県 33 36 46 49 61
京都府 15 23 12 15 22
大阪府 20 24 22 28 36
兵庫県 17 11 10 16 19
福岡県 24 17 17 24 18
沖縄県 13 15 10 24 14
その他の県 121 104 112 90 116

転入元（静岡県内）
ᕷ⏫名 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

総数 364 366 304 313 349
静岡市 36 43 30 28 28
浜松市 20 19 0 0 12
沼津市 26 36 35 31 40
三島市 24 21 18 29 33
富士宮市 12 15 10 16 10
伊東市 69 79 54 48 73
富士市 21 16 13 17 15
藤枝市 0 0 10 0 0
御殿場市 13 13 14 14 12
下田市 0 0 11 10 12
裾野市 11 10 0 11 0
伊豆市 0 0 0 14 0
伊豆の国市 12 15 13 12 21
東伊豆町 13 0 0 18 12
函南町 44 29 25 19 24
その他の市町 63 70 71 46 57

（単位：人）

差替

書式変更:インデント : 最初の行 : 1 字,行間 : 固定値
16 pt,改ページ時 1 行残して段落を区切る
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2019年から 2023年の人口ࡤ၌にƙいて࿼入ଭのဒၗᆒଡᇠのඈ఍をƴると、ဪੜဒと්ၼ๖ଡ

からのࡤ၌がƒれƓれ約 450 人๶ଢ଼、อࣰଡၾからのࡤ၌が 349 人と、໢のဒၗᆒଡを大きくࢂ

きጱしています。

2023 年でƴると、ƈの１ဒĩଡからの࿼入は 65.5²となっており、ဪੜဒなどの৘ဪ଑やଡၾ

からの࿼入が中඾となっています。ଡၾのඈ఍をƴると、ࡓဪ౦からの࿼入が 73 人と௻も໣く、

൮ྥ౦が 40 人、ూဥ౦ 33 人、อࣰ౦ 28 人と続き、ī౦の計はଡၾからの࿼入の 49.9²を๒ƶて

います。

■ ࿼ႚଭのඈ఍・推移

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ

㌿ධඖ䠄㒔㐨ᗓ┴ู䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 2,051 1,947 1,713 1,701 1,928
໭ᾏ㐨 37 25 14 22 27
㟷᳃┴ 0 14 0 0 0
ᒾᡭ┴ 15 15 0 0 0
ᐑᇛ┴ 15 13 10 0 17
⚟ᓥ┴ 10 0 0 0 0
Ⲉᇛ┴ 18 0 13 17 23
ᰣᮌ┴ 35 22 0 36 29
⩌㤿┴ 28 27 23 15 29
ᇸ⋢┴ 128 82 87 81 86
༓ⴥ┴ 88 88 61 69 106
ᮾி㒔 547 565 522 436 473
⚄ዉᕝ┴ 477 439 426 402 440
᪂₲┴ 0 10 11 12 13
ᒣ᲍┴ 14 16 0 10 18
㛗㔝┴ 32 22 13 30 20
ᒱ㜧┴ 0 13 0 12 12
㟼ᒸ┴ 364 366 304 313 349
ឡ▱┴ 33 36 46 49 61
ி㒔ᗓ 15 23 12 15 22
኱㜰ᗓ 20 24 22 28 36
රᗜ┴ 17 11 10 16 19
⚟ᒸ┴ 24 17 17 24 18
Ἀ⦖┴ 13 15 10 24 14
䛭䛾௚䛾┴ 121 104 112 90 116

㌿ධඖ䠄㟼ᒸ┴ෆ䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 364 366 304 313 349
㟼ᒸᕷ 36 43 30 28 28
὾ᯇᕷ 20 19 0 0 12
἟ὠᕷ 26 36 35 31 40
୕ᓥᕷ 24 21 18 29 33
ᐩኈᐑᕷ 12 15 10 16 10
ఀᮾᕷ 69 79 54 48 73
ᐩኈᕷ 21 16 13 17 15
⸨ᯞᕷ 0 0 10 0 0
ᚚẊሙᕷ 13 13 14 14 12
ୗ⏣ᕷ 0 0 11 10 12
〈㔝ᕷ 11 10 0 11 0
ఀ㇋ᕷ 0 0 0 14 0
ఀ㇋䛾ᅜᕷ 12 15 13 12 21
ᮾఀ㇋⏫ 13 0 0 18 12
ภ༡⏫ 44 29 25 19 24
䛭䛾௚䛾ᕷ⏫ᮧ 63 70 71 46 57

（༳ࡔ：人）

ĩ�࿼ഞ๐

2023 年の人口ࡤ၌にƙいて࿼出状ੳをƴると、ཌྷ女ともに「20～29 ఄ」の࿼出が௻も໣く、次

いで「60 ఄ以එ」、「30～39 ఄ」の࿼出もやや໣くなっており、೰ධ、࿼ධ့による࿼出、ᄭ年を

थƉすたƶの࿼出が໣いとணŽられます。また、「20～29 ఄ」と「60 ఄ以එ」では女性の࿼出が

໣くなっています。

ƒれƓれの࿼出๐では「ဪੜဒ」や「්ၼ๖ଡ」ƭの大ဒ౦଑やƒの໢のଡ॒ƭの࿼出が໣く

なっているƈとから、ଡ॒ƭの೰ॺや೰ධ৵ሰが੫いƈとがŻかがŽます。

■ 年፼ॎੇᇠの࿼出๐

Åƈの໢b൅ตƠ年፼ᆊඈƁĨ人Źǀc

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ（2023 年）
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2019年から 2023年の人口ࡤ၌にƙいて࿼出๐のဒၗᆒଡᇠのඈ఍をƴると、อࣰଡၾƭの࿼出

が 535 人と௻も໣く、次いで、්ၼ๖ଡ、ဪੜဒのവとなっています。

2023 年にƙいて࿼出๐のଡၾのඈ఍をƴると、ࡓဪ౦ƭの࿼出が 91 人と௻も໣く、ూဥ౦が

72 人、ჹႊྎが 71 人、൮ྥ౦ 56 人と続き、ī౦ྎの計はଡၾƭの࿼出の 54.2²と半数以එを๒

ƶています。

■ ࿼出๐のඈ఍・推移

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ

㌿ฟඛ䠄㒔㐨ᗓ┴ู䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 1,943 1,889 1,794 1,765 1,848
໭ᾏ㐨 25 22 27 19 12
㟷᳃┴ 0 0 11 10 0
ᒾᡭ┴ 0 10 0 0 0
ᐑᇛ┴ 11 14 12 11 0
⚟ᓥ┴ 14 10 0 0 0
Ⲉᇛ┴ 15 13 15 17 20
ᰣᮌ┴ 29 23 22 24 15
⩌㤿┴ 14 0 10 21 20
ᇸ⋢┴ 68 73 68 64 80
༓ⴥ┴ 63 81 66 55 54
ᮾி㒔 335 328 322 341 327
⚄ዉᕝ┴ 554 546 509 526 480
᪂₲┴ 11 0 0 0 0
ᒣ᲍┴ 22 19 0 13 16
㛗㔝┴ 32 17 13 10 16
ᒱ㜧┴ 0 0 0 11 10
㟼ᒸ┴ 537 536 491 450 535
ឡ▱┴ 34 38 39 26 49
୕㔜┴ 0 0 0 0 15
ி㒔ᗓ 13 0 17 13 20
኱㜰ᗓ 27 14 30 17 34
රᗜ┴ 14 19 12 12 15
⚟ᒸ┴ 0 15 14 12 14
Ἀ⦖┴ 12 0 0 20 12
䛭䛾௚䛾┴ 113 111 116 93 104

㌿ฟඛ䠄㟼ᒸ┴ෆ䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 537 536 491 450 535
㟼ᒸᕷ 29 43 43 34 43
὾ᯇᕷ 20 19 19 0 22
἟ὠᕷ 72 66 52 60 56
୕ᓥᕷ 64 70 62 65 72
ᐩኈᐑᕷ 11 15 0 0 16
ఀᮾᕷ 99 113 76 84 91
ᐩኈᕷ 34 31 30 21 16
☬⏣ᕷ 0 10 0 0 0
⸨ᯞᕷ 11 0 0 0 0
ᚚẊሙᕷ 0 16 19 0 15
〈㔝ᕷ 17 0 0 0 10
ఀ㇋ᕷ 15 10 10 16 0
ఀ㇋䛾ᅜᕷ 15 25 26 12 30
ᮾఀ㇋⏫ 0 0 0 0 20
ภ༡⏫ 76 56 63 54 71
ΎỈ⏫ 0 0 14 13 0
㛗Ἠ⏫ 20 0 21 17 27
䛭䛾௚䛾ᕷ⏫ᮧ 54 62 56 74 46

（༳ࡔ：人）
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３�റࡤ၌෾

2023 年の人口ࡤ၌にƙいてറࡤ၌数（࿼入数⿜࿼出数）をƴると、ཌྷ女ともに「50～59 ఄ」と

「60 ఄ以එ」が大きな࿼入ྖथとなっており、ᄭ年をथƉすたƶの࿼入が໣いとያມされます。

「50～59 ఄ」と「60 ఄ以එ」の࿼入ଭをƴると、ཌྷ女ともに「ဪੜဒ」からの࿼入ྖथが௻も

໣くなっています。

一ሑ、「20～29 ఄ」と「30～39 ఄ」では࿼出ྖथとなっています。「20～29 ఄ」のཌྷ性は「්

ၼ๖ଡ」、女性は「ဪੜဒ」ƭの࿼出ྖथが௻も໣く、「30～39 ఄ」ではཌྷ女ともに「ଡၾ（ƒの

໢）」ƭの࿼出ྖथ数が大きくなっています。

■ 年፼ॎੇᇠのറ移၌෾

Å౟ॳၾの数ಌ֮റࡤ၌数Փ֒の໢Ւ൅ตの࿼ႚ֧࿼出֪年፼ᆊඈ֋२㕱人փ׊Փ

出࿳ӱഉኁৰ቎༊ྂ人୵ࡤ၌ሇெ（2023 年）
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2019年から 2023年の人口移動について転ഞ๐の都道府県別の詳細をみると、静岡県内ƭの転ഞ
が 535人と最も多く、಑いで、神奈川県、東京都のവとなっています。

2023 年について転ഞ๐の県内の詳細をみると、伊東市ƭの転ഞが 91 人と最も多く、三島市が
72人、ჹႊྎが 71人、沼津市 56人と続き、４市ྎの計は県内ƭの転ഞの 54.2％とᄖ෾ࡒඑを占
めています。

■ 転出๐の詳細・推移

出典：住民基本台帳人口移動報告

転出先（都道府県別）
都道府県名 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

総数 1,943 1,889 1,794 1,765 1,848
北海道 25 22 27 19 12
青森県 0 0 11 10 0
岩手県 0 10 0 0 0
宮城県 11 14 12 11 0
福島県 14 10 0 0 0
茨城県 15 13 15 17 20
栃木県 29 23 22 24 15
群馬県 14 0 10 21 20
埼玉県 68 73 68 64 80
千葉県 63 81 66 55 54
東京都 335 328 322 341 327
神奈川県 554 546 509 526 480
新潟県 11 0 0 0 0
山梨県 22 19 0 13 16
長野県 32 17 13 10 16
岐阜県 0 0 0 11 10
静岡県 537 536 491 450 535
愛知県 34 38 39 26 49
三重県 0 0 0 0 15
京都府 13 0 17 13 20
大阪府 27 14 30 17 34
兵庫県 14 19 12 12 15
福岡県 0 15 14 12 14
沖縄県 12 0 0 20 12
その他の県 113 111 116 93 104

（単位：人）

転出先（静岡県内）
市町名 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

総数 537 536 491 450 535
静岡市 29 43 43 34 43
浜松市 20 19 19 0 22
沼津市 72 66 52 60 56
三島市 64 70 62 65 72
富士宮市 11 15 0 0 16
伊東市 99 113 76 84 91
富士市 34 31 30 21 16
磐田市 0 10 0 0 0
藤枝市 11 0 0 0 0
御殿場市 0 16 19 0 15
裾野市 17 0 0 0 10
伊豆市 15 10 10 16 0
伊豆の国市 15 25 26 12 30
東伊豆町 0 0 0 0 20
函南町 76 56 63 54 71
清水町 0 0 14 13 0
長泉町 20 0 21 17 27
その他の市町 54 62 56 74 46

差替
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2019年から 2023年の人口ࡤ၌にƙいて࿼出๐のဒၗᆒଡᇠのඈ఍をƴると、อࣰଡၾƭの࿼出

が 535 人と௻も໣く、次いで、්ၼ๖ଡ、ဪੜဒのവとなっています。

2023 年にƙいて࿼出๐のଡၾのඈ఍をƴると、ࡓဪ౦ƭの࿼出が 91 人と௻も໣く、ూဥ౦が

72 人、ჹႊྎが 71 人、൮ྥ౦ 56 人と続き、ī౦ྎの計はଡၾƭの࿼出の 54.2²と半数以එを๒

ƶています。

■ ࿼出๐のඈ఍・推移

出典：ഉኁৰ本༊ྂ人口移၌ሇெ

㌿ฟඛ䠄㒔㐨ᗓ┴ู䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 1,943 1,889 1,794 1,765 1,848
໭ᾏ㐨 25 22 27 19 12
㟷᳃┴ 0 0 11 10 0
ᒾᡭ┴ 0 10 0 0 0
ᐑᇛ┴ 11 14 12 11 0
⚟ᓥ┴ 14 10 0 0 0
Ⲉᇛ┴ 15 13 15 17 20
ᰣᮌ┴ 29 23 22 24 15
⩌㤿┴ 14 0 10 21 20
ᇸ⋢┴ 68 73 68 64 80
༓ⴥ┴ 63 81 66 55 54
ᮾி㒔 335 328 322 341 327
⚄ዉᕝ┴ 554 546 509 526 480
᪂₲┴ 11 0 0 0 0
ᒣ᲍┴ 22 19 0 13 16
㛗㔝┴ 32 17 13 10 16
ᒱ㜧┴ 0 0 0 11 10
㟼ᒸ┴ 537 536 491 450 535
ឡ▱┴ 34 38 39 26 49
୕㔜┴ 0 0 0 0 15
ி㒔ᗓ 13 0 17 13 20
኱㜰ᗓ 27 14 30 17 34
රᗜ┴ 14 19 12 12 15
⚟ᒸ┴ 0 15 14 12 14
Ἀ⦖┴ 12 0 0 20 12
䛭䛾௚䛾┴ 113 111 116 93 104

㌿ฟඛ䠄㟼ᒸ┴ෆ䠅
㒔㐨ᗓ┴ྡ 㻞㻜㻝㻥年 㻞㻜㻞㻜年 㻞㻜㻞㻝年 㻞㻜㻞㻞年 㻞㻜㻞㻟年

⥲ᩘ 537 536 491 450 535
㟼ᒸᕷ 29 43 43 34 43
὾ᯇᕷ 20 19 19 0 22
἟ὠᕷ 72 66 52 60 56
୕ᓥᕷ 64 70 62 65 72
ᐩኈᐑᕷ 11 15 0 0 16
ఀᮾᕷ 99 113 76 84 91
ᐩኈᕷ 34 31 30 21 16
☬⏣ᕷ 0 10 0 0 0
⸨ᯞᕷ 11 0 0 0 0
ᚚẊሙᕷ 0 16 19 0 15
〈㔝ᕷ 17 0 0 0 10
ఀ㇋ᕷ 15 10 10 16 0
ఀ㇋䛾ᅜᕷ 15 25 26 12 30
ᮾఀ㇋⏫ 0 0 0 0 20
ภ༡⏫ 76 56 63 54 71
ΎỈ⏫ 0 0 14 13 0
㛗Ἠ⏫ 20 0 21 17 27
䛭䛾௚䛾ᕷ⏫ᮧ 54 62 56 74 46

（༳ࡔ：人）
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３�റࡤ၌෾

2023 年の人口ࡤ၌にƙいてറࡤ၌数（࿼入数⿜࿼出数）をƴると、ཌྷ女ともに「50～59 ఄ」と

「60 ఄ以එ」が大きな࿼入ྖथとなっており、ᄭ年をथƉすたƶの࿼入が໣いとያມされます。

「50～59 ఄ」と「60 ఄ以එ」の࿼入ଭをƴると、ཌྷ女ともに「ဪੜဒ」からの࿼入ྖथが௻も

໣くなっています。

一ሑ、「20～29 ఄ」と「30～39 ఄ」では࿼出ྖथとなっています。「20～29 ఄ」のཌྷ性は「්

ၼ๖ଡ」、女性は「ဪੜဒ」ƭの࿼出ྖथが௻も໣く、「30～39 ఄ」ではཌྷ女ともに「ଡၾ（ƒの

໢）」ƭの࿼出ྖथ数が大きくなっています。

■ 年፼ॎੇᇠのറ移၌෾

Å౟ॳၾの数ಌ֮റࡤ၌数Փ֒の໢Ւ൅ตの࿼ႚ֧࿼出֪年፼ᆊඈ֋२㕱人փ׊Փ

出࿳ӱഉኁৰ቎༊ྂ人୵ࡤ၌ሇெ（2023 年）
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３）純移動数

2023年の人口移動についてറ移動෾�転入෾⿜転ഞ෾�をみると、ཌྷ൅ともに�50⿤59ఄ�と
。එ�が大きな転入ྖथとなっており、ᄭ年をथƉすƔめの転入が多いとያມƊれますࡒ�60ఄ
�50⿤59 ఄ�と�60 එ�の転入元をみると、ཌྷ൅ともに�東京都�からの転入ྖथが最もࡒఄ
多くなっています。

ሑ、�20⿤29ࡴ ఄ�と�30⿤39 ఄ�では転ഞྖथとなっています。�20⿤29 ఄ�のཌྷตは�神
奈川県�、൅ตは�東京都�ƭの転ഞྖथが最も多く、�30⿤39 ఄ�ではཌྷ൅ともに�県内�その
他��ƭの転ഞྖथ෾が大きくなっています。

■ Ⴉ፼ॎੇᇠのറ移動෾

※四角内の数字は純移動数。この他、女性の転入と転出に年齢不詳が各１人いる。

出典：住民基本台帳人口移動報告（2023 年）
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３）純移動数

2023年の人口移動についてറ移動෾�転入෾⿜転ഞ෾�をみると、ཌྷ൅ともに�50⿤59ఄ�と
。එ�が大きな転入ྖथとなっており、ᄭ年をथƉすƔめの転入が多いとያມƊれますࡒ�60ఄ
�50⿤59 ఄ�と�60 එ�の転入元をみると、ཌྷ൅ともに�東京都�からの転入ྖथが最もࡒఄ
多くなっています。

ሑ、�20⿤29ࡴ ఄ�と�30⿤39 ఄ�では転ഞྖथとなっています。�20⿤29 ఄ�のཌྷตは�神
奈川県�、൅ตは�東京都�ƭの転ഞྖथが最も多く、�30⿤39 ఄ�ではཌྷ൅ともに�県内�その
他��ƭの転ഞྖथ෾が大きくなっています。

■ Ⴉ፼ॎੇᇠのറ移動෾

※四角内の数字は純移動数。この他、女性の転入と転出に年齢不詳が各１人いる。

出典：住民基本台帳人口移動報告（2023 年）
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ҔĨఄॎੇᇠ人口ᇥँጴ

ഉኁৰ本༊ྂにৰƚいて１ఄॎੇƉとの人口のᇥँ率をƴると、本౦の年代ᇠの人口のᇥँに

は次のよŻな特྇がƴられます。

１）ஸ஑໘઄のǪイȊȞǛあたりで࿼入ೄが増Ž、特に女性においてପེ

ĩ）大ॺ໘઄以降 35 ఄあたりまで、࿼出ྖथとなっている中、特に女性においてପེ

Ī）35～50 ఄあたりまで、大きな人口のᇥँはない

ī）50～70 ఄあたりまで、࿼入ྖथ

■ Ĩఄॎੇᇠ人口ᇥँጴ                        

出典：ഉኁৰ本༊ྂ（ᇓถ 29年⿤令和ĭ年の२年īଈĨ日b日本人人口ƠৰƚƄc）                      
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⏨ᛶ ዪᛶ

�ī�ౌ઄ᇠ೰઄ೄƣඡੳ

Ғཌྷ൅ᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄ෾とၟँ૒෾

産઄大ᇀ፬ᇠ೰઄ೄ数をཌྷ女ᇠにƴると、ཌྷ女ともに「ഗძ઄、ࢃඳǠービス઄」が௻も໣く、

ཌྷ性では「ࣻპ઄、൚პ઄」、女性では「࡭ፑ、ᆵ౵」と続いています。

また、特ँ૒数（๺国平均とᄾƮてƒの産઄にഌಈする೰઄ೄのະ໴的な໣さの౪ᅮ）をƴる

と、ཌྷ女ともに「ഗძ઄、ࢃඳǠービス઄」がஸく、ཌྷ性では「੗઄」がஸくなっています。

■ ཌྷ൅ᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄ෾とౌ઄ᇠၟँ૒෾

（人）                             （ၟँ૒෾）

Åၟँ૒෾ 本౦の ɂ ౌ઄の೰઄ೄᄾጴ/๺国の ɂ ౌ઄の೰઄ೄᄾጴ

出典：国ฒྔ௮（2020 年）
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ҔĨఄॎੇᇠ人口ᇥँጴ

ഉኁৰ本༊ྂにৰƚいて１ఄॎੇƉとの人口のᇥँ率をƴると、本౦の年代ᇠの人口のᇥँに

は次のよŻな特྇がƴられます。

１）ஸ஑໘઄のǪイȊȞǛあたりで࿼入ೄが増Ž、特に女性においてପེ

ĩ）大ॺ໘઄以降 35 ఄあたりまで、࿼出ྖथとなっている中、特に女性においてପེ

Ī）35～50 ఄあたりまで、大きな人口のᇥँはない

ī）50～70 ఄあたりまで、࿼入ྖथ

■ Ĩఄॎੇᇠ人口ᇥँጴ                        

出典：ഉኁৰ本༊ྂ（ᇓถ 29年⿤令和ĭ年の२年īଈĨ日b日本人人口ƠৰƚƄc）                      
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⏨ᛶ ዪᛶ

�ī�ౌ઄ᇠ೰઄ೄƣඡੳ

Ғཌྷ൅ᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄ෾とၟँ૒෾

産઄大ᇀ፬ᇠ೰઄ೄ数をཌྷ女ᇠにƴると、ཌྷ女ともに「ഗძ઄、ࢃඳǠービス઄」が௻も໣く、

ཌྷ性では「ࣻპ઄、൚პ઄」、女性では「࡭ፑ、ᆵ౵」と続いています。

また、特ँ૒数（๺国平均とᄾƮてƒの産઄にഌಈする೰઄ೄのະ໴的な໣さの౪ᅮ）をƴる

と、ཌྷ女ともに「ഗძ઄、ࢃඳǠービス઄」がஸく、ཌྷ性では「੗઄」がஸくなっています。

■ ཌྷ൅ᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄ෾とౌ઄ᇠၟँ૒෾

（人）                             （ၟँ૒෾）

Åၟँ૒෾ 本౦の ɂ ౌ઄の೰઄ೄᄾጴ/๺国の ɂ ౌ઄の೰઄ೄᄾጴ

出典：国ฒྔ௮（2020 年）
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ғ年፼ॎੇᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄƣআ஽

本౦の೗な産઄にƙいて೰઄ೄ数を年፼ॎੇᇠにƴると、特ँ૒数がஸい「ഗძ઄、ࢃඳǠー

ビス઄」は೰઄ೄの年፼ஓถのǻȔȞスがፕく、本౦における中඾的な産઄であるとともに幅ஃ

い年፼ພの୓ዿの೥けీとなっています。

また、「Ⴚ઄、፟઄」や「ᆊ၌産઄、ᆾᆀྡྷ༃઄」は、60 ఄ以එで半数以එを๒ƶており、ஸ፼

ँがුபしています。15～39 ఄの೰઄ೄ数は 10²にተたないƈとから、ௗଢ଼、ஸ፼ँにより೰઄

ೄ数が減少するƈとがያມされます。

■ 年፼ॎੇᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄのআ஽

出典：国ฒྔ௮（2020 年）
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ซ౛

⥲ィ䛆14,324ே䛇

㎰ᴗ䚸ᯘᴗ䛆181ே䛇

⁺ᴗ䛆47ே䛇

㖔ᴗ䠈᥇▼ᴗ䠈◁฼᥇ྲྀᴗ䛆2ே䛇

ᘓタᴗ䛆1025ே䛇

〇㐀ᴗ䛆635ே䛇

㟁Ẽ䞉䜺䝇䞉⇕౪⤥䞉Ỉ㐨ᴗ䛆54ே䛇

᝟ሗ㏻ಙᴗ䛆229ே䛇

㐠㍺ᴗ䠈㒑౽ᴗ䛆598ே䛇

༺኎ᴗ䠈ᑠ኎ᴗ䛆2,113ே䛇

㔠⼥ᴗ䠈ಖ㝤ᴗ䛆192ே䛇

୙ື⏘ᴗ䠈≀ရ㈤㈚ᴗ䛆542ே䛇

Ꮫ⾡◊✲䠈ᑓ㛛䞉ᢏ⾡䝃䞊䝡䝇ᴗ䛆425ே䛇

ᐟἩᴗ䠈㣧㣗䝃䞊䝡䝇ᴗ䛆3,573ே䛇

⏕ά㛵㐃䝃䞊䝡䝇ᴗ䠈ፗᴦᴗ䛆670ே䛇

ᩍ⫱䠈Ꮫ⩦ᨭ᥼ᴗ䛆463ே䛇

་⒪䠈⚟♴䛆1,756ே䛇

」ྜ䝃䞊䝡䝇஦ᴗ䛆110ே䛇

䝃䞊䝡䝇ᴗ䠄௚䛻ศ㢮䛥䜜䛺䛔䜒䛾䠅䛆1,071ே䛇

බົ䠄௚䛻ศ㢮䛥䜜䜛䜒䛾䜢㝖䛟䠅䛆456ே䛇

ศ㢮୙⬟䛾⏘ᴗ䛆182ே䛇

ĩ ൙጖人口෮૱

�Ĩ�人口ƣଣྫྷし

Ғ第ႏ期人口ビジョンƣවƿᇪƿ

ଵ状の第二期人口ビǣȒȞと௻新の社人研推計（令和 5 年推計）をᄾॵすると、2060 年ಐ࿾で、

第二期人口ビǣȒȞప定ಐの国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平ถ 29 年推

計）」（以下「社人研推計（平ถ 29 年推計）」）よりも 1,663 人増Žており、人口の将来࿶ሰまでに

はြ༥してはいないもののȂȔス水準となっています。

■ ଵඡ人口ǾǣȒȞの人口推計と௻ශの社人研推計とのᄾॵ        

   ÅǛȗ|Ƥಲ໐ཏbƒǁ॒ࡒƤ推計ཏc

34,781

31,949

29,126

26,315

23,664

21,268

19,117

17,058

15,039
13,136

34,904

32,448

30,030

27,744

25,594
23,783

22,194
20,690

19,241
17,938

37,544

34,208

31,836

29,430

27,024

24,639

22,461
20,578

18,690
16,702

14,727
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2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

♫ே◊᥎ィ

㸦ᖹᡂ29ᖺ᥎ィ㸧

⊂⮬᥎ィ

㸦➨஧ᮇேཱྀࣙࢪࣅン㸧

♫ே◊᥎ィ

㸦௧࿴㸳ᖺ᥎ィ㸧

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 ࠰2045 ࠰2050 ࠰2055 ࠰2060 ࠰2065

ᅈʴᄂਖ਼ᚘ
ί࠯঺29࠰ਖ਼ᚘὸ

37,544 34,781 31,949 29,126 26,315 23,664 21,268 19,117 17,058 15,039 13,136

཯ᐯਖ਼ᚘ
ίᇹʚ஖ʴӝἥἊἹὅὸ

37,544 34,904 32,448 30,030 27,744 25,594 23,783 22,194 20,690 19,241 17,938

ᅈʴᄂਖ਼ᚘ
ίˋԧᾄ࠰ਖ਼ᚘὸ

37,544 34,208 31,836 29,430 27,024 24,639 22,461 20,578 18,690 16,702 14,727

（༳ࡔ：人）

（༳ࡔ：人）
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ғ年፼ॎੇᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄƣআ஽

本౦の೗な産઄にƙいて೰઄ೄ数を年፼ॎੇᇠにƴると、特ँ૒数がஸい「ഗძ઄、ࢃඳǠー

ビス઄」は೰઄ೄの年፼ஓถのǻȔȞスがፕく、本౦における中඾的な産઄であるとともに幅ஃ

い年፼ພの୓ዿの೥けీとなっています。

また、「Ⴚ઄、፟઄」や「ᆊ၌産઄、ᆾᆀྡྷ༃઄」は、60 ఄ以එで半数以එを๒ƶており、ஸ፼

ँがුபしています。15～39 ఄの೰઄ೄ数は 10²にተたないƈとから、ௗଢ଼、ஸ፼ँにより೰઄

ೄ数が減少するƈとがያມされます。

■ 年፼ॎੇᇠౌ઄་ᇀ፬ᇠ೰઄ೄのআ஽

出典：国ฒྔ௮（2020 年）
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䝃䞊䝡䝇ᴗ䠄௚䛻ศ㢮䛥䜜䛺䛔䜒䛾䠅䛆1,071ே䛇

බົ䠄௚䛻ศ㢮䛥䜜䜛䜒䛾䜢㝖䛟䠅䛆456ே䛇

ศ㢮୙⬟䛾⏘ᴗ䛆182ே䛇

ĩ ൙጖人口෮૱

�Ĩ�人口ƣଣྫྷし

Ғ第ႏ期人口ビジョンƣවƿᇪƿ

ଵ状の第二期人口ビǣȒȞと௻新の社人研推計（令和 5 年推計）をᄾॵすると、2060 年ಐ࿾で、

第二期人口ビǣȒȞప定ಐの国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平ถ 29 年推

計）」（以下「社人研推計（平ถ 29 年推計）」）よりも 1,663 人増Žており、人口の将来࿶ሰまでに

はြ༥してはいないもののȂȔス水準となっています。

■ ଵඡ人口ǾǣȒȞの人口推計と௻ශの社人研推計とのᄾॵ        

   ÅǛȗ|Ƥಲ໐ཏbƒǁ॒ࡒƤ推計ཏc

34,781
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29,126

26,315
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13,136

34,904
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23,783
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♫ே◊᥎ィ

㸦ᖹᡂ29ᖺ᥎ィ㸧

⊂⮬᥎ィ

㸦➨஧ᮇேཱྀࣙࢪࣅン㸧

♫ே◊᥎ィ

㸦௧࿴㸳ᖺ᥎ィ㸧

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 ࠰2045 ࠰2050 ࠰2055 ࠰2060 ࠰2065

ᅈʴᄂਖ਼ᚘ
ί࠯঺29࠰ਖ਼ᚘὸ

37,544 34,781 31,949 29,126 26,315 23,664 21,268 19,117 17,058 15,039 13,136

཯ᐯਖ਼ᚘ
ίᇹʚ஖ʴӝἥἊἹὅὸ

37,544 34,904 32,448 30,030 27,744 25,594 23,783 22,194 20,690 19,241 17,938

ᅈʴᄂਖ਼ᚘ
ίˋԧᾄ࠰ਖ਼ᚘὸ

37,544 34,208 31,836 29,430 27,024 24,639 22,461 20,578 18,690 16,702 14,727

（༳ࡔ：人）

（༳ࡔ：人）
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ғĨఄॎੇᇠ人口෮૱

Ĩ）将来人口推計のணŽሑ

ഉኁৰ本༊ྂ人口をౚዿし、以下の೚വにৰƚいて推計しました。

¢推計೚വ£

Step１gコーȆーǳᇥँ率の్出

๺౦およƨདતƉとに、N 年のĸఄの人口とጐ年の人口（N 年のĸ�１ఄの人口）をႾ࠶し、

ƒのᇥँ率を్出する。၍ዻに、N�１年のĸఄ、N�ĩ年のĸఄ、N�Ī年のĸఄ、、、のᇥ

ँ率を్出し、ƒの平均を「ĸఄのコーȆーǳᇥँ率」と็定する。なお、100 ఄ以එはƧと

まとƶにして 99 ఄと 100 ఄ以එの人口を໑してᇥँ率（99 ఄ以එの人口ᇥँ率）を్出する。

なお、2020 年から 2021 にᄇ生した新型コロナウイルス感染症によってྞଢ଼に࿼出人口が増

しているƈとから、ဴड़期৖のᇥँ率を॒れཏとしてൊ॒してᇥँ率を్出した。

Stepĩg合計特殊出生率の็定

合計特殊出生率は、コロナखの影響を೥ける๶の 2017 年から 2019 年のཏにৰƚいて็定す

る。

StepĪg将来人口の్出

１ఄ以එの人口にƙいては、๶年の人口に२ఄのコーȆーǳᇥँ率をඔƍて్出する。

ħఄ人口にƙいては、女性年፼ᇠ人口の推計ཏに年፼ᇠのඑ਋出生率をඔƍるƈとで出生数

をਿƶ、合్する。なお、ƒの఑の出生ཌྷ女ᄾは、2017 年から 2024 年の 0 ఄಋのཌྷ女ᄾをି

定して็定する。

ĩ）将来人口推計ଅऐ・年፼Īતᇀᇠ人口

人口はࢂき続き減少૓୶にあり、2065 年には 11,544 人になるとଣ௔まれます。

年少人口は 401 人まで減少するとともに、人口আ合も 3.5%まで低下するଣ௔ƴです。

Ꭱ年人口は 6,709 人まで減少するものの、人口আ合（ஸ፼ँ率）は 58.1%までஸまるଣ௔ƴで

す。中でもଢ଼期ஸ፼ೄの๒ƶるআ合が 38.6%までஸまるଣ௔ƴです。

   ■人口推計ଅऐ・年፼Īતᇀᇠ人口

2025 年まではഉኁৰ本༊ྂ人口（२年Īଈቨ）

Å౟ಾୖ入のᅳ示のたƶに合計が 100%にならない年がある。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

総数 0～14歳 15～64歳 65歳以上 75歳以上

(人)

˽人口˾ ʤ人ʥ
2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

総数 36,437 33,000 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
0～14歳 2,191 1,644 1,288 1,124 1,066 932 773 615 486 401
15～64歳 16,841 15,295 13,566 11,512 9,238 7,794 6,834 6,065 5,300 4,434
65歳以上 17,405 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,563 9,125 7,795 6,709
75歳以上 9,967 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,513 4,456
˽人口ׄ߻˾

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
0～14歳 6.0% 5.0% 4.3% 4.2% 4.5% 4.5% 4.3% 3.9% 3.6% 3.5%
15～64歳 46.2% 46.3% 45.1% 42.8% 38.9% 37.5% 37.6% 38.4% 39.0% 38.4%
65歳以上 47.8% 48.7% 50.6% 53.1% 56.6% 58.0% 58.1% 57.7% 57.4% 58.1%
75歳以上 27.4% 31.9% 34.1% 33.5% 33.7% 36.0% 40.2% 41.5% 40.6% 38.6%
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ғĨఄॎੇᇠ人口෮૱

Ĩ）将来人口推計のணŽሑ

ഉኁৰ本༊ྂ人口をౚዿし、以下の೚വにৰƚいて推計しました。

¢推計೚വ£

Step１gコーȆーǳᇥँ率の్出

๺౦およƨདતƉとに、N 年のĸఄの人口とጐ年の人口（N 年のĸ�１ఄの人口）をႾ࠶し、

ƒのᇥँ率を్出する。၍ዻに、N�１年のĸఄ、N�ĩ年のĸఄ、N�Ī年のĸఄ、、、のᇥ

ँ率を్出し、ƒの平均を「ĸఄのコーȆーǳᇥँ率」と็定する。なお、100 ఄ以එはƧと

まとƶにして 99 ఄと 100 ఄ以එの人口を໑してᇥँ率（99 ఄ以එの人口ᇥँ率）を్出する。

なお、2020 年から 2021 にᄇ生した新型コロナウイルス感染症によってྞଢ଼に࿼出人口が増

しているƈとから、ဴड़期৖のᇥँ率を॒れཏとしてൊ॒してᇥँ率を్出した。

Stepĩg合計特殊出生率の็定

合計特殊出生率は、コロナखの影響を೥ける๶の 2017 年から 2019 年のཏにৰƚいて็定す

る。

StepĪg将来人口の్出

１ఄ以එの人口にƙいては、๶年の人口に२ఄのコーȆーǳᇥँ率をඔƍて్出する。

ħఄ人口にƙいては、女性年፼ᇠ人口の推計ཏに年፼ᇠのඑ਋出生率をඔƍるƈとで出生数

をਿƶ、合్する。なお、ƒの఑の出生ཌྷ女ᄾは、2017 年から 2024 年の 0 ఄಋのཌྷ女ᄾをି

定して็定する。

ĩ）将来人口推計ଅऐ・年፼Īતᇀᇠ人口

人口はࢂき続き減少૓୶にあり、2065 年には 11,544 人になるとଣ௔まれます。

年少人口は 401 人まで減少するとともに、人口আ合も 3.5%まで低下するଣ௔ƴです。

Ꭱ年人口は 6,709 人まで減少するものの、人口আ合（ஸ፼ँ率）は 58.1%までஸまるଣ௔ƴで

す。中でもଢ଼期ஸ፼ೄの๒ƶるআ合が 38.6%までஸまるଣ௔ƴです。

   ■人口推計ଅऐ・年፼Īતᇀᇠ人口

2025 年まではഉኁৰ本༊ྂ人口（२年Īଈቨ）

Å౟ಾୖ入のᅳ示のたƶに合計が 100%にならない年がある。
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総数 0～14歳 15～64歳 65歳以上 75歳以上

(人)

˽人口˾ ʤ人ʥ
2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

総数 36,437 33,000 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
0～14歳 2,191 1,644 1,288 1,124 1,066 932 773 615 486 401
15～64歳 16,841 15,295 13,566 11,512 9,238 7,794 6,834 6,065 5,300 4,434
65歳以上 17,405 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,563 9,125 7,795 6,709
75歳以上 9,967 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,513 4,456
˽人口ׄ߻˾

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
0～14歳 6.0% 5.0% 4.3% 4.2% 4.5% 4.5% 4.3% 3.9% 3.6% 3.5%
15～64歳 46.2% 46.3% 45.1% 42.8% 38.9% 37.5% 37.6% 38.4% 39.0% 38.4%
65歳以上 47.8% 48.7% 50.6% 53.1% 56.6% 58.0% 58.1% 57.7% 57.4% 58.1%
75歳以上 27.4% 31.9% 34.1% 33.5% 33.7% 36.0% 40.2% 41.5% 40.6% 38.6%

135第5次熱海市総合計画

総
合
戦
略

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

用
語
解
説

資
料
編

熱海市総合計画.indb   135 2026/05/13   13:35:51



�ĩ�人口ƣᇥँƁ቎市ƣ൙጖ƠਸƱƎࢬ੽ƣணళ

①年代別の将来推計人口（202５年→203５年）

人口推計にৰƚき、年代ᇠ人口を 10 年ଢ଼の推計人口とᄾॵすると、൚ॺ生～大ॺ生ฌ代が大幅

に減少するとଣ௔まれ、40～50 ఄ代も減少のଣ௔ƴがེしくなっています。

      ■年༉ᇠ人口の推移              （人）

̏ׄ以上͹ଁՅ

̏ׄ以上͹ݰঙ

̐ׄ以上͹ݰঙ

2025年 2035年 率ݰଁ
າमָࣉʤ0～6歳ʥ 580 545 -6.0%
ঘָਫ਼ʤ̕～12歳ʥ 735 443 -39.7%
஦ָਫ਼ʤ13～15歳ʥ 481 228 -52.6%
ਫ਼ʤ16歳～18歳ʥߏ߶ 514 288 -44.0%
୉ָਫ਼ʤ19～22歳ʥ 883 567 -35.8%
20歳େʤ上ىͳ॑෵ʥ 2,426 1,666 -31.3%
30歳େ 1,994 1,871 -6.2%
40歳େ 2,765 1,917 -30.7%
50歳େ 4,769 2,904 -39.1%
60歳େ઴ൔ 2,487 2,655 6.8%
઴غ߶ྺंʤ65～74歳ʥ 5,534 5,257 -5.0%
ʤ75歳～ʥंྺ߶غޛ 10,527 9,027 -14.2%
総数 33,000 26,921 -18.4%

ғ人口ƣᇥँƠᄔŻདࡰƭƣࢬ੽・ड༎

ௗଢ଼、人口減少や少子ஸ፼ँの一ພのුபによって、以下のよŻな影響・ड題がມ定されます。

ᇀኾ ມ定される影響・ड題

保ࡱ所・子ࡱて౫࣍౮็

 少子ँによってሰましいੱࡱ保ৄࡱ੩の࿓੝が௘ႍにな

るईႷ性がある。

 保ࡱౠの人ఔᆊ໑により、保ࡱの೥け入れが௘ႍになる

おƒれがある。

൚・中ॺ஑

 ಋၔ生ညがいないॺ年がଵれ、ᆷಠॺੇƭの໴ࣤが生ƍ

るなど、ੱৄࡱ੩に影響が生ƍるईႷ性がある。

 ॺ஑の࿪ฝვ置・ျ჋合に影響が生ƍるईႷ性がある。

དࡰঊ၌

 དࡰコȊȐǶǱǎやདࡰイベȞǳの༶い೚ᆊ໑やᇌँの

૫ൡ・૫続が௘ႍになるƈとがଖႪされる。

 དࡰຎදのച൚により、ୁၤ・ୁ立状態に৙りやすくな

るおƒれがある。

生産年፼人口の減少にᄔŻ産઄ঊ၌

 ೰઄ೄの減少にᄔって産઄ঊ၌のച൚がଖႪされる。

 ፑ・ᆵ౵ᇀኾにおける人ఔᆊ໑、ಈ઄のച൚・࿯༄に࡭

よるǠービスのࡥಏ・॰保が௘ႍになるおƒれがある。

ഉ༔

 ઱きऌの増加やആ合ഉ༔の入੍率の低下などがያມさ

れ、૤৑やಓࡊのँ࠵、ሻఆඑの࠵影響がଖႪされる。

 生産年፼人口の減少にᄔい、ഉ༔の೫ጅがച൚するईႷ

性がある。Å਼ഢなད૛などጦᇬ性の低いདࡰのƴなら

Ə、౦ज़དやഉ༔དなどでもଖႪされる。

൒઄・にƃわい

 ൯ᅉঊ၌が࿄໾するおƒれがある。

 अ६੡ຮ፛の低い൒࿷့のᇘ௳、ရ産などにより、日ඛ

のოいᆾや୰੢୪ྫྷなどདࡰഉኁにᅢጅな生ঊǠービス

のࡥಏ・॰保が௘ႍになるおƒれがある。

ఖท（ఄ入）

 ଼人ഉኁฯにƙいては、生産年፼人口の減少によってఄ

入減になるとଖႪされる。

 ሓ人ഉኁฯにƙいては、人口減少にᄔŻ൯ᅉの෴༄・産

઄ঊ၌の低ኒをྫྷしてఄ入減がଖႪされる。

ఖท（ఄ出）

 ऌ໖でのऴ୦が௘ႍとなり、࡭ፑᅉやऴ୦೫ጅの増大に

よる社会保障৘ᎌのᅉዿᆟ༶の増加がଖႪされる。

 少子ँや人口減少ጌฑ໴పなど新たなทప的なഓ࿾ဨಃ

のሑ୶性によってఄ出増がଖႪされる。

୰੢౮็

 ୰੢౮็のᆷ合ँやആ約ँ、ዿထ჋౱した౮็のശᇀな

どに৘する問題がଖႪされる。

 ဒ౦ৰᄯ・イȞȀȔのࡥಏやஏ新ᅉዿのᆟ༶が増加する

ƈとがଖႪされる。
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�ĩ�人口ƣᇥँƁ቎市ƣ൙጖ƠਸƱƎࢬ੽ƣணళ

①年代別の将来推計人口（202５年→203５年）

人口推計にৰƚき、年代ᇠ人口を 10 年ଢ଼の推計人口とᄾॵすると、൚ॺ生～大ॺ生ฌ代が大幅

に減少するとଣ௔まれ、40～50 ఄ代も減少のଣ௔ƴがེしくなっています。

      ■年༉ᇠ人口の推移              （人）

̏ׄ以上͹ଁՅ

̏ׄ以上͹ݰঙ

̐ׄ以上͹ݰঙ

2025年 2035年 率ݰଁ
າमָࣉʤ0～6歳ʥ 580 545 -6.0%
ঘָਫ਼ʤ̕～12歳ʥ 735 443 -39.7%
஦ָਫ਼ʤ13～15歳ʥ 481 228 -52.6%
ਫ਼ʤ16歳～18歳ʥߏ߶ 514 288 -44.0%
୉ָਫ਼ʤ19～22歳ʥ 883 567 -35.8%
20歳େʤ上ىͳ॑෵ʥ 2,426 1,666 -31.3%
30歳େ 1,994 1,871 -6.2%
40歳େ 2,765 1,917 -30.7%
50歳େ 4,769 2,904 -39.1%
60歳େ઴ൔ 2,487 2,655 6.8%
઴غ߶ྺंʤ65～74歳ʥ 5,534 5,257 -5.0%
ʤ75歳～ʥंྺ߶غޛ 10,527 9,027 -14.2%
総数 33,000 26,921 -18.4%

ғ人口ƣᇥँƠᄔŻདࡰƭƣࢬ੽・ड༎

ௗଢ଼、人口減少や少子ஸ፼ँの一ພのුபによって、以下のよŻな影響・ड題がມ定されます。

ᇀኾ ມ定される影響・ड題

保ࡱ所・子ࡱて౫࣍౮็

 少子ँによってሰましいੱࡱ保ৄࡱ੩の࿓੝が௘ႍにな

るईႷ性がある。

 保ࡱౠの人ఔᆊ໑により、保ࡱの೥け入れが௘ႍになる

おƒれがある。

൚・中ॺ஑

 ಋၔ生ညがいないॺ年がଵれ、ᆷಠॺੇƭの໴ࣤが生ƍ

るなど、ੱৄࡱ੩に影響が生ƍるईႷ性がある。

 ॺ஑の࿪ฝვ置・ျ჋合に影響が生ƍるईႷ性がある。

དࡰঊ၌

 དࡰコȊȐǶǱǎやདࡰイベȞǳの༶い೚ᆊ໑やᇌँの

૫ൡ・૫続が௘ႍになるƈとがଖႪされる。

 དࡰຎදのച൚により、ୁၤ・ୁ立状態に৙りやすくな

るおƒれがある。

生産年፼人口の減少にᄔŻ産઄ঊ၌

 ೰઄ೄの減少にᄔって産઄ঊ၌のച൚がଖႪされる。

 ፑ・ᆵ౵ᇀኾにおける人ఔᆊ໑、ಈ઄のച൚・࿯༄に࡭

よるǠービスのࡥಏ・॰保が௘ႍになるおƒれがある。

ഉ༔

 ઱きऌの増加やആ合ഉ༔の入੍率の低下などがያມさ

れ、૤৑やಓࡊのँ࠵、ሻఆඑの࠵影響がଖႪされる。

 生産年፼人口の減少にᄔい、ഉ༔の೫ጅがച൚するईႷ

性がある。Å਼ഢなད૛などጦᇬ性の低いདࡰのƴなら

Ə、౦ज़དやഉ༔དなどでもଖႪされる。

൒઄・にƃわい

 ൯ᅉঊ၌が࿄໾するおƒれがある。

 अ६੡ຮ፛の低い൒࿷့のᇘ௳、ရ産などにより、日ඛ

のოいᆾや୰੢୪ྫྷなどདࡰഉኁにᅢጅな生ঊǠービス

のࡥಏ・॰保が௘ႍになるおƒれがある。

ఖท（ఄ入）

 ଼人ഉኁฯにƙいては、生産年፼人口の減少によってఄ

入減になるとଖႪされる。

 ሓ人ഉኁฯにƙいては、人口減少にᄔŻ൯ᅉの෴༄・産

઄ঊ၌の低ኒをྫྷしてఄ入減がଖႪされる。

ఖท（ఄ出）

 ऌ໖でのऴ୦が௘ႍとなり、࡭ፑᅉやऴ୦೫ጅの増大に

よる社会保障৘ᎌのᅉዿᆟ༶の増加がଖႪされる。

 少子ँや人口減少ጌฑ໴పなど新たなทప的なഓ࿾ဨಃ

のሑ୶性によってఄ出増がଖႪされる。

୰੢౮็

 ୰੢౮็のᆷ合ँやആ約ँ、ዿထ჋౱した౮็のശᇀな

どに৘する問題がଖႪされる。

 ဒ౦ৰᄯ・イȞȀȔのࡥಏやஏ新ᅉዿのᆟ༶が増加する

ƈとがଖႪされる。
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�３�人口ƣ൙጖࿶ሰ

Ғ人口ǢȊȐȗ|Ǣョンƣ็࿊

๶ஶでபった人口推計に໴して、人口減少໴పとしてทపを࿶्するƈとで人口のࡥಏに೘り

ຎƴます。ƒの఑のทపのሑ୶や࿘ဗにƙいてもଙ၀するたƶ、一定のทపを࿶्した఑の人口

増減ƭの影響にƙいてǢȊȐȗーǢȒȞします。（影響ဗᇀื）

ǢȊȐȗーǢȒȞするǢナȕǕは、以下のとおり็定します。

■ǢȊȐȗ|ǢȒȞǢǵȕǕ

ǢǵȕǕ 推計ሑሓ

Ĩ ༳റ推計 ・移၌ጴƠƙŹƛb໑ଭの૓୶Ɓ໗Ƅとं࿊ƌƔ推計

ĩ ࿼出ጌฑと࿼ႚ້ු

・ଵఓの社会ଲのඡ໺ƀƾ 40ఄቴተの社会ଲƠƙŹƛ

50%のጌฑǇ෨ǀc（ÅĨ）

・౤ࡱƛฌ໷（30ఄᆍᆎと౤੝ 1人（Ĩఄ））Ɓቚ

年bଵఓの෯മƽƿĪฌ໷໣Ƅ࿼ႚƎǀとं࿊c

Ī
ǢǵȕǕĩ�出ภጴの୶එ

（ଡᇓઍƳƜ）

・ଡの஽計ၟ೜出ภጴと၍࿘ဗǇኬ౪ƌƛb2035年Ƴ

ƜƠ 1.39Ǉ༥ถƌbࡒவƤࡥಏǇ෨ǀc

ī
ǢǵȕǕĩ�出ภጴの୶එ

（౦ኁ৵ሰ出ภጴ(Åĩ)ƳƜ）

・౦ኁƁ৵ሰƎǀ出ภ෾(౤ƞƷの෾)のಲଵǇኬ౪ƌ

ƛb2035年ƳƜƠ 1.39b2045年ƳƜƠ 1.96Ǉ༥ถ

ƌbࡒவƤࡥಏǇ෨ǀc

ÅĨ：༌ႏৼຳ஽๗ጸのৰ本ኬᅮĪのଙආƠƽǀ�2022-2024 年Īƀ年ᇓઍ：127 人ଲ�Ǉᄖଲ

ƊƐǀとƌb२年༉ᇥँጴƠƈǁƠະဴƎǀ 0.87ȈǏȞǳǇइ్ƌƛ推計c

Åĩ：౦ኁ࡝ಡྔ௮ƠſŹƛb18⿤30 ఄ༉の൅ตのଅ௛のዛኅƹ৵ሰƉとƠ�৵ሰƎǀ౤ƞƷ

の෾�Ǉ్出ƌƛ໑ƌ஽ǄƐƔଅऐb1.96とƟƘƔc

ғ२ǢǵȕǕƣ൙጖人口෮૱

२ǢナȕǕの推計ଅऐは以下のとおりです。

■ǢȊȐȗ|ǢȒȞଅऐ

ंに、ଵఓの社会減の状態から 40 ఄቴተの社会減にƙいて 50%のጌฑを෨られ、子ࡱてฌ໷（30
ఄᆍᆎと子੝ 1 人（１ఄ））がቚ年、ଵఓの水準よりĪฌ໷໣く࿼入した඘合（ǢナȕǕĩ）では、

2065 年ಐ࿾で 13,710 人となるଣ௔ƴです。

また、එ਋に加Ž、ंに 2035 年までに合計特殊出生率がอࣰଡ平均の 1.39 にඑ൦し、以降ࡥಏが

できた඘合（ǢナȕǕĪ）では、2065 年ಐ࿾で 15,062 人となるଣ௔ƴです。

なお、ंに合計特殊出生率がஏにඑ൦し、2045 年までに౦ኁ৵ሰ出生率の 1.96（౦ኁ࡝ಡ調査）を

༥ถし、以降ࡥಏができた඘合（ǢナȕǕī）では、2065 年ಐ࿾で 15,999 人となるଣ௔ƴとなり、

2024 年をৰ準とした人口減少আ合は༳റ推計（ǢナȕǕ１）の 65.6²から 52.4²と 13.2 ȈイȞǳ減

少が和らƅ推計となります。

2025ᖺ 2030ᖺ 2035ᖺ 2040ᖺ 2045ᖺ 2050ᖺ 2055ᖺ 2060ᖺ 2065ᖺ
ナリ࢜㸯ࢩ 33,038 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
ナリ࢜㸰ࢩ 33,038 30,477 27,632 24,727 22,020 19,677 17,544 15,539 13,710
ナリ࢜㸱ࢩ 33,038 30,501 27,841 25,168 22,657 20,481 18,528 16,705 15,062
ナリ࢜㸲ࢩ 33,038 30,501 27,841 25,246 22,910 20,909 19,102 17,439 15,999

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

ナリ࢜㸯ࢩ ナリ࢜㸰ࢩ ナリ࢜㸱ࢩ ナリ࢜㸲ࢩ

ʤ人ʥ

2025ᖺ 2030ᖺ 2035ᖺ 2040ᖺ 2045ᖺ 2050ᖺ 2055ᖺ 2060ᖺ 2065ᖺ
ナリ࢜㸯ࢩ 33,000 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
ナリ࢜㸰ࢩ 33,000 30,477 27,632 24,727 22,020 19,677 17,544 15,539 13,710
ナリ࢜㸱ࢩ 33,000 30,501 27,841 25,168 22,657 20,481 18,528 16,705 15,062
ナリ࢜㸲ࢩ 33,000 30,501 27,841 25,246 22,910 20,909 19,102 17,439 15,999

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

ナリ࢜㸯ࢩ ナリ࢜㸰ࢩ ナリ࢜㸱ࢩ ナリ࢜㸲ࢩ

ʤ人ʥ
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�３�人口ƣ൙጖࿶ሰ

Ғ人口ǢȊȐȗ|Ǣョンƣ็࿊

๶ஶでபった人口推計に໴して、人口減少໴పとしてทపを࿶्するƈとで人口のࡥಏに೘り

ຎƴます。ƒの఑のทపのሑ୶や࿘ဗにƙいてもଙ၀するたƶ、一定のทపを࿶्した఑の人口

増減ƭの影響にƙいてǢȊȐȗーǢȒȞします。（影響ဗᇀื）

ǢȊȐȗーǢȒȞするǢナȕǕは、以下のとおり็定します。

■ǢȊȐȗ|ǢȒȞǢǵȕǕ

ǢǵȕǕ 推計ሑሓ

Ĩ ༳റ推計 ・移၌ጴƠƙŹƛb໑ଭの૓୶Ɓ໗Ƅとं࿊ƌƔ推計

ĩ ࿼出ጌฑと࿼ႚ້ු

・ଵఓの社会ଲのඡ໺ƀƾ 40ఄቴተの社会ଲƠƙŹƛ

50%のጌฑǇ෨ǀc（ÅĨ）

・౤ࡱƛฌ໷（30ఄᆍᆎと౤੝ 1人（Ĩఄ））Ɓቚ

年bଵఓの෯മƽƿĪฌ໷໣Ƅ࿼ႚƎǀとं࿊c

Ī
ǢǵȕǕĩ�出ภጴの୶එ

（ଡᇓઍƳƜ）

・ଡの஽計ၟ೜出ภጴと၍࿘ဗǇኬ౪ƌƛb2035年Ƴ

ƜƠ 1.39Ǉ༥ถƌbࡒவƤࡥಏǇ෨ǀc

ī
ǢǵȕǕĩ�出ภጴの୶එ

（౦ኁ৵ሰ出ภጴ(Åĩ)ƳƜ）

・౦ኁƁ৵ሰƎǀ出ภ෾(౤ƞƷの෾)のಲଵǇኬ౪ƌ

ƛb2035年ƳƜƠ 1.39b2045年ƳƜƠ 1.96Ǉ༥ถ

ƌbࡒவƤࡥಏǇ෨ǀc

ÅĨ：༌ႏৼຳ஽๗ጸのৰ本ኬᅮĪのଙආƠƽǀ�2022-2024 年Īƀ年ᇓઍ：127 人ଲ�Ǉᄖଲ

ƊƐǀとƌb२年༉ᇥँጴƠƈǁƠະဴƎǀ 0.87ȈǏȞǳǇइ్ƌƛ推計c

Åĩ：౦ኁ࡝ಡྔ௮ƠſŹƛb18⿤30 ఄ༉の൅ตのଅ௛のዛኅƹ৵ሰƉとƠ�৵ሰƎǀ౤ƞƷ

の෾�Ǉ్出ƌƛ໑ƌ஽ǄƐƔଅऐb1.96とƟƘƔc

ғ२ǢǵȕǕƣ൙጖人口෮૱

२ǢナȕǕの推計ଅऐは以下のとおりです。

■ǢȊȐȗ|ǢȒȞଅऐ

ंに、ଵఓの社会減の状態から 40 ఄቴተの社会減にƙいて 50%のጌฑを෨られ、子ࡱてฌ໷（30
ఄᆍᆎと子੝ 1 人（１ఄ））がቚ年、ଵఓの水準よりĪฌ໷໣く࿼入した඘合（ǢナȕǕĩ）では、

2065 年ಐ࿾で 13,710 人となるଣ௔ƴです。

また、එ਋に加Ž、ंに 2035 年までに合計特殊出生率がอࣰଡ平均の 1.39 にඑ൦し、以降ࡥಏが

できた඘合（ǢナȕǕĪ）では、2065 年ಐ࿾で 15,062 人となるଣ௔ƴです。

なお、ंに合計特殊出生率がஏにඑ൦し、2045 年までに౦ኁ৵ሰ出生率の 1.96（౦ኁ࡝ಡ調査）を

༥ถし、以降ࡥಏができた඘合（ǢナȕǕī）では、2065 年ಐ࿾で 15,999 人となるଣ௔ƴとなり、

2024 年をৰ準とした人口減少আ合は༳റ推計（ǢナȕǕ１）の 65.6²から 52.4²と 13.2 ȈイȞǳ減

少が和らƅ推計となります。

2025ᖺ 2030ᖺ 2035ᖺ 2040ᖺ 2045ᖺ 2050ᖺ 2055ᖺ 2060ᖺ 2065ᖺ
ナリ࢜㸯ࢩ 33,038 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
ナリ࢜㸰ࢩ 33,038 30,477 27,632 24,727 22,020 19,677 17,544 15,539 13,710
ナリ࢜㸱ࢩ 33,038 30,501 27,841 25,168 22,657 20,481 18,528 16,705 15,062
ナリ࢜㸲ࢩ 33,038 30,501 27,841 25,246 22,910 20,909 19,102 17,439 15,999
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ナリ࢜㸯ࢩ ナリ࢜㸰ࢩ ナリ࢜㸱ࢩ ナリ࢜㸲ࢩ

ʤ人ʥ

2025ᖺ 2030ᖺ 2035ᖺ 2040ᖺ 2045ᖺ 2050ᖺ 2055ᖺ 2060ᖺ 2065ᖺ
ナリ࢜㸯ࢩ 33,000 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
ナリ࢜㸰ࢩ 33,000 30,477 27,632 24,727 22,020 19,677 17,544 15,539 13,710
ナリ࢜㸱ࢩ 33,000 30,501 27,841 25,168 22,657 20,481 18,528 16,705 15,062
ナリ࢜㸲ࢩ 33,000 30,501 27,841 25,246 22,910 20,909 19,102 17,439 15,999

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
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ナリ࢜㸯ࢩ ナリ࢜㸰ࢩ ナリ࢜㸱ࢩ ナリ࢜㸲ࢩ

ʤ人ʥ
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À ǢǵȕǕĨ[ ༳റ෮૱ ]

1,644 1,288 1,124 1,066 932 773 615 486 401 

15,295 13,566 
11,512 

9,238 
7,794 

6,834 6,065 5,300 4,434 

16,061 

15,226 

14,285 

13,424 

12,034 
10,563 

9,125 
7,795 

6,709 

48.7%
50.6%

53.1%

56.6%
58.0%

58.1% 57.7%
57.4%

58.1%

32.3% 34.1%

33.5% 33.7%

36.0%

40.2% 41.5% 40.6%
38.6%
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30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 

30,080 

26,921 

23,728 

20,760 
18,170 

15,805 
13,581 

11,544 
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2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
0～14歳 1,644 1,288 1,124 1,066 932 773 615 486 401
15～64歳 15,295 13,566 11,512 9,238 7,794 6,834 6,065 5,300 4,434
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,563 9,125 7,795 6,709
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,513 4,456

߶ྺԿ率 48.7% 50.6% 53.1% 56.6% 58.0% 58.1% 57.7% 57.4% 58.1%
Կ率ྺ߶غޛ 32.3% 34.1% 33.5% 33.7% 36.0% 40.2% 41.5% 40.6% 38.6%

（༳ࡔ：人）

À ǢǵȕǕĩ[ ࿼ഞጌฑ�࿼ႚ້ු ]

1,644 1,364 1,253 1,251 1,150 1,003 840 701 611 

15,295 13,887 
12,094 

10,052 
8,836 8,109 7,535 6,901 6,068 

16,061 
15,226 

14,285 

13,424 

12,034 
10,565 
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7,937 

7,031 

48.7%
50.0%

51.7%

54.3% 54.7% 53.7%
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33.9%
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0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 
30,477 

27,632 

24,727 

22,020 
19,677 

17,544 
15,539 

13,710 
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総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,477 27,632 24,727 22,020 19,677 17,544 15,539 13,710
0～14歳 1,644 1,364 1,253 1,251 1,150 1,003 840 701 611
15～64歳 15,295 13,887 12,094 10,052 8,836 8,109 7,535 6,901 6,068
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,565 9,169 7,937 7,031
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,515 4,496

߶ྺԿ率 48.7% 50.0% 51.7% 54.3% 54.7% 53.7% 52.3% 51.1% 51.3%
Կ率ྺ߶غޛ 32.2% 33.7% 32.7% 32.3% 33.9% 37.1% 37.4% 35.5% 32.8%

（༳ࡔ：人）
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À ǢǵȕǕĨ[ ༳റ෮૱ ]

1,644 1,288 1,124 1,066 932 773 615 486 401 

15,295 13,566 
11,512 

9,238 
7,794 

6,834 6,065 5,300 4,434 

16,061 

15,226 

14,285 

13,424 

12,034 
10,563 

9,125 
7,795 

6,709 

48.7%
50.6%

53.1%

56.6%
58.0%

58.1% 57.7%
57.4%

58.1%

32.3% 34.1%

33.5% 33.7%

36.0%

40.2% 41.5% 40.6%
38.6%
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2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 

30,080 

26,921 

23,728 

20,760 
18,170 

15,805 
13,581 

11,544 
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総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,080 26,921 23,728 20,760 18,170 15,805 13,581 11,544
0～14歳 1,644 1,288 1,124 1,066 932 773 615 486 401
15～64歳 15,295 13,566 11,512 9,238 7,794 6,834 6,065 5,300 4,434
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,563 9,125 7,795 6,709
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,513 4,456

߶ྺԿ率 48.7% 50.6% 53.1% 56.6% 58.0% 58.1% 57.7% 57.4% 58.1%
Կ率ྺ߶غޛ 32.3% 34.1% 33.5% 33.7% 36.0% 40.2% 41.5% 40.6% 38.6%

（༳ࡔ：人）

À ǢǵȕǕĩ[ ࿼ഞጌฑ�࿼ႚ້ු ]

1,644 1,364 1,253 1,251 1,150 1,003 840 701 611 

15,295 13,887 
12,094 

10,052 
8,836 8,109 7,535 6,901 6,068 

16,061 
15,226 

14,285 

13,424 

12,034 
10,565 

9,169 
7,937 

7,031 

48.7%
50.0%

51.7%

54.3% 54.7% 53.7%
52.3%

51.1%
51.3%

32.2% 33.7%
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33.9%

37.1% 37.4%
35.5%

32.8%
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2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 
30,477 

27,632 

24,727 

22,020 
19,677 

17,544 
15,539 

13,710 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,477 27,632 24,727 22,020 19,677 17,544 15,539 13,710
0～14歳 1,644 1,364 1,253 1,251 1,150 1,003 840 701 611
15～64歳 15,295 13,887 12,094 10,052 8,836 8,109 7,535 6,901 6,068
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,565 9,169 7,937 7,031
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,515 4,496

߶ྺԿ率 48.7% 50.0% 51.7% 54.3% 54.7% 53.7% 52.3% 51.1% 51.3%
Կ率ྺ߶غޛ 32.2% 33.7% 32.7% 32.3% 33.9% 37.1% 37.4% 35.5% 32.8%

（༳ࡔ：人）
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À ǢǵȕǕ３� ࿼ഞጌฑ�࿼ႚ້ු�ഞ生ጴ୶එ�ଡᇓઍまƜ� �

1,644 1,388 1,462 1,692 1,765 1,601 1,346 1,160 1,093 

15,295 13,887 
12,094 

10,052 
8,858 8,315 8,013 7,608 6,938 

16,061 
15,226 

14,285 

13,424 
12,034 

10,565 
9,169 

7,937 

7,031 

48.7%
49.9%

51.3%
53.3% 53.1% 51.6%

49.5%

47.5% 46.7%

32.2% 33.7%
32.4%

31.8%
33.0%

35.7%
35.4%

33.0%

29.8%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%
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45.0%

50.0%
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60.0%
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2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 
30,501 

27,841 

25,168 
22,657 

20,481 
18,528 

16,705 
15,062 
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2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,501 27,841 25,168 22,657 20,481 18,528 16,705 15,062
0～14歳 1,644 1,388 1,462 1,692 1,765 1,601 1,346 1,160 1,093
15～64歳 15,295 13,887 12,094 10,052 8,858 8,315 8,013 7,608 6,938
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,565 9,169 7,937 7,031
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,515 4,496

߶ྺԿ率 48.7% 49.9% 51.3% 53.3% 53.1% 51.6% 49.5% 47.5% 46.7%
Կ率ྺ߶غޛ 32.2% 33.7% 32.4% 31.8% 33.0% 35.7% 35.4% 33.0% 29.8%

（༳ࡔ：人）

À ǢǵȕǕī� ࿼ഞጌฑ�࿼ႚ້ු�ഞ生ጴ୶එ�市ኁ৵ሰഞ生ጴまƜ� �

1,644 1,388 1,462 1,770 2,018 2,029 1,845 1,630 1,558 

15,295 13,887 
12,094 

10,052 8,858 8,315 8,088 7,872 7,410 

16,061 
15,226 

14,285 
13,424 

12,034 
10,565 

9,169 7,937 
7,031 

48.7%
49.9%

51.3%
53.2% 52.5% 50.5%

48.0%

45.5% 43.9%

32.2% 33.7%

32.4% 31.7%
32.6%
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0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 
30,501 

27,841 
25,246 

22,910 
20,909 

19,102 
17,439 

15,999 
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総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,501 27,841 25,246 22,910 20,909 19,102 17,439 15,999
0～14歳 1,644 1,388 1,462 1,770 2,018 2,029 1,845 1,630 1,558
15～64歳 15,295 13,887 12,094 10,052 8,858 8,315 8,088 7,872 7,410
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,565 9,169 7,937 7,031
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,515 4,496

߶ྺԿ率 48.7% 49.9% 51.3% 53.2% 52.5% 50.5% 48.0% 45.5% 43.9%
Կ率ྺ߶غޛ 32.2% 33.7% 32.4% 31.7% 32.6% 34.9% 34.3% 31.6% 28.1%

（༳ࡔ：人）
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À ǢǵȕǕ３� ࿼ഞጌฑ�࿼ႚ້ු�ഞ生ጴ୶එ�ଡᇓઍまƜ� �

1,644 1,388 1,462 1,692 1,765 1,601 1,346 1,160 1,093 

15,295 13,887 
12,094 

10,052 
8,858 8,315 8,013 7,608 6,938 

16,061 
15,226 

14,285 

13,424 
12,034 

10,565 
9,169 

7,937 

7,031 

48.7%
49.9%

51.3%
53.3% 53.1% 51.6%

49.5%

47.5% 46.7%

32.2% 33.7%
32.4%

31.8%
33.0%

35.7%
35.4%

33.0%

29.8%
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0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 
30,501 

27,841 

25,168 
22,657 

20,481 
18,528 
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15,062 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,501 27,841 25,168 22,657 20,481 18,528 16,705 15,062
0～14歳 1,644 1,388 1,462 1,692 1,765 1,601 1,346 1,160 1,093
15～64歳 15,295 13,887 12,094 10,052 8,858 8,315 8,013 7,608 6,938
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,565 9,169 7,937 7,031
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,515 4,496

߶ྺԿ率 48.7% 49.9% 51.3% 53.3% 53.1% 51.6% 49.5% 47.5% 46.7%
Կ率ྺ߶غޛ 32.2% 33.7% 32.4% 31.8% 33.0% 35.7% 35.4% 33.0% 29.8%

（༳ࡔ：人）

À ǢǵȕǕī� ࿼ഞጌฑ�࿼ႚ້ු�ഞ生ጴ୶එ�市ኁ৵ሰഞ生ጴまƜ� �

1,644 1,388 1,462 1,770 2,018 2,029 1,845 1,630 1,558 

15,295 13,887 
12,094 

10,052 8,858 8,315 8,088 7,872 7,410 

16,061 
15,226 

14,285 
13,424 

12,034 
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0～14歳 15～64歳 65歳以上 ߶ྺԿ率 Կ率ྺ߶غޛ

(人)

33,000 
30,501 

27,841 
25,246 

22,910 
20,909 

19,102 
17,439 

15,999 
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総数

(人)

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年
総数 33,000 30,501 27,841 25,246 22,910 20,909 19,102 17,439 15,999
0～14歳 1,644 1,388 1,462 1,770 2,018 2,029 1,845 1,630 1,558
15～64歳 15,295 13,887 12,094 10,052 8,858 8,315 8,088 7,872 7,410
65歳以上 16,061 15,226 14,285 13,424 12,034 10,565 9,169 7,937 7,031
75歳以上 10,527 10,272 9,027 7,996 7,472 7,303 6,561 5,515 4,496

߶ྺԿ率 48.7% 49.9% 51.3% 53.2% 52.5% 50.5% 48.0% 45.5% 43.9%
Կ率ྺ߶غޛ 32.2% 33.7% 32.4% 31.7% 32.6% 34.9% 34.3% 31.6% 28.1%

（༳ࡔ：人）
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Ҕኬ౪ƎƮƂ൙጖ƣሑ୶

Ĩ�人口ƣ॰ᇱ

࿼出ྖथ数の半減をኬ౪して೓いฌ代に๰ばれるまƖƚくりをුƶるとともに、子ࡱてฌ໷

の࿼入も້ුします。೓いฌ代を৞む子ࡱてฌ代がࡊ඾して子どもを生ƴࡱてるƈとができる

ৄ੩のธᅏを推ුします。ஸ፼ೄも減少する一ሑでஸ፼ँ率は増加し、ƒのピークは 2040 年

（令和 22年)௖に૸Žるƈとから、२೟Ǡービスの୲率ँやఖท面での໴ࣤをුƶていくよŻဖ

ƶます。

ĩ�དࡰ৖ƣໃଲ௭ƣ࿃ଲँ

本౦にはዻyなདࡰがあり、ད૛や人口、ධ઄、୰੢౮็や生ঊǠービスなどが大きくࡣな

るƈとで、৻に人口に大きな௭が生ƍているとともに、ௗଢ଼も௭が拡大していくともଣ௔まれ

ます。ƈのたƶ、ሟかなಛ๹や৑୯ಃଳ、ᇌँ、スȈーǯ、ඳなど२དࡰの特性を生かしƙƙ、

ဒ౦৿Ⴗや੍ഉをዤ၏し、དࡰ৖のᎌૢを੫ƶ、དࡰにᇿらす໣ዻなഉኁがࡊ඾してᇿらし続

けられるት፛的なདࡰƚくりを推ුします。

３�৘૒人口ƣ創ഞ・४་

৑୯ဒ౦である本౦にはᇠື所ዛೄをはƍƶとした「৑୯以එ、定ഉቴተ」ともいわれる৘

૒人口は໣いƈとから、ƪるさとႶฯやࡤഉの拡大に୶けて౮పを࿶्しています。ௗଢ଼は、

དࡰのड題शଂやঊ性ँにƙながるዻyな৘૒ƭのෆँに୶けて、二ད੍ࡰഉೄや৑୯୪ጺਰ

にも๰ばれるまƖƚくりにูઇ的に೘りຎƴます。

144 第三期熱海市まち･ひと･しごと創生総合戦略 人口ビジョン

熱海市総合計画.indb   144 2026/05/13   13:35:53



用  語  解  説

熱海市総合計画.indb   145 2026/05/13   13:35:53



�ዿ୤解๊�

8050ኴ題（基本計画 P.24）

80༉のැが 50༉のࢂきこƷりの౤どƷと一ഽに暮らし、૪అኜを৞め支࣍しているඡ໺。必ƏしƷැ

が 80 ఄ、౤どƷが 50 ఄと決まっているわけではなく、ࢂきこƷりの౤どƷの高齢化、ƒれを支えてき

たැƷ高齢化してきていることをኴ題౽した中でภまれたସጃ。

#7119（基本計画 P.83）

อࣰଡがಲ౮している「਽਼安心ဃᎭະཎັ口」：਼なᅸਂやǜǗで「਽਼ೆをାƫƮきか」「ᅸࢇに行

くƮきか」「どこのᅸࢇを೥ෑすƮきか」とኒった఑に、ে୦౧などの๔኷ऌがဃᎭでアǴǻイスをして

くれる、24時間໴ࣤのኅፍະཎǠーǾス。

AI（基本計画 P.5、P.90）

Artificial Intelligence（人୿ཐႷ）の略。人୿的にఢられたཐႷを持つǞȞǿȐータǢスǱȋやǨ

フǳǑǒアのこと。৿ॅであるǞȞǿȐータ自ිが学び、ഌ来人間にしかできなかったような高ဗにཐ

的なఢ઄やᄕཉを行うことができる。

CEFRの A1ȗȄル（基本計画 P.73）

Common European Framework of Reference for Languages（ȓーȘッǼସ୤੢ྫྷ参൴Ꮂ）の略ൺで、

ସ୤の習ၜඡੳをᅴ価するために考ࡎされたすƮてのସ୤に੢ྫྷの「Ʒのさし」のこと。

ĸ1ȗȄルでは、ભ体的なግ求をተ足させるための、よくౚわれる႘ඛ的ᅳଵとସい回しはጫ解し、ዿい

ることができるಈが求められる。

DX（基本計画 P.5）

Ļ（デǣタル）とŏ（ǳラȞスフǔーȌーǢȒȞ：ᇥॹ）をຎみ合わせたସጃ。௻๐༾のデǣタルਙട

を地域や৫઄などஃくළ၅させることで、人々の暮らしをよりᇬጦで豊かなƷのへとᇥॹすること。

eスȈーǯ（基本計画 P.79）

eスȈーǯ（e-sports）とは「ǓȗǚǳȘǶッǚ・スȈーǯ（Electronic Sports）」の略ൺで、ǞȞǿ

ȐーターǝーȋやǾデǕǝーȋ、ȍǻイルǝーȋをౚったスȈーǯ໴戦੡ਙを指す。

GIS（基本計画 P.91）

Geographic Information System（地ጫගሇǢスǱȋ）の略。ࡔམに関する様々なගሇの৉ጫ、ఢถ、

分ืなどを行うǢスǱȋਙടの総ൺ。

ICT（基本計画 P.5、P.27、P.45、P.46、P.59、P.73）

「Information and Communication Technology」の略。「ගሇྫྷමਙട」と訳され、IT の「ගሇਙട」

に加えてගሇの࿿༥「ǞȊȐǶǜーǢȒȞ」を৞めたସጃ。
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�ዿ୤解๊�

8050ኴ題（基本計画 P.24）

80༉のැが 50༉のࢂきこƷりの౤どƷと一ഽに暮らし、૪అኜを৞め支࣍しているඡ໺。必ƏしƷැ

が 80 ఄ、౤どƷが 50 ఄと決まっているわけではなく、ࢂきこƷりの౤どƷの高齢化、ƒれを支えてき

たැƷ高齢化してきていることをኴ題౽した中でภまれたସጃ。

#7119（基本計画 P.83）

อࣰଡがಲ౮している「਽਼安心ဃᎭະཎັ口」：਼なᅸਂやǜǗで「਽਼ೆをାƫƮきか」「ᅸࢇに行

くƮきか」「どこのᅸࢇを೥ෑすƮきか」とኒった఑に、ে୦౧などの๔኷ऌがဃᎭでアǴǻイスをして

くれる、24時間໴ࣤのኅፍະཎǠーǾス。

AI（基本計画 P.5、P.90）

Artificial Intelligence（人୿ཐႷ）の略。人୿的にఢられたཐႷを持つǞȞǿȐータǢスǱȋやǨ

フǳǑǒアのこと。৿ॅであるǞȞǿȐータ自ිが学び、ഌ来人間にしかできなかったような高ဗにཐ

的なఢ઄やᄕཉを行うことができる。

CEFRの A1ȗȄル（基本計画 P.73）

Common European Framework of Reference for Languages（ȓーȘッǼସ୤੢ྫྷ参൴Ꮂ）の略ൺで、

ସ୤の習ၜඡੳをᅴ価するために考ࡎされたすƮてのସ୤に੢ྫྷの「Ʒのさし」のこと。

ĸ1ȗȄルでは、ભ体的なግ求をተ足させるための、よくౚわれる႘ඛ的ᅳଵとସい回しはጫ解し、ዿい

ることができるಈが求められる。

DX（基本計画 P.5）

Ļ（デǣタル）とŏ（ǳラȞスフǔーȌーǢȒȞ：ᇥॹ）をຎみ合わせたସጃ。௻๐༾のデǣタルਙട

を地域や৫઄などஃくළ၅させることで、人々の暮らしをよりᇬጦで豊かなƷのへとᇥॹすること。

eスȈーǯ（基本計画 P.79）

eスȈーǯ（e-sports）とは「ǓȗǚǳȘǶッǚ・スȈーǯ（Electronic Sports）」の略ൺで、ǞȞǿ

ȐーターǝーȋやǾデǕǝーȋ、ȍǻイルǝーȋをౚったスȈーǯ໴戦੡ਙを指す。

GIS（基本計画 P.91）

Geographic Information System（地ጫගሇǢスǱȋ）の略。ࡔམに関する様々なගሇの৉ጫ、ఢถ、

分ืなどを行うǢスǱȋਙടの総ൺ。

ICT（基本計画 P.5、P.27、P.45、P.46、P.59、P.73）

「Information and Communication Technology」の略。「ගሇྫྷමਙട」と訳され、IT の「ගሇਙട」

に加えてගሇの࿿༥「ǞȊȐǶǜーǢȒȞ」を৞めたସጃ。
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၂ഒ৓自動ೆၗ（基本計画ࡓ P.59）

൮ྥ市を਍࿾としऀဂ市に౼る࣊ྙዃ 60kmの一ᄤேၗの自動ೆ๔ዿၗ᎓で、全ே的な高໒交ྫྷ体૩で

ある「高規६঴๦ၗ᎓ኦ 14,000km計画」にࡔམᆋけられた᎓๦。

၂൱ႊၗ᎓（基本計画ࡓ P.59）

൚ဂମሑኜから熱海を૪てూဥ・൮ྥሑኜへとଡ఑を結ƫශたなஃ域঴๦ၗ᎓。

海઄（基本計画 P.51）

海や੗໠の地域ಃଳの価値やት፛を活ዿするಈ઄。ே内॒からの多様なǶーǥにࣤえることにより、

地域のにƃわいやസၜと୓ዿをภみ出すことが期໸されている。

ǓǢǖル൯ᅉ（基本計画 P.37）

൯ᅉ者ƒれƓれが२自にとってのೂ会的課題の解決を考ፄしたり、ƒうした課題に೘りຎƵಈ઄者を

ࣤ࣍しながら൯ᅉ活動を行うこと。

お༥者年齢（基本計画 P.30）

ħఄから、ऴ୦を೥けたりᅸਂで඼たきりになったりせƏ、自ጵしてଌஅにภ活できる期間。（ଡ内市

町のऴ୦Ⴁ定のගሇや౲ሦのගሇをƷとにภ኏ᅳをዿいて్出される。）

�か行�

合ᇏശጫච化ຫ（基本計画 P.34、P.66）

ǳイȗのࣞ෯とƒの໢ภ活雑Ⴭ෯をまとめてᅑภᆾ့の။きなどによってච化し、きれいな෯にして

から๖や海へሐ流する౮็のこと。

キȎȕア教ࡱ（基本計画 P.73）

一人ひとりのೂ会的・ධ઄的自ጵに୶け、必要な基ᄯとなるႷ፛や໺ဗをࡱてることをྫྷして、キȎȕ

アᄇ༥を້す教ࡱ。

੢ൃ（基本計画 P.23）

自分だけでは解決や行うことが困難なことについて、೮ࡗや地域が੤፛して行うこと。

૔ሓᄠႡཐଉ数（基本計画 P.87）

૳ళ့ຢ査৿関によってᄠక（స人、੫ီ、่ီなど「૔ሓ」့のሓጳに規定するᄠక）のᄇภがႡཐ

されたଉ数。

ǞȊȐǶǱǎǾǣǸス（基本計画 P.49）

地域住民が主体となって、地域がሎえる課題をǾǣǸスの手ሓにより解決するಈ઄。地域の人ఔやǹ

PA 連携出඘（基本計画 P.82）

要ษの内容から必要とႡめられる඘合において、਽਼ೆ（Ambulance）に加えてȈȞプೆなどの൯ሻೆ

（Pumper）を၍時に出඘させ、਽਼༆と൯ሻ༆とが連携した਽਼活動を行うƷの。

SNS（基本計画 P.24、P.27、P.37、P.41、P.47、P.61、P.77、P.90）

Social Networking Service の略。人と人とのೂ会的な૬がりをࡥ持・້進する様々な৿Ⴗを࿓੝す

る、会ࡿฑのǕȞライȞǠーǾス。

�あ行�

アǦスȌȞǳǱスǳ（基本計画 P.73）

ȅーǼーǱスǳ့の直ไᅴ価により学ภのཐ識・ਙႷ・໺ဗ့を໐定するሑሓの総ൺ。

熱海市೰学๶教ࡱǖȕキȐラȋ（基本計画 P.73）

目指す౤どƷの姿を「自分が୻き、熱海が୻き」とࡔམづけ、ᄇ༥や学びの連続ตを၃まえた教ࡱのഊ

ಲを෨るための႙ዲಋ期の教ࡱǖȕキȐラȋ。

熱海૙ DMO（熱海観୯અ）（基本計画 P.1、P.44、P.90）

熱海市における持続ईႷな観୯地域づくりを෮進するため、市内の多様な観୯ಃଳのၟต、ት፛を௻

大଺に活かし、঱民੤။により、観୯ಈ઄をே内॒において戦略的に行うことで、本市૪అのᄇ࿶と市民

ภ活のಱの୶එに৳ይすることを目的として็ጵされた観୯地域づくりሓ人（DMO（Destination 

Management Organization））のこと。

熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（愛ൺ：ĸ⿜supo）（基本計画 P.47、P.48）

ಈ઄者のპඑໃ加や਍઄・ຕ઄につながるભ体的な支࣍をする೘ຎとして、熱海市と熱海൒୿会ਢസ

が連携し、ᇓถ 24年 10ଈからౡ動しているಈ઄。支࣍੫化を目的に፭Ꭼ 4年 10ଈから様々な૪፾をƷ

つアǴǻイǡーがຎදとして໴ࣤする体ฑとなり、多様化する૪ࢪ課題へ૫続的に支࣍を行っている。

ಱ൒ሓ（基本計画࠵ P.36）

一ᄤ൯ᅉ者を໴ඉに、ຎද的・ᄗᆲ的に঺行される൒೘ࢂで、ƒの൒ሓ自体に違ሓቦは不ဴな手ཌ・ሑ

ሓがຎみ௔まれたƷの。

熱海ᄟ地域ህউǜアǢスǱȋ（基本計画 P.25）

ตᇠ、年齢、ඏがいのዛኅをはƍめとした໔ตをኴわƏ、すƮての人が住みষれた地域で暮らし続けて

いけるように、市民、࡭ፑ、福祉団体、৫઄、୰的৿関が一体となってภ活を支える౗ຎみ。地域ህউǜ

アに不ईଁな基本要ຍである、࡭ፑ・ऴ୦・ያሻ・ภ活支࣍・住まいをഋ分に॰ᇱしつつ、単ිฌ໷やි

৳りのない人の多さ、ภ活習ষᅸのዛᅸ率の高さ、移動の困難な地૛、地域のつながりの੫さなどの熱海

市のၟ྇に໴ࣤする౮策Ʒᆋ加していくƷの。
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၂ഒ৓自動ೆၗ（基本計画ࡓ P.59）

൮ྥ市を਍࿾としऀဂ市に౼る࣊ྙዃ 60kmの一ᄤேၗの自動ೆ๔ዿၗ᎓で、全ே的な高໒交ྫྷ体૩で

ある「高規६঴๦ၗ᎓ኦ 14,000km計画」にࡔམᆋけられた᎓๦。

၂൱ႊၗ᎓（基本計画ࡓ P.59）

൚ဂମሑኜから熱海を૪てూဥ・൮ྥሑኜへとଡ఑を結ƫශたなஃ域঴๦ၗ᎓。

海઄（基本計画 P.51）

海や੗໠の地域ಃଳの価値やት፛を活ዿするಈ઄。ே内॒からの多様なǶーǥにࣤえることにより、

地域のにƃわいやസၜと୓ዿをภみ出すことが期໸されている。

ǓǢǖル൯ᅉ（基本計画 P.37）

൯ᅉ者ƒれƓれが२自にとってのೂ会的課題の解決を考ፄしたり、ƒうした課題に೘りຎƵಈ઄者を

ࣤ࣍しながら൯ᅉ活動を行うこと。

お༥者年齢（基本計画 P.30）

ħఄから、ऴ୦を೥けたりᅸਂで඼たきりになったりせƏ、自ጵしてଌஅにภ活できる期間。（ଡ内市

町のऴ୦Ⴁ定のගሇや౲ሦのගሇをƷとにภ኏ᅳをዿいて్出される。）

�か行�

合ᇏശጫච化ຫ（基本計画 P.34、P.66）

ǳイȗのࣞ෯とƒの໢ภ活雑Ⴭ෯をまとめてᅑภᆾ့の။きなどによってච化し、きれいな෯にして

から๖や海へሐ流する౮็のこと。

キȎȕア教ࡱ（基本計画 P.73）

一人ひとりのೂ会的・ධ઄的自ጵに୶け、必要な基ᄯとなるႷ፛や໺ဗをࡱてることをྫྷして、キȎȕ

アᄇ༥を້す教ࡱ。

੢ൃ（基本計画 P.23）

自分だけでは解決や行うことが困難なことについて、೮ࡗや地域が੤፛して行うこと。

૔ሓᄠႡཐଉ数（基本計画 P.87）

૳ళ့ຢ査৿関によってᄠక（స人、੫ီ、่ီなど「૔ሓ」့のሓጳに規定するᄠక）のᄇภがႡཐ

されたଉ数。

ǞȊȐǶǱǎǾǣǸス（基本計画 P.49）

地域住民が主体となって、地域がሎえる課題をǾǣǸスの手ሓにより解決するಈ઄。地域の人ఔやǹ

PA 連携出඘（基本計画 P.82）

要ษの内容から必要とႡめられる඘合において、਽਼ೆ（Ambulance）に加えてȈȞプೆなどの൯ሻೆ

（Pumper）を၍時に出඘させ、਽਼༆と൯ሻ༆とが連携した਽਼活動を行うƷの。

SNS（基本計画 P.24、P.27、P.37、P.41、P.47、P.61、P.77、P.90）

Social Networking Service の略。人と人とのೂ会的な૬がりをࡥ持・້進する様々な৿Ⴗを࿓੝す

る、会ࡿฑのǕȞライȞǠーǾス。

�あ行�

アǦスȌȞǳǱスǳ（基本計画 P.73）

ȅーǼーǱスǳ့の直ไᅴ価により学ภのཐ識・ਙႷ・໺ဗ့を໐定するሑሓの総ൺ。

熱海市೰学๶教ࡱǖȕキȐラȋ（基本計画 P.73）

目指す౤どƷの姿を「自分が୻き、熱海が୻き」とࡔམづけ、ᄇ༥や学びの連続ตを၃まえた教ࡱのഊ

ಲを෨るための႙ዲಋ期の教ࡱǖȕキȐラȋ。

熱海૙ DMO（熱海観୯અ）（基本計画 P.1、P.44、P.90）

熱海市における持続ईႷな観୯地域づくりを෮進するため、市内の多様な観୯ಃଳのၟต、ት፛を௻

大଺に活かし、঱民੤။により、観୯ಈ઄をே内॒において戦略的に行うことで、本市૪అのᄇ࿶と市民

ภ活のಱの୶එに৳ይすることを目的として็ጵされた観୯地域づくりሓ人（DMO（Destination 

Management Organization））のこと。

熱海市ǬȎȗȞǣࣤ࣍ǦȞター（愛ൺ：ĸ⿜supo）（基本計画 P.47、P.48）

ಈ઄者のპඑໃ加や਍઄・ຕ઄につながるભ体的な支࣍をする೘ຎとして、熱海市と熱海൒୿会ਢസ

が連携し、ᇓถ 24年 10ଈからౡ動しているಈ઄。支࣍੫化を目的に፭Ꭼ 4年 10ଈから様々な૪፾をƷ

つアǴǻイǡーがຎදとして໴ࣤする体ฑとなり、多様化する૪ࢪ課題へ૫続的に支࣍を行っている。

ಱ൒ሓ（基本計画࠵ P.36）

一ᄤ൯ᅉ者を໴ඉに、ຎද的・ᄗᆲ的に঺行される൒೘ࢂで、ƒの൒ሓ自体に違ሓቦは不ဴな手ཌ・ሑ

ሓがຎみ௔まれたƷの。

熱海ᄟ地域ህউǜアǢスǱȋ（基本計画 P.25）

ตᇠ、年齢、ඏがいのዛኅをはƍめとした໔ตをኴわƏ、すƮての人が住みষれた地域で暮らし続けて

いけるように、市民、࡭ፑ、福祉団体、৫઄、୰的৿関が一体となってภ活を支える౗ຎみ。地域ህউǜ

アに不ईଁな基本要ຍである、࡭ፑ・ऴ୦・ያሻ・ภ活支࣍・住まいをഋ分に॰ᇱしつつ、単ිฌ໷やි

৳りのない人の多さ、ภ活習ষᅸのዛᅸ率の高さ、移動の困難な地૛、地域のつながりの੫さなどの熱海

市のၟ྇に໴ࣤする౮策Ʒᆋ加していくƷの。
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や൯ሻ፛の੫化を目指す೘ຎ。

ǣǒȞǫー（基本計画 P.6、P.39）

ภᆾ学的ตᇠではなく、ೂ会的、ᇌ化的、心ጫ的に૛ถされたตᇠのこと。

ǣǒȞǫー・ǙȎップ指数（基本計画 P.38）

ฌै૪అフǔーラȋがቚ年୰ᅳしている२ேのೂ会進出におけるཌྷ൅६௭をಘす指ᅮで、૪అ活動や

政ಓへの参画ဗ、教ࡱ෯മ、出ภ率やଌஅ೧኏などから్出している。

住༔ǦーフǱǎǸッǳ（基本計画 P.56）

高齢者、ඏがい者、౤ࡱてฌ໷့の住༔の॰ᇱにვፄが必要なሑに໴する「ྡྷ༃住༔のဎᎩฑဗ」「ဎ

Ꭹ住༔のूೲや入੍者への૪అ的支࣍」「੍住支࣍」の 3つの大きな཮からなる住༔支࣍ฑဗの総ൺ。

スȈーǯ෮進࡙ࡿ（基本計画 P.79）

スȈーǯのॼしさを࿿えるととƷに、ಲਙ指၏や地域のスȈーǯ行ಈなどをྫྷƍて市民にスȈーǯを

෮進するため、熱海市ྙから࡙ඨを೥けたᅋඛઌၟᇠධࡿ。

総合ಈ઄ྫྷസ૙ǠーǾス（基本計画 P.31）

ጦዿ者が、ईႷな଺りƒの੍༔において、自ጵした႘ඛภ活をࢪƵことができるよう、必要な႘ඛภ活

එの支࣍と৿Ⴗોᎉを行うǠーǾス。

�た行�

単独ච化ຫ（基本計画 P.34、P.66）

ǳイȗのࣞ෯のみをᅑภᆾ့の။きなどによってච化し、きれいな෯にしてから๖や海へሐ流する౮

็のこと。ଵఓはශ็は不ईとなっている。

多ᇌ化੢ภ（基本計画 P.4、P.40）

ேฺや民໖などの 、なる人々が、ୗいのᇌ化的ちがいをႡめ合い、໴့な関૒をཝこうとしながらࡣ

地域ೂ会のஓถࡿとして੢にภきていくこと。

地域安全ǞȊȐǶǱǎ会ਢ（基本計画 P.87）

൚学஑ごとのྫྷ学ત域における複数の町内会့を 1 単ࡔとした連合会を中心に、安全で住みፕい地域

づくりを目的として自主的に結ถされた団体(地域安全ǞȊȐǶǱǎ活動団体)が主௹する会ਢ。

地域౤ࡱて支࣍੐࿾（基本計画 P.71）

႙ዲಋを౤ࡱて中のැ౤がਂ૴にആい、ະୗ交流、౤ࡱてについてのະཎ、ගሇの࿓੝、ൃସƒの໢の

࣍ൃを行う඘。市内には、ැ౤ƪれあいǠȘȞ、熱海౤ࡱて支࣍ǦȞター、ႊ熱海౤ࡱて支࣍ǦȞターの

Īかസがある。

ǑǺǑ、౮็、ಃઞを活ዿすることにより、地域におけるශたなຕ઄や୓ዿのຕ出、။きがい、ภきがい

をภみ出し、地域ǞȊȐǶǱǎの活ต化に৳ይするƷのと期໸されている。

こどƷऌ࿍ǦȞター（基本計画 P.71）

すƮての႟ౌᆎ、౤ࡱてฌ໷、౤どƷに໴して、ሀ౤ᇱଌとಋၔ福祉による一体的なະཎ支࣍を行う৿

Ⴗをዛする৿関。

ୗൃ（基本計画 P.30、P.47）

଼人的な関૒ตをƷつ人間၍ౠがൃけ合い、ƒれƓれがሎえるภ活課題をおୗいが解決しあうこと。

�さ行�

௺ภईႷǓǸルǙー（基本計画 P.34）

໤ጉ୯やᆭ፛、地熱といった地੃ಃଳの一ᆪなど自๹ैにඛに存ఓする、「େঋしない」「どこにでƷ存

ఓする」「CO2をჍ出しない（ໃ加させない）」ǓǸルǙーのこと。

雑がみ（ȊッǚスȅーǼー）（基本計画 P.32）

ちらしやȗǢーǳなどの౸ごみのこと。൲ਯശ分せƏಃଳとして回೭することで、ईႭごみの減ፘや

地੃ࣽཊ化ሻ౱につながる。

ఓ༔࡭ፑ・ऴ୦連携（基本計画 P.31）

ፑやऴ୦が必要なඡ໺になってƷ、できる଺り住みষれた地域で安心して自分らしい暮らしを௻後࡭

まで続けられるように、࡭ፑとऴ୦が連携しโれ目のないǠーǾスを೥けられる体ฑ。

自ൃ・੢ൃ・୰ൃ（基本計画 P.7、P.14、P.84）

自ൃ：自分の฽႞で自分自ිが行うこと。

੢ൃ：自分だけでは解決や行うことが困難なことについて、೮ࡗや地域が੤፛して行うこと。

୰ൃ：଼人や地域あるいは民間の፛で解決できないことについて、୰的৿関が行うこと。

ඳࡱ（基本計画 P.27）

ภきるඑでの基本であって、ཐࡱ・ၝࡱ・体ࡱの基ຉとなるƷのであり、様々な૪ଫをྫྷƍて「ඳ」に

関するཐ識と「ඳ」を๰༖する፛を習ၜし、ଌ全なඳภ活をಲ๯することができる人間をࡱてること。

人ఔǻȞǚ（基本計画 P.76）

ᇌ化やスȈーǯ့のਙടやਙႷを持つ人が自らဎᎩし、学びたい人と結びつける、熱海市独自の೘ຎ。

൯ሻ分ኾでの DX（基本計画 P.83）

「ȉイǵ਽਼」「高৿Ⴗ൯ሻ指፭ǢスǱȋの高ဗ化」、「൯ሻ団活動を支࣍するアプȕの၏入」、「ያሻ઄

ኃにおけるဃ౤෇ษの෮進」など、デǣタルਙടを活ዿして൯ሻの઄ኃを効率化し、住民ǠーǾスの୶එ
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や൯ሻ፛の੫化を目指す೘ຎ。

ǣǒȞǫー（基本計画 P.6、P.39）

ภᆾ学的ตᇠではなく、ೂ会的、ᇌ化的、心ጫ的に૛ถされたตᇠのこと。

ǣǒȞǫー・ǙȎップ指数（基本計画 P.38）

ฌै૪అフǔーラȋがቚ年୰ᅳしている२ேのೂ会進出におけるཌྷ൅६௭をಘす指ᅮで、૪అ活動や

政ಓへの参画ဗ、教ࡱ෯മ、出ภ率やଌஅ೧኏などから్出している。

住༔ǦーフǱǎǸッǳ（基本計画 P.56）

高齢者、ඏがい者、౤ࡱてฌ໷့の住༔の॰ᇱにვፄが必要なሑに໴する「ྡྷ༃住༔のဎᎩฑဗ」「ဎ

Ꭹ住༔のूೲや入੍者への૪అ的支࣍」「੍住支࣍」の 3つの大きな཮からなる住༔支࣍ฑဗの総ൺ。

スȈーǯ෮進࡙ࡿ（基本計画 P.79）

スȈーǯのॼしさを࿿えるととƷに、ಲਙ指၏や地域のスȈーǯ行ಈなどをྫྷƍて市民にスȈーǯを

෮進するため、熱海市ྙから࡙ඨを೥けたᅋඛઌၟᇠධࡿ。

総合ಈ઄ྫྷസ૙ǠーǾス（基本計画 P.31）

ጦዿ者が、ईႷな଺りƒの੍༔において、自ጵした႘ඛภ活をࢪƵことができるよう、必要な႘ඛภ活

එの支࣍と৿Ⴗોᎉを行うǠーǾス。

�た行�

単独ච化ຫ（基本計画 P.34、P.66）

ǳイȗのࣞ෯のみをᅑภᆾ့の။きなどによってච化し、きれいな෯にしてから๖や海へሐ流する౮

็のこと。ଵఓはශ็は不ईとなっている。

多ᇌ化੢ภ（基本計画 P.4、P.40）

ேฺや民໖などの 、なる人々が、ୗいのᇌ化的ちがいをႡめ合い、໴့な関૒をཝこうとしながらࡣ

地域ೂ会のஓถࡿとして੢にภきていくこと。

地域安全ǞȊȐǶǱǎ会ਢ（基本計画 P.87）

൚学஑ごとのྫྷ学ત域における複数の町内会့を 1 単ࡔとした連合会を中心に、安全で住みፕい地域

づくりを目的として自主的に結ถされた団体(地域安全ǞȊȐǶǱǎ活動団体)が主௹する会ਢ。

地域౤ࡱて支࣍੐࿾（基本計画 P.71）

႙ዲಋを౤ࡱて中のැ౤がਂ૴にആい、ະୗ交流、౤ࡱてについてのະཎ、ගሇの࿓੝、ൃସƒの໢の

࣍ൃを行う඘。市内には、ැ౤ƪれあいǠȘȞ、熱海౤ࡱて支࣍ǦȞター、ႊ熱海౤ࡱて支࣍ǦȞターの

Īかസがある。

ǑǺǑ、౮็、ಃઞを活ዿすることにより、地域におけるශたなຕ઄や୓ዿのຕ出、။きがい、ภきがい

をภみ出し、地域ǞȊȐǶǱǎの活ต化に৳ይするƷのと期໸されている。

こどƷऌ࿍ǦȞター（基本計画 P.71）

すƮての႟ౌᆎ、౤ࡱてฌ໷、౤どƷに໴して、ሀ౤ᇱଌとಋၔ福祉による一体的なະཎ支࣍を行う৿

Ⴗをዛする৿関。

ୗൃ（基本計画 P.30、P.47）

଼人的な関૒ตをƷつ人間၍ౠがൃけ合い、ƒれƓれがሎえるภ活課題をおୗいが解決しあうこと。

�さ行�

௺ภईႷǓǸルǙー（基本計画 P.34）

໤ጉ୯やᆭ፛、地熱といった地੃ಃଳの一ᆪなど自๹ैにඛに存ఓする、「େঋしない」「どこにでƷ存

ఓする」「CO2をჍ出しない（ໃ加させない）」ǓǸルǙーのこと。

雑がみ（ȊッǚスȅーǼー）（基本計画 P.32）

ちらしやȗǢーǳなどの౸ごみのこと。൲ਯശ分せƏಃଳとして回೭することで、ईႭごみの減ፘや

地੃ࣽཊ化ሻ౱につながる。

ఓ༔࡭ፑ・ऴ୦連携（基本計画 P.31）

ፑやऴ୦が必要なඡ໺になってƷ、できる଺り住みষれた地域で安心して自分らしい暮らしを௻後࡭

まで続けられるように、࡭ፑとऴ୦が連携しโれ目のないǠーǾスを೥けられる体ฑ。

自ൃ・੢ൃ・୰ൃ（基本計画 P.7、P.14、P.84）

自ൃ：自分の฽႞で自分自ිが行うこと。

੢ൃ：自分だけでは解決や行うことが困難なことについて、೮ࡗや地域が੤፛して行うこと。

୰ൃ：଼人や地域あるいは民間の፛で解決できないことについて、୰的৿関が行うこと。

ඳࡱ（基本計画 P.27）

ภきるඑでの基本であって、ཐࡱ・ၝࡱ・体ࡱの基ຉとなるƷのであり、様々な૪ଫをྫྷƍて「ඳ」に

関するཐ識と「ඳ」を๰༖する፛を習ၜし、ଌ全なඳภ活をಲ๯することができる人間をࡱてること。

人ఔǻȞǚ（基本計画 P.76）

ᇌ化やスȈーǯ့のਙടやਙႷを持つ人が自らဎᎩし、学びたい人と結びつける、熱海市独自の೘ຎ。

൯ሻ分ኾでの DX（基本計画 P.83）

「ȉイǵ਽਼」「高৿Ⴗ൯ሻ指፭ǢスǱȋの高ဗ化」、「൯ሻ団活動を支࣍するアプȕの၏入」、「ያሻ઄

ኃにおけるဃ౤෇ษの෮進」など、デǣタルਙടを活ዿして൯ሻの઄ኃを効率化し、住民ǠーǾスの୶එ
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ǹーȉライǧーǢȒȞ（基本計画 P.28）

ඏがいのある人Ʒない人Ʒ、ୗいに支え合い、地域でいきいきとነるく豊かに暮らしていけるೂ会を目

指すというጫႪ。

�は行�

ህๅ的（基本計画 P.5、P.6）

「༱ƷჍൊしない」や「༱一人೘りౖさない」を意ታするସጃ。

�ま行�

ȉイǵ਽਼（基本計画 P.82）

਽਼༆ࡿがോᅸ者ご本人のȉイǵᇱ଩ආ（ଌஅᇱ଩ආとしてጦዿ者ဎᎩしたȉイǵȞǻーǖーǴ）を

活ዿし、ോᅸ者がथੌに೥ෑしたᅸࢇやശሑされたዄなどの࡭ፑගሇ့をࣂጥする౗ຎみ。

民ภ࡙ࡿಋၔ࡙ࡿ（基本計画 P.24、P.25）

民ภ࡙ࡿは、୴ภ᎕။大෍から࡙ඨされ、ƒれƓれの地域において、ඛに住民のጵ඘にጵってະཎにࣤ

ƍ、必要な࣍ൃを行い、ೂ会福祉のໃ進にဖめるሑ々であり、ಋၔ࡙ࡿを଍Ƣる。ಋၔ࡙ࡿは、地域の౤

どƷたちがଭਂに安心して暮らせるように、౤どƷたちを見守り、౤ࡱての不安や႟ර中の心ვごとな

どのະཎ・支့࣍を行う。

�ら行�

ȕǹȄーǢȒȞまちづくり（基本計画 P.47、P.48）

民間主၏により、ௗあるƷのを活かし、ශしいౚいሑをしてまちをᇥॹし、Ǔȕア価値の୶එや地域୓

ዿのຕ出を້進するなどဒ市・地域૪ࢪ課題を解決しようとする೘ຎ。

ȕǹȄーǢȒȞ（基本計画 P.55）

ଔཝᆾのଽいᆪ分のᇸೲや内॒ົのᇥஏ࿘ဗにとどまる「ȕフǔーȋ」に໴し、ໃཝ・ूཝやଔᆾのዿ

ထᇥஏなど、ಃౌ価値を高めるための大規模なू່のことを指す。

�わ行�

ȚーǚライフǻラȞス（基本計画 P.39）

Ꭱ೓ཌྷ൅༱Ʒが、౗ಈ、ऌ࿍ภ活、地域ภ活、଼人の自ୂ૖ᄇなど、様々な活動について自ら希ሰする

ǻラȞスで࿶्できるඡ໺。

地域学஑੤။活動（基本計画 P.77）

ᆳஃい地域住民့の参画をၜて、地域全体で౤どƷたちの学びやถྙを支えるととƷに、「学஑を७と

した地域づくり」を目指して、地域と学஑がະୗにǼーǳǵーとして連携・੤။して行う様々な活動。

地域ǜア会ਢ（基本計画 P.31）

地域ህউ支࣍ǦȞター့が主௹する、高齢者଼人に໴する支࣍のഊಲと、ƒれを支えるೂ会基ᄯのธ

ᅏとを၍時に進めていく、地域ህউǜアǢスǱȋのಲଵに୶けた手ሓ。

地域ǜア଼ᇠ会ਢ（基本計画 P.31）

多ධ種੤။による自ጵ支࣍にዂጵてるǜアȉǸǣȌȞǳ支࣍。଼ᇠǜースのଙ၀を行う地域ǜア会ਢ。

地域ǜア෮進会ਢ（基本計画 P.31）

地域づくり・ಃଳ्ᄇ৿Ⴗ、政策૛ถ৿Ⴗとして地域課題のଙ၀を行う地域ǜア会ਢ。

地域ǠȘȞ（基本計画 P.31）

地域の高齢者や住民がਂ૴にആまることで、見守りやᇘƍこƷりのሻ౱、ཀྵ間づくりやೂ会参加を目

的とするആい・ྫྷいの඘のこと。

デǣタルȕǱラǢー（基本計画 P.91）

デǣタル৿৯の຦ఢ့のႷ፛やගሇを೘り࠿うඑでのጫ解、さらにはගሇ及びගሇ手ཌを主体的に๰

༖し、೭ആ活ዿするためのႷ፛。

ၟ定ଌஅෑ査（基本計画 P.26）

加入しているଌஅᇱ଩ຎ合がಲ౮する 40 ఄから 74 ఄまでを໴ඉとしたଌஅෑ査。がǈをൊくภ活習

ষᅸ့のວ期ᄇ見を目的としてි体໐定、ଆ࠽໐定、ଆࢻଙ査့を行う。熱海市ではே民ଌஅᇱ଩加入者

に໴して行っている。

�な行�

഻第 4୿તธᅏಈ઄（基本計画 P.59）

ᇱ全৿Ⴗ୶එとැ෯ตにვፄした熱海஗Ǟースタルȕǩーǳஓມのಲଵを目指したอࣰଡによる熱海

஗海য়ৄ੩ธᅏಈ઄(഻地ત)の一ৄ。全体をī୿તに分けたうちĪ୿તまでরถしており、ଵఓは第ī

୿તの୦য়ธᅏが進められている。

ႏ地域੍住（基本計画 P.5、P.57、P.90）

ᆗཌのภ活੐࿾とはᇠの地域での住まいやภ活੐࿾を持つශしい暮らしのスタイルであり、ႏ地域を

৞め、複数の地域にภ活の੐࿾がある暮らしሑを指す。
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ǹーȉライǧーǢȒȞ（基本計画 P.28）

ඏがいのある人Ʒない人Ʒ、ୗいに支え合い、地域でいきいきとነるく豊かに暮らしていけるೂ会を目

指すというጫႪ。

�は行�

ህๅ的（基本計画 P.5、P.6）

「༱ƷჍൊしない」や「༱一人೘りౖさない」を意ታするସጃ。

�ま行�

ȉイǵ਽਼（基本計画 P.82）

਽਼༆ࡿがോᅸ者ご本人のȉイǵᇱ଩ආ（ଌஅᇱ଩ආとしてጦዿ者ဎᎩしたȉイǵȞǻーǖーǴ）を

活ዿし、ോᅸ者がथੌに೥ෑしたᅸࢇやശሑされたዄなどの࡭ፑගሇ့をࣂጥする౗ຎみ。

民ภ࡙ࡿಋၔ࡙ࡿ（基本計画 P.24、P.25）

民ภ࡙ࡿは、୴ภ᎕။大෍から࡙ඨされ、ƒれƓれの地域において、ඛに住民のጵ඘にጵってະཎにࣤ

ƍ、必要な࣍ൃを行い、ೂ会福祉のໃ進にဖめるሑ々であり、ಋၔ࡙ࡿを଍Ƣる。ಋၔ࡙ࡿは、地域の౤

どƷたちがଭਂに安心して暮らせるように、౤どƷたちを見守り、౤ࡱての不安や႟ර中の心ვごとな

どのະཎ・支့࣍を行う。

�ら行�

ȕǹȄーǢȒȞまちづくり（基本計画 P.47、P.48）

民間主၏により、ௗあるƷのを活かし、ශしいౚいሑをしてまちをᇥॹし、Ǔȕア価値の୶එや地域୓

ዿのຕ出を້進するなどဒ市・地域૪ࢪ課題を解決しようとする೘ຎ。

ȕǹȄーǢȒȞ（基本計画 P.55）

ଔཝᆾのଽいᆪ分のᇸೲや内॒ົのᇥஏ࿘ဗにとどまる「ȕフǔーȋ」に໴し、ໃཝ・ूཝやଔᆾのዿ

ထᇥஏなど、ಃౌ価値を高めるための大規模なू່のことを指す。

�わ行�

ȚーǚライフǻラȞス（基本計画 P.39）

Ꭱ೓ཌྷ൅༱Ʒが、౗ಈ、ऌ࿍ภ活、地域ภ活、଼人の自ୂ૖ᄇなど、様々な活動について自ら希ሰする

ǻラȞスで࿶्できるඡ໺。

地域学஑੤။活動（基本計画 P.77）

ᆳஃい地域住民့の参画をၜて、地域全体で౤どƷたちの学びやถྙを支えるととƷに、「学஑を७と

した地域づくり」を目指して、地域と学஑がະୗにǼーǳǵーとして連携・੤။して行う様々な活動。

地域ǜア会ਢ（基本計画 P.31）

地域ህউ支࣍ǦȞター့が主௹する、高齢者଼人に໴する支࣍のഊಲと、ƒれを支えるೂ会基ᄯのธ

ᅏとを၍時に進めていく、地域ህউǜアǢスǱȋのಲଵに୶けた手ሓ。

地域ǜア଼ᇠ会ਢ（基本計画 P.31）

多ධ種੤။による自ጵ支࣍にዂጵてるǜアȉǸǣȌȞǳ支࣍。଼ᇠǜースのଙ၀を行う地域ǜア会ਢ。

地域ǜア෮進会ਢ（基本計画 P.31）

地域づくり・ಃଳ्ᄇ৿Ⴗ、政策૛ถ৿Ⴗとして地域課題のଙ၀を行う地域ǜア会ਢ。

地域ǠȘȞ（基本計画 P.31）

地域の高齢者や住民がਂ૴にആまることで、見守りやᇘƍこƷりのሻ౱、ཀྵ間づくりやೂ会参加を目

的とするആい・ྫྷいの඘のこと。

デǣタルȕǱラǢー（基本計画 P.91）

デǣタル৿৯の຦ఢ့のႷ፛やගሇを೘り࠿うඑでのጫ解、さらにはගሇ及びගሇ手ཌを主体的に๰

༖し、೭ആ活ዿするためのႷ፛。

ၟ定ଌஅෑ査（基本計画 P.26）

加入しているଌஅᇱ଩ຎ合がಲ౮する 40 ఄから 74 ఄまでを໴ඉとしたଌஅෑ査。がǈをൊくภ活習

ষᅸ့のວ期ᄇ見を目的としてි体໐定、ଆ࠽໐定、ଆࢻଙ査့を行う。熱海市ではே民ଌஅᇱ଩加入者

に໴して行っている。

�な行�

഻第 4୿તธᅏಈ઄（基本計画 P.59）

ᇱ全৿Ⴗ୶එとැ෯ตにვፄした熱海஗Ǟースタルȕǩーǳஓມのಲଵを目指したอࣰଡによる熱海

஗海য়ৄ੩ธᅏಈ઄(഻地ત)の一ৄ。全体をī୿તに分けたうちĪ୿તまでরถしており、ଵఓは第ī

୿તの୦য়ธᅏが進められている。

ႏ地域੍住（基本計画 P.5、P.57、P.90）

ᆗཌのภ活੐࿾とはᇠの地域での住まいやภ活੐࿾を持つශしい暮らしのスタイルであり、ႏ地域を

৞め、複数の地域にภ活の੐࿾がある暮らしሑを指す。
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熱 経 企 第 １ ４ ４ 号

令和８年１月１６日

熱海市総合計画審議会

（熱海市総合戦略会議）

会 長  小泉 祐一郎 様

熱海市長 齊 藤 栄  

第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（諮問）

第五次熱海市総合計画後期基本計画（令和８年度～令和１２年度）の策定にあたり、別

添の後期基本計画案について貴審議会の意見を求めます。

なお、諮問案件の他、熱海市総合戦略会議として、第三期熱海市まち・ひと・しごと創

生人口ビジョン及び第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について意見を

求めます。

特記事項

総合計画審議会

・諮問（案）  「第五次熱海市総合計画 後期基本計画（案）」

総合戦略会議

・戦略等（案） 「第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（案）」

        「第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」

ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒ ሊܭኺᢅ

ଐ˄ ኺᢅ

ˋԧᾅ࠰ ᾆஉᾁᾁଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỉሊ૾ܭᤆൿܭ

ˋԧᾅ࠰ ᾈஉ ᾈଐ Ӳᛢ˺঺ỉ̾КᚘဒሁỉᛦỔ

ˋԧᾅ࠰ᾀᾁஉ ᾂଐ ᚾక˺঺ਃ࢘ᎍỉൿܭ

ˋԧᾅ࠰ᾀᾁஉᾀᾁଐ ᚾక˺঺ਃ࢘ᎍᛟଢ˟

ˋԧᾆ࠰ ᾀஉᾂᾀଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỆ̞Ủࠊൟॖᜤᛦ௹

ˋԧᾆ࠰ ᾁஉ ᾄଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỆ̞Ủࠊൟॖᜤᛦ௹ίɶ᭗ဃɭˊὸ

ˋԧᾆ࠰ ᾂஉ ᾂଐ ՃѪᨼۀൟᎰՃӳӷ˟ᜭỉׇ˳ਖ਼ᕟࠊ

ˋԧᾆ࠰ ᾂஉᾀ὿ଐ ܭՃൿۀൟࠊൟᎰՃӳӷ˟ᜭỉ໯˺ໝਁЈࠊ

ˋԧᾆ࠰ ᾃஉ ᾃଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỆ̞Ủ᧙̞ʴӝॖᜤᛦ௹

ˋԧᾆ࠰ ᾃஉᾁᾄଐ

῍ˋԧᾆ࠰ ᾅஉ ᾅଐ
ൟᎰՃӳӷ˟ᜭίᾃׅὸࠊ

ˋԧᾆ࠰ ᾄஉᾀᾄଐ Э஖ؕஜᚘဒỉᡶ਻ཞඞᛦỔ

ˋԧᾆ࠰ᾀ὿உᾀଐ

῍ˋԧᾆ࠰ᾀᾀஉᾀᾆଐ

ዮӳᚘဒሊۀܭՃ˟ỆợỦࢸ஖ؕஜᚘဒక˺঺ίᾃׅὸ

ίሊۀܭՃ˟Ўᅹ˟ᾉࠊൟဃ෇Ὁ࿢ؾὉܤμᢿᧉᾃׅẆᅦᅍὉͤࡍỀẪụὉ૙Ꮛ

ᢿᧉᾃׅẆᚇήὉငಅᢿᧉᾂׅẆᣃؕࠊႴᢿᧉᾂׅẆᘍ૎ᢃփᢿᧉᾃׅὸ

ˋԧᾆ࠰ᾀᾁஉ ᾄଐ

῍ˋԧᾇ࠰ ᾀஉ ᾅଐ
ἣἨἼἕἁἅἳὅἚܱ଀

ˋԧᾆ࠰ᾀᾁஉᾁᾂଐ ዮӳᚘဒݙᜭ˟ۀՃൿܭ

ˋԧᾇ࠰ ᾀஉᾀᾅଐ ዮӳᚘဒݙᜭ˟ۀՃ֚ۀཞʩ˄ࡸӏỎᇹᾀׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏ᛽բẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉ ᾁଐ ᇹᾁׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏᚘဒకݙᜭẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉ ᾈଐ ᇹᾂׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏᚘဒకݙᜭẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉᾀᾆଐ ᇹᾃׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏሉဎకݙᜭẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉᾁᾅଐ ዮӳᚘဒݙᜭ˟ሉဎ

ˋԧᾇ࠰ ᾂஉᾀᾅଐ
ዮӳᚘဒሊۀܭՃ˟

ᜭ˟ሉဎỆؕỀẪᚘဒỉ̲ദỉᄩᛐẆ১ᛐݙ

ˋԧᾇ࠰ ᾂஉ２４ଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒൿܭ
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熱 経 企 第 １ ４ ４ 号

令和８年１月１６日

熱海市総合計画審議会

（熱海市総合戦略会議）

会 長  小泉 祐一郎 様

熱海市長 齊 藤 栄  

第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（諮問）

第五次熱海市総合計画後期基本計画（令和８年度～令和１２年度）の策定にあたり、別

添の後期基本計画案について貴審議会の意見を求めます。

なお、諮問案件の他、熱海市総合戦略会議として、第三期熱海市まち・ひと・しごと創

生人口ビジョン及び第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について意見を

求めます。

特記事項

総合計画審議会

・諮問（案）  「第五次熱海市総合計画 後期基本計画（案）」

総合戦略会議

・戦略等（案） 「第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（案）」

        「第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」

ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒ ሊܭኺᢅ

ଐ˄ ኺᢅ

ˋԧᾅ࠰ ᾆஉᾁᾁଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỉሊ૾ܭᤆൿܭ

ˋԧᾅ࠰ ᾈஉ ᾈଐ Ӳᛢ˺঺ỉ̾КᚘဒሁỉᛦỔ

ˋԧᾅ࠰ᾀᾁஉ ᾂଐ ᚾక˺঺ਃ࢘ᎍỉൿܭ

ˋԧᾅ࠰ᾀᾁஉᾀᾁଐ ᚾక˺঺ਃ࢘ᎍᛟଢ˟

ˋԧᾆ࠰ ᾀஉᾂᾀଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỆ̞Ủࠊൟॖᜤᛦ௹

ˋԧᾆ࠰ ᾁஉ ᾄଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỆ̞Ủࠊൟॖᜤᛦ௹ίɶ᭗ဃɭˊὸ

ˋԧᾆ࠰ ᾂஉ ᾂଐ ՃѪᨼۀൟᎰՃӳӷ˟ᜭỉׇ˳ਖ਼ᕟࠊ

ˋԧᾆ࠰ ᾂஉᾀ὿ଐ ܭՃൿۀൟࠊൟᎰՃӳӷ˟ᜭỉ໯˺ໝਁЈࠊ

ˋԧᾆ࠰ ᾃஉ ᾃଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒỆ̞Ủ᧙̞ʴӝॖᜤᛦ௹

ˋԧᾆ࠰ ᾃஉᾁᾄଐ

῍ˋԧᾆ࠰ ᾅஉ ᾅଐ
ൟᎰՃӳӷ˟ᜭίᾃׅὸࠊ

ˋԧᾆ࠰ ᾄஉᾀᾄଐ Э஖ؕஜᚘဒỉᡶ਻ཞඞᛦỔ

ˋԧᾆ࠰ᾀ὿உᾀଐ

῍ˋԧᾆ࠰ᾀᾀஉᾀᾆଐ

ዮӳᚘဒሊۀܭՃ˟ỆợỦࢸ஖ؕஜᚘဒక˺঺ίᾃׅὸ

ίሊۀܭՃ˟Ўᅹ˟ᾉࠊൟဃ෇Ὁ࿢ؾὉܤμᢿᧉᾃׅẆᅦᅍὉͤࡍỀẪụὉ૙Ꮛ

ᢿᧉᾃׅẆᚇήὉငಅᢿᧉᾂׅẆᣃؕࠊႴᢿᧉᾂׅẆᘍ૎ᢃփᢿᧉᾃׅὸ

ˋԧᾆ࠰ᾀᾁஉ ᾄଐ

῍ˋԧᾇ࠰ ᾀஉ ᾅଐ
ἣἨἼἕἁἅἳὅἚܱ଀

ˋԧᾆ࠰ᾀᾁஉᾁᾂଐ ዮӳᚘဒݙᜭ˟ۀՃൿܭ

ˋԧᾇ࠰ ᾀஉᾀᾅଐ ዮӳᚘဒݙᜭ˟ۀՃ֚ۀཞʩ˄ࡸӏỎᇹᾀׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏ᛽բẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉ ᾁଐ ᇹᾁׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏᚘဒకݙᜭẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉ ᾈଐ ᇹᾂׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏᚘဒకݙᜭẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉᾀᾆଐ ᇹᾃׅዮӳᚘဒݙᜭ˟Ẏሉဎకݙᜭẏ

ˋԧᾇ࠰ ᾁஉᾁᾅଐ ዮӳᚘဒݙᜭ˟ሉဎ

ˋԧᾇ࠰ ᾂஉᾀᾅଐ
ዮӳᚘဒሊۀܭՃ˟

ᜭ˟ሉဎỆؕỀẪᚘဒỉ̲ദỉᄩᛐẆ১ᛐݙ

ˋԧᾇ࠰ ᾂஉ ଐ ᇹʞഏ༏ෙࠊዮӳᚘဒࢸ஖ؕஜᚘဒൿܭ
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第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（答申別記）

後期基本計画

ʴ１ʵ人と人と͗つな͗り、݊߃でい͘い͘とգごͦるまち
（２）ஏҮෳࢳの推進

ʨߨ੕の取組ʩ˛市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋ ４項໪໪

（意見）
ෳࢳまつりに特Կした͞とを঱఼にするより、ஏҮෳࢳの๑のཀྵ೨を઴఑にऀ会ෳڢࢳ
議会とߨ੕͗一体的に࿊ܠするというཀྵ೨を掲げてͺい͖͖͗。

（ชݬ）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶈෳࢳにؖする様ʓな଒੓の事ंۂΏஏҮ
ಊक体͗֠ࠞをӿえてॄまり、௜ં市຿と׈
のިླྀをਦれる「ෳࢳまつり」について、क
しިླྀの৖の఑ܠ議会と࿊ڢࢳのऀ会ෳ࠷
。ԋするࢩをڛ

（रਜ਼案）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶈஏҮڠ生ऀ会のܙ੔を推進するため、ऀ 会
ෳڢࢳ議会と࿊ܠし、市຿とෳࢳにؖする
様ʓな事ंۂΏஏҮ׈ಊक体のިླྀ͗ਦれ
る৖の఑ڛをࢩԋする。

（４）্͗いंෳࢳのैࣰ
ʨߨ੕の取組ʩ˛市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋ １項໪໪͖ら̑項໪໪

（意見）
্͗いのある๏のऀ会ࢂՅؽ会の֮ฯを௧Յ͠れたい。またިླྀのؽ会ͺෳࢳまつり
に特Կしないනݳにしてͺい͖͖͗。্͗いのある๏΃のࠫ別Ώऀ会的্ป͗な͚なる
ための意ࣟの৤੔をਦるというཀྵ೨を１൬৏にしてͺい͖͖͗。

（ชݬ）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶅؖؖؽܐと࿊ܠしम࿓ؽ会を֮ฯする。
ᶆ্͗いのある人とない人のިླྀの৖とし
てعଚの「ෳࢳまつり」を、क࠷のऀ会ෳࢳ
、し൅ఴͦ͠る͞とをͺͣめܠ議会と࿊ڢ
ިླྀの৖の創ड़をݗ౾してい͚。
ᶇ্͗いをཀྵ༟とするࠫ別Ώऀ会的্ป͗
な͚なるための意ࣟの৤੔をਦる。

（रਜ਼案）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶅ্͗いをཀྵ༟とするࠫ別Ώऀ会的্ป͗
な͚なるための意ࣟの৤੔をਦる。
ᶆؖؖؽܐと࿊ܠし、্ ͗いंのम࿓・ऀ 会
。ԋするࢩ・会を֮ฯؽՅࢂ
ᶇऀ会ෳڢࢳ議会と࿊ܠし、্͗いのある
人とない人のިླྀΏ׈ಊ͗生まれる࢕組Ί
Ͱ͚りをࢩԋする。

熱 総 審 第 ２ 号
令 和 ８ 年 ２ 月 ２ ６ 日

熱海市長 齊 藤 栄 様

     熱海市総合計画審議会
                           （熱海市総合戦略会議）

     会 長 小泉 祐一郎

第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（答申）

令和８年１月１６日付け、熱経企第１１４号で諮問のありました標記について、当審議会
で慎重に審議した結果、全体としておおむね妥当であると判断したため、個別事項について
の審議会意見を附して別記のとおり答申します。
また、熱海市総合戦略会議として、第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案
及び第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略案について慎重に審議した結果、全体と
しておおむね妥当であると判断したため、個別事項についての審議会意見を附して別記のと
おり報告します。
なお、答申した後期基本計画案及び意見した総合戦略案に掲げられた施策の推進について、
全庁的に取り組まれるよう当審議会の総意として申し添えます。

＜特記事項＞
総合計画審議会

  ・答申 「第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（答申別記）」
総合戦略会議

  ・意見 「第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案及び第三期熱海市まち・
ひと・しごと創生総合戦略案に対する意見書」
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第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（答申別記）

後期基本計画

ʴ１ʵ人と人と͗つな͗り、݊߃でい͘い͘とգごͦるまち
（２）ஏҮෳࢳの推進

ʨߨ੕の取組ʩ˛市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋ ４項໪໪

（意見）
ෳࢳまつりに特Կした͞とを঱఼にするより、ஏҮෳࢳの๑のཀྵ೨を઴఑にऀ会ෳڢࢳ
議会とߨ੕͗一体的に࿊ܠするというཀྵ೨を掲げてͺい͖͖͗。

（ชݬ）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶈෳࢳにؖする様ʓな଒੓の事ंۂΏஏҮ
ಊक体͗֠ࠞをӿえてॄまり、௜ં市຿と׈
のިླྀをਦれる「ෳࢳまつり」について、क
しިླྀの৖の఑ܠ議会と࿊ڢࢳのऀ会ෳ࠷
。ԋするࢩをڛ

（रਜ਼案）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶈஏҮڠ生ऀ会のܙ੔を推進するため、ऀ 会
ෳڢࢳ議会と࿊ܠし、市຿とෳࢳにؖする
様ʓな事ंۂΏஏҮ׈ಊक体のިླྀ͗ਦれ
る৖の఑ڛをࢩԋする。

（４）্͗いंෳࢳのैࣰ
ʨߨ੕の取組ʩ˛市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋ １項໪໪͖ら̑項໪໪

（意見）
্͗いのある๏のऀ会ࢂՅؽ会の֮ฯを௧Յ͠れたい。またިླྀのؽ会ͺෳࢳまつり
に特Կしないනݳにしてͺい͖͖͗。্͗いのある๏΃のࠫ別Ώऀ会的্ป͗な͚なる
ための意ࣟの৤੔をਦるというཀྵ೨を１൬৏にしてͺい͖͖͗。

（ชݬ）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶅؖؖؽܐと࿊ܠしम࿓ؽ会を֮ฯする。
ᶆ্͗いのある人とない人のިླྀの৖とし
てعଚの「ෳࢳまつり」を、क࠷のऀ会ෳࢳ
、し൅ఴͦ͠る͞とをͺͣめܠ議会と࿊ڢ
ިླྀの৖の創ड़をݗ౾してい͚。
ᶇ্͗いをཀྵ༟とするࠫ別Ώऀ会的্ป͗
な͚なるための意ࣟの৤੔をਦる。

（रਜ਼案）
ʦ市຿・ஏҮ׈ಊ౵・事ंۂに対するࢩԋʧ
ᶅ্͗いをཀྵ༟とするࠫ別Ώऀ会的্ป͗
な͚なるための意ࣟの৤੔をਦる。
ᶆؖؖؽܐと࿊ܠし、্ ͗いंのम࿓・ऀ 会
。ԋするࢩ・会を֮ฯؽՅࢂ
ᶇऀ会ෳڢࢳ議会と࿊ܠし、্͗いのある
人とない人のިླྀΏ׈ಊ͗生まれる࢕組Ί
Ͱ͚りをࢩԋする。

熱 総 審 第 ２ 号
令 和 ８ 年 ２ 月 ２ ６ 日

熱海市長 齊 藤 栄 様

     熱海市総合計画審議会
                           （熱海市総合戦略会議）

     会 長 小泉 祐一郎

第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（答申）

令和８年１月１６日付け、熱経企第１１４号で諮問のありました標記について、当審議会
で慎重に審議した結果、全体としておおむね妥当であると判断したため、個別事項について
の審議会意見を附して別記のとおり答申します。
また、熱海市総合戦略会議として、第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案
及び第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略案について慎重に審議した結果、全体と
しておおむね妥当であると判断したため、個別事項についての審議会意見を附して別記のと
おり報告します。
なお、答申した後期基本計画案及び意見した総合戦略案に掲げられた施策の推進について、
全庁的に取り組まれるよう当審議会の総意として申し添えます。

＜特記事項＞
総合計画審議会

  ・答申 「第五次熱海市総合計画後期基本計画案について（答申別記）」
総合戦略会議

  ・意見 「第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案及び第三期熱海市まち・
ひと・しごと創生総合戦略案に対する意見書」
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第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案及び
第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略案に対する意見書

１ 第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案

人口とのؖΚりܐؖ（２）２

（意見）
「２ 人口ݰঙ問ୌに取り組む意ٝ」の２つめの՟ୌに対する๏޴੓をࣖしているため、
නݳをरਜ਼͠れたい。

（ชݬ）
人口とのؖΚりܐؖ（２）

（रਜ਼案）
ࡃ人口の創ड़・֨୉によるஏҮ経ܐؖ（２）
ऀ会のң࣍

̧６ １ 人口のݳয়෾ੵ （１）ᶅ総人口の推Ң ໪ߨ7

（意見）
人口のർֳにؖして、න記を౹一͠れたい。

（ชݬ）
࿟年人口ͺ༁ 2.8ഔにଁՅしています。

（रਜ਼案）
࿟ྺ人口ͺ184.9ˍଁՅしています。

ʴ̓ʵ҈全で҈ৼして฽らし、գごͦるまち
（２）๹ࡄ体੏とஏҮ๹ྙࡄの޴৏

য়と՟ୌݳ ໪ߨ̓
（意見）
ҡ৙ـেというනݳͺあまり࢘Κな͚なͮて͘たため、ޫـรಊというݶཁにरਜ਼͠
れたい。

（ชݬ）
ʦݳয়と՟ୌʧ
ۛ年でͺҡ৙ـেによる෫ਭ֒Ώౖ֒ࡄ࠯
なʹの୉وໝなࣙષ͗֒ࡄ全֦ࠅஏで൅生
しており、本市において΍ஏਔ・௣ഀに対す
るඍえのΆ͖、ଡझଡ様な֒ࡄϨηέ΃の
対Ԣ͗ٽめられています。

（रਜ਼案）
ʦݳয়と՟ୌʧ
ۛ年でͺޫـรಊのӪڻによる෫ਭ֒Ώౖ
ஏ֦ࠅ全͗֒ࡄໝなࣙષوなʹの୉֒ࡄ࠯
で൅生しており、本市において΍ஏਔ・௣ഀ
に対するඍえのΆ͖、ଡझଡ様な֒ࡄϨη
έ΃の対Ԣ͗ٽめられています。
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第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案及び
第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略案に対する意見書

１ 第三期熱海市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案

人口とのؖΚりܐؖ（２）２

（意見）
「２ 人口ݰঙ問ୌに取り組む意ٝ」の２つめの՟ୌに対する๏޴੓をࣖしているため、
නݳをरਜ਼͠れたい。

（ชݬ）
人口とのؖΚりܐؖ（２）

（रਜ਼案）
ࡃ人口の創ड़・֨୉によるஏҮ経ܐؖ（２）
ऀ会のң࣍

̧６ １ 人口のݳয়෾ੵ （１）ᶅ総人口の推Ң ໪ߨ7

（意見）
人口のർֳにؖして、න記を౹一͠れたい。

（ชݬ）
࿟年人口ͺ༁ 2.8ഔにଁՅしています。

（रਜ਼案）
࿟ྺ人口ͺ184.9ˍଁՅしています。

ʴ̓ʵ҈全で҈ৼして฽らし、գごͦるまち
（２）๹ࡄ体੏とஏҮ๹ྙࡄの޴৏

য়と՟ୌݳ ໪ߨ̓
（意見）
ҡ৙ـেというනݳͺあまり࢘Κな͚なͮて͘たため、ޫـรಊというݶཁにरਜ਼͠
れたい。

（ชݬ）
ʦݳয়と՟ୌʧ
ۛ年でͺҡ৙ـেによる෫ਭ֒Ώౖ֒ࡄ࠯
なʹの୉وໝなࣙષ͗֒ࡄ全֦ࠅஏで൅生
しており、本市において΍ஏਔ・௣ഀに対す
るඍえのΆ͖、ଡझଡ様な֒ࡄϨηέ΃の
対Ԣ͗ٽめられています。

（रਜ਼案）
ʦݳয়と՟ୌʧ
ۛ年でͺޫـรಊのӪڻによる෫ਭ֒Ώౖ
ஏ֦ࠅ全͗֒ࡄໝなࣙષوなʹの୉֒ࡄ࠯
で൅生しており、本市において΍ஏਔ・௣ഀ
に対するඍえのΆ͖、ଡझଡ様な֒ࡄϨη
έ΃の対Ԣ͗ٽめられています。
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熱海市総合計画審議会・総合戦略会議委員名簿

※敬称略

所属団体 役職 氏名 備考

静岡産業大学 教授 小泉 祐一郎 会長

熱海市町内会長連合会 会長 石井 倭雄 副会長

熱海市男女共同参画推進会議 会長 井戸 真弓

熱海市身体障害者福祉会 会長 岩瀬 輝美

静岡県司法書士会 司法書士 大舘 裕司

協同組合 熱海建設業協会 会長 佐野 茂樹

静岡県熱海健康福祉センター
医療健康課長兼
健康危機調整官

田中 安希子

一般社団法人 熱海青年会議所 理事長 谷 清和

株式会社伊豆新聞本社 熱海新聞 記者 土屋 春菜

熱海市ＰＴＡ協議会 会長 出口 恵

熱海市観光協会連合会 会長 中島 幹雄

熱海市公私立園長会 園長 西島 美智子

三島信用金庫熱海支店 支店長 野中 茂友

熱海営業自動車組合 組合長 原 規公

社会福祉法人 熱海市社会福祉協議会
常務理事兼
事務局長

福島 和幸

熱海瓦斯労働組合 書記次長 福嶋 敏一

熱海商工会議所
熱海市ホテル旅館協同組合連合会

会頭
代表理事

森田 金清

熱海市校長会 会長 山田 新吾

２ 第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略案

第２হ １ɿ戦略の体ܧ

（意見）
ঙࢢ߶ྺԿ、人口ݰঙ͗進ߨしているな͖、ߨ੕の࢕事ͺे຿ෳࢳの޴৏͗第一。҈ৼ
して฽らし、ࢢүて͗で͘るڧ؂をつ͚る͞と͗第一とߡえるため、基本໪標のॳ൬をร
えてͺい͖͖͗。また、熱海に໯ͮて͘たい、ेΊକけたいとࢧえるڧ؂を੖え、મͻれ
るஏҮにする͞と͗重གྷである。

（ชݬ）
基本໪標１ รԿしつͰけるԻ泉؏ޭஏを໪ࢨす
基本໪標２ Ֆ͛ྙを߶める͞とでऑंの҈ఈしたޑ༽を創ड़する
基本໪標̑ ৿しい人のླྀれをつ͚る
基本໪標４ ऑい੊େの結࠙・ೝ৹・ड़ࢢ・ࢊүてのس๮を͖なえる
基本໪標̓ ࣎େに合ͮたஏҮをつ͚り、҈ৼな฽らしをगるとと΍に、ஏҮとஏҮを࿊

するܠ

（रਜ਼案）
基本໪標１ મͻれるஏҮをつ͚り、҈ৼな฽らしをगるとと΍に、ஏҮとஏҮを࿊ܠす

る
基本໪標２ ऑい੊େの結࠙・ೝ৹・ड़ࢢ・ࢊүてのس๮を͖なえる
基本໪標̑ Ֆ͛ྙを߶める͞とでऑंの҈ఈしたޑ༽を創ड़する
基本໪標４ ৿しい人のླྀれをつ͚る
基本໪標̓ รԿしつͰけるԻ泉؏ޭஏを໪ࢨす

基本໪標 4 ऑい੊େの結࠙・ೝ৹・ड़ࢢ・ࢊүてのس๮を͖なえる
のैࣰڧүて؂ࢢΊүてΏすいࢊ（̑）

（意見）
ऑい੊େのླྀड़གྷҾͺಉ͚৖、ेまい、ࢢүてڧ؂にある。͞のڧ؂をߡえる͞と͗基
本໪標 4のऑい੊େの結࠙、ೝ৹、ड़ࢢ、ࢊүてのس๮を͖なえるという͞とである。
（रਜ਼案）
ʴ۫体的事ۂʵにԾ記を௧Յ。
・ଡ様なेまい๏͗で͘るまちのࣰݳに޴けた、ωʖθΏ࣎େにあΚͦたे୒のߍ৿Ώे୒
ηφρέの׈༽ଇ進ʴ࠸掲ʵ
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熱海市総合計画審議会・総合戦略会議委員名簿

※敬称略

所属団体 役職 氏名 備考

静岡産業大学 教授 小泉 祐一郎 会長

熱海市町内会長連合会 会長 石井 倭雄 副会長

熱海市男女共同参画推進会議 会長 井戸 真弓

熱海市身体障害者福祉会 会長 岩瀬 輝美

静岡県司法書士会 司法書士 大舘 裕司

協同組合 熱海建設業協会 会長 佐野 茂樹

静岡県熱海健康福祉センター
医療健康課長兼
健康危機調整官

田中 安希子

一般社団法人 熱海青年会議所 理事長 谷 清和

株式会社伊豆新聞本社 熱海新聞 記者 土屋 春菜

熱海市ＰＴＡ協議会 会長 出口 恵

熱海市観光協会連合会 会長 中島 幹雄

熱海市公私立園長会 園長 西島 美智子

三島信用金庫熱海支店 支店長 野中 茂友

熱海営業自動車組合 組合長 原 規公

社会福祉法人 熱海市社会福祉協議会
常務理事兼
事務局長

福島 和幸

熱海瓦斯労働組合 書記次長 福嶋 敏一

熱海商工会議所
熱海市ホテル旅館協同組合連合会

会頭
代表理事

森田 金清

熱海市校長会 会長 山田 新吾

２ 第三期熱海市まち・ひと・しごと創生総合戦略案

第２হ １ɿ戦略の体ܧ

（意見）
ঙࢢ߶ྺԿ、人口ݰঙ͗進ߨしているな͖、ߨ੕の࢕事ͺे຿ෳࢳの޴৏͗第一。҈ৼ
して฽らし、ࢢүて͗で͘るڧ؂をつ͚る͞と͗第一とߡえるため、基本໪標のॳ൬をร
えてͺい͖͖͗。また、熱海に໯ͮて͘たい、ेΊକけたいとࢧえるڧ؂を੖え、મͻれ
るஏҮにする͞と͗重གྷである。

（ชݬ）
基本໪標１ รԿしつͰけるԻ泉؏ޭஏを໪ࢨす
基本໪標２ Ֆ͛ྙを߶める͞とでऑंの҈ఈしたޑ༽を創ड़する
基本໪標̑ ৿しい人のླྀれをつ͚る
基本໪標４ ऑい੊େの結࠙・ೝ৹・ड़ࢢ・ࢊүてのس๮を͖なえる
基本໪標̓ ࣎େに合ͮたஏҮをつ͚り、҈ৼな฽らしをगるとと΍に、ஏҮとஏҮを࿊

するܠ

（रਜ਼案）
基本໪標１ મͻれるஏҮをつ͚り、҈ৼな฽らしをगるとと΍に、ஏҮとஏҮを࿊ܠす

る
基本໪標２ ऑい੊େの結࠙・ೝ৹・ड़ࢢ・ࢊүてのس๮を͖なえる
基本໪標̑ Ֆ͛ྙを߶める͞とでऑंの҈ఈしたޑ༽を創ड़する
基本໪標４ ৿しい人のླྀれをつ͚る
基本໪標̓ รԿしつͰけるԻ泉؏ޭஏを໪ࢨす

基本໪標 4 ऑい੊େの結࠙・ೝ৹・ड़ࢢ・ࢊүてのس๮を͖なえる
のैࣰڧүて؂ࢢΊүてΏすいࢊ（̑）

（意見）
ऑい੊େのླྀड़གྷҾͺಉ͚৖、ेまい、ࢢүてڧ؂にある。͞のڧ؂をߡえる͞と͗基
本໪標 4のऑい੊େの結࠙、ೝ৹、ड़ࢢ、ࢊүてのس๮を͖なえるという͞とである。
（रਜ਼案）
ʴ۫体的事ۂʵにԾ記を௧Յ。
・ଡ様なेまい๏͗で͘るまちのࣰݳに޴けた、ωʖθΏ࣎େにあΚͦたे୒のߍ৿Ώे୒
ηφρέの׈༽ଇ進ʴ࠸掲ʵ
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熱海市総合計画策定委員会委員名簿

役 職 氏 名 備 考

委 員 長 𠮷𠮷 德 光 男 副市長

副委員長 小 林 太 経営企画部長

委 員 鈴 木 克 章 副市長

委 員 水 野 秀 司 教育長

委 員 三 枝 壮 一 郎 市民生活部長

委 員 立 見 修 司 観光建設部長

委 員 小 圷 透 健康福祉部長

委 員 田 中 英 樹 公営企業部長

委 員 轡 田 敏 秀 消防長

委 員 森 野 敦 教育委員会事務局長

委 員 小 山 み ど り 経営企画部次長

委 員 窪 田 純 一 観光建設部次長

委 員 高 久 浩 士 危機管理監

委 員 高 橋 勝 敏 会計管理者

第五次熱海市総合計画後期基本計画 市民職員合同会議市民委員名簿

部門名 No. 氏名 所属団体

市民生活・安全部門 １ 小 島 ひ ろ 美 熱海市消防団

２ 田 中 博 熱海市町内会長連合会

３ 露 木 光 太 郎 一般市民

４ 中 藤 文 彦 一般市民

５ 吉 田 初 美 熱海地域活動連絡会

６ 脇 坂 綾 子 熱海市自主防災会連合会

福祉・健康づくり・教育部

門

７ 池 田 直 文 ＮＰＯ法人熱海市体育協会

８ 鈴 木 千 尋 一般市民

９ 野 田 正 身 民生委員・児童委員協議会

10 松 浦 裕 樹 熱海市ＰＴＡ協議会

11 水 谷 久 美 一般市民

12 山 田 充 子 熱海市文化団体連合会

観光・産業・環境部門 13 斧 あ や 熱海商工会議所

14 川 﨑 秀 和 熱海市環境衛生自治推進協会

15 小 松 愛 美 熱海市観光協会連合会

16 根 本 雅 典 いとう漁業協同組合

17 二 見 一 輝 瑠 一般市民

18 山 田 秀 明 熱海市農業委員会

19 渡 邉 慎 太 郎 熱海温泉ホテル旅館協同組合

都市基盤部門
20 榎 本 光 作

公益社団法人静岡県宅地建物取引業協会東

部支部

21 北 川 昌 輝 一般社団法人熱海青年会議所

22 三 平 ほ の か 一般市民

23 吉 田 雄 一 熱海営業自動車組合

24 若 林 直
公益社団法人静岡県建築士会東部ブロック

協議会

※50 音順 敬称略
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熱海市総合計画策定委員会委員名簿

役 職 氏 名 備 考

委 員 長 𠮷𠮷 德 光 男 副市長

副委員長 小 林 太 経営企画部長

委 員 鈴 木 克 章 副市長

委 員 水 野 秀 司 教育長

委 員 三 枝 壮 一 郎 市民生活部長

委 員 立 見 修 司 観光建設部長

委 員 小 圷 透 健康福祉部長

委 員 田 中 英 樹 公営企業部長

委 員 轡 田 敏 秀 消防長

委 員 森 野 敦 教育委員会事務局長

委 員 小 山 み ど り 経営企画部次長

委 員 窪 田 純 一 観光建設部次長

委 員 高 久 浩 士 危機管理監

委 員 高 橋 勝 敏 会計管理者

第五次熱海市総合計画後期基本計画 市民職員合同会議市民委員名簿

部門名 No. 氏名 所属団体

市民生活・安全部門 １ 小 島 ひ ろ 美 熱海市消防団

２ 田 中 博 熱海市町内会長連合会

３ 露 木 光 太 郎 一般市民

４ 中 藤 文 彦 一般市民

５ 吉 田 初 美 熱海地域活動連絡会

６ 脇 坂 綾 子 熱海市自主防災会連合会

福祉・健康づくり・教育部

門

７ 池 田 直 文 ＮＰＯ法人熱海市体育協会

８ 鈴 木 千 尋 一般市民

９ 野 田 正 身 民生委員・児童委員協議会

10 松 浦 裕 樹 熱海市ＰＴＡ協議会

11 水 谷 久 美 一般市民

12 山 田 充 子 熱海市文化団体連合会

観光・産業・環境部門 13 斧 あ や 熱海商工会議所

14 川 﨑 秀 和 熱海市環境衛生自治推進協会

15 小 松 愛 美 熱海市観光協会連合会

16 根 本 雅 典 いとう漁業協同組合

17 二 見 一 輝 瑠 一般市民

18 山 田 秀 明 熱海市農業委員会

19 渡 邉 慎 太 郎 熱海温泉ホテル旅館協同組合

都市基盤部門
20 榎 本 光 作

公益社団法人静岡県宅地建物取引業協会東

部支部

21 北 川 昌 輝 一般社団法人熱海青年会議所

22 三 平 ほ の か 一般市民

23 吉 田 雄 一 熱海営業自動車組合

24 若 林 直
公益社団法人静岡県建築士会東部ブロック

協議会

※50 音順 敬称略
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第五次熱海市総合計画後期基本計画試案作成担当者名簿

【１】人と人とがつながり、健康でいきいきと過ごせるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 市民協働のまちづくり 鈴木　英明 加藤　夕貴 岩﨑　綾

2 地域福祉の推進 當摩　靖之 國原　昭直 小川　健太

3 生涯を通じた健康づくり 鹿田　しげみ 小野寺　智子 大塚　進

川口　京子

水谷　奈穂子

5 高齢者福祉の充実 木下　きぬ子 梅原　美紗 井ノ口　壮二郎

6 資源環境と廃棄物の減量及び適正処理の推進 櫻井　千尋 野口　真道 松井　啓加

7 環境の保全と地球温暖化対策の推進 櫻井　千尋 野口　真道 松井　啓加

8 消費生活の安定と向上 鈴木　英明 加藤　夕貴 岩﨑　綾

9 ジェンダー平等な社会の実現 鈴木　英明 加藤　夕貴 岩﨑　綾

川口　正樹

高橋　佳孝

【２】多様な魅力を生かした活力あふれるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 観光の振興 高橋　邦治 大澤　くみ子 早川　憧

芹澤　元一

杉山　由記

芹澤　元一

杉山　由記

岡部　隆一

森野　静

【３】地域の特性に応じた機能的なまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 地域特性に応じた空間づくり 三上　浩美 根本　久義 立見　幸紀

後藤　登志恵

中田　圭一

赤津　昇

三神　賢一

神尾　勲

深澤　良

5 安全な水の安定供給 遠藤　勇一 飯塚　佳広 鈴木　智士

6 市営温泉の安定供給 遠藤　勇一 飯塚　佳広 鈴木　智士

7 下水道施設の整備 浪川　和彦 福田　俊 加藤　瑠璃子

【４】子どもの豊かな感性を育み、誰もが生きがいを持てるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 子ども・子育て支援の推進 八木　昭寿 根間　彩加 小林　千絵

2 熱海らしい特色ある教育の推進 佐藤　織絵 西　涼馬 冨永　奈緒美

3 文化の振興 小林　要子 栗木　崇 山下　彩夏

4 生涯学習の充実 小林　要子 栗木　崇 山下　彩夏

深澤　良

神尾　勲

施　策　名

10 多文化共生社会の構築

施　策　名

4 障がい者福祉の充実

2 商工業の振興

3 起業・創業の支援と雇用の創出

4 農林水産業の振興

4 公園・緑地の整備

施　策　名

2 住環境の整備

高橋　真弓 森田　梨沙

内藤　直子 嶌影　小夜乃

松井　篤士 稲葉　最

松井　篤士 稲葉　最

5 スポーツの推進

施　策　名

3 道路・河川・海岸の整備

土屋　理恵 室伏　雄次郎

白井　悠貴 塩見　純

森　万希子 舛屋　淳一

小松　威仁 木村　葵

八代　賢和 早瀬　有也

熱海市総合計画策定委員会ᇀऎ会委員名簿

部 ኷ 役 職 氏 名 備 考

市民生活Քৄ੩Քࡊ๺

部኷

௶ 長 三 枝 壮 一 郎 市民生活部長

副 ௶ 長 轡 田 敏 秀 消防長

委 員 高 久 浩 士 危機管理監

委 員 野 中 ඿ ኹ དࡰ੤။ड長

委 員 高 ญ པ ஂ ৄ੩ड長

委 員 小 林 敦 危機管理ड長

委 員 中 ໠ ஂ ৸ 消防総務ड長

委 員 ໠ 木 秀 ᅝ ያ防ड長

福祉Ք健康֤֎りՔ教育

部኷

௶ 長 森 野 敦 教育委員会事務局長

副 ௶ 長 小 圷 透 健康福祉部長

委 員 小 ཟ ዼ ऴ 長೧ऴ୦ड長

委 員 ࣰ 部 ፀ 一 ೂ会福祉ड長

委 員 ௨ ဿ ෉ ዡ ᅖ 健康֤֎りड長

委 員 ະ ࡳ ࡲ ౤ ॺ஑教育ड長

委 員 ᆏ ࣰ 久 Ꭼ 生क़ॺ೺ड長

委 員 小 林 ૖ 一 ෨ി৛長

観光Քౌ業部኷

௶ 長 立 見 修 司 観光建設部長

副 ௶ 長 小 山 み ど り 経営企画部次長

委 員 小 ମ 健 ฯ務ड長

委 員 中 ဥ 浩 太 郎 観光経అड長

委 員 ൪ ቎ 敏 ነ ֽ֤֠֎りड๔኷監

委 員 鈴 木 ჽ ਢ会事務局長

ဒ市ৰᄯ部኷

௶ 長 田 中 英 樹 公営企業部長

副 ௶ 長 窪 田 純 一 観光建設部次長

委 員 ৤ ऀ ൨ შ ֽ֤֠֎りड長

委 員 ࣙ ဿ 克 ၝ ဒ市ธ備ड長

委 員 ฃ ໠ ཐ ౨ 公ࣆ፜དड長

委 員 ௨ ဿ 公 ถ 水ၗࣽ๜ड長

委 員 ൪ ቎ ዮ ౨ ऀ水ၗड長

பఖทࢥ営部኷

௶ 長 小 林 太 経営企画部長

副 ௶ 長 高 橋 勝 敏 会計管理者

委 員 ௨ ဿ ᇌ ഡ 企画ఖทड長

委 員 კମ 修一郎 ᅃിஃሇड長

委 員 ဿ ৖ ໽ ஆ 総務ड長

委 員 ன 田 一 ኹ 市民生活ड長

委 員 鈴木 ฉᅖஔ 監௮委員事務局長
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第五次熱海市総合計画後期基本計画試案作成担当者名簿

【１】人と人とがつながり、健康でいきいきと過ごせるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 市民協働のまちづくり 鈴木　英明 加藤　夕貴 岩﨑　綾

2 地域福祉の推進 當摩　靖之 國原　昭直 小川　健太

3 生涯を通じた健康づくり 鹿田　しげみ 小野寺　智子 大塚　進

川口　京子

水谷　奈穂子

5 高齢者福祉の充実 木下　きぬ子 梅原　美紗 井ノ口　壮二郎

6 資源環境と廃棄物の減量及び適正処理の推進 櫻井　千尋 野口　真道 松井　啓加

7 環境の保全と地球温暖化対策の推進 櫻井　千尋 野口　真道 松井　啓加

8 消費生活の安定と向上 鈴木　英明 加藤　夕貴 岩﨑　綾

9 ジェンダー平等な社会の実現 鈴木　英明 加藤　夕貴 岩﨑　綾

川口　正樹

高橋　佳孝

【２】多様な魅力を生かした活力あふれるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 観光の振興 高橋　邦治 大澤　くみ子 早川　憧

芹澤　元一

杉山　由記

芹澤　元一

杉山　由記

岡部　隆一

森野　静

【３】地域の特性に応じた機能的なまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 地域特性に応じた空間づくり 三上　浩美 根本　久義 立見　幸紀

後藤　登志恵

中田　圭一

赤津　昇

三神　賢一

神尾　勲

深澤　良

5 安全な水の安定供給 遠藤　勇一 飯塚　佳広 鈴木　智士

6 市営温泉の安定供給 遠藤　勇一 飯塚　佳広 鈴木　智士

7 下水道施設の整備 浪川　和彦 福田　俊 加藤　瑠璃子

【４】子どもの豊かな感性を育み、誰もが生きがいを持てるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 子ども・子育て支援の推進 八木　昭寿 根間　彩加 小林　千絵

2 熱海らしい特色ある教育の推進 佐藤　織絵 西　涼馬 冨永　奈緒美

3 文化の振興 小林　要子 栗木　崇 山下　彩夏

4 生涯学習の充実 小林　要子 栗木　崇 山下　彩夏

深澤　良

神尾　勲

施　策　名

10 多文化共生社会の構築

施　策　名

4 障がい者福祉の充実

2 商工業の振興

3 起業・創業の支援と雇用の創出

4 農林水産業の振興

4 公園・緑地の整備

施　策　名

2 住環境の整備

高橋　真弓 森田　梨沙

内藤　直子 嶌影　小夜乃

松井　篤士 稲葉　最

松井　篤士 稲葉　最

5 スポーツの推進

施　策　名

3 道路・河川・海岸の整備

土屋　理恵 室伏　雄次郎

白井　悠貴 塩見　純

森　万希子 舛屋　淳一

小松　威仁 木村　葵

八代　賢和 早瀬　有也

熱海市総合計画策定委員会ᇀऎ会委員名簿

部 ኷ 役 職 氏 名 備 考

市民生活Քৄ੩Քࡊ๺

部኷

௶ 長 三 枝 壮 一 郎 市民生活部長

副 ௶ 長 轡 田 敏 秀 消防長

委 員 高 久 浩 士 危機管理監

委 員 野 中 ඿ ኹ དࡰ੤။ड長

委 員 高 ญ པ ஂ ৄ੩ड長

委 員 小 林 敦 危機管理ड長

委 員 中 ໠ ஂ ৸ 消防総務ड長

委 員 ໠ 木 秀 ᅝ ያ防ड長

福祉Ք健康֤֎りՔ教育

部኷

௶ 長 森 野 敦 教育委員会事務局長

副 ௶ 長 小 圷 透 健康福祉部長

委 員 小 ཟ ዼ ऴ 長೧ऴ୦ड長

委 員 ࣰ 部 ፀ 一 ೂ会福祉ड長

委 員 ௨ ဿ ෉ ዡ ᅖ 健康֤֎りड長

委 員 ະ ࡳ ࡲ ౤ ॺ஑教育ड長

委 員 ᆏ ࣰ 久 Ꭼ 生क़ॺ೺ड長

委 員 小 林 ૖ 一 ෨ി৛長

観光Քౌ業部኷

௶ 長 立 見 修 司 観光建設部長

副 ௶ 長 小 山 み ど り 経営企画部次長

委 員 小 ମ 健 ฯ務ड長

委 員 中 ဥ 浩 太 郎 観光経అड長

委 員 ൪ ቎ 敏 ነ ֽ֤֠֎りड๔኷監

委 員 鈴 木 ჽ ਢ会事務局長

ဒ市ৰᄯ部኷

௶ 長 田 中 英 樹 公営企業部長

副 ௶ 長 窪 田 純 一 観光建設部次長

委 員 ৤ ऀ ൨ შ ֽ֤֠֎りड長

委 員 ࣙ ဿ 克 ၝ ဒ市ธ備ड長

委 員 ฃ ໠ ཐ ౨ 公ࣆ፜དड長

委 員 ௨ ဿ 公 ถ 水ၗࣽ๜ड長

委 員 ൪ ቎ ዮ ౨ ऀ水ၗड長

பఖทࢥ営部኷

௶ 長 小 林 太 経営企画部長

副 ௶ 長 高 橋 勝 敏 会計管理者

委 員 ௨ ဿ ᇌ ഡ 企画ఖทड長

委 員 კମ 修一郎 ᅃിஃሇड長

委 員 ဿ ৖ ໽ ஆ 総務ड長

委 員 ன 田 一 ኹ 市民生活ड長

委 員 鈴木 ฉᅖஔ 監௮委員事務局長
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ᚘဒɟᚁ

NO Ў᣼ ɼሥᛢ ᚘဒӸ ሊ࠰ܭஉ Ⴘ೅࠰ ͳᎋ

1 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ᅦᅍᚘဒẕ؏עσဃἩἻὅẔ؏ע ˋԧ33࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

2 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ᭗ᱫᎍᅦᅍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

3 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ʼᜱ̬ᨖʙಅᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

4 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ᐯൈዮӳݣሊᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

5 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ Ꮛềૅੲʙಅᚘဒ܇ỄờὉ܇ ˋԧ73࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

6 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ ᨦầẟᎍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

7 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ ᨦầẟᅦᅍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

8 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ ᨦầẟδᅦᅍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

9 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ ᡶᚘဒὉഫᅹ̬ͤᚘဒẕفࡍỀẪụᚘဒẔͤࡍͤ ˋԧ63࠰உ ˋԧ17ࡇ࠰

10 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ ἙὊἑἪἽἋᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

11 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ ẝẺỚᐃἬἅ᫢Ꮛਖ਼ᡶᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

12 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ Ҕၲ૔ᜱᚘဒ 3உ࠰঺12࠯

13 σӷӋဒ ң΁ᛢ؏ע ဏڡσӷӋဒਖ਼ᡶᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

14 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ࿢ؕؾஜᚘဒ ˋԧ412࠰உ ˋԧ13ࡇ࠰

15 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ૼ༏ෙࢫࠊ৑ỉྶעỆởẰẲẟỼἧỵἋἩἻὅᾁᾀ ˋԧ54࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

16 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ɟᑍࡑూཋϼྸؕஜᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ22ࡇ࠰

17 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ỺἅὉἩἻὅἚۈỉඑૢͳᚘဒ ˋԧ73࠰உ ˋԧ18ࡇ࠰

18 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ూཋϼྸᚘဒࡑܹ໎ ˋԧ83࠰உ
ίႆ໎࠰3ࢸˌϋỉϼྸ
ửؕஜểẴỦὸ

19 ᚇήὉငಅ ᚇήኺฎᛢ ᚇήؕஜᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

20 ᚇήὉငಅ ᚇήኺฎᛢ ᯓྎᘮܹ᧸ഥᚘဒ ˋԧ73࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

21 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᣃࠊᚘဒἰἋἑὊἩἻὅ 5உ࠰঺30࠯ ˋԧ19ࡇ࠰

22 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᇌעᢘദ҄ᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ19࠰

23 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ୎ᚇᚘဒ 3உ࠰঺19࠯

24 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᚇήעỺἼỴ୎ᚇᚘဒ ˋԧ58࠰உ
ჺ஖ˋԧ8࠰
ᧈ஖ˋԧ12࠰

25 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ πσʩᡫᚘဒ؏ע ˋԧ66࠰உ ˋԧ10࠰

26 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ༏ෙࠊᆰܼሁݣሊᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

27 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ πփ˰ܡᧈݤԡ҄ᚘဒ ˋԧ79࠰உ ˋԧ16ࡇ࠰

28 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᎑ᩗો̲̟ᡶᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

29 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ˰ဃ෇ؕஜᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ15ࡇ࠰

30 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ἰὅἉἹὅሥྸᢘദ҄ᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ15ࡇ࠰

31 ᣃࠊᚘဒ ᣃૢࠊͳᛢ ೛నᧈݤԡ̲҄ጣᚘဒ ˋԧ23࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

32 ᣃࠊᚘဒ ᣃૢࠊͳᛢ Ἒὅ἟Ἵᧈݤԡ̲҄ጣᚘဒ ˋԧᾄ࠰ᾂஉ ˋԧᾀᾃࡇ࠰

33 ᣃࠊᚘဒ ᣃૢࠊͳᛢ ԡ̲҄ጣᚘဒݤನᡯཋᧈ׹ٻ ˋԧᾄ࠰ᾂஉ ˋԧᾀᾃࡇ࠰

34 ᣃࠊᚘဒ πטዯעᛢ ᑶỉộẼỀẪụܱ଀ᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

35 ᣃࠊᚘဒ πטዯעᛢ πט଀ᚨᧈݤԡ҄ᚘဒ 3உ࠰঺24࠯ ˋԧ8ࡇ࠰

36 ᣃࠊᚘဒ ᚇήኺฎᛢ ౕ௎ૢͳᚘဒ ˋԧ44࠰உ ˋԧ13ࡇ࠰

37 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ൦ᢊʙಅἥἊἹὅ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

38 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ൦ᢊʙಅؕஜᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

39 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ൦ᢊʙಅኺփ৆ဦ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

40 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ภඡʙಅؕஜᚘဒ 3உ࠰঺30࠯ ˋԧ9ࡇ࠰

41 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ภඡʙಅኺփ৆ဦ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

42 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ πσɦ൦ᢊʙಅؕஜᚘဒ 8உ࠰঺26࠯ ˋԧ12ࡇ࠰

43 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ πσɦ൦ᢊʙಅᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ10ࡇ࠰

44 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ɦ൦ᢊἋἚἕἁἰ἟ἊἳὅἚᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

45 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ൲൦ϼྸૢͳᚘဒ 3உ࠰঺29࠯ ˋԧ8ࡇ࠰

46 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ɦ൦ᢊዮӳעᩗݣሊᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

47 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ɦ൦ᢊʙಅಅѦዒዓᚘဒ 3உ࠰঺29࠯ -

48 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ πσɦ൦ᢊኺփ৆ဦ ˋԧ55࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

49 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ И޽๤ಅᨼᓳ੎൦ϼྸ଀ᚨೞᏡ̬μᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

50 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ И޽๤ಅᨼᓳ੎൦ʙಅኺփ৆ဦ ˋԧ83࠰உ ˋԧ17ࡇ࠰

51 μܤ үೞሥྸᛢ ᚘဒ؏ע᪅҄ࢍם׎ ˋԧ33࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

52 μܤ үೞሥྸᛢ ᚘဒ໎᧸؏ע 3உ࠰঺19࠯ -

53 μܤ үೞሥྸᛢ ඾ඬᢤᩊᚘဒ 2உ࠰঺29࠯ -

54 μܤ үೞሥྸᛢ ൟ̬ᜱᚘဒ׎ 2உ࠰঺19࠯ -

55 μܤ үೞሥྸᛢ ಅѦዒዓᚘဒ 3உ࠰঺29࠯ -

56 μܤ үೞሥྸᛢ ʩᡫܤμᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

57 μܤ үೞሥྸᛢ ሊᘍѣᚘဒݣỶὅἧἽỺὅἈ׹ૼ 7உ࠰঺21࠯ -

【㕵】ࡊ๺でࡊ඾してᇿ׈し、過ごせるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 消ሻ・਽਼໲ฑの੫化 佐藤　太智 ઝ　大和 杉山　ऱ也

2 ሻఆ໲ฑと地域ሻఆ፛の向上 大ุ　真ዣ 中ဥ　വ一郎 鈴木　千൩

3 安全・安඾なᇿらしの充実 大ุ　真ዣ 中ဥ　വ一郎 鈴木　千൩

持໗ई能なபఖทࢪࢥ

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

ଽ谷　仁 國ᇀ　ཫ൙ 平塚　和木

ྙ谷川　智志 ๶ဥ　พ美 立見　和৮

後藤　登志恵

ಈኃઅ

1 ৫बఖทडྙ 佐藤　文俊

2 ৫ब室ྙӡ፭和ԁႩӽଈま֦Ӣ ଽ谷　仁

3 ৫ब室ྙӡ፭和ԁႩӾଈ֊らӢ 後藤　登志恵

4 ৫ब室　೗঴ 國ᇀ　ཫ൙

5 ৫ब室　೗႞ 平塚　和木

施　策　名

ಏ໗ईႷなபఖทࢥ営

施　策　名
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ᚘဒɟᚁ

NO Ў᣼ ɼሥᛢ ᚘဒӸ ሊ࠰ܭஉ Ⴘ೅࠰ ͳᎋ

1 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ᅦᅍᚘဒẕ؏עσဃἩἻὅẔ؏ע ˋԧ33࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

2 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ᭗ᱫᎍᅦᅍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

3 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ʼᜱ̬ᨖʙಅᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

4 ᅦᅍὉͤࡍ ᧈݤʼᜱᛢ ᐯൈዮӳݣሊᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

5 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ Ꮛềૅੲʙಅᚘဒ܇ỄờὉ܇ ˋԧ73࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

6 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ ᨦầẟᎍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

7 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ ᨦầẟᅦᅍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

8 ᅦᅍὉͤࡍ ᅈ˟ᅦᅍᛢ ᨦầẟδᅦᅍᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

9 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ ᡶᚘဒὉഫᅹ̬ͤᚘဒẕفࡍỀẪụᚘဒẔͤࡍͤ ˋԧ63࠰உ ˋԧ17ࡇ࠰

10 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ ἙὊἑἪἽἋᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

11 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ ẝẺỚᐃἬἅ᫢Ꮛਖ਼ᡶᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

12 ᅦᅍὉͤࡍ ỀẪụᛢࡍͤ Ҕၲ૔ᜱᚘဒ 3உ࠰঺12࠯

13 σӷӋဒ ң΁ᛢ؏ע ဏڡσӷӋဒਖ਼ᡶᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

14 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ࿢ؕؾஜᚘဒ ˋԧ412࠰உ ˋԧ13ࡇ࠰

15 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ૼ༏ෙࢫࠊ৑ỉྶעỆởẰẲẟỼἧỵἋἩἻὅᾁᾀ ˋԧ54࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

16 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ɟᑍࡑూཋϼྸؕஜᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ22ࡇ࠰

17 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ỺἅὉἩἻὅἚۈỉඑૢͳᚘဒ ˋԧ73࠰உ ˋԧ18ࡇ࠰

18 ࿢ؾ ࿢ؾᛢ ూཋϼྸᚘဒࡑܹ໎ ˋԧ83࠰உ
ίႆ໎࠰3ࢸˌϋỉϼྸ
ửؕஜểẴỦὸ

19 ᚇήὉငಅ ᚇήኺฎᛢ ᚇήؕஜᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

20 ᚇήὉငಅ ᚇήኺฎᛢ ᯓྎᘮܹ᧸ഥᚘဒ ˋԧ73࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

21 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᣃࠊᚘဒἰἋἑὊἩἻὅ 5உ࠰঺30࠯ ˋԧ19ࡇ࠰

22 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᇌעᢘദ҄ᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ19࠰

23 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ୎ᚇᚘဒ 3உ࠰঺19࠯

24 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᚇήעỺἼỴ୎ᚇᚘဒ ˋԧ58࠰உ
ჺ஖ˋԧ8࠰
ᧈ஖ˋԧ12࠰

25 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ πσʩᡫᚘဒ؏ע ˋԧ66࠰உ ˋԧ10࠰

26 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ༏ෙࠊᆰܼሁݣሊᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

27 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ πփ˰ܡᧈݤԡ҄ᚘဒ ˋԧ79࠰உ ˋԧ16ࡇ࠰

28 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ᎑ᩗો̲̟ᡶᚘဒ ˋԧ83࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

29 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ˰ဃ෇ؕஜᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ15ࡇ࠰

30 ᣃࠊᚘဒ ộẼỀẪụᛢ ἰὅἉἹὅሥྸᢘദ҄ᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ15ࡇ࠰

31 ᣃࠊᚘဒ ᣃૢࠊͳᛢ ೛నᧈݤԡ̲҄ጣᚘဒ ˋԧ23࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

32 ᣃࠊᚘဒ ᣃૢࠊͳᛢ Ἒὅ἟Ἵᧈݤԡ̲҄ጣᚘဒ ˋԧᾄ࠰ᾂஉ ˋԧᾀᾃࡇ࠰

33 ᣃࠊᚘဒ ᣃૢࠊͳᛢ ԡ̲҄ጣᚘဒݤನᡯཋᧈ׹ٻ ˋԧᾄ࠰ᾂஉ ˋԧᾀᾃࡇ࠰

34 ᣃࠊᚘဒ πטዯעᛢ ᑶỉộẼỀẪụܱ଀ᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

35 ᣃࠊᚘဒ πטዯעᛢ πט଀ᚨᧈݤԡ҄ᚘဒ 3உ࠰঺24࠯ ˋԧ8ࡇ࠰

36 ᣃࠊᚘဒ ᚇήኺฎᛢ ౕ௎ૢͳᚘဒ ˋԧ44࠰உ ˋԧ13ࡇ࠰

37 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ൦ᢊʙಅἥἊἹὅ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

38 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ൦ᢊʙಅؕஜᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

39 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ൦ᢊʙಅኺփ৆ဦ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

40 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ภඡʙಅؕஜᚘဒ 3உ࠰঺30࠯ ˋԧ9ࡇ࠰

41 ᣃࠊᚘဒ ൦ᢊภඡᛢ ภඡʙಅኺփ৆ဦ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

42 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ πσɦ൦ᢊʙಅؕஜᚘဒ 8உ࠰঺26࠯ ˋԧ12ࡇ࠰

43 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ πσɦ൦ᢊʙಅᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ10ࡇ࠰

44 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ɦ൦ᢊἋἚἕἁἰ἟ἊἳὅἚᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

45 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ൲൦ϼྸૢͳᚘဒ 3உ࠰঺29࠯ ˋԧ8ࡇ࠰

46 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ɦ൦ᢊዮӳעᩗݣሊᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

47 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ ɦ൦ᢊʙಅಅѦዒዓᚘဒ 3உ࠰঺29࠯ -

48 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ πσɦ൦ᢊኺփ৆ဦ ˋԧ55࠰உ ˋԧ14ࡇ࠰

49 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ И޽๤ಅᨼᓳ੎൦ϼྸ଀ᚨೞᏡ̬μᚘဒ ˋԧ63࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

50 ᣃࠊᚘဒ ɦ൦ᢊᛢ И޽๤ಅᨼᓳ੎൦ʙಅኺփ৆ဦ ˋԧ83࠰உ ˋԧ17ࡇ࠰

51 μܤ үೞሥྸᛢ ᚘဒ؏ע᪅҄ࢍם׎ ˋԧ33࠰உ ˋԧ8ࡇ࠰

52 μܤ үೞሥྸᛢ ᚘဒ໎᧸؏ע 3உ࠰঺19࠯ -

53 μܤ үೞሥྸᛢ ඾ඬᢤᩊᚘဒ 2உ࠰঺29࠯ -

54 μܤ үೞሥྸᛢ ൟ̬ᜱᚘဒ׎ 2உ࠰঺19࠯ -

55 μܤ үೞሥྸᛢ ಅѦዒዓᚘဒ 3உ࠰঺29࠯ -

56 μܤ үೞሥྸᛢ ʩᡫܤμᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

57 μܤ үೞሥྸᛢ ሊᘍѣᚘဒݣỶὅἧἽỺὅἈ׹ૼ 7உ࠰঺21࠯ -

【㕵】ࡊ๺でࡊ඾してᇿ׈し、過ごせるまち

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

1 消ሻ・਽਼໲ฑの੫化 佐藤　太智 ઝ　大和 杉山　ऱ也

2 ሻఆ໲ฑと地域ሻఆ፛の向上 大ุ　真ዣ 中ဥ　വ一郎 鈴木　千൩

3 安全・安඾なᇿらしの充実 大ุ　真ዣ 中ဥ　വ一郎 鈴木　千൩

持໗ई能なபఖทࢪࢥ

主執筆者 補助執筆者 補助執筆者

ଽ谷　仁 國ᇀ　ཫ൙ 平塚　和木

ྙ谷川　智志 ๶ဥ　พ美 立見　和৮

後藤　登志恵

ಈኃઅ

1 ৫बఖทडྙ 佐藤　文俊

2 ৫ब室ྙӡ፭和ԁႩӽଈま֦Ӣ ଽ谷　仁

3 ৫ब室ྙӡ፭和ԁႩӾଈ֊らӢ 後藤　登志恵

4 ৫ब室　೗঴ 國ᇀ　ཫ൙

5 ৫ब室　೗႞ 平塚　和木

施　策　名

ಏ໗ईႷなபఖทࢥ営

施　策　名
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NO Ў᣼ ɼሥᛢ ᚘဒӸ ሊ࠰ܭஉ Ⴘ೅࠰ ͳᎋ

58 ૙ᏋὉ૨҄ ૙Ꮛᛢఄܖ ૙Ꮛਰᐻؕஜᚘဒ ˋԧ23࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

59 ૙ᏋὉ૨҄ ૙Ꮛᛢఄܖ ሁ଀ᚨỉᢘദᙹ೉Ὁᢘദᣐፗᚘဒఄܖ ˋԧ23࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

60 ૙ᏋὉ૨҄ ဃ෨ܖ፼ᛢ ဃ෨ܖ፼ਖ਼ᡶٻዠ ˋԧ37࠰உ ˋԧ12࠰

61 ૙ᏋὉ૨҄ ဃ෨ܖ፼ᛢ ଒ଐӼКᢶ̬܍෇ဇᚘဒ 3உ࠰঺20࠯ -

62 ૙ᏋὉ૨҄ ဃ෨ܖ፼ᛢ Ӫួ൶ৎ؉ჽ׽ჽɠ܍̬ួئ෇ဇᚘဒ ˋԧ23࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

63 ૙ᏋὉ૨҄ ୿᫾׋ ίˎᆅὸ༏ෙ૨ܖ᫾ؕஜᚘဒ ˋԧ53࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰

64 ૙ᏋὉ૨҄ ୿᫾׋ ୿᫾ؕஜ૾ᤆܱᘍἩἻὅ׋ ˋԧ54࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

65 ૙ᏋὉ૨҄ ỀẪụᛢࡍͤ ἋἯὊ἖ਖ਼ᡶᚘဒ ˋԧ43࠰உ ˋԧ13ࡇ࠰

66 ᐻࣄ ᣃૢࠊͳᛢ ˙ᝃࣄޛᐻؕஜᚘဒ ˋԧ46࠰உ ˋԧ13ࡇ࠰ ؕஜ૾ᤆ

67 ᐻࣄ ᣃૢࠊͳᛢ ˙ᝃࣄޛᐻộẼỀẪụᚘဒ ˋԧ49࠰உ ˋԧ9ࡇ࠰ˌᨀ NO67ỉộẼỀẪụᚘဒ

68 ᘍᝠ૎ᢃփ ᅼ୿إ࠼ᛢ ʴ஬Ꮛ঺Ὁᄩ̬ἥἊἹὅ ˋԧ83࠰உ ˋԧ12ࡇ࠰

69 ᘍᝠ૎ᢃփ ᅼ୿إ࠼ᛢ ᭽щẝỦᎰئỀẪụਖ਼ᡶᚘဒ ˋԧ73࠰உ ˋԧ11ࡇ࠰

70 ᘍᝠ૎ᢃփ ዮѦᛢ πσ଀ᚨሁዮӳሥྸᚘဒ 3உ࠰঺29࠯ ˋԧ18ࡇ࠰

71 ᘍᝠ૎ᢃփ ዮѦᛢ ίˎᆅὸ༏ෙἧỻὊἻἲૢͳʙಅؕஜನेὉؕஜᚘဒ 11உ࠰঺26࠯ -

72 ᘍᝠ૎ᢃփ ˖ဒᝠ૎ᛢ ᵢᵶؕஜ૾ᤆ ˋԧ512࠰உ ˋԧ10ࡇ࠰
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